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Ⅰ特別講演   

ソ連におけるチェルノブイリ発電所事故のその後   

Ⅶ「放射線安全・防護調査団」に参加して－   



（1）ソ連におけるチェルノブイリ原子力発電所事故のその後  

－－「放射線安全・防護調査団」に参加して－一－  

（財）放射線計測協会 吉 田 芳 和  

1989年6月25日より10日間、標記調査団（団長 熊取敏之放射線影響  

協会理事長）に参加し、ソ連の関連施設を訪問討議した。ここでは主としてその  

調査結果Ⅰ）に恭づいて、チェルノブイリ原子力発電所事故後のソ連における放射  

線防護に開通する対応と現状について報告する。   

ソ連では事故後の対応のために次の組織等を新設し、全ソの関連部署を動員し  

て、事故現場の復旧、住民の安全確保と関連する調査研究を積極的に進めている。   

コンビナーートと称される組織が、チェルノブイリ原子力発電所から30kmの地  

域内（現在一般の居住禁止）における事故後の対応及び研究等すべての機能を管  

理運営するために、また、全ソ放射線医学研究センターが被ばく者の医療と追跡  

調査、線量測定等関連研究のために設立された。   

ほかに、原一子力発電の統括と安全の強化や緊急時の訓練、機材の開発のために  

仝ソ原了・力発電所運転研究所、スペーツアトム等の組織も新設されている。  

（1） ㈲故対応における放射線防護基準   

公衆防言伽）ために1983年に設定されていた事故時の基準は、基本的には全  

身線量口．25～0．75Sv、甲状腺線量0．3～3Svで、下限値以下では対策必要  

なし、上†；酎直をこえる場合は対策が必要、その中間は状況により決定するもので、  

この基準に基づいて事故蔽後の避難等の措置がとられた。また、牛乳中の131Ⅰ  

の濃度限度苛吊小児甲状腺線量0．3Svに対応して定められていた。   

事故後、汚染地域の公衆に対する監期間の線量限度が、（a）事故後巌初の1年間  

は0．1Sv／年、2年甘以降は0．03Sv／年、（b）生涯で0．35Svと設定された。   

ゴミた、この線量基準を基に土壌汚染の限度及び食品中の －37csの濃度限度等  

も定められた。この場合、J二記の線量l狙度の悠を内部被ばくに割当て（最初の1  

年ここと0．05Sv／／年）．、一・般金■l占の放射能濃度限度が設定された。   

汚！た除去等の作業轟こ対する線量lミ民度は、事故後初年度乙：よ0．25Sv／年、  

1987～i988年度は0．1Sv／年と設にされたが、現在は平常時の0．05  

Sv／／隼に復している。  
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（2）環境の汚染と被ばくの状況   

発電所から30km圏内及び圏外でも汚染レベルの高い地域は一般性民の居住は  

禁止されている。但し、余生を自宅で過ごしたいと希望する老人は、30km圏内  

（大部分はl輔相即の汚染の低い地域）の居住を黙認されており、外部から食撞が  

供給されている。   

汚染の放射性崩壊による減衰、土壌中への浸透等により、空間線量率、空気中  

濃度等烏年と共に低下している（例えば、同一線量率の地域の面積は1年間で約  

50分の1に減少）。また、事故後2カ月間はどは、131Ⅰによる甲状膜被ばく  

が最大の課題であったが、その後はCs汚染による披ばくが支配的になっている。   

〔ニsの⊥壌中における拡散移行は遅く（300年で10m程度）、単位面積当  

りの汚染密度（137cs）は事故後殆んど砥下していないが、土地改良や施肥笥  

の効果もあり、＿し様から食物への移行係数需－一拍Jの推定値より小さい。現在の食  

ポー汚染（137cs）の主な摂取経路は、牛乳と肉類で、基準値を超える区域では  

㍍取制限及び浦浄食品の供給が行われている。   

汚染土壌の除染のため、30km圏内で10ha分の土壌か剥乱され、汚染された  

相木写とともに、約100万ポが10kl摘偶の特別区城に処分されている。   

佳代の汚染地域における馴主に関しては、前述の線量基準（生涯で0．35Sv）  

を口′捌こ端々の線量低減対策がとられた結果、平均して事故後1年間の線量は  

0．Od Sv以下、その後3年I言jlの合計線量は0．05～0．06Svであり、佳麗繰岩月  

入部分（∈＝）％以上）が0．35Sv 以下と推定されている。   

また、除染作業者の被ばく線量は1987年は 5，000人が平均0．015Sv、  

1988年扶平均的0．01Sv とのことであった。  

（3）環境モニタリング方式   

見境モニタリングとしては、放触媒量率測定およびエアー・サンプリング（ダ  

スト及び希ガス、トリチウム）が飛行機やヘリコブタ一により定期的に実施され  

ている。   

事故後発電所から30kln圏内において、サイト境界や人∩の多い地区にモニタ  

を設置し、測定データをモニタリングセンターに送†言する方式の環境モニタリン  

グシステムの㌍備が進められつつあるZ〉 また、100k川圏内にモニタリングポ  

イントを誤り、線量率（連続）、問下僚の測定を行うことが計画（一部珠灘）さ  

れている。   

環境および仙人の線畳測定灘削憧拡大するための放射線測定器の閲発及び整備  

が行われた。   

放射胱物質の故山状況（環境のデータを含む）は、新聞を通じて従業員や住民  

に知らされる（地方版に過11可、全区り坂に月11叶魁戟）。  
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（d）被ばく者の追跡調査   

急性放射線症と診断され入院した被災者237名中の生存者209人は、キエ  

フの全ソ放射綿属学研究センターで、年1回2週間の検査入院により健康診断を  

を受けている。   

疫学調査としては、被ばくした集団を線量、性、年令によりサブグループに分  

けて調査していくこととしており、現在約60万人について、線量、現症、事故  

前の健康状況等の欄人情和が登録されている。現在までの調査では、遺伝的影響、  

妊娠中の被ばくによる胎児影響に関しても、急性放射線症を呈した作糞省から生  

まれた13人の子供を含め、異常は検‡＿lはれていないとのことである。   

今回の調査を通じて、ソ連では、このような事故を絶対に起こさないとの決意  

で総力を上げていることがうかがえた。  

・一方、チェルノブイリ原子力発電所事故のような大事故の経済的、社会的負担  

の虫大性を痛感するとともに、事故防止対策の重要性をあらためて実感した。  

文献）  

1）放影協：チェルノブイリ原子力発電所事故後のソ連の対応状況について  

（放射線安全・防護踊査団報告），（株）日本原子力情報センター  

（1989年9月）  

2）原 産：日ソ緊急時対応セミナー（概要祁告），原産（1989年）5月  
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ⅠⅠ米空母核兵器紛失事故に係る海洋環境   

放射能データの検討結果について   



（2）米空母核兵器紛失事故に係る海洋環境放射能データの検討結果について  

平 成 元 年 7 月 2 1日   

科学技術庁原子力安全局   

海洋環境放射能データ評価検討会  

Ⅰ．はじめに  

米空母核兵器紛失事故については．既に米国政府より「環項への影響はない」（参考1）との  

回答を得ているところであるが，科学技術庁では国民の関心が非常に高いことに鑑み，これまで  

環境放射能調査により培った知見を基に．海洋環境放射能データ等について関係省庁及び地元自  

治体の協力を得て調査検討を行うこととなり，本検討会（参考2）においてはその網査結果につ   

いて専門的立場から検討を行った。  

Ⅱ．検討事項  

本検討会においては，以下の海洋環境放射能データ等に係る事項について．専門的立場から検  

討を行うこととした。  

1．過去に実施した海洋環境放射能データの調査・整理等に関する換言寸   

（1）従来から我が国で行ってきた海洋環境放射能データの調査・整理・解析及び海洋の環境放  

射能データに関する文献調査   

（2）過去の放射能調査の際に採取し．現在．関係伎関に保存されている海産生物試料の分析   

（3）低レベル放射性廃棄物の試験的海洋処分に関する環項安全評価の際に用いた安全評価モデ  

ルを用いての披ばく線量の試算  

2．地元自治体の要望等を踏まえて実施している調査結果に関する検討   

（1）水産庁及び鹿児島県の協力を得て実施している沖縄県，鹿児島県近海の海産生物試料の放  

射能分析   

（2）海上保安庁及び鹿児島県の協力を得て実施している事故現場周辺海域の海水の放射能分析  
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Ⅲ．検討結果  

本件事故は，米政府の説明によれば．1965年12月5日に，沖縄本島の北東約200海里，南西諸  

島の直近の陸地の東方的80海里の公海上（北棲27度35．2分，東経131度19．3分）で発生したもの  

であり，核兵器は16，000フィート以深（約4，800m以深）の海底に沈み．核物質は海水にさらさ  

れ，溶解・沈澱しており．環境に影響はないとされている。  

本件事故に係る核兵器に含まれていた核物質の種類．形兵乱 量などは明らかになってはいない  

が，核兵器に含まれうる核物質として．ウラン及びプルトニウムについて．放射線障害防止の観  

点から以下の通り考察した。  

ウランは，自然界に広く存在する物質であり．海水30万トン中にも約1kgの天然ウランが含ま  

れている（海水中のウラン濃度：3xlO‾6g／ゼ）。仮に，本件事故に係る核兵器にウランが10  

kgのオーダーで含まれ，深海中で放出・拡散したとしても，天然のバックグラウンドと比較して  

十分に小さく．さらに人間の生活環境から離れているという点を考慮すれば全く問題ないと考え  

られる。  

一方，プルトニウムはもともと自然界に極めて微量しか存在していなかったが，大気圏核実験  

に伴うフォールアウトによって検出されるようになった。過去の大気圏核実験により放出された  

プルトニウムは35．9万Ci（約4．2ton相当）とされている〔1982年．国連放射線影響科学委員会   

（UNSCEAR）報告〕。このうちの一郎が海水中に存在し，北西太平洋の海水中には．これまでの調  

査結果によればプルトニウムが30×10‾一pci／ゼ以下の濃度で含まれている。（図5参照）  

本検討においては．このような状況を踏まえつつ，過去及び今回の放射能網査で得られたプル   

トニウムに関するデータ等について検討を行うこととした。  

1．過去に実施した海洋環境放射能データの調査・整理等に関する検討   

（1）過去のデータの調査結果  

我が国では，大気圏核実験に起因する放射性降下物の放射能調査を1957年より科学技術庁  

を中心とし，関係省庁及び地方公共団体等において実施してきており，海掛こおけるプルト  

ニウムの放射能調査は1967年以降実施されている。   

（D 海産生物  

過去に測定された日本近海及び北太平洋の海産生物可食部のプルトニウム濃度及び我が国  

周辺海域で過去に採取した試料の再分析結果は表1及び図1に示すとおりである。  

過去（1974年～1987年）に測定された海産生物可食部のプルトニウム濃度は，検出限界以  
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下－7．2 pCi／kg生の範囲にあり，海産生物の種類等によって変動がある。過去の測定結  

果には，沖縄県，鹿児島県近海の海産生物に関するものは含まれておらず，地域間比較によ  

る評価は行えないものの，これらの測定値からは，特に問題となる濃度は見出されていない。  

また，我が国の周辺海域において過去に採取し（1984年－1987年）保存してある海産生物  

可全部（灰試料）について今回新たにプルトニウム分析を実施した始果，全て検出限界以下  

であった。なお，分析は科学技術庁放射能測定法シリーズ12「プルトニウム分析法」に準じ  

て行われた。   

② 海水  

過去に測定された日本近海及び北西太平洋における海水のプルトニウム濃度は．表面水に  

ついては．検出限界以下～18．5×10‾1pCi／ゼ（1967年～1988年）の範囲であり，事故現  

場に比較的近い海域の値と他の海域とを比べても特段の違いは生じていない。（表3及び  

図4参照）  

また，深層水については，過去の調査結果によれば．水深約700～800mのところにビー  

タがある鉛直方向の濃度分布が知られているが，事故現場の比較的近い海域においてもこれ  

と同様の濃度分布（図5参照）が観測されている。これは大気圏核実験に伴うフォールアウ  

トの影響とされており，異常は見出されない。  

（2）低レベル放射性廃棄物の試験的海洋処分に関する環境安全評価の際に用いた安全評価モデ  

ルを用いての被ばく線量の試算  

上述のとおり過去の海水の放射能調査姑黒からは．問題となるようなプルトニウム濃度は   

全く見出されないものの，念のため，科学技術庁が低レベル放射性廃棄物の試験的海洋処分   

に関する環境安全評価の際に用いた安全評価モデルを用いて試算を行ったので．その結果に  

ついて検討を行った。（参考3）  

この試算においては，16，000フィートの海底に著底と同時に，核兵器から核物質が，全量，   

瞬時に海中に放出されると仮定し，上記の安全評価モデルを用いて海水のプルトニウム濃度   

を試算している。その結果，核物質をプルトニウム10kgとした場合，殆どの一般的食用魚介   

類等が捕獲される水深1，000m以浅の海水のうち，最も放射性物質の濃度が高くなる地点及   

び時点の海水濃度は0．89×10一一pci／gと試算された。これは．（1）の過去の観測値の下限  

近傍の値である。  

なお，この試算結果には，かなりの保守性が含まれており．これを考慮すれば，より現実  
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的な海水濃度の試算値は，この少なくとも数十分の1以下になると推定される。  

また．この海水濃度の下でプルトニウムを濃縮した魚介類等キー定量●（1日当たり魚6   

00g，軟体動物（且等）100g．甲殻類100g，海藻100g）ずつ摂取したとしても，これ   

による年当たりの預託実効線量当量ほ0．65〃Sv（0．065mrem）であり，自然放射線源（ラ   

ドン及びその娘核種を除く）からの年実効線量当量1，100IISv（110mrem）の千分の1以   

下であって，全く無視できる程度であった。  

＊「廃棄物その他の物の投棄による海洋汚染の防止に関する集約（1972年）のための定義  

及び勧告（1986年版）」（IAEA Safety series No．78）を参考とした。  

2．地元自治体の要望等を踏まえて実施している調査結果に関する検討   

（1）水産庁及び鹿児島県の協力を得て実施している沖縄県．鹿児島県近海の海産生物試料の放  

射能分析  

海産生物の放射能調査を実施するにあたり，水産庁及び鹿児島県の協力を得て，漁場及び  

魚種を選定した。事故現場周辺には主要な漁場がないことから，鹿児島県．沖縄県周辺の主  

要漁場を選定し（図3参照），この中から．漁獲量等を考慮して外洋性の回遊魚から4試料．  

沿岸性の回遊魚から1試料．沿岸の定着性魚から4試料，中・深海魚から3試料，頭足類か  

ら1試料．海藻類から1試料（合計14試料）を選定した。  

海産生物は．鹿児島県より糊日本分析センターに送付し．その可食卸についてプルトニウ  

ムの分析を行った。その分析始果（衰2参照）は，検出限界以下－0．23pCi／kg生の範囲   

であった。この値は，過去の日本近海の海産生物のプルトニウム濃度（検出限界以下～7．   

21pCi／kg生（表1参照）と比べても異常な値ではなかった。なお，分析は，1．と同様．   

科学技術庁放射能測定法シリーズ12「プルトニウム分析法」に準じて行われた。  

（2）海産生物の摂取に伴う預託実効線量当量の計算   

今回調査した海産生物（魚類、頭足類、海藻類）の結果を基に、念のため海産生物の摂取  

に伴う預託実効線量当量の計算を行った。（参考4）   

海産生物の魚類及び頭足類はすペて検出限界以下であったが検出限界値（0，1pCi／kg生）   

を用いて一日あたり魚類を600g．頭足類を100g毎日摂取したとして預託実効線量当量を   

計算すると、魚更別ま．0．78FLSY（0．078mrem）以下，頭足類は．0．13FJSv（0．013mrem）以   

下となる。  
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また、海藻類は0．23pCiノkg生を用いて一日あたり100gを毎日摂取したとして預託実効線   

量当量を計算すると，0．30〃Sv（0．030mrem）となる。   

魚類．頭足類及び海藻類を仮に毎日上記の量を摂取したとしても，その預託実効線量当量   

は．1．2〃Sv（1．2mrem）以下で．自然放射線源（ラドン及びその娘核種を除く）からの   

年実効線量当量〔1，100JJSv（110mrem）〕の約九百分の1以下であって無視できる程度で   

あった。   

（3）海上保安庁及び鹿児島県の協力を得て実施している事故現場周辺海域の海水の放射能調査   

事故現場周辺海域及び海産生物の採取地点において以下のとおり採水を行い（図3参照）   

㈲日本分析センターにおいてプルトニウム分析を行った。なお，分析は，1．と同様．   

科学技術庁放射能測定法シリーズ12「プルトニウム分析法」に準じて行われた。  

海 水 試 料 の 採 水 状 況  

書式 料 致   採 水 日   採 水 地 点   

表 面 永   元．6．6－7   事故現場周辺海域   

表 面 水   元．6．13   海産生物採取地点   

深 層 水   8   元．7．1   事故現場周辺海域  

表面水6試料（6月6～7日及び6月13日に採水）の網査結果は，麦4のとおり全て検出   

限界以下であった。  

深層水8試料（7月1日に採水）の調査結果は．他海域の文献値等とほぼ同様の鉛直分布   

（図5参照）となり．その儀（蓑5参照）は検出限界以下－10×10‾●pci／‘であり異常   

は見出されなかった。  

Ⅳ．まとめ  

調査検討結果を取りまとめると以下のとおりである。   

1．過去に実施した海洋環境放射能調査結果等に関する検討  

（1）過去（1974年～1987年）に測定された日本近海の海産生物可食部のプルトニウム濃度は種  

類等によって変動があるが，検出頂界以下－7．21pCi／kg生の範囲であり，特段の異常は  
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見出されなかった。また，これとは別に灰試料として保存されている海産生物（1984年－19  

87年に採取）のプルトニウム分析を新たに行った結果は全て検出限界以下であった。   

（2）過去（1967年～1988年）に測定された日本近海及び北西太平洋の海水のプルトニウム濃度  

は，表面水については検出限界以下－18．5×10‾4pci／ゼの範囲であり，深層水について  

は水深約700～800m付近にビータがある鉛直方向の濃度分布が知られているが．事故現場  

の比較的近い海域における値（1967年～1987年測定）も他の海域と比べて特段の異常は見出  

されなかった。   

（3）低レベル放射性廃棄物の試験的海洋処分に関する環填安全評価の際に用いた安全評価モデ  

ルを用いてかなり過大に試算したところ，水深1，000m以浅の海水で最も高い海水の濃度は，  

0．89×10‾4pci／ゼと計算された。この値は．通常のプルトニウム分析における検出限界  

程度である。また．この時の預託実効線量当量は0．65IISv（0．065Mrem）であり，自然放射線  

源（ラドン及びその娘核種を除く）からの年実効線量当量〔1，100JJSv（110mrem）〕の千分  

の1以下であって．全く無視できる値であった。   

2．今回新たに採取した海産生物及び海水の放射能分析調査始果の検討   

（1）水産庁及び鹿児島県の協力を得て試料を採取し，㈲日本分析センターで分析を行った海産  

生物14試料の分析結果は，検出限界以下～0．23pCi／kg生の範囲であった。この値は，過  

去の日本近海の海産生物のプルトニウム濃度（検出限界以下－7．21pCi／kg生）と比べて  

も異常な値ではなかった。   

（2）魚類，頭足頬及び海藻類の摂取に伴う預託実効線量当量の計算を行ったところ自然放射  

線源（ラドン及びその娘核種を除く）からの年実効線量当量の約九百分の1以下であって  

無視できる程度であった。   

（3）海上保安庁及び鹿児島県の協力を得て試料を採取し．㈲日本分析センターで分析を行っ  

た海水（表面水6試料，深層水8試料）のうち，表面水6試料のプルトニウム凄度は全て検  

出限界以下であった。深層水は．検出限界以下－10×10‾1pci／ゼの範囲内にあるが．他  

の海域の深層水と比べて異常は見出されなかった。  
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表1過去のデータに基づく日本近海の放射能網査結果について（＝争◆2一O pu〉  

単位：PCi／kg生  

過去の文献の調査纏果  保存試料（灰試料）の分析結果  

（1974年－1987年）   く1984年－1987年）  

（データ数）   （データ数）   

1．外遊性の回遊魚   ND ■〉 0．8Z9   ND  

（6）   （1）   

2．沿岸性の回遊魚   ND － 0．16   ND  

く125）   く 3）   

3．沿岸の定着性魚   ND － 0．39   ND  

（112）   （4）   

4．中・深海魚   ND ”0．1ほ   ND  

（5）   （ 2 ）   

5．頭  足  類   ND ・一 0．13   ND  

（72）   （2）   

6．・甲  殻  類   ND”0．460  

（71）  

7．且  類   ND′・・7．2l  

（194）  

8．海  藻  類   ND′一ヰ．6  

（328）  

（注1）魚介類の調査結果は可食郎のものである。  

（注2）計数誤差の3倍東浦のものについてはND（検出限界以下）とした。  

（注3）保存試料の分析は．科学技術庁放射能測定法シリーズ12「プルトニウム分析法」に準じ  

て行われた。  

一11－   



蓑2 今回採取した沖縄県，鹿児島県近海の海産生物中の放射能調査結果について  

（23g◆2…pu）  

単位：PCi／kg生  

分  析  結  果   

1．外遊性の回遊魚   カツオ  ND  シイラ  ND   

（4試料）   （－0．0053±0．0038）  （－0．0037±0．0037）  

マグロ頬くシビ） ND  サワラ  ND  
（0．0034±0．0034）  （－0．0065±0．0027）   

2．沿岸性の回遊魚   カンパチ  ND   

（1試料）   （－0．0043±0．0025）   

3．沿岸の定着性魚   ブダイ頬くエラ） ND  ハ夕  日D   

（4試料）   （0．0063±0．0045）  （0．0±0．0）  

ハマタイ  ND  タカサゴ  ND  

（－0．0027±0．0027）  （0．0±0．0）   

4．中・深海魚   キンメタイ  ND  アオタイ  ND   

（3試料）   （－0．0057±0．0041）  （0．0035±0．0035）  

ムツ  ND  

（0．0±0．0）   

5．頭  足  類   水イカ  ND   

（1試料）   （0．0±0．0）   

6．甲 殻 類   

（0試料）  

7．貝   類   

（0試料）  

8．海  藻  類   葦殖モズク  0．23   
（1試料）   （0．23±0．036）   

（注1）計数誤差の3倍未満のものについてはND（検出限界以下）とした。  
（注2）分析は，科学技術庁放射能測定法シリーズ12「プルトニウム分析法」に準じて行われた。  
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表3 過去のデータに基づく海水（表面水）の放射能弼査結果について（239◆2■8P u）  

単位：10‾1pci／ゼ  

採 取 場 所   239◆2一O Puの濃度   

日本近海   りD■〉柑．5  

文献贈査姑果  （1967年－1988年）   （135）  

（データ数）  北西太平洋   ND”‖  

（1967年－1987年）   （45）  

蓑ヰ 今回採取した表面水の放射能粥査結果について（239◆2■Op u）  

単位：10‾1pci／ゼ  

採  取  地  点   2うg◆2tOpuの濃度   

事故現場周辺海域  ① 270 35．0′ N－131019．0′ E   ND （1．1±0．65）  

② 28015．0′ N－131●19．4′ E   ND （1．1±0．64）  

（∋ 270 35．1′ N－132● 4．1′ E   ND （1．5 ±0．63）  

（参 260 55．0′ N－131’19．0′ E   ND （1．0 ±0．61）  

⑤ 270 35．1′ N－1300 34．2′ E   ND （0．33±0．33）   

海産生物採取地点  ⑥ 28010．4′ N－1290 56．4′ E   ND （0．94±0．61）   

（注1）計数誤差の3倍未満のものについてはND（検出限界以下）とした。  

（注2）分析は，科学技術庁放射能測定法シリーズ12「プルトニウム分析法」に準じて行われた。  
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表5 今回採取した深層水の放射能調査結果について（239◆248Pu）  

試料採取日：平成元年7月1日  供試量：100ゼ  

単位：10‾イpci／ゼ  

採 取 深 度   採  取  地  点   23g◆210Puの濃度   

（D  lO m   27’35．2′ N－131●19．6′ E   ND （2．1±0．75）   

②  200 m   27● 35．2′ N－131●19．6′ E   ND （1．0±0．52）   

③  510 m   270 35．2′ N－131●19．7′ E   ヰ．7 （4．7 ±1．0）   

④  800 m   27■ 35．0′ N－131●19．0′ E   川   （10 ±1．6）   

（9 1．000 m   27● 35．2′ N－131●19．2′ E   9．1 （9．1±1．8 ■）   

⑥ 1，990 m   270 35．4′ N－131●19．1′ E   ND （1．3±0．64）   

⑦ 3．500 m   270 35．2′ N－131018．7′ E   ND （1．3 ±0．71）   

（診 4．500 m   270 34．9′ N－131018．6′ E   ND （1．8 ±0．78）   

（注1）計数誤差の3倍未満のものについてはND（検出限界以下）とした。   

（注2）分析は．科学技術庁放射能測定法シリーズ12「プルトニウム分析法」に準じて行われた。  
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（参考1）  

米空母核兵器紛失事故の概要及び核兵器の安全性に関する米国政府の説明  

（1）1965年12月5日に．沖縄本島の北東約200海里，南西諸島の直近の陸地の東方約80海里の公  

海上（北緯27度35．2分．東経131度19．3分）で米空母タイコンデロガから1個の核兵器を搭載  

したA－4航空機が海中に滑り落ち．パイロット及び核兵器とともに16．000フィート以上の海  

底に沈んだ。  

（2）当該兵器システムは．本件事故の状況下で．安全装置を解除するようには設計されていない  

ため，本件事故時には．核爆発あるいは高性能爆薬の爆発は起こり得なかった。  

（3）当該抜装置は，16，000フィートの海底に至る前に，構造的な破損が起こり．核物質及び高性  

能爆薬の成分は海水にさらされたため，抜増発あるいは高性能爆薬の爆発は，現在の環境下に  

おいても，また，将来の環境下においても，決して起こり得るものではない。  

極）核物質は，溶解・沈澱したことで環境への影響はない。また本件事故当時，事故現執こおい  

ていかなる汚染も測定されなかった。  
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（参考2）  

海洋環境放射能データ評価検討会の開催について  

原 子 力 安 全 局  

1．目的  

1965年に発生した米空母の抜兵器紛失事故問題の対応に資するため，既存の   

海洋環境放射能データの評価損紆，等を行う。  

2．参加者  

市 川 龍  

岡 野 眞  

土 屋 信  

長 屋  

沼宮内 弼  

浜 田 達  

大 和 愛  

書 田 勝  

事  務  局  

関 係 省 庁  

資   （財）原子力安全研究協会常任理事  

治  元理化学研究所放射線研究室  

人   （財）原子力環境整爛センター理事  

裕  放射線医学稔合研究所海洋放射生態学研究部長  

雄  日本原子力研究所保健物理部長  

（社）日本アイソトープ協会常務理事  

司  動力炉・核燃料開発車某団安全部次長  

房  水産庁東海区水産研究所放射能部放射能第一研究室長  

科学鰐術庁原子力安全局（防災環境対策室）  

水産庁研究部漁甥保全課  

海上保安庁水路郎海洋礪査疎  

気象庁海洋気象部海洋評  

外務省北米局安全保障課  オブサーバー  

3．検討事項   

（1）既存の海洋環境放射能データの整理評価及び文献調査   

（2）低レベル放射性廃棄物の試験的海洋処分に関する環犠安全評価の際に用いた安  

全評価モデルを用いた被ばく線量の試算   

（3）過去に採取し．保存中の海産生物（場合によっては，要望のあった地域で採取  

された海産生物を含む）の分析  

㈹ その他  

4．その他   

この評価検討会は原子力安全局長が主催する会合とし，検討結果については，必要   

に応じ適時公表するものとする。  
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（参考3〉  

低レベル放射性廃棄物の試験的海洋処分に関する環境安全評価の附こ用いた  

安全評価モデルを用いての被ばく線量の試算について  

原子力安全局  

1．米空母核兵器紛失事故に伴う環境への影響、とくにヒトの被ばく線量について、低レ  

ベル放射性廃棄物の試験的海洋処分に関する環墳安全評価モデルを用いて試算を行った。  

2．試算の結果、水深1，000mのプルトニウムの法度の最大値は0．89xlO－一pCi／ゼであり  

これは過去の核実験によって放射性降下物として海水中に存在するプルトニウムの強度  

の観測値の下限近傍の値である。また、この海水濃度の下でプルトニウムを撞縮した魚  

介類等を一定量ずつ、連日食用に供することによる年当たりの預託実効線量当量は、0．  

65〃Sv（D．065mrem）である。これは自然放射線源（ラドン及びその娘核種を除く）から  

の年実効線量当量1，100〃Sv（110mrem）の千分の1以下であり、全く無視できる程度  

のものである。  

なお、この試算恕異にはかなりの保守性が含まれており、これを考慮すれば預託実効  

線量当量は、より現実的には少なくとも前記の値のさらに数十分の1以下になるものと  

推定される。  

試算に用いた主な仮定及び条件は次のとおりである。  

①放射性物質が、水深16．000フィート（約4，800m）の海底に着底した後、瞬時溶解に  

よる放出を仮定。  

②解析した海洋の広さは東西12，000Km、南北6，000Kmとし、放出点の西方100kmに南北  

に走る陸地を、北方500kmに東西に走る陸地を設定。  

（∋核兵器に用いられている核物質としてプルトニウム くPリー239）10kgそ仮定。  

④水平方向の拡散を小さめに、鉛直方向の拡散を大きめにし、最大嶺度を高く推定する  

ように、水平拡散係数を10－cm2／sec、鉛直拡散係数を200crn2／secと仮定し、海流  

による拡散や希釈、プルトニウムの海底への沈降・堆積によるプルトニウムの海中濃  

度の低下は考慮しない。  

⑤殆どの一眼白勺食用魚介類等が捕獲される水深1．000m以浅の水深のうち、最も放射性  

物質濃度が高くなる地点及び時点の濃度でプルトニウムが濃縮された魚介類等を摂取  

すると仮定。  

⑥1日当たり魚600g、軟体動物（且等）、甲殻類、海藻、それぞれ100gを毎日摂取する  

と仮定。（「廃棄物その他の物の投棄による海洋汚染の防止に関する条約（1972年）  

のための定義及び勧告（1986年版）」IAEA Safety seTies No．78を参考とした。）  

⑦プルトニウムの濃縮係数は、⑤についてそれぞれ40、3，000、300、2，000と設定。  
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（参考4）  

海産生物の摂取に伴う預託実効線量計算  

1．1年間のプルトニウム摂取量   

（1）魚類について  

魚類のプルトニウム濃度を検出限界値 0．1pCi／kg生、魚類の摂取量を   

1日当たり600gとして毎日摂取した時の年間プルトニウム摂取量は、  

0．1（pCi／kg生）×0．6（kg／日）×365（日）  

＝21．9（pCi）  

＝0．81（Bq）   

（2）頸足頬について  

頭足類のプルトニウム渡度を検出限界値 0．1pCi／kg生、頭足類の摂取   

量を1日当たり100gとして毎日摂取した時の年間プルトニウム摂取量は、  

0．1（pCi／kg生）×0．1（kg／日）×365（日）  

＝3．65（pCi）  

＝0．135（Bq）   

（3）海藻類について  

海藻類のプルトニウム濾度を0．23 pCi／kg生、海藻規の摂取量を1日  

当たり100gとして毎日摂取した時の年間プルトニウム摂取量は、  

0．23（pCi／kg生）×0．1（kg／日）×365（日）  

＝8．3 95（pCi）  

＝0．31（Bq）  

1日当りの摂取量は、IAEA（国際原子力機関）Safety series No・78  

「廃棄物その他の物の投棄による海洋汚染の防止に関する条約く1972年）のた  

めの定義及び勧告（1986年版）」を参考とし、魚煩600g、頭足類100  

g、海藻類100gとした。  
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2．預託実効線量当量の試算   

ICRP（国際放射線防護委員会）Pub．30 Part4 及び1CRP Pub．48 により、   

一般公衆の小腸からのプルトニウム吸収割合を10‾3とすると、1B q経口   

摂取当たりの預託線量当量は、9．6×10一丁S v／B qである。   

（1）魚規について  

魚煩を年間0．81B q摂取した場合の預託実効線量当量は、  

0．81（8q）×9．6×10‾丁（Sv／Bq）  

＝7．776×10‾T（Sv）  

従って、 預託実効線量当量は、旦．78〟S v（0．078mr em）と  

なる。   

（2）頭足類について  

頸足規を年間0．135B q摂取した場合の預託実効線量当量は、  

0．135（Bq）×9．6×10‾T（Sv／8q）  

＝1．296×10●T（Sv）  

従って、 預託実効線量当量は、旦．13〟S v（0．013mr em）と  

なる。   

（3）海藻類について  

海藻類を年間0．31B q摂取した場合の預託実効線量当主は、  

0．31（Bq）×9．6×10－7（Sv／Bq）  

ニ2．9 76×10‾T（Sv〉  

従って、 預託実効線量当量は、旦，叫030m r eIn）と  

なる。  
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ⅠⅠⅠ環境に関する調査研究1  

（大気、陸）   



（3） 大気浮遊塵中の放射性核種凛度  

放射線医学総合研究所  

本郷昭三、湯川雅枝、前田智子、田中千桔千  
1．諸富  

大気浮遊塵中の放射性核種の濃度を調査するために、千葉市穴川にある放医研構内の地上ユ←1．5Iilの   

外気浮遊塵を寸采取し、放射性核種の分析測定を昭和40年10月より実施してきた。昭和56年3月まて  

は電気式連続集塵器を用いて試料採取を行ったが、同年4月からは本研究所で開発試作した集塵器による   

採取を継続している。   

2．調査研究の概要   

（1）試料採取  

捕集効率が0．955以上のグラスファイバー濾紙（20．3cMX25．4cm）に連続集塵した。  

流量ほマイクロコンピュータによって一定量を保つように制御されている。括弧の目づまり！ま約2か月   

程度の集塵ではおこらなかったが、目づまりを生じて流重が下がった場合でも、積算流重は正しく表示さ   

れるように設計きれている。   

（2）分析測定  

浮遊塵を捕集したグラスファイバーフィルタは、一定の大きさに折りたたんで、Ge（Li）検出器に   

よるガンマスベクトロメトリを行った。ガンマ線放出核種定豊後、NaOHとHClによりSrを抽出し、   

発煙硝酸法で精製した。ストロンチウムー90はマイクロコンピュータによる自動解析装置付きの低バ、ソ   

クグラウンドベータ線スベクトロメータにより定量を行った。   

3．結果  

昨年にひきつづき1988年10月から採取した浮遊塵試料の分析を行った。表－1にガンマ線放出核   

種の定豊値を示した。ストロンチウムー90の分析は現在実施中である。   

4．結語  

大気浮遊塵中の放射性核種濃度変動を経時的に観測する上で、さらに吉羊細なデータを得るために、放射   

能の自動モニタリング装置の開発を検討し、変動を認めた時点での浮遊塵サンプルに関して害羊細な分析測  

定を行うなど、放射能レベルの非常に低い浮遊塵に関しての分析方法の再検討を行う。  
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表－1大気浮遊塵中のγ縁故射性核種漉度  

大気浮遊塵   通風量   放射性核種濃度（×10‾68q／m3）   

採取期間   m3（×103）   13Tcs   

198810／26一－11／11   13．2  

11／11～12／16   13．5   2．50   

12／16～89，1／6   9．98   5．36   

1989 1／6～1／20   12．3   8．50   

1／20～ 2／3   11．0  

2／3・－ 2／23   13．7  

2／23一－3／10   15．4   1．93   

3／10一－ 3／24   14．9   11．l   

3／24一－ 4／7   12．4  

4／7～ 4／21   7．93   5．63   

4／封～ 5／11   7．43   8．34   

5／11～ 6／2   8．57   6．78   

6／2へ・6／16   5．15   9．23   

6／16～ 6／30   6．24   5．01   

6／30一－ 7／14   5．85   9．31   

7／14一－ 7／28   5．85   4．10   

検出限界以下  
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（4）環境中の 】4c の 濃度調査  

放射線医学総合研究所・環境衛生研究部  

岩倉哲男、井上義和  

1．緒言  

核爆発実験によって大気中に放出された14c 環境中における濃度の長期的   

な経年変動を調査し、人工Id cによる人体への被曝線量を算定するためのデータ   

を得る目的で19 5 9年から、おもに植物精油と発酵アルコール中の】4c濃度を  

測定してきた。これら一年性の植物は、その体成分の炭素が、その年の大気中  

の二酸化炭素由来のものであることから、大気中のId c濃度を良く反映するば  

かりでなく、植物が地球上の炭素サイクルにおける14cの生物圏への移行の最  

初のプールであり、前期の目的に適した試料と考えられる。これまでに得られ  

たデータから、これら植物成分中の】4c濃度は19 61，19 6 2年の米、ソ  

による大規模核実験によ って19 6 3年には自然平衡レベルと される 0．2 3  

B q／g炭素（14 d p m／g炭素〉 の約9 0 ％増の最高値に達し、その後、  

中国、フ ラ ンスの核実験による14cの放出、化石燃料消費量の増減に起因する  

と考えられる レベルの変動を伴いながら、減少傾向を保ってきたが、最近では  

減少速度が小さ く なってきている。  

2．調査研究の概要  

原料の産地及び収穫年のわかっている発酵アルコール（ワイ ン）を、分溜、  

精製し、これらの精製アルコール10mlをP P O（4 g／1）、P O P O P  

（0．1g／1）を溶解したトルエン・シンチ レータ と混合し、容量2 0m  

lの低カリ ガラ スバイ アルに入れた後、低バック グラ ウ ンド液体シンチレー  

シ ョ ンカ ウ ンタ，T RIC A R B 2 0 0 0 C A（米国パッ カ ード杜）で3 0 0  

分測定した。バック グラ ウ ンド試料と しては、合成アルコ ール10 mlを用い  

た。この測定で1試料に導入できる原料由来の炭素量 は約4 gであり、Idcに  

対する計数効率は約6 0 ％であった。  
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3．結果  

測定結果を表1に示す。この結果からも明らかなように、日本各地で1g88年  

に生産された発酵アルコール中の】Jc濃度は、16．2 －16．5 d p m／g  

炭素の範囲内にあり試料問に有意の差は見られず、その平均値16．2 8d p  

m／g炭素は、自然平衡値の16％増の値である。なお、前年度の測定値が測  

定に用いた機器の変更によって低めにでた結果を検討するため、19 8 7年産  

のワイ ンを改めて人手し、測定した結果、19 8 8年産のものとはば同じ値が  

得られた。  

4．結語  

今後も、発酵アルコールを中心に植物中】d c濃度の長期変動を観測し、施設  

放出寄与の】4cが環境に与える影響の評価に資するデータを蓄積していく。  

表1国内産発酵アルコール（ワイ ン）中の14c漉皮（d p m／g炭素）  

産地  収穫年   測定数  14c濃度  平均値  
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（5）主要都市（名古屋市）におけるバックグラウンド空間放射線の測定  

放射線医学総合研究所  

阿部史朗、藤高和信  

1．緒言  

自然放射線による体外被曝は避けることが出来ない。国民全体  

に及ぼすモの綿主事与を明らかにするため、また原子力利用の進展  

によって生じる環境問題の解決のための栄料とすることを考慮し、  

全国的な／1ック グラ ウ ンド空間放射線レベルの測定を行っている。  

前回までに四国、九州、東北、北陸、北海道、中国、近畿、東海 t  

東山地方、南西諸島、関東、佐渡島、淡相島、小笠原地方、大東島  

地方、対馬地方、曙岐地方、広島市、小豆島の順で発表してきたが、  

人口密度の高い市町村地域に重点を置き、かつ地質分布、測定密度  

を考慮した上で測定地を選んでいる。今回は名古屋市（部分）の測  

定結果を発表する。測定は平成元年3月に行った。  

2．調査研究の概要  

（1）測定地   

測定地は名古屋市の一郎であるが、測定部分全休でl測定地と し  

て扱う。測定点（実測点）はできるだけ開けた平坦な土地で裏面に  

土壌が露出していると ころを選んだ。測定点致の合計は20である。  

（2）測定器と測定方法   

測定器と しては1”≠xl”Nal（Tl）シンチレーシ ョ ン・サーベイメ ー  

タおよび直径200mm、厚さ3mmのプラスチック電離箱、振動容量型電  

位計、言己緑計を組み合わせたシステムを用いた。サーベイ メ ータの  

読み取り値は後に標準根源で校正した電離箱の値に換算する。いわ  
ばサーベイメ ータを仲介と した電離箱測定と言える。サーベイメ ー  

タの誤差は標準偏差で表すと 士 4 ％である。測定器の再現性は標準  

根源により各測定地点毎にチェ ック したが今回の測定では異常は言忍  

められなかった。このサーベイメータの結果をさらに換算する電離  

箱の誤差は標準偏差で哀して土3．5％である。測定する高さは地上約  

1m、またサーベイメータの検出郡は水平にして使用した。さらに  

降雨開始時を避けるようにしたが、今回の測定時は晴れであった。  

－29－   



（3）柁異  

名古屋市のバックグラウ ンド放射線線量率（宇宙線の寄与を含む）  

のサーベイ メ ータの値を示すと蓑lのようになる。ただし、これら  

は電離箱に換算する前の仮の値である。なお、昭和49年に行った名  

古屋市の第一次測定においては全市内の123地点で測定を行っており  

電離箱で校正したその平均値は10．0士0．8／JR／hであった。  

裏1 各測定地点の仮の線量率（宇宙線、大地、大気  

フォールアウトからの放射線を含む）  

測定地点   照射綿量の仮の値（〃R／h） 測定点数  
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（6）屋内における空間放射線綿丑隅査一西日本（11）  

放射線医学総合研究所  

阿部史朗、藤高和悟  

l．指貫  

当研究の目的は自然放射線による国民線量を実態に基づいて推  

定することである。人々が過ごす場所としては屋内が1日の約80％  

の時間を占めるため、現実の国民綿丘を推定するには屋内綿1レベ  

ルを知ることが肝要である。日本の家屋構造の多 く は木造であるか  

■ら空間放射棉に対する遮蔽効果は小さ く、第一次近似と しては屋外  

線量から推定できるが、土地毎の建築・生活様式による差を反映さ  

せるには現場測定を行うほかない。以上を招まえ、地方毎に、また  

建築構造毎に全匡卜を順次調査研究してきた。  

2．調査研究の概要   

（1）サンプリ ング場所  

昭和52年11月～昭和53年2月 に北海道後志支庁岩内町にて予備  

調査を行い、引続き昭和53年11月よ り沖縄県那覇市周辺、鹿児島県  

鹿児島市周辺、佐賀県佐賀市周辺、島根県松江市周辺の順で民家を  

調査してきた。今回はモのま とめの第 2 相である。  

（2）対象家屋  

計測の対象家屋は実際に人が住んでいる民家で、（a）鉄筋コ ン  

クリ ート遥り（b）コ ン、クリ ート ー ブロ ック作り（c）防火木造（d）木造、  
1  

の4 つのカテゴリ ーである。防火木造とはモルタル遥り等を指す。  

木造のカテゴリ ーには最も伝統的な土壁付き純和風建築から新建材  

を用いた非コ ンクリ ート系プレハブ建築までを含む。鉄筋コ ンクリ  

ート作り にはコ ンクリ ート系プレハブ建築も含める。コ ンクリ ート  

・ブロ ック遥り は急速に数を減じているので一郎の調査ではこのカ   

テゴリ ーを除いた。  

（3）計測方法  

計測には珪酸マグネシウム・タイプのTしDを用いたo TしDは1  

ヶ所にほ子づつ3ヶ月間設置し、郵送によって素子を交換して回収  

した素子を放医研で統み取った。郵送中に受ける′くックグラウンド  

放射線の影響もTLDを用いて毎回求め、事た250mR照射済みTしDによっ  

てフェーディング効果も調べてある。この3ヶ月線量の計測を各家屋  
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で合計5回づつ行った。書生置場所は多くの場合居間か寝室である力く、  

必ず屋外の計測も同時に行った。   

（4）成果  

前回報告したように、この4県では建築構遠別の線量値には事  

実上差が言忍められなかった。今回は地域差に焦点を当てた。区Ilは綿  

量レンジに対する家屋敷分布であるが明かに地域差が認められる。  

図1にはTしDによる屋外の測定結果も並べてあるが、全体に屋内 t 外  

は相似的に地域変化することが分かる。但し、沖縄県のように屋内  

外の分布形にやや差が見られるところもある。  

3．結語  

ここの4県の地域差は紬平均レベルの35％～50％に達するほど  

大きい。従って、小さな特定地域のデータだけで日本の全体像を推  

定するのは危険であること、サンプリ ング地点の選定に当たって予  

め十分な検討が必要であることが分かる。この結果を見る限り沖縄  

から島根まで、北東に向かうほど屋内、屋外とも レベルが高く なる。  

4県のデータを合計すると正規分布に近い分布形になる。  

屋内  屋外  
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（7）屋内・外のラドン等による被曝線量調査  

放射線医学総合研究所  阿部史朗・阿部道子・藤高和信  

東京理科大学・理工学部  児島 紘   

1．緒  言   

ラドン（トロンも含む）ならびにそれらの娘核種による日本国民への線量寄  

与を求めるために調査研究を行っている。第一にラドン娘核種群を中心とし，  

生活環境の中での線量算定上必要欠くことのできない各種パラメータについて  

の調査研究，第二にラドンを対象とした日本国内の全国分布に関する調査研究  

を行っている。後者については，第一次近似的な日本の平均的被曝線量が求め  

られている。ここでは，特に前者に関する研究の一端を報告する。日本でのラ  

ドン等による被曝の実態を知ることは，日本人がふつうに住む自然放射線環境  

の実情がどうかを明らかにするとともにその上に追加される人工環境放射線レ  

ベルと比較検討する上で重要なデータであるという意味合いからその調査研究  

の早期完成が待たれている。その上国際的な比較上からも，世界的に人口比率  

の大きいアジア地域，特に東アジア地域の早急な成果の公表が待たれている。  

ラドンガスの濃度を測るだけでは線量の概要を把握するだけに過ぎず，線量を  

求めて行くにはラドン娘核種群の状況を知ることが重要になって来る。この件  

に関しては，一般人の生活環境での値は世界的にもはんのわずかであり，ラド  

ンガスからの線量寄与の算定には推定パラメータが多く入って正確さに欠ける  

ところがないでもない。当研究室では以前からこの点に着日し鋭意研究を進め，  

順次，生活環境的に意味のある長期の測定結果を報告して釆た。今回はその一  

環としていわゆるフリー成分，空気中で粒子に付着していないラジウムーA，－8，  

－Cの成分についての測定結果と解析結果の一端を報告する。  

2．調査研究の概要ならびに結語   

毎時間でラドンの娘核種（RaA，RaB，RaC各1）3コのデータを連続的に得  

ることができる連続モニターにより測定を行った。この装置にワイアスクリー  

ンを取付けフリー成分も測れるようになっている。   

測定場所は日本国内の2階建コンクリート造りの一般独立家屋内で行なった。  

この家屋は換気率，家人の生活習慣から一般的な日本家屋とみられる。  
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測定期間はほぼ1年間全季節を含むように行った。   

図1は平均的な冬の日周変動を示している。この図にはフリー成分濃度，各  

娘核種の全成分濃度をRaA，RaB，RaCごとに示すと同時にエーロゾル濃度も示  

している。フリー成分は7～9時と20～22時の時間帯で2つの極小値を持って  

いる。これらの極小帯は台所のガスレンジの使用によって生じたエーロゾル粒  

子の増加に相当して起っているものと解釈している。娘核種の全成分とフリー  

成分は逆向きに変動しているとも言える。   

フリー成分（unattached fraction，fp）と各娘核種の全成分濃度との主な  

もの rp RaBでは，  

fpの平均値は0．043  

であり，1982年の国  

連報告の値0．05の値  

とほぼ同等と見てよ  

いことがわかる。fp  

の月平均値の変動は  

各ラドン娘核種の全  

成分にくらべそれほ  

ど顕著ではない。変  

動の傾向は冬から春  

に向って増加してい  

る。春の増加はエー  

ロゾル粒子の減少に  

よるものと考えられ  

る。冬には家屋内で  

石油ヒータなどのエ  

ーロゾル発生源が働  

くために下がるので  

あろう。また全rpの  

30％以上がフリーRaB  

の寄与によるものと  

みられる。   
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ラドン娘核種のフリー成分濃度および全成分濃  

度と， エーロゾル濃度の平均的な冬の日周変動   

（測定期間：1987年1月24～30日）  
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（8） パ ッ シブモニ ターによ る 屋内 ラド ン濃度金田調査  

放射線 医学総合研究所  

総括安全解析研究官  

′ト林定着・藤元憲三・土居雅広・岩崎民子  

内山正史・完食事子・中村裕二  

（1）棒書   

自然に存在する ラド ンお よぴラド ン娘核種からの国民の披囁線量  

を求め る ため、 一般居住家屋内のラド ン濃度について全国調査を 実  

施 して い る。 こ の調査でほ 日 本全国及び各地域にお ける 屋内 ラド ン  

渦度の 代表値並びに家屋補遺や地域に よ る 差異を得 る と 同時に、 高  

洩度 を 有す る 地域 あ る いは家屋 の有無 を 明 ら かにす る こ と を 目 的 と  

し て い る。 したが っ て、 多数の家屋 を対象に し なけれはな ら ない た  

め、 比較的安価、 簡便でかつ必要 と する 測定精度が得 ら れ る 測定器  

と して ポリ カ ーポネイト フ ィ ルム を 用いたカ ッ プ型パ ッ シ ブ ラド ン  

測定器 を 採用 し て い る。 以下に調査の進展状況 を 報告す る。  

（2）調査家屋敷 お よ び調査表居 の選 定   

屋内 ラド ン渦度の調査に 当た っ て は家屋捕造 を 考息に入れ る と 共  

に、 全国のすぺて の都道府県を 対象 と し て、 6 ケ月 間の測定 を 引 続  

き 2 回行い、 年間の平均濃度を 求め る よ う に努めた． また、 一軒で  

2 ヶ 所を測定する こ と と した。 61年度の第一回測定器配布家屋敷は  

18都道府県の3，4う2軒、 62年度は19県の2，936軒、 63年度は1D県の  

11う1軒であ り、 こ の合計家屋敷は全国の世帯数の約0．D20％（杓 う，0  

00軒に1軒の割合）に あ た る。 平成元年度には今年 ま で に未着手 と な  

っ て い る1県の調査（約300軒）を主 と し て 行 う 予定であ る。  

（3）エ ッ チ ン グ処理   

回収 さ れた測定器の フ イ ルム は20● Cの恒温稚内で、 KOHと エ タ ノ  

ー ル と の混合溶液（体積比： 4：1、 アルわり濃度： 6N）を 用 いて1時間の  

化学エ ッ チ ン グを し、 その後、 2kIセ、 800Vの条件下で3．う時間、 電気  

化学的エ ッ チ ン グ を お こ な っ た。 こ のエ ッ チ ン グに よ り 可視 化 さ れ  

た α 線飛跡の数を 画像解析装置 あ る いは 目 視に よ り 計数 し、 屋内の  

ラド ン濃度 を 算定 し た。  

（4）測点巨益の招正   

全国調査 と 並行 し て、 測定結果の 信頼性 を 高め る ため、 オ ー スト  

ラリ アのA R L研究所での 3 回の団＝際比較およ び米田の E M L研究  

所の ラド ン チ ェ ンバーでの摸準曝露実験 を 実，施 し て き た。 そ の結果、  

校正定数は0．02181± 0．00081tracks／cM2 per Bqxday／M）と 求め ら れ、  

A R L と E M L の結果ほ非常に 良 く 一致 し て いた。 ま た、 京大炉 に  

於て実施さ れた比較測定にお いて も 我々 の債は他の参加機関 と 長 く  
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一致して いた。 これらの結果を踏ま えて従来用いて き た校正定款の  

文献値（0．0162 tracks／cm2 per 8qxday／M〇）を上記の値に変更した。  

（う）中間椿果   

これ ま でにすべての過程が終了 し たう910軒の測定結果から濃度分  

布を求める と図1となる。 固からわかる よ う に濃度分布は対数正規  

分布に近く、 その中央値ほ23Bq／m3（算術平均29Bq／爪3）で、 幾何摸  

準偏差は1．6である。 すなj）ち、 調査対象家屋のう ち、 約90％の家屋  

のラド ン濃度はうOBq／爪3以下と なって いる。 こ の債はあ く までも調査  

途中における暫定的な値であ り、 今後の調査の進展によ り変更され  

る 性質の も のであ る。  

（6）今後の調査研究計専   

平成 2 年度以降に行 う 内容は以下の通 り であ る。 ①平成元年度に  

配布 した約300軒分の測定器の回収と そのフ イ ルムのエ ッ チング、 カ  

ウ ント、 デー タ処理、 ③我々 の使用 して いる測定器へのト ロ ンの影  

響の評価検討、 ③全国調査に於て見いだされた高濃度家屋の現地で  

の再調査、 ④アンケート調査項目 と ラド ン濃度 と の統計的解析、 ⑤  

公共施設等の屋内における ラド ン濃度の測定。  

なお、 当調査においては、 調査家屋の選定な らびに測定器の配布  

・回収等にあた っ て、 下記の大学・研究所等のご協力 を仰いだ． 記  

し て 謝意 を 表す る。  

北海道大学獣医学部、 福島県会津若松保障所、 日本原子力研究所、  

滋賀医科大学、 金沢大学低レベル放射能実験施設、 大阪府立放射線  

中央研究所、 広島大学原爆放射能医学研究所、 産業医科大学  
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環境中のトリ チ ウ ム濃度の調査   （9）  
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（2）調査研究の概要  

1988年に毎月 採取 し た試料は、河川水（水戸市1、 東海村  ヽ
 
）
 
 

）
占
州
し
る
 
 

点
地
取
あ
 
 

地
1
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採
で
 
 
 

池水（東海村1地点）、月 間降水（千葉市1地点、 東海村10～  

井戸水（東海村7～8地点）であ る。 こ れ らの他、 半年毎  
）
 
 

、
た
ま
 
 

試料は、 水道水（茨城県～5地点）と 海水（茨城県2地  

た、不定期に東海村の土壌お よ び植物試料を採取 し た  

点
 
 

試料は蒸留精製後その40mlをテフロンハ～イアル中 に秤取 し、液体シンチレータ  
60mlと 混ぜ安定化さ せ た後、液体シンチレーション計数器 AlokaL81で500分  
計測 し た。一部の低3H濾度の試料は、電解濃縮に よ り 濾度を約25倍  
高 く し た後、Aloka 600LB ま た は Tricarb 2000CA／LLで計測 し た。   

【降水］  

一般環境の千葉市（分析センター）で採取 し た月 間降水の〕H濃度の  
年平均個は、1g87年が0．788q／1、1988年が0．85Bq／1であっ た。1984  
年の1．33Bq／1、1985年の 0．90Bq／1、1986年の 0．84Bq／1と 比較す る  
と、最近数年間は、伴かに瀕度が低下す る傾向があ るが、約1Bq／1の  
ほぼ一定の濾度レへヾルで推移 し て いる と 言 え る。ま た、フォールアウト特有の  

季節変動は、年々乏 し く な り 最近は僅かに残っ て いる程度であ る。   

東海村の施設周辺地域で1988年に観測された月 間降水の最大濾度  
は、JRR2 から南南西約600mの地点にお ける11月の約92Bq／1であ  
こ れは、一般環境 レベルの約100倍であ るが、法令の定める排水  
3H水の濾度限度60000Bq／1と比べて約650分の1程度であっ た。  
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［地下水（井戸水）】   

施設周辺地域の民家な どで採取 し た地下水（井戸水）の1983年か  

ら1986年 ま での3H濃度の 4 年分の結果を 見 る と、施設か ら 南南西の  

方向の距離約0．84km地点の年平均濃度は、1984年の15．4Bq／1か ら  

1985年の11．2Bq／1、1986年の9．6Bq／1へ と 連続的に低下す る の に対 し  

て、距離約0．96kⅢの地点は1983年の5．9Bq／1から 増 大 し て1984年の  

7．2Bq／1の最大濃度を 示 し た後、1985年の6．8Bq／1を経て1986年の  

3．9Bq／1へ と 低下 し た。 距離的1．07kmの地点では、1g83年の5．6Bq／1  

か ら増大 し1985年の最大値7．08q／1に通 し た 後1986年の5．7Bq／1へ と  

低下 し た。 一方約2．06km離れ た 地点の濾度は、1983年の3．2Bq／1か ら  

1986年の2．4Bq／1までほぼ一定で、 一般環境の地下水の濾度 に近 い低  

濾度で推移 し た。 ま た、最大濾度（ヒ○－ク）を示す年が距蹟の増大 と と  

も に 遅れ る 傾向 を 示 し た。  

こ の他城の地形が南南西の方向 に向かっ て 傾斜 し て い る こ と と  

の距離 と3H濾度の年変化の関係を 考慮する と こ の地域の地下水  述
流
域
地
地
混
 
 

上
の
地
同
の
が
 
 

であ る こ と を示唆 し て い る。 ま た、降水の3H滞度の  

年変化との比較から、 こ の他城の地下水中の3H は、  

よ っ て地表 に沈着 し た】Hが垂直浸透 し た成分 と、北  

た3Hが垂直浸透後、南の方向に水平移動 し た成分と  

と 推定されるが、定量的な解析は今後の課題であ る。  
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度お よ ぴ1987年～1988年に採取 し た 上  

る と、 簡 易水道水の）H 濾度は、 源水  

し、 上水道水の 3H 濃度は、源水の河  

え ら れ る。  

（3）結語  

化学形   

1tTや有機  

①東海村の  

料の測定調査は、ほぼ終 了 し た。 今後は、  

境試料を 測定対象 と す る。 す な わち、  
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ため、採取頻度を 四半期毎に減ら し、降水、河川水、水道水、   

井戸水（地下水）な どの水試料を 継続測定す る他、新た に指標   

植物や土壌を 対象に加え、滞留時間の長い有機形－H も測定す る  
②一般環境の3H 濃度を把握す る ため、千葉市の月 間降水の測定を   

継続する 他、報告傾がき わめて少ない 大気中のHTOお よ ぴHTの   
測定 と 食品中の有機形お よ び無機形‡H の測定を 新た に加 え る。   

参考資料：昭和63年度放射能調査研究報告書、放医研（印刷中）。  
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（10） 63年度におけ る牛乳の放射能調査  

農水省畜産試験場  

三橋俊彦・須藤ま どか・古川良平  

農水省北海道農業試験場  

山岸規昭・早坂貴代史・田鎖直濃  

農水省九州農業試験場  

相井孝允・久米新一・栗原光規  

1． 緒言  

わが国の牛乳の人為放射能に関す る調査研究を行っ た。 そのなか   

で長寿命核種の経常的な測定， と く に＝7csは乳製品摂取によ る体内   

被曝評価に関連して， 飼料から牛乳への移行率が注目 きれてい る。   

しか し， 国内での移行係数に関する報告例が少ないので， これを充   

実させ るため搾乳牛を用いた実験を行った。  

ま た， 核爆発実験や原子炉事故お よび原子炉衛星落下などの非常   

事態発生またはそれが予想される場合には，北農試， 九農試も加わ   

り 緊急時測定に備え た。  

2． 調査研究の概要   

（1）経常測定お よび緊急時測定  

前年と同様， 経常測定では北緯道（新得畜産試験場）， 岩手（岩   

手県畜産試験場）， 秋田（秋田県畜産試験場）， 福島（福島県畜産   

試験場）， 茨城（農水省畜産試験場）， 静岡（静岡県畜産試験場）．   

福井（福井県畜産試験場）， 香川（香川県畜産試験場）お よび福岡   

（福岡県農業総合試験場）の9カ所か ら測定試料（原乳）を採取 し た。   

63年度における牛乳中の98srお よび＝7cs測定結果を表1，2に示す。   

前年度に比べ98Srではほとんど変化がない と嘗え る。 ただ全国の平   

均値で は僅かなが ら，減少の傾向にあ る こ と がわか る。13Tcsで は62   

年度ソ連原発事故の影響を受けてかな り汚染濃度が上昇し たが， 63   

年度は全国平均値で前年の1／2に減少し た。 地域別にみ る と． 98srは   

従来ど お り， 北海道が一番高 く， 次いで岩手， 秋田 と なっ てお り，   

福井，香川福岡が低い値を示 し た。137csも地域別に み る と g8srと 同   

様の傾向を示す よ う にな り， 原発事故の影響に よ っ て， 一時的に汚   

染が高 く な っ た 地域も低 く な り つつ あ る。  

緊急時に備え ては， 畜試， 北農試， 九農試で測定体制を整え て指   

模し た。 と く に本年度は 3 場所に し ゃ へい体， 北農試には高性能な   

波高分析器も導入さ れたので， こ れ ら を組み込んだ測定法の改良と   

測定横器の校正を行 っ た。   

（2）137csの飼料か ら牛乳への移行 に関す る 検討  

九農試と の共同研究に よ り， ソ連原発事故で汚染 し た乾草（61年   

産）と， 非（低）汚染乾草（62年産）の乳牛への給与試験を何回か行  
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って き た。 その結果，1日の＝7cs摂取量に対す る牛乳1セ 中の13Tcs  

量の比率を も っ て移行率と すれば， い ずれ も4xlO‾3前後で あ っ た。  

この動物実験の精度を さ ら に高める ために， 畜試のズート ロン施設  

を使用 して， 飼料， 水の摂取量の自動記録を行い，137cs取 り 込み重  

を正確に把掘した。 実験は1群3頭の搾乳牛を2群用意し， 各群3回の  

給与実験を繰り返し た。 各試験区の飼料から牛乳への137csの移行率  

を求めて平均す る と 4．2xlO‾3で あ っ た。  

蓑1．  昭和63年度牛乳中98sr （M8q／モ）  

北海道  
岩 手  
秋 田  
福 島  
茨 城  
静 岡  
福 井  
香 川  
福 岡  

108．5±9．0  34．2±8．2  

71．4±7．7  72．7±7．8  

44．7±6．6  33．9±6．1  

60．6±7．7  29．7±6．2  

33．0±7．7 11．6±5．2  

42．6±6．7  38．3±6．4  

29．9±6．0  28．9±6．0  

29．8±6．0  25．1±5．8  

32．8±5．8 17．6±5．0  

117．1±9．3  

83．3±8．1  

58．4±7．4  

18．5±5．4  

20．8±5．4  

30．1±6．3  

24．7±5．9  

25．7±5．7  

31．0±5．7  

173．7±11．0  

70．6±7．7  

48．2±6．9  

34．3±6、2  

25．1±6．0  

39．3±6．7  

29．9±6．0  

19．9±5．4  

1モ‡．4±5．2  

120．9±9．4  

74．5±7．8  

46．3±6．8  

35．8±6．4  

22．6±6．1  

37．6±6．5  

28．4±6．0  

25．1±5．7  

25．0±5．4  

表2．  昭和63年度 牛乳中137cs （mBq／t〉  

北海道  
岩 手  
秋 田  
福 島  
茨 城  
静 岡  
福 井  
香 川  
福 岡  

146．5±14．5 218．5±16．0 486．0±21．0 690．5±25．0 385．4±19．1  

184．0±15．5 219．0±13．5 145．0±ユ3．0 】64．0土13．0 178．0±13．8  

44．0±8．5  86．5±11．0  94．5±10．5  78．5士10．0  75．9±10．0  

44．5±8．5  53．5±10．5 117．5±11．5 155．0±12．0  92．6±10．6  

32．0±8．5  42．5±9．5  35．5±9．5  21．0±8．5   32．8±9．0  

101．0±11．5 112．5±11．0 112．0±11．5 100．5±11．0 106，5±11．3  

23．0±8．5  38．0±10．0  34．0±8．5  31．5±9．0   31．6±9．0  

37．0±9．0  13．0±7．5  40．5±9．0  21．0±臥5   27．9±8．5  

54．0±10．0 16．0±8．5  12．0±8．5  25．5±8．5  26．9±8．9  

3． 結語  

経常調査での牛乳中g匂Srの測定結果は全図平均で殆ど変化がない   

こ とが確認きれた。137csについては61年度に， ソ連原発事故によ る   

影響が穎著に現れた。 62年度には急減してかなり低く なり，本抄録   

でも， 事故前のレベルまでは下がらなかったものの． かな り落ち苔   

いて き たと考察 し た。 しか し， 今年度の全国平均を62年度のそれに   

比べたところ，さらに1／2に減少しており，ソ連原発事故の影響が  

137csに関しては， ま だ終息していない こ と が示唆される。 ま た ∴汚   

染の比較的高い地域で，いずれかの季節にピークが現れ， その時粥   

も地域によってずれがあるという不可解な現象もでている。九農試   

との共同研究で実施した，137csの移・行に関する実験では，試験牛，   

場所，時期，飼料の一郎など種々の条件を変えた実験にもかかわら   

ず，いずれの場合もその飼料から牛乳への移行率は4xlO‾3前後であ   

り，他の多くの報告例よ り低い値であった。 だが，今回の一連の実   
験で求めた移行率の平均値が移行係数と して今後の参考となろ う。  
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（11） 家畜の骨中98S r濃度調査（19 8 8年度）  

農林水産省家畜衛生試験場北海道支囁  

第2研究室 加藤憲夫、近山之雄  

1 緒言  

19 5 7年以来、家畜飼養環境に於ける放射能汚染を、 家畜の   

骨中9田S r濾度測定によ り継続調査している。馬、午等の家畜は   

汚染土頓に生育する植物、あるいは放射性降下物によ り汚染され   

た飼料を直接拝金するため、骨中98S rを測定するこ とは汚染を   

知る良いマーカーとなる。今年度も前年度と同様に馬及び牛の骨   

中98s r濾度を測定し た。  

2  調査研究の概要   

（1）材料と方法  

測定試料は、19 8 8年5月から10月の間に、北海道各地  

から採取した馬13例、 午14例の中辛骨である。測定方法は  

試料を乾式灰化後、 ジー（2－エチルへキシル）－リ ン酸によ  

る＝Yの溶媒抽出法によ っ た。   

（2）測定結果  

馬の骨では5．18±1．78pCi／g・Ca（表1）、 牛の骨では3．77±  

1．58pCi／g・Ca（表2）であった。 前年度の平均値（馬：8．93  

PCi／g・Ca、 牛：4．27pCi／g・Ca）と比較すると、 馬ではやや減少  

したが、 午では同程度であった。 馬で減少したのは今年度は若  

令馬が多 く、 高齢馬が少なかっ た  考
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年次的推移を見る と、19 8 6 年以後横ばいであ  

年度と同水準である（図1）。  

り、  

3  結語  

骨の98S r は、19 6 5 年を頂点と して次第に減少し、 この   

数年は測定開始年度に近い濾度を維持している。 しかし、 若令馬   

でも高い測定値（2 才、 6．48 pCi／g・Ca、 表1）が得られて いるよ   

ぅに、現在でも比較的高濃度の汚染土壌の存在する事が示威丸る。   
今後も長期間のモニターが必要と思われる。 ソ連原発事故 （・8   

6年4 月）に依ると思われる変化は今年度も認められなかった。  
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表1 馬の分析結果（13例）   表2 牛の分析結果（14例）  

年齢 測定値（pCi／g・Ca）  年齢 測定値（pCi／g・Ca）  

2  1．28± 0．64  

2  4．23± 0．77  

3  3．46± 0．66  

5  3．19± 0．69  

5   3．56± 0．82  

6  2．87± 0．56  

6  3．60± 0．52  

7   2．31± 0．53  

7   2．75± 0．67  

7  2．97± 0．73  

8  4．70± 0．68  

8  6．61±1．31  

9  4．13± 0．58  

2  7．18± 0．83  

2  3．38± 0．55  

2   3．46± 0．57   

2   3．76± 0．63  

2  4．14± 0．67  

2  4．43± 0．63  

2  4．62± 0．64  

2  6．48± 0．74  

4   3．79± 0．63  

5   4．95± 0．77   

5   6．91± 0．88   

6  5．28± 0．78   

8  9．55±1．01  

10  6．64± 0．78  

全体平均  3．77±1．58  全体平均  5．18±1．78  

図1 骨中08S rの年次的推移  
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（12）ニヒ 壌 及 こメ 米 麦 子 実 の 放 男寸 裔巨 綱 査  

農林水産省農要項境技術研究所  

駒村美佐子 結田康一 小山雄生  

1．緒言  

昭和3 2年以来、農耕地（水田・畑作土）土壌及びそこに栽培  

生産された米麦子実を対象に、降下放射性核種による汚染状況と  

それらの経年変化を調査してきたが、今回は137csの凋査結果に  

つき、その概要を報告する。  

2．凋査研究の糊要  

（1）試料採取と分析法  

前年度と同様、全国15ケ所の国公立農芸漬煽研究機関の特  

定圃場から、それぞれの収穫期に採取された水田・畑作土及び  

そこに栽培された水稲と小麦を分析用に調製し供試した。  

土壌は風乾細土30～60gを測定容器に詰め、Ge（Li）高純度  

半導体検出器 － マルチチャ ンネルアナラ イザーで全137cs合  

音を珊定した。また米麦子実は玄麦、玄米それぞれ1kgを 500  

℃で灰化後、測定器に詰め、土壌と同様ガンマ計測を行い、全  

137cs 合音を測定した。  

（2）調査結果  

イ．農耕地土壌  

昭和6 3年度の収穫期に∴ 水田及び畑園鳩からそれぞれ採  

取した作土中の全 ＝Tcs含喜を表1、2 に示した。  

これらの調査結果によると、作土中の全137cs含量は全国  

平均で水田土壌17．7 Bq／kg、畑土壌12．8 Bq／kgの構を示した。  

作土中の全l：17cs含量は両土壌と も前年度に比較して僅かに  

増加しているが、経年的には減少傾向を示している。また採  

取地別に比較すると 5．2～44．2 Bq／kgと地域差が大きい。  

ロ．米麦子実  

昭和6 3年産水稲（玄米）及び小麦（玄麦）中の全137cs  

含量を去1、2 に示した。  

これらの調査結果によると、全137cs合音は全国平均で玄  

米 0．114 Bq／kg、玄麦0．061Bq／kg の値を示した。米麦子巽  

中の全137cs含量は玄米、玄麦ともに前年度に比較して僅か  

に増加しているものの経年的には減少傾向を示している。ま  

た採取地別に比較すると0．006 ～0．400 Bq／kg と著しい地域  

差があった。  

3．結語  

農耕地土壌（水田・畑作土）と米麦子実中の全l：■7cs含量は、  
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ほぼ減少傾向を示して推移している。土壌中の13Tcs含量は、地  

域差が依然として認められ、全国平均で水田土壌 2，023 MBq／kMZ、  

贈土壌i，355 材Bq／kmZとかなり少ない値であるが、6 3年度の米  

麦子実への主要な汚染瀬は、土壌【Pに残留している13Tcsが根か  

ら吸収されたことによる間接汚染と考えられる。  

の ＝Tcs含  

試料採取地  

札 幌（北海適）  

盛 岡（岩 手）  
岩 沼（宮 城）  
長 岡（新 法わ  
水 戸（茨 城）  
熊 谷（埼 玉）  
立 川（東 京）  
山 陽（岡 山）  

平  均  

ご1；旦 
＿  

昭 和 63 年 度  

水 田 作 土  試料採取地  

札 幌（北海道）  

盛 岡（岩 手）  
名 取（宮 城）  
秋 田（秋 田）  
上 越（新 お）  
野々市（石 川）  
水 戸（茨 城）  
立 川（東 京）  
羽曳野（大 阪）  

鳥 取（鳥 取）  
山 陽（岡 山）  
筑紫野（福 岡）  

0．114117．7】 2，023  平  均  
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（13）大気中の放射性クリプトン濃度の広域分布  

気象研究所 地球化学研究部  

鈴木 款、杉村 行勇  

大気中の放射性クリプトン（85Kr）は、原子力施設（発電所、  

核燃料再処理工場）や軍事施設等から放出される。‖Krは空気の  

移流拡散に伴って全地球的規模で広がり、その濃度は増加の一途  

をたどっている。当桝究部では、1979年以降、日本の各地（札幌、  

仙台、筑波、東海村、大阪、福岡）の地表大気中及び海上大気中  

の85Krの濃度を測定している。  

1986年4月26日に ソ連のチェルノブイリ原子力発電所の事故が  

発生し、大量の放射性希ガス等が放出された。1986年5月6日の筑  

波の地表大気中で事故の影響と見られる 27．8pCi／ポの高い濃度  

が観測されたが、1986年6月20日以降、筑波においては、事故前  

の24pCり汀Fのレベルにもどった。1987年の1月では 24．8pCi／r†f  

1988咋2ノJでは 25．2pCi／一丁F、1988年の12月では 25．6pCi／ltilと、  

わずかづつではあるが増加している（図1）。   

表1に1979年から1988年までの日本の地表大気中のKr－85濃度  

の観測結果を示した。1988年10月の5地点における平均値は、  

25．O pCi／汀fで前年に比べると依然として高い。   

囲2に海上大気中の85Kr膿度の緯度分布を示した。1988年1月  

の北半球の85Kr濃度は 24．2pCi／rrf、南半球では 22．5pCi／rrfと  

南北の差は1．7pCi／ポであった。1983年から1984年にかけての  

同地域における濃度と比較すると、北半球での差は約 2pCi／nf  
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表1．日本の地表大気中の88Kr濃度  
（pCi正〕）  
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 であるが、南半球では約 6pCりポである。南半球での増加率は  

ヱの4年間で平均1．5pCi／ポ．yrである。この増加は1983年の北  

半球における 85Kr濃度の急激な増加分がこの4年間に南半球に  

移行したことによる。   

大気中の 85Kr濃度は増加の一途をたどっている。この増加が  

地球の生態系にどのような影響を与えるかは、まだ、良くわから  

ない。今後とも、原子力政策の重要な柱として、世界でも数少な  

い貴重なデータであるから、研究を継続していく必要がある。最  

近の我々の計算結果に・よると、88Krの全生成量に対する放出盈  

の割合は10～20％程度である。今後、これらの点を一層明らかに  

していく研究が必要である。  
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（14）日本における人工放射性降下物について  

気象研究所 地球化学研究部  

高谷 祐吉、緑川 貴、井上 久幸   

1．緒言   

1957年4月から気象研究所（東京都杉並区、1980年4月からは筑   

波）で採取した月間降下物について、13Tcs、’Osrの測定が開始   

され、1963年より 3Hの測定が加わり、現在まで継続されている。   

今回は、約30年に及ぶ測定結果について示すとともに、1986年4   

月に起きたチェルノブイリ原子力発竃所事故に由来する降下量に   

ついても報告する。   

2．調査結果の概要  

（1）90sr、137cs、3トⅠの経年変化  

1963年から1988年までの年間降下量を囲1に示す。この期間  

においては1963年に最大値（90sr；0．70kBq／nl、137cs；1．9  

kBq／ポ、3H；155kBq／ポ）を観測した。その後、1967年まで降下  

量は指数関数的に減少を続けた。1968年から1981年までは一連  

の中国核美顔の影響を受けて、増減を繰返し、1980年に行われ  

た第25回中国核実験の影響を受けた1981年以降は再び指数関数  

的に減少を続けた。1986年に起きたチェルノブイリ原子力発電  

所事故は、90sr，13Tcs  

の降下量の再増加をもた  

らし、1986年の年間降下  

量は、90sr；1．8Bq／ポ，  

13Tcs；135Bq／ポを観測  

し、年間降下量のうち、  

90srでは90％、131cs  

では99％以上がチェルノ  

ブイリ原子力発竃所事故  

に由来すると思われる。  

大気浮遊塵の対流圏滞留  

時間は短く、翌1987年に  

おいては事故由来の対流  

圏降下量は無視でき、大  

部分の降下量は成層圏降  

下物と考えられるが、19  

87年の降下量は1981年～  

1985年の成層圏降下量と  
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図1．筑波における‥sr（＋），13Tcs   

（・），ユfl（半）年間降下量．（単位は  

90sr・137cs：mBq／ポ，コEl：Bq／rTf）  
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滞留時間から予想される降下量より大きく、増加分は事故由来   

の成層圏降下物と考えられる。一方、3Hの年間降下量は1982   
年以降1600±400B（1／ポの範囲内にあり、ほぼ一定の偵を示して   

いる。  

（2）チェルノブイリ原発事故由来の90srの降下量の分布   

事故の翌月の1986年5月における全国11地点での’Osr月間降   

下量、及び137cs／30sr比を図2に示す。降下量は中・高緯   

度、特に日本海側で大きく、秋田において最大値6．11Bq／ポ   

を観測した。一方、南西部では降下量は小さい。‖Tcs／90sr   

比は5月上旬において高く、この期問の影響が高い中緯度で高   

い結果となっている。  

（3）大気中のトリチウム  

図3に1983年4月か   

ら1984年4月にかけて   

の筑波における水蒸気   

申のHTO濃度ととも   

に示した。1年を通じ   

ての季節変化としては、   

前半（1月～7月）は濃度   

が全般に低く、変動も   

小さい傾向にあり、後   

半（8月～12月）には変   

動が大きくなる傾向が   

ある。  

図2．1986年5月における50sr降下量  

及び137cs／‥sr比  
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（15） 植物葉中の238uおよぴ2＝U  

国立衛生試験所  

亀谷應昭  松村年朗  

1． 緒舌  

日 本の河川水申の238Uおよぴ231u を分析 し た結果、 238U は平均  

0．23mBq／1、 2＝uは、 0．32mBq／1であ る こ と が明か と なっ た。 河  

川水中 に Uが存在する こ と は、 植物中 に も230uお よぴ23▲uが含 ま  

れる と想定されたので、 二三の植物葉について、 それ ら の分析を行  

っ た。  

2． 分析方法  

乾燥植物葉10g を灰化 し、 こ の灰 に 硝酸（1＋1）20nlを加 え て 溶解、  

蒸発乾固す る。 乾固物 を6N HC150nlに 溶解 し、 陰 イ オ ン 交換機脂  

Amberlite CG 400，100～200メ7シュCl型（1．0¢ × 5cn）に 通 し、 U を 吸  

着 さ せ る、 樹脂 を、 6N HC150nlで洗 っ た の ち、 8N HNO3100nlで  

U を 溶出 さ せ る。 溶 出液 に H2SO4（1＋1）10 蒲 を 加 え、 砂裕上 で 加温  

蒸発 し、 硫酸の み を残す。 こ の残液 に 水30ml、 ア ス コ ル ビ ン 酸100  

mgを加 え、 ア ンモニ ア水 を 加 え、 PH を1．5 と す る。 こ の溶液 を 陰 イ  

オ ン交換樹兼A■berlit8 CG 400，100～200メワシユSOl型（1．0¢ × 5cm）  

に 通 し、 水50mlで樹脂 を 洗 う． つ ぎ に8M HC150nlを 通 し た の ち、1  

N HC15011で樹脂 中のU を 港離す る。 湾離緻 に 硫酸（1＋1）10満 を 加  

え、 濃縮 し 硫酸のみ を残す。 こ れに 20机衆徴 ア ンモ ニ ウ ム 港液15山、  

Hoキ ャリ ヤ ー10〝 g を加 え、 PH を的2．0と し た の ち、 電解セルに 移  

し、 電流0．2A皿Pで 3 時間U を ステ ン レ ス頓に電着する． 電着終了前  

に ア ンモニア水（1り）を数滴加 え、 pHを約7．0と し たのち 2 分間電解  

を つづけ る。 電着終了後、 電着板を はず し水お よぴアセト ン で洗い 

風乾する。 このステ ン レ ス板上のU を α 煉スペクト ロ メ ー タ ー で測  

薙 し、 238uお よ ぴ234U を建皇する。  

3． 結果  

相上物仁葉 中に は23◎uおよぴ231Uが認め られ、 桜の葉では、 238uお  

よ び弓＝Uはそれぞれ 18nBq／生kg およぴ 16■Bq／生kgを示 し、  

河川水と比較する と、 約 2 桁のオー ダーでUが濃縮されて いる こ と  

が明かと なった。 ま た茶葉について も238Uおよぴ2＝uが払め られ、  

そ れぞれ  60mBq／乾kg お よぴ  70九8q／乾kg の価を示 し た。 こ れ  

ら の結束か ら、 植物は常に U を濃縮 し て い る と 想定さ れるが、 植物  

の生理活性に起因 し て いるか否かに ついて は、 現在不明 であ る。 し  

た がって、 今後更に多 く の植物についてU を走査する と と もに、 植  

物の生理活性のあ る金属について も走皇を行い、 これ らの相関につ  

い て検肘する必要があ る と考え られた。  



（16） 高空におけ る 放射能塵の測定  
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（17） 平常の変動範囲を超えた環璃モニタリング結果の原因調査の一例  

動燃■東海事業所   

塚田祥文，叶野 丑，期尾好宏，成田 情  

1．緒言  

環頓モニタリング結果の評価は、測定結果が平常の変動範囲内にあるか否かを一つの判   

断目安としている。平常範囲を超える測定結果の場合に、その原因を解明するために、①   

測定地点周辺の状況を早急に調査する、②考えられる要因を考慮し測定地点周辺の試料を   

採取し分析する、⑨気象及び地理的要因等を解析する、④施設の放出状況を確認する等の   

調査が必要である。  

環境モ＝タリングが平常範囲を超えた測定結果の一例として、日立市川尻海岸の空間放   

射線が、従来の平常変動範周内を超える借を枚刺した際の空間放射線の上昇原因を試走し   

たので報告する。  

2．調査研究の概要   

川尻海岸は、動燃束涌からZO km北に位置し国1に示すとおり北側を十王Jtlが流れてお   

り長さ的380Mである。空間放射線は、Nal（Tl）サーベイメータくアロカTCS－131又はTC  

S－121C）を用い1、4、7及び10月の四半期毎に同一地点の地上1mで測定している。本  

調査では、川尻海岸測定地点周辺の空間放射線分布を調べるとともに、in－Situ Ge半導体  

検出器（体積；1．0×106mmりを用いて空間放射鰍こ寄与している核種を300q抄測定し同  

定した。また同時に採取した海岸砂をGe半導体検出器で100000抄測定し核種分析した。  

3．結語   

図1にサーベイ地点周辺の空間放射線分布を示した。平常値を超えたサーベイ地点周辺  

の極限られた地域が古く、その他点から遠ざかるにつれて徐々に下がり、50m郡れると平  

常値（ヰ．8×用‾2〝Gy／h）であった。   

＝卜SituGe半導体検出器で、サーベイ地点のTl，サーベイ地点から的1ロm西側の口及び  

サーベイ地点から50M南側の通常偏であったT3く囲1）を測定した。その結果は、国2に示  

したとおり、空間放射線測定結果と同様にTl〉口〉口の傾で減少していた。空間放射線に及  
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ぼす核種の影響は、●OKが2．0×10‾i－2．ヰ×10‾コ〟Gy／hとはぼ一定、U系列核種lま0．4   

×10‾2－0．8×10‾2〟Gy／hと全空間放射線に対し用：程度であったのに対し、m系列核種は  

Tl；5．7×10‾2、佗；   

3．6×10‾2及び口；1．6   

×10‾2〟Gy／hで、Tlと   

乃では3倍以上異なっ   

ていた。  

海岸砂のγ線核種分   

析結果は、m系列核種   

のうちTl地点の2＝pb、   

＝】8i及び20t¶ が乃   

地点の3倍に当たる60   

8q／k9であったが、Tl   

地点の深度80cMでは  

丁3地点と同程度（20   

8q／kg）で、表層の砂と   

大きく異なっていた。   

空間放射線が平常変動範囲内にあった時に   

採取したTl地点海岸砂のm系列各種濃度は、   

108q／kgで本調査の値と大きく異なってい   

た。  

更に十王川河底秒のm系列核種とU系列  

国1川尻海岸空間放射線分布図  

．
4
 
 

モ
∂
q
T
O
【
 
 

核種の比（m／U）がTl地点の¶／Uにほぼ一致   

していたこと、並びに十王川が長雨の影響   

で河口付近の流れが変わっていたく周辺住   

人の話）ことなどから、川尻海岸の空間放  

射線が上昇した原因は、河鹿砂の移動等に 図2  

よりm系列核種を多く含む砂が、局部的に   

サーベイ地点に集まったために上昇したも   

のと考えられる。  

TI  T2   T3  

ln－Situ Ge半導体検出器で測定した   

川尻海岸の核種別ガンマ裏面線量率   

Tl；サーベイ地点、丁2；Tlから西に約10m地点、   

T3；Tlから南に約50m地点。  
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（18） 降下物、陸水、海水、土壌および各饉食■払拭桐の放射能胴金  

㈱ 日本分析センター  

附加俊彦、木村敏正、福嶋活人  

1．措  口   

科学技術庁放射能諷査委託にもとづく放射性降下物（フォールアウト）に係る環境試   

料中の放射能誠査として、昭和63年度に採取された降下物、陸水、海水、土壌および   

各種食品などの環境試料について＝s rおよぴ1＝c sの核塵分析を行ったのでその調   

査結果を和告する。  

2．調査の概要   

昭和63年度に40都道府県の各砺生研究所などで採取され送付をうけた冬用相場試   

料について、昭和63年4月から平成元年11月までに90S rおよぴ ■‥c sの抜槻分   

析を行った。  

（1）分析対象試料  

分析対象試料は、降下物、浮避じん、陸水、海水、渥艦上、土壌、日清愈、柏朱、  

牛乳、ドライミルク、野菜、茶、海産生物などである。  

試料は40郡適府県の各衛生研究所などで採取され所定の前処理を施されたのち、  

㈲日本分析センターに送付されたものである。  

（2）分析方法  

，Os rおよび ●〇Tc sの分析ほ「放射性ストロンチウム分析法」（科学技術庁、昭   

和58年改訂）および「放射性セシウム分析法」（科学技術庁、昭和51年改訂）に  

準じた方法で行った。  

3．調査舶来   

昭和63年4月から平成元年3月までに採取された拭料の試料別の職掌を述べる。  

（1）降 ‾ド 物  

各県の月l閉平均膵‾F立の平均値および最小、最大偵は次の通りである。  

，Os r：0．04（0．00 － 0．34）HBq／km2（n＝ 460）  

・＝c s：0．Og（0．00 － 0．65）HBq／k爪2（n＝＝ 46U）  

（2）浮遊じん  

26県で凶半捌毎に採取した試料の平均値および馴、、最大値は次の過りである。  

9。s r：0，001（0．000～0．004）爪輌／爪｝（n＝ 91））  

・＝c s：0．001（0．000－ 0．007）mbq／爪3（n＝ 90）  
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（3）陵  水  

上水（蛇口水、脱水）は各県で年1～4凶、淡水については9県で年1回採収した   

試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

上 水  90s r：l．2（0．3 ～ 5．9）爪8q／β（n＝ 92）  

＝7c s：0，2（0．0 ～ 0．g） mBq／β（n＝ 92）  

淡 水  90s r：3．2（0．02 ～ 5．9）爪8q／β（n＝ 9）  

■＝c s：0．9（0．0 ～ 3．7）m8q／β（n＝ 9）  

（4）海水、海底土  

海水は11県、海底土については12県で年1～2国採取した試料の平均値および   

最小、最大値は次の通りである。  

海 水  ＝S r：2．7（1．7 ～ 4．1）巾8q／ゼ （n＝11）  

＝－c s：4．0（2．5 － 4．9）m8q／ゼ （n＝11）  

海底土  ＝s r：0．09（0．00 ～ 0．51）Bq／kg乾土（n＝13）  

l＝c s こ 2．5（0．19 ～ 8．3） けIl／k8乾上（n＝13）  

（5）土  壌  

各県で年1回採取した拭料（深さ0－5c爪、5～20cmの2種類を各1孟式料）の平   

均値および巌小、最大値は次の通りである。  

H8q／km2（n＝ 39）  

Bq／kg乾土  

】8q／k功才（n＝ 39）  

8q／kg乾土  

H8q／km7（n三 39）  

Bq／kg乾土  

HBqノkm2（n＝ 39）  

Dq／kg乾土  

0－ 5cm ，Os r：230 （1 ～1800）  

6．3（0．03－ 50）  

l＝c s：1100 （9  －2700）  

160 （0．3 －150）  

5－20c瓜  ＝s r：530 （8 ～2000）  

4．6（0．1～ 19）  

■＝ c s．：1300 （0 －9900）  

37 （0 － 97）  

（6）臼 満 会  

各県で年1－2回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

＝s r：0．077（0．019－ 0．15）Bq／（人・日）（n＝ 78）  

0．14（0．056 － 0．28）8q／（8・Ca）  

・＝c s：0，11（0．039～ 0．56）じq／（人・日）（n＝ 7g）  

0．053（0．O18 ～ 0．21）βq／（g・K）  

（7）梢  米  

各県で年1－2回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

9。s r：0．010（0．000 －0．036）Bq／kg指米（n二 44）  

0．26（0．00  ～0．83 ）的／（g・Ca）  

＝－c s：0．036（0．000 －0．42）8q／k名指米（n＝ 44）  

0．039（0．000 －0．43 ）8q／（且・K）  
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（8）牛乳（原乳．市乳）  

各県で年1～6回採取した試料の平均値および最小、最大値は次の通りである。  

90s r：0．040（0．007 ～ 0．23） Bq／β（n＝119）  

0．036（0．006 ～ 0．21） Bq／（g・Ca）  

l＝c s：0．081（0．000 － 0．92） Bq／β（n＝119）  

0．052（0．000 － 0．60） βq／（g・K）  

（9）ドライ ミルク  

ドライミルク、スキムミルクは12試料で、その平均也および最小、最大値は次の   

過りである。  

，OS r：0．33（0．068－ 0．96）Bq／kg粉乳（n＝12）  

0．041（0．u17－  0．081）Bq／（g・Ca）  

■3Tc s：1．3 （0．23 ～ 4．3 ）Bq／k8粉乳（n＝12）  

0．13（0．039～ 0．24）8q／（g・K）  

（10）野  菜  

ダイコン、ホウレンソウについて生産脚＝こ合わせ採取した試料の平均値および韻′ト、   

最大値は次の通りである。  

ダイコン   ，OS r：0．16（0．000－ 0．61）8q／kg生（n＝ 39）  

0．71（0．000－ 3．2 ）Bq／（£・Ca）－  

■87c s：0．016（0．000－ 0．088）8q／kg生（n＝ 39）  

0．0073（0．000～ 0．OZ9）Bq／（g・K）  

ホウレンソウ ＝s r：0．15（0．023－1．3 ）Bq／kg生（n二 40）  

（ハクサイ、  0．26（0，027－ 2．2 ）Bq／（g・Ca）一  

斗ャベツを ＝Tc s：0．072（0．000－ 0．24）Bq／kg生（n＝ 40）  

含む）  0．020（0．000－ 0．48）Bq／（g・K）  

（11）茶  

3蝿で年1回採取した試料（各2試料）の5l乙均他および最小、最大憶は次の通りで  

ある。  

…s r：1．0 （ 0．39～ 3．0 ）的ハ色相茶（n＝10）  

0．40（ 0．21－1．1）8q／（g・Ca）  

・‥c s：2．4 （ 0．55→ 7．9 ）的／k且柏茶（n＝10）  

0．13（ 0．056－ 0．43）的／（g・K）  

（12）海産生物  

各県で年1－5回採収した那斗（魚類、貝類、海嶺類）の平均値および最小、最大  

値は次の通りである。  

魚 類 ，Os r：0．O13（D．000 ～仇084）的／kg生（n＝ 31）  

0．011（0．000 － 0．14 ）桝／（g・Ca）  

＝Tc s：0．020（u．088 → 0．44 ）Bq／kg生（n＝ 31）  

0．058（0．026 ～0．12 ）Bq／（g・K）  
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貝 類  ＝s r：0．008（0．0（川 － 0．021） Bq／kg生（n＝ 9）  

0．016（0．000  

＝＝c s：0．045（0．039  

0．017（0．015  

海藻類  ＝S r：0．043（0．014  

0．039（0．014  

18Tc s：0．060（0．025  

ー 0．053） Bq／（g・Ca）  

－ 0．056） じq／kg 生（n＝ 9）  

－ 0．022） Bq／（g・K）  

－ 0．077） Bq／kg 生（n＝ 8）  

－ 0．080） 的／（g・Ca）  

－ 0．12 ） uq／kg 生（n＝ 8）  

0．0084（0．0023 ～ 0．017） 臼q／（g・K）  

（13）淡水魚  

8県で年1回採収した試料（コイ、フナ、ワカサギ）の平均値および最小、最大値  

は次の通りである。  

gOs r：0．g3（0．069 ～ 3．5 ） βq／kg 生（n＝ 8）  

仇13（0．019 ～ 0．34） bq／（g・Ca）  

●＝c s：0．24（0．090 － 0．64） 机／kg 生（n＝ 8）  

0．081（0．032 － 0．21） bq／（g・K）  

4．結  治   

科学抜備庁放射能凋査委託にもとづく放射性降下物（フォールアウト）に係る頒嶋試   

料中の放射能掴査として、昭和63年度に採取され送付をうけた各摘甥鳩試料について   

＝s rおよぴ1ユーc sの核機分析を行った。  

昭和62年度は、一組の試料（日清食、ドライ ミルクおよび茶）の ●＝c sの放射能   

虎度に、チェルノブイル原子力発電所事故（昭和61年）の影響がみられた。しかし、   

昭和63年度の各趨試料の平均値は、事故前（昭和63年）のレベルに戻っている。  
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ⅠⅤ 環境に関する調査研究2  

（海洋、廃棄物）   



（19） 外洋の解析調査   
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（20）沿岸海域試料の解析調査  

放射線医学総合研究所  

長屋  裕・鈴木  讃  

中村  清・中村良一  

1．緒 言  

前年度に引 き続き、日本沿岸における放射性物質の動向を知る   

ために、茨城沿岸、青森県太平洋沿岸、瀬戸内海な どから海洋試   

料を集めて、187cs．90sr． 28g・＝Opuな どを分析し た。  

2．調 査 研 究 の 概 要  

前 年 度 と 同 じ  

3．結 果  

表1に平成元年2 月採集の茨城沿岸魚類、表2 に軟休顆・甲殻   

類、表 3 に昭和63年10月及び平成元年2 月採集の海藻類の1’7cs－   

289・‥OPu 濃度を示す。 ＝＝cs 濃度では、いすれの試料も前年度   

と 同 じかそれよ り低い傾向が見られた。また表4 に沿岸海水の分   

析結果を示す。前年度に比べて レベルはほぼ同程度である。  

表1．魚類の ＝＝cs，＝9・＝Opu濃度（1989年 2 月 採集）  

■5TCs  2さ書・＝O pu  

2．8 ±  0．3  

21．4 ± 1．7  

N．D．   

4．8 ± 0．4  

N．D．   

3．0 土 1．0   

0．1 ±  0．1  
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表 2．軟体類、甲殻類のlさTcs，＝9・2一Opu濃度（1989年 2 月 採集）  

13T  cs  239・240pu  

ハ マ グリ  可 食 部  

コ タ マ ガ イ  〝  

サ ラ ガ イ  〝  

マ ダ コ  〝  

イ イ タ コ  〝   

ヒ ラ ツ メ ガ ニ  全  体  
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（単位mBq／kg－YeL）  

表 3．海藻 の18Tcs．Z39・＝Opu濃度  

採 集 年 月  13Tcs  ＝9・＝O pu  

ヒ ジ キ （掲）  

ア ラ メ （掲）  

ウ ミ ト ラ ノ オ （褐）  

ツ ノ マ タ （紅）  

ハリ ガ ネ （紅）  

ヒ ノリ  （紅）  
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 （単位mBq／kg－Weり  

表 4．沿岸 表 面海水 中 の 放 射性核 種 濃度  

＝＝cs  239・＝O  pu  

（mBq／ゼ）  （mBq／100‘）  
90sr  

東 京 湾 1988・ 3月  Z．3± 0．2  4．4± 0．3  0．7± 0．1  

相 模 湾 1988・ 3月  2．5± 0．2  4．0± 0．4  1．6± 0．2  

大阪 湾 1988・12月  1．7± 0．1  0．9± 0．1  

1．2± 0．l●  仁 0± 0．l■  
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（21）中深層ネクトン、マイクロネクトンの放射能：四国渦盆北西部（W点）  

水産庁中央水産研究所  

吉田勝彦  

1．緒言   

本年度は昭和58年度よりスタートした第三次閑弾丸調査（放射性固体廃棄物の海洋処分  

候補摘域B点を中心として緯度で10度四方程度の海域に調査海域を広げ、B点との比較資  

料を得ることを目的とする）の最終年度である。   

B点西方の四国海盆北西部海域（W点）を調査海域として、中深層ネクトン、マイクロ  

ネクトンを採集し、鉛直・水平分布、放射能濃度を由査した。   

2．調査研究の概要  

（1）調査航海：昭和61年7月7日から8月5日まで、四国海盆北西部海域（290 －31’N  

133 ● 一135’】E】W点）でおこなった。  

（2）紙料採集：深度モニターを取りつけたKOCネットによるマイクロネクトンの深度別  

採集、しぃ層トロール網によるネクトン、マイクロネクトンの大貴採集  

（3）試料保管：採集生物のうち可能なものは船上で種類ごとに分別し、所定の計測を行っ  

た後、ポリ容器にいれて、－200c以下で凍結した。船上での種類ごとの分別が避難  

な試料は、生態群別に分別して秤量してポリ容器にいれ、－20’c以下で凍結した。  

（4）放射能分析：乾燥、炭化、灰化など所定の前処理を行い、灰化物を調整して、ガンマ  

ー線スベクトロメトリーをおこなった。  

（5）結果   

1．B点の主要椰であり分析対象種に選定したマイクロネクトン魚粁9種、甲殻粁6種  

は、全てW点にも放射能分析が可能な量、生息していることが判明した。  

2．鉛直的分布量はB点に比べて若干少ないものの、分布のバターンはB点とほとんど  

同一であった．中深層性ネクトンの種類組成も大略B点と同一であった．  

3．マイクロネクトンの分析結果を表lに、中深層性ネクトンのそれを表2に示した。  

＝coは全ての試料で全く検出されなかったが、＝－cs全ての試料で検出された。  

4．その濃度は0．5pCi／k8．Het．（0．0185的・kg‾り 前後から6．5pCi／kg．Het．（0．24Bq・  

kg‾l）であり、B点周辺海域とほぼ同レベルである。  

5．中深層ネクトン、マイクロネクトンの種類組成、鉛直的分布量、分布のバターン、  

それらの放射能濃度からみて、W点はB点と同一の水塊と推定される。  

3．結語   

B点、およびその周辺海域の中深層ネクトン、マイクロネクトンの種類組成、鉛直約分  

市費、分布のバターン、それらの放射能濃度の大略を把握できた。   

低レベル放射性固体廃棄物の海洋処分はどのようになるのか、全く見とうしがつかない  

現状である。調査船開洋丸による調査航鴻は、初期の目標を一応達成したので本年度をも  

って終了する。  
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義一1マイクロネタトンの放射能（W縛域）  

拭 村 名  計測  

（休息S．L．叫）   学  名   科   名   灰分且  
（－）   ■Co   

ユキオニハタカ   q・CJ扉如n～8JむQ   ヨコエソ  

2  ハイイロオニハブカ．ユキニハブカ混合  ●  ●  ■ ● ●●  ＿■ ■  ■ ■■  35，59  3．95  323  0．42±0．14  ◆   ●   

3  オニハデカ   C，○け¢rb  37．3g  4．1l  346  0．94±0．15  ●   ●   

4  オオヨコエソ   Gono卓亡OmOgJ仰gd山爪  20、80  3．11  264  1．2±0．2  ●   ◆   

5  ヨコエソl  （30～帥）  G・grαぐik  2g，92  3．89  428  0．9g土0．15  ●   ■   

6  ヨコエソ皿  （00ー120）  38．80  3．70  353  0．91±0．13  ◆   ●   

ムネエソ  

8  トガリムネエソⅢ （50－75）  20．43  4．76  2了3  2．4±0．3  ●   ●   

伽u〃odlβ5Joα扇  ホウライエソ  
｝   

10  タロシオハダカ   凱叩h＝血朋砧   ハダカイワシ  25．12  4．94  156  6．5±0．4  ●   ●   

ダイコクハブカ   且仙加押正明購  14．18  3．96  158  3．2±0．4  ●    ●   

12  トミハデカ   玩叫W即血＝血血  7．54  4．19  426  2，5±0．4  ●    ●   

エリハタカ  （恥一－125）  エノー5仙u∫  15．83  3．44  170  4．5±0．4  ●   ●   

セッキハタカl （40－100）  Sh爪○もrdぐんil瓜J時几nOCJ王レ  11．51  3．27  429  0，60±0．24  ●   ●   

セッキハブカn （100－125）  18．55  3．27  613  ■    ●   ◆   ◆   

16  セアキハダカ皿 （40～125〉  25．00  3．2了  337  0．52±0．14  ●   ◆   

〔注〕真一2の注参照  

表一2 中澤屈性ネタトンの放射能（W蒋域）  

試 村 名  軒洲  

（体長．S．L．馳）   学  名   科  名   灰分鷹  
（†）   ■Co   

（セリポーマ）   5町パu8〝l亡「ノ叩打点川‘  ノコパウナギ  15．82  3．65  352  0．f蛤±0．18  ◆   ◆   

ロ  フクロウナギ   Eurypll瓜rynXp血c凸nOides  フタロウナギ  23．26  3．06  246  1．3±0．2  ●   ■   

3  ヤセソコイワシ   Bathyl叩uSp凸Ciricus  ソ コイ ワ シ  33．39  2，47  32丁  0．18±0．09  ◆   ●   

ミズウオ   人l叩is且uruSr即OX   ミ ズ ウ オ  31，02  3．60  264  1．0±0．Z  ●   ●   

5  シタ丁ンコウ   Gig8nt8Cいsv8nhoe†reni  ンダ丁ンコウ  15．8Z  3．65  352  0．42±0．19  ◆   ◆   

6  ホウライエソⅡ  （160－Z30〉  Ch8Uliodusslo8ni   ホウライエソ  33．48  2．g3  160  2．1土0．2  ●   暮   

ホウライエソⅢ  （230－290）  30．50  2．89  192  1．4士0．2  ◆   ■   

【注〕分析値の有惣性を確保するため、打数値がその引徴誤差の3惜を超えるものだけを敦盛で氾眈することを原n11とし、そ†1以下のものを■●で！己載した。  
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（22） B点及びその周辺涌域における深涌性ソコダラ類の分布と放射能  

水産庁中央水産研究所  

吉山勝彦  

1．緒言   

前年までの調査により、北西太平洋の深海底には、深海性ソコダラ類（ホカケダう屈）  

の二械が吐息し、水深3，000～4，000mにはCorypllaenOides armatu5 が、5，000～6，000m  

にはC．yaquinaeが分布し、その姓物昇は底生生物【巨隈も多い串が判明した。また採集方法  

として、「切り離し方式によるカゴ網法」を碓立した。そこで昭和62年度から、深海性ソ  

コダラ類二様を深海生態系を代表する指標生物として、B点及び日本列島沿いの淘盆、海  

浦の数滴域を選定してその分布量と放射能調査を開始した。本年度はまずB点において、  

採集法の定蜃牲を検討する為の一連の調査を行なった。  

2．調査研究の概要  

（1）調査航海：昭和62年5月14日から6月20日まで水産庁調査船蒼庶丸を川いて行った。  

（2）紙相撲取：深溝性ソコダラ珂を定晃的に採集しその生物愚を淘域毎に比較する為の採  

染法として、経180cm、高さ100cm の大型カゴ5個を一連とし、者底時間  

を24時間とする「切り離し方式によるカゴ網法」を行った。  

（3）試料保管：試料は全て船上で体長・体重等の計測を行った後、一尾ずつビニール袋に  

入れて－200 以下で凍結した。  

（4）放射能分析：1．前処理：ソコダラ類の肝臓は極めて油分に富み、そのままでは灰化  

できないの‾ご．、肝臓を含めて内臓を取り除いた全体について、乾燥・  

炭化・灰化を行い分析試料を調整した．  

2．分析：ソコダラ類を種類別・体長別に分けて、ゲルマニウム半導体  

検出器によるガンマー線スべクトロメトリーによって行った。  

（5）結 果   

1．分和こついて：採集法の定蜃性を検討する為に、B点において一連の調査を行っ  

た結果と昭和59年度の採集結果を尾歎／碓／単位採集時間で整理し、真一1に示  

した。  

表－1．稚網によるソコダラ類の採集量の比較  

年皮 海域  水 深  延べ絶数 総尾致 総垂足（g）尾敗／柁 平均重毘（8）  

S．59 Ij 6100～6200   17  21   6585   1．24  314   

62  10  14  3497   1．40  249   

真一1から明らかなように両年度とも良い一致が見られ、ソコダラ類の相対生  

物量を尾数／碓／単位採集時間の植で表し得ると考える。  
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真一2に昭和62年度までに調査した海域におけるソコダラ頬の相対生物貴、採  

集最を示した。真一2から明らかなようにソコダラ頬の分布定はM点（マリアナ  

悔盆）で最も少なく、B点、Ib点（犬吹崎沖）、My点（三陸宮古抑）と、北方  

の基礎生産力の高い海域へいく程大きくなる。  

真一2．維網によるソコダラ類の採集量の比較  

総重量（g）尾敗／維 平均重量（g）  歎
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2．放射能濃度：深海性ソコダラ矧二様、C．ar服＝u5、LyaquiMeでは、放射能濃締  

に閲しては様による差は組められなかったので、二種村を合わせて体長と1】TC s  

濃度の閥係を鼠－1に示した。黒潮反流域であるB、Ot点の方が、鋭湖域である  

三陸宮古沖の植より若干大きい結果が得られた。137Cs以外の放射性核種は、r  

繰核種では全く検出されなかった。  

3，結語   

深悔性ソコダラ類二種を深渦生態系を代表する指標生物として、日本列島弧に沿って分  

布と放射能について調査を継続する．  
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表 近梅梅瓜土の核細分析鮎果  （Bq／kg－dry）   

Depl．h（cm）  GOCo  125sb  IJI CS 

A 1985．3．2n  鹿島灘   35058．g■ N、14u053．5’E lOU m  

207Bi  

1．74±（）．10  0．Zl±0．06  

l．67±0．09  0．Z4士D．u5  

l．62土0．11  0．23士0．06  

1．34士0．07  （】．15±0．05  

0．83士0．09  ＊  

n．60±0．n9  ＊  

0．59土0．08  ＊  

＊  ＊  

0．45±0．08  ＊  

0．59±n．09  ＊  

0．3（】士0．08  ＊  

＊  ＊   

33 ■  

1（）．8 士0．2  0．61土0．10  

10．9 士0．2  0．73±n．11  

10．8 士0．2  n．60土0．09  

11．3 土口，2  0．g3士0．11  

11．7 士0．2  0．71士0．10  

11．7 士0．2  0．81士∩．11  

8．44土0．20  0．65士0．10  

6．66士8．ZO  O．48土ロ．10  

4．74±8．17  0．22士0．07  

2．99士0．15  0．38±0．09  

3．n6士n．15  ＊  

Z．98土0．15  0．31土0．09  

3．1Z±0．15  0．2g士0．D9  

Z．32士n．14  ＊  

1．63士0．11  ＊  

l．30士0．13  ＊  

1．18士0．13  ＊  

1．03士0．13  ＊  

り．73士0．13  ＊  

0．44士口．13  ＊   

u．61土0．13  ＊  

＊  ＊  

＊  ＊  

1675仏  

11．1士0．Z  3．77士0．11   

6．92±0．17  Z．25士0．川   

4．55士0．15  1．48±0．Og   

2．03土0．12  0．68±n．U8   

0．81±0．11  0．40士0．07  

1．31士0．1Z  O．45土0．り8   

0．63士0．11  0．Z8±0．08   

0．37±0．11  ＊  

＊  ＊  

＊  ＊   

口 一－ Z  ＊  

2・、 1  ＊  

4 一－ 6  ＊  

6 ～ 8  ＊  

8・・・、・ほ  ＊  

1U ～12  ＊  

12 一－14  ＊  

14 ′・、16  ＊  

16・、・】畑  ＊  

18 一－ 2【）  ＊  

20 へ－ Z2  ＊  

2Z・、 21  ＊  

＊  

＊   

＊  

＊  

＊  

＊  

＊   

＊  

＊   

＊   

＊  

＊  

B 】985．9．ZO  什物汚 ＊ 33040．9’N、136041．Z’E  
l）一－ 2  ＊  

2・－ 4  ＊  

4・、  6  ＊  

6・－  8  ＊  

8・－ 川  ＊  

10・・－12  ＊  

12 ■、14  ＊  

14 一－16  ＊  

16・－18  ＊  

18 －－ ZO  ＊  

ZO・、 22  ＊  

22 一－ Z4  ＊  

24・、 26  ＊  

28・・－ 28  ＊  

28 へ・・コ（）  ＊  

31】・－ 32  ＊  

32 一－：‖  ＊  

コ4・・・－ 36  ＊  

36・－ 38  ＊  

38 ～ 4（】  ＊  

ノ川・・－ 42  ＊  

4Z 、′ 44  ＊  

44・－16  ＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊   

＊   

＊   

＊   

＊  

＊   

＊   

＊   

＊  

＊  

＊   

＊  

＊   

＊  

＊   

＊  

＊  

＊  

＊  

C 1985．g．Zり  遠州渕  34004．9◆N、137005．Z’E  
O・・、 Z  O．70±【】．12  ＊  

＊   

＊   

＊   

＊   

＊  

＊   

＊  

＊   

＊  

Z・・、  4  ＊  

6  ＊  ～
、
、
～
 
～
 
～
 
～
 
～
 
 

4
 
仁
U
 
8
 
n
U
 
2
 
月
「
 
⊂
U
 
n
O
 
 

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 

q
U
 
ハ
U
 
2
 
月
「
 
6
 
Q
U
 
n
U
 
 

l
 
1
 
－
・
l
 
1
 
1
 
Z
 
 

＊   

＊   

＊   

＊   

＊  

＊   

＊  
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表（つづき）   

Depth（cm）  60co  125sb  

D lg85．9．Zl デ母珊  33045．7’H、13603Z．2’E  
1コ7 cs  

205218  

7．2Z±t）．20  

5．74士n．19  

4．】8士0．18  

2．79士0．16  

1．35±0．15  

0．51±11．11  

＊  

＊  

137U乃  

2．31±n．14  

1．28土【）．14  

0．73士n．11  

0．朋±0．10  

0．37±0．11  

＊  

＊   

40 m  

3．58±0．14  

3．53±0．13  

3．ココ士∩．12  

3．92土0．13  

1．11士0．13  

4．朋士0．14  

4．55±0．14  

4．37土P．14  

3．68±n．13  

3．13士0．‖  

3．口8土0．13  

2．71土0．13  

2．59±0．13  

2．73±l）．12  

L61士0．11  

1，82士0．12  

1．5U±0．12  

0．76±0．Og  

O．馴±0．09  

U．40士0．10  

0．26±0．U8  

＊  

＊   

21 正  

4．79士n．16  

5．UZ±0．15  

4．94士0．17  

5．15士0．16  

5．15±U．15  

5．83±0．15  

207Bi  

2．55±0．1Z  

l．35±ロ．1Z  

l．30±u．11  

0．84±U．1u  

U．54±0．11  

＊  

＊  

＊  

1．00土U．Og  

O．43土0．椚  

0．31士0．1U  

8．25士n．n8  

＊  

＊  

＊  

0．Z3士（I．U8  

り．25±∩．07  

0．41士口．07  

＊  

0．Z8±0．07  

0．33土0．08  

0．35士0．08  

0．24土0．07  

＊  

U．29士0．08  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

り 一－ 2  ＊  

Z 一－ 1  ＊  

4 一－  6  ＊  

6 ～ 8  ＊  

8・・・、 川  ＊  

10 一－12  ＊  

12 ′－14  ＊  

14 一－16  ＊  

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊  

＊  

＊  

E 】985．9．Z2  魚当JI大迫沖 3302Z．1■ N、134055．5● E  

口 一－ Z  ＊  

2 へ一 4  ＊  

1 、・  6  ＊  

6・・・－  8  ＊  

8・、IU  ＊   

lU ′・－12  ＊   

12・・－ 1ノl  ＊  

F 1985，9．2Z  人飯沼  

0 ｛－ 2  ＊  

2 ～ 4  ＊  

4 一－ 6  ＊  

6・－－ 8  ＊  

8・－1【）  ＊   

10 一－12  ＊   

12 ′・・、11  ＊   

14 一－16  ＊   

16・・、18  ＊   

18 一、一 2〔）  ＊  

2【】・－ 22  ＊  

22・、 24  ＊  

24 ■、 26  ＊  

26・・－ 28  ＊  

28 一－ 30  ＊  

コ0・－ 32  ＊  

3Z・、 31  ＊  

34 一、 36  ＊  

36・、 38  ＊  

38 一、 4（】  ＊  

40・－ 42  ＊  

42・、・ノ‖  ＊  

小l■、・一代  ＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

34●24．5’N、】350【lZ．4－ E  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

＊  

G 1985．9．Z3  ひうち灘  31012．8■ N、1ココ0 Z9．8■ E  
8 ～ 2  ＊  

2 一・－  4  ＊  

4 ｛－ 6  ＊  

6・－ 8  ＊  

8 一－】0  ＊  

10・・・、12  ＊  

＊   

＊  

＊   

＊  

＊  

＊  

＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
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表（つづき）  

D叩拍（cm）  6nCo  ■∬sb  

12 へ・川  

1コ7 cg  2U7Bj  

5．9（）±0．17  ＊  

5．3Z土l）．16  ＊  

6．U5土0．Ⅰ7  ＊  

6．U8土0．t7  ＊  

5．93±U．18  ＊  

5．43士U．16  ＊  

5．1U土t）．14  ＊  

4．14土0．15  ＊  

3．39士U．15  ＊  

3．36土0．14  ＊  

23011  

4．15土l）．14  1．朋土0．09  

4．81土り．15  1．78士0．09  

5，21土0．17  1．g6土0．09  

5．nZ±n．15  l．81士0．Ug  

l．45±0．16  1．46土口．09  

Z．83土n．13  0．9Z土0．t）9  

1．65土n．11  0．4Z土ひ．08  

1．【）3士0．n9  （】．33土（l．n6  

8．9（】士0．（）9  【）．Z8±ll．06  

0．37土U．07  ＊  

0．27±n．口7  ＊  

＊  ＊   

‖・・・－16  ＊  

】6 一－1fl  ＊  

柑・－－ 2（）  ＊  

20 ■、 ZZ  ＊  

22 一－ Z4  ＊  

24 ′、 26  ＊  

26 一－ Za  ＊  

Z8 一－ 30  ＊  

3【）へ－ 32  ＊  

＊   

＊   

＊  

＊   

＊   

＊   

＊   

＊   

＊  

H 1986．l．ZZ  下甑鳥班錮－ 3ドノ0．8一 日、】290亜．2■ E  

U 一、 Z  ＊  

2・・－  4  ＊  

4 一－  じ  ＊  

6 一－  8  ＊  

8 ■－1U  ＊  

川 一－1Z  ＊  

12 －一14  ＊  

14 へ■16  ＊  

】6【－18  ＊  

18 一－ 2U  ＊  

2り 一－ 22  ＊  

ZZ・－ 2ノー  ＊  

＊   

＊  

＊  

＊  

＊  

＊   

＊   

＊  

＊  

＊   

＊   

＊  
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（24）大気・梅津の放射能測定結果から推娃できる  

海洋表層水の下方輸送速度  

気象研究所 地球化学研究部  

杉村 行勇、広瀬 勝己、高谷 祐吉  

1．緒 言   

海洋表面に降Fした放射性物質は、海水に溶解し、表層水の鉛   

虐混合によって深層へ輸送される。放射性物質の主要部分が溶存   

種として海水［fりこ存在する場合は、粒子による除去を考慮せずに、   

この輸送を海水の鉛直方向の混合に支配されるものとして扱うこ   

とができる。鉛直分布を表現するものとして、一次元モデルによ   

って次式の扱いが可能である。  

czt＝Ft・e 一乙狗DT・e－Lt  

t  

Czt＝ ∑ Czt  
t∋・t。  

こヱで Czt：t＝t，Z＝Zにおける放射性核種の濃度  

Cヱt：Z＝Zにおける全量  

F ：降下盈  

D ：うず拡散係数  

入 ：塊変係数  

この場合に船舶方向のうず拡散係数は仮定しなければならない。   

過去30年のフォールアウト及び梅水の研究結果を川いれば仮娃   

なしに、平均的な鉛直方向の輸送量が推定できるはずである。  

2．調査研究の概要  

ヱこでは137csの海水及びフォールアウトの年平均濃度を川い   

て解析を試みた。フォールアウトのほぼ90％が海洋表層に存在   

し、その鉛直分布は、時聞の経過とともに探さを増しながら、ほ   

ぼ一定値を保っている。また、図1に示すようにフォールアウト   

のil互均濃度は1982年を境として海水の平均濃度よりも減少する。   

ニの原因はフォールアウトの大部分が海洋表層水に蓄えられて、   

蓄積量を反映していることに基づく。  

3．結 果  

海水の平均濃度を、壊変による減少を考慮した蓄積放射能違と   

比較したものが図2である。ヱれによって表される希釈倍率はそ  
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のまま鉛直方向の輸送速度と成り、その結果、10m／yの鉛直  

輸送速度が平均値として得られる。  

Year  

図L． 1ユ7csのフォールアウト及び海水中の平均濃度の経年変化  

Yea「  

1960  1970  1980  1990  

∞
 
5
 
 

0
；
巴
 
L
む
一
句
き
巧
む
S
、
ち
○
ニ
巾
」
 
 

図2．壊変を考慮した蓄積降下量（13Tcs）と海水の平均濃度の比  
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（Z5）海水中のプルトニウム濃度について  

気象研究所 地域化学研究部  

広瀬 勝己、杉村 行勇  

1．緒 言  

プルトニウムは、放射能及び化学毒性が高く、しかも長半減期   

のために、環現に対する影響、さらに人析に対する影挙が圭駄会さ   

れている。海水中のプルトニウムは、主に、大気圏核実験による   

フォールアウトによってもたらされたものである。ヱのように海   

洋へ導入されたプルトニウムは、海洋生物や懸濁物に吸着されや   

すく、表面海水から除去されやすいと考えられている。気象桝究   

所では、1967年以火、北太平洋及び縁辺海海水し巨のプルトニウム   

濃度を求めてきた。プルトニウムの海水中での挙動を明らかにす   

るため、引き続き調査研究を行った。今回は、北太平洋西部表面   

水中のプルトニウム濃度の経年変化及び鉛直分布について報告す   

る。  

2．調査研究の概要  

（1）サンプリング及び方法  

試水は、主に1月～2月に行われる気象庁凌風丸の航海で採取  

した。 また、鉛直分布の試料は、1987年3月に長崎海洋気象台  

長風丸で採取した。海水は、採水後直ちにポアサイズ0．45〟m  

のメンプレンフィルターで濾過し、粒子状と溶存に分けて分析  

した。溶存プルトニウムについては、水酸化マグネシウム其沈  

法を用いて濃縮した。各試料は、放射化学的方法によって分離  

濃縮した後、ステンレススチール板に電着した。プルトニウム  

壷は、α一波高分析器で計測した。  

（2）結 果  

1979年から、1987年までの北太平洋西部海域の表面水中のプ  

ルトニウム濃度の分析結果を表1にまとめる。表面水中のプル   

トニウム濃度は、lい経度地帯で高く、批緯度地得で拭い分布を  

示す。プルトニウム濃度の経年変動については、年毎、満城毎  

に変動はあるが、全休として減少してきている。  

海水中のプルトニウムの鉛直分布を図1に示す。プルトニウ  

ム濃度は表層で低く、700m付近で最大濃度を示し、 さらに深  

くなると減少する分布を示した。ニの分布はプルトニウムに特  

徴的で、他の海域でも観測されている。表面水中のプルトニウ  

ムは他の海域と同程度であるが、表面から海底までの水柱に含  

まれるプルトニウムの総量は、フォールアウトから期待される  
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よりも大きくなり、今後の研究が必要である。  

表1．北太平洋西部海域の表面水中のプルトニウム濃度  

Year  Sample No. DisV≦1Pu  
；冨；  

1（1  3．7 － 28   

10  3．0 － 31  

q
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l
 
へ
ノ
ー
 
つ
」
 
－
q
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′
b
 
 
7
 
 

7
 
8
 
0
0
 
8
 
8
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U
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U
 
8
 
0
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ノ
 
q
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∩
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ノ
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q
ノ
 
Q
ノ
 
0
ノ
 
 
q
ノ
 
 

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 

4．4  

4．3，6．4，6．5   

う．9   

0．6 － 8．6   

2．1－10．4   

0．6 － 4．3  

1
 
 
3
 
 
1
 
 
7
 
 
′
D
 
Q
ノ
 
 

Ve仙profileof Pul〃B汗－）  

50  100  

ver亡1calProfile of Cs－137  
（mBql－1）  

0  ら  10  
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（26） 放射性固体廃棄物の鼓験的海洋処分に伴なう  

海水・海底土の放射能調査  

海上保安庁水路部淋羊調査甜酎羊汚染調査室  

宮本哲司、峯 正之、三宅武治  

小幌哲哉、松本敬三、難波江媚  

1．捕 吉  

本調査は、放射性間払廃剰勿の試験的海洋処分に先立ち、処分候補海域の放射能バックグラン   

ドを把糎することを目的としている。  

海上保安庁では、昭和椚～49年度に∧．B．C，Dの4海域、52～55年度に∧．8の2海域、56～58iF   

度lよ8海域、更に59年度からlよB海域及びその周辺海域において放射能調査を実価した。  

今回の報告は、昭和62年度の海水・海底土の放射能測定結果をとりまとめたものである。  

2．調査朝究の概要  

試料の採取は、海上保安庁所属測風船「昭洋」により実施し、採取した試料は水蹄ぎ馴こおいて   

放射化学分析により放射能測定を行った。分析核種は、海水・海底土ともに 
239▲240pu、137cs、   

90sr、60coの暇種である。放射能測定結果を表に示す。  
（り海 水   

8海域における137cs及び90srは、表層（表面～500m）はそれぞれ、4．500及び2，5㈹〃βq   
／月捏度のほぼ一定の値であり、中層（500†托～1，500m）で急激に減少し、底屑（1，500m～海   

底）でlま表層に比べ20分の1から100分の1の一定レベルであるというこれまでの調査と周ほの   

鉛直分布を示しているが、今回の調査（測点4）では表層における掩大が顕著となっている。8海   

域西方の測点8はほぼ8海域と同様である。  

239・240puは今回から偶感を開始した。瞞域（測甜）及び西方の測点81描は仰よの粥満   
分布を成しており、表面から2．000肌の問で750m付近で顕著な極大を持ち（80～110／ノ8q／更）  

、2，000肌～海底で10～30がq／月のほほ一定の値となっている。137cs、90srと比較すると、   
表面では10〟8q／∬以下でこれらの数百分の1程度と著しく低いが、2，000†札以深でははぼ同様   

なレベルであり、また、極大を示す層が500mほど深いという特徴がみられた。   

60coは非常に伽、レベルであり、いすれの試料からも検出されなかった。  
（2）海底土   

8海域の海底土の表面（0～2c椚）における放射能測度は表に見られる通り、137csが他の核博   
と比べると6～23倍捏高くなっており従来の調査と同様の比を示している。  

東経147度繰上で南北方向の分布を比較すると、南柏度に向かうほど高くなる傾向がみられ、   

一番北方の測点1では8海域の10倍のレベルとなっている・一方、一番雨の測点7では8満城の数   

分の一程度である。これに対して、西方の測点8では8海域と同程度のレベルであった。  
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3．結 謂  

今後も引き続き、日南域及びその周辺海域において海水及び海底土中の人工放射性核種の調査   

を突崩し、その立体分布及び経年変動を把握する。  

裁l  北大平拝四郎海域の放刑場網元結果一滴水（昭和82年）  

利点  水深  地 力寸 能 頑 肛（〃Dq／∫）  

布号   
I采m年月日  

（m）   

き0－01  146－58  1987．7．30  8．220    28．5  3I．828  8．0±1．1  り00±110  暮10±20   1丁±門  

100  川．3T  a～．091  g．2土0．9  り50±180  2180±爪I   1T±門  

18．53  31．955  ■1丁 ±l  51GO±150  2120±30   88±‡○  

‖．約  34．6丁5  42 ±ユ  川98±川0  

750  5．g9  84．112  丁8 ±l  2350士l川     2±24  

ト000  4．08  ‡l．505  38 ±2  lTO± 拍     －15±25  

l．250  3．1l  ‖．81丁  21 土2   丁9土 28     1±28  
l．500  2．＄1  ‖．T80  1， ±l   49± 28     －1±23  
2．Ol（l  2．ロ1  8± 28     －8±2l  
4．010  ，1．g45  11 ±l   15± 2丁     －8±30  

l．88   6± 2g     －25±2l  
も．2川  l．88  ユl．T95  21 ±2   80土 29   ±13  －1±26   

30－00  1ユ5－00  1987．8．l  4．650  川  2も．2  al．78～  7，0±0．8  5g20±140    ±‡0  －9±？3  

‖川  封．‖  35．D80  8．7±0．g  4290±110      川±23  

18．28  いL9＝  川 ±1  」川3D±150      －2士28  

1l．0】  ＝．852  32 ±2  4Z60±10ロ  2000±30   －2±23  

7～0  丁．60  ‖．31l  109 ±T  2850士18  1880土川   2±2l  

ト000  5．Ol  81．118  ‡8 土！  7aO± 川  150±20   －15土2l  

1．250  8．61  ‖．513  25 ±2  11（I± き○  220±20   2±2l  

l．5PO  2．94  34．引‖  22 士2  310± 30  1丁【I±川   8土2l  

2．00（〉  2．19  3・l．G82  コ4 ±2   38士 2T  ＝± 8   川±＝  

4．00（〉  1．5丁  31．丁‖  18 ±l   21± 27  55±，   lO±26  

4．550  l．69  さl．丁も8  ‡5 ±き   88± 29  5慕± 9   も±24  

1．8」川  1．8l  3l．78ユ  21 ±2   15士 28  4Z± 8   －14±23   

表2   北大叩汀四郎海域の放q・I陀粥杢ほ晃一術庭土（町＝拍82年）  

測点  水流  放 射 鳩 濃 度 （8q／短一叱土）  
津別年月日  

ホ冒   （m）   †○  r   88co   
38－59．5  1」柑－5g．l  ＝川丁．丁．28  5．6ユ0  0ノー 2  1．1丁 ±0．05  8．80士0．08  1．‖ ±  ．0ら  0．199±0．009  

2－■ 5  0．52 ±0．02  2．15±0．11      0．0TT土○、008  

い－ 8  0．al±0．Ol  1．19士0．09  

8－11  0．‖ ±0．01  0：51±0．川  
11、14  0．081士0．004  0．＝±0，11  0．08丁±  ．001  0．  

8  33－29．G  146－5g．9  1引＝．T．2丁  5．G80  ○－－ 2  0．21±0．Ol  1．T8±0．05  0．22 ±  ．01  8，  
凹  30－02．2  ‖沌¶‖．8  198丁．†．29  8．190  ○～ 2  0．1，±0．Ol  0．88±8．1t】  0．065±  ．D01  

き0－00．8  14【ト5了．4  1g8丁．丁．31  6．220  0へ・2  0．12 ±○，01  0．9丁±O」川  0．Ogl±  ．008  
2－ 5  0．067±0．00l  0．22±0．09      0．088±0．00丁  

5～ 8  8，031±0．0D3  0．23±0．14      0．（川5±0．00さ  

い－＝  0．017±0．002  8．0丁±0．09      0．ロIg±0．00暮  
11－14  0．005±0．001  0．0丁±8．1l  0．8日±  ．003  8．00S±8．007   

d  30－00．l  1り－20．3  lg8丁．丁．28  6．210  ロー 2  0．18 ±0．01  0．90±0．＝  0．11±  ．01  0．8り±0．冊8   
2  0．09Z±0．006  8．48±0．0鳥  0．11±0．ql   0．022±0．80，   

q  8ロー80．0  148－00．9  1閃†．T．28  8．090  －            u  29－02．1  1り一D0．3  1g8丁．†．ユl  8．10（〉  6～ 2  0．031±0．004  0．53±0．0l  0．028±0．005   0．006±0．0（）丁   
ロ  29－59．9  1㍍トOl．1  198了．8．5  4．890  0～ 2  0．12 ±0．0l  1．11±0．01  0．tl±0．01   ¢．8り±0．00丁  

2・－ 5  0．Ogl±0．008  0．52±0．12  0．29 ±0．81   0．0Zl±8．008  
5－・8  0．06丁±OJH‖  0．34±0．1D  0．D72±0．005   0．026±0．008  

8・｝ll  0．022±0．002  0．ロー±0．11  0．02g±0．003   0．003士0．00丁  
11－」4  0．015±0．002  0．02±0．Og  8．023±0．003   －0．006±0．00丁   

1．83  0．23  0．05‡  

（0．8り  （0．09¢）  川．838）   

全珊点の表屑tO－2c■】の叩均伯  0．26  

（b海域（細点3．l．5）詭屑の即均他）（0．1り  
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（27） 沖縄県におけるバックグラウンド媚査  

㈲ 日本分析センター  

阿部俊彦・樋口英墟・石原俊介  

大石卓・中島右修  

1．緒  言  

沖縄におけるバックグラウンド調査（科学技術庁放射能凋査委託）として49年～62年にひ  

き続き昭和63年10月、沖縄県那覇港および漫湖で採取した海底土および海産生物について  

SOco．6Szn．1＝cs．…Ceの分析を行ったので、その結果を報告する。   

2．分析試料  

昭和63年10月26【］、千斗学ほ術庁、沖縄県公害酢生研究所および第11管区海上保安本訊  

の協力を得て、那覇港において海底土15試料を採取し、また漢湖で採取された海雇生物（カサ  

ミ、テラビア、ポラ、貝）を入手した。海底土の採取地点は前年度と同じである。（図1）   

3．分析方法  

採取した試料は、それぞれ前処理操作を行ったのち、ゲルマニウム半導体検出器を用いて  

60Co．6Szn．＝Tcs．…CeのT線分光分析を行い、さらに海底土については60coの放射   

化学分析を行った。   

4．結  果  

海底土および海産生物のγ線分光分析の結果および川Coの放射化学分析の結果を表1、2に   

示す。海底土の丁線分光分析の結果は■＝cs以外ほ検出されす、昨年度と比較して、特に差異  

はg忍められなかった。  

また、海底土の放射化学分析の結果、＝coは検出されなかった。  

L」］  
⊂コ［：コ  

」
后
 
 

［コ軍港岸巳［コ   

二‾‾≡‾一二二二  
（〕桔圧土  

図1． 海庶 土 の 採 取 地 点  

フニーー・－∴－∴＼‾  
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単位 上段 Bq／kg乾土  
下段 pCi／kg乾土  

表－1海底土の核種分析結果  

分析方法】   r 線 分 光 分 析   l放射化学分析   

l6。Co   bSZ n E・”cs 
！ l”cel6。Co   

1測点  ＊ ＊   ＊  ＊   3．3 ± 0．51   ＊  ＊  ＊   

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （90 ±14 ）  （＊ ＊）   （＊）   

2測点  ＊ ＊   ＊  ＊   2．4 ± 0．47   ＊  ＊  ＊   

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （65 ±13 ）  （＊ ＊）   （＊）   

3測点  ＊ ＊   ＊  ＊   4．3 ± 0．84   ＊  ＊  ＊   

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （120 ±23 ）  （＊ ＊）   （＊）   

4測点  ＊ ＊   ＊  ＊   3．5 ± 0．55   ＊  ＊  ＊   

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （94 ±15 ）  （＊ ＊）   （＊）   

5測点  ＊ ＊   ＊  ＊   2．1± 0．53   ＊  ＊  ＊   

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （57 ±14 ）  （＊ ＊）   （＊）   

6測点  ＊ ＊   ＊  ＊   3．3 ± 0．45   ＊  ＊  ＊   

（＊ ＊）  （＊ ＊）  （90 ±12 ）  （＊ ＊）   （＊）   

＊  ＊   3．1± 0．86   ＊  ＊  ＊   

（＊）  7測点（ ＊ ＊                      （ ロ  （＊ ＊）  （83 ±23 ）  （＊ ＊）     ＊  ＊  2．7 ± 0．55  ＊  ＊  ＊  

（＊）  

＊  ＊   l（＊ ＊）  （72 ±15 ）  （＊ ＊）         2．7 ± 0．54  ＊ ＊  l   ＊   

（＊ 〉   

10測点  

11測点  4．4 ± 0．55   ＊  ＊  ＊   

（＊）   

12測点  ＊ ＊  （＊ ＊） （＊ ＊）   （74 ±15 ）ト（＊ ＊）       ＊ ＊     ＊ ＊   3．2 ± 0．49   ＊＊   ＊ （＊＊）（＊）  （＊ ＊） （＊ ＊）   （86 ±13 ）     ＊ ＊     ＊ ＊                     （＊ ＊） （＊ ＊）   （120 ±15 ）  （＊ ＊）            ＊ ＊  － 3．3±0．84    ＊  ＊         ＊   
（＊ ＊）  （＊ ＊）（90 ±23 ）   （＊ ＊）   （＊）   

13測点  ＊ ＊   ＊ ＊  4．6 ± 0．55  ＊  ＊  ＊   

（＊ ＊）  （＊ ＊）（130 ±15 ）   （＊ ＊）   （＊）   

14測点  ＊ ＊   ＊ ＊  2．4 ± 0．52  ＊  ＊  ＊   

（＊ ＊）  （＊ ＊）（66 ±14 ）   （＊ ＊）   （＊）   

15測点  ＊ ＊   ＊ ＊  4，0 ± 0．50  ＊  ＊  ＊   

（＊ ＊）  （＊ ＊）（110 ±14 ）   （＊ ＊）   （＊）   

表一2 海産生物の核種分析結果  単位 上段 8q／kg乾土  
下段 pCi／kg幸三土  

＝co   b5Zn 】1”Cs   111Ce   

ガザミ  ＊＊  ＊＊  ＊＊  

（＊＊）  
テラビア  ＊＊  ＊＊  ＊＊  ＊＊  

（＊＊〉   
ポラ  ＊＊  ＊＊  

貝  
（＊＊） い；；）  ：妻董；！響；   （＊＊） ＊＊ （＊＊）   

備考   
分析結果の表示は、その結果がぶのおのの分析目標債（別紙1）以上のもの及び計欽  

値がその計歎誤差の3倍を越えるものについて有効数字2桁で数記した。それ以下のも  

のについてはゲルマニウム半導体検出器によるγ線分光分析の場合は＊＊で、放射化学  

分析の場合は＊で示した。測定結果は試料採取日に換算した。誤差は計数誤差のみを示  

した。  
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（28） 日本近海海産生物中の放射性コ／くルト、絶とその安定元素  

㈲ 日 本 分析 セ ン タ ー    深溝弘子、福島活人、野 中倍 博、高野直 人、  

木村敏正、吉浦水克己、樋 口 英雄  

1．緒 言  

昭和5：1年度 よ り 環境中の放射性核積の濃度 と そ の分布 を 把掘 す る ため、   

我が国近海、お よ び沿岸 に 生息す る 各種海産生物中の放射性核Ilお よ ぴ、   

そ の安定元素の分析 を 行 い、両者の関係 に つ い て 検討 し、11年間 に わた っ   

て 定点的、経年的な 摘査 を 行 っ た。  

2．姻査研究の概要  

分析対象三式料 は 回遊性生物の代表 と し て イ カ（内蔵）を、沿岸性生物の代   

表と し て 貝類 を、北海道か ら 沖縄ま での 8 地点で採取 し た。  

60C o の放射化学分析方法は r放射性 コ バ ルト 分析法」（昭和 4 9 年、   

科学技術庁）に準 じ て行 っ た。ま た、放射性銀はゲルマニ ウ ム半ヰ体積出   

器によ る γ 柿スベクト ロ メトリ ーで定1した。安定元素については吸光光   

度法、放射化分析法に よ っ て定■ し た。  

3．粥巨査結果 お よ び考察  

昭和63年度の明仁査 で得 ら れ た海産生物の分析結果 を義 3に 示 す。  

（1） ＝C o に つ い て  

Il年間の分析紹黒か ら イ カ（内蔵）、貝畑中の GO C o と 安定 コ バ ルト に  

つい て、それぞれ長 い相関が得 ら れた。ス ル メ イ カ（内蔵）中の採 耳史時の  

＝C o／C o は3．9±（）．5年で減少 し て い る こ と も 判明 し た か、現在 では  

日 本近海に 存在す る‘O c o は比較的一様に分布 し て お り、安定 コ ハ ルト  

と平衡に達 し ている ものと考え られる。本桐仁査で得られたイ カ（内蔵I中  

の大部分の60c o は1950－60年代の大型核実機によ る ものである と 考え  

ら れ る。   

（2） ■…■ A 9 に つ い て  

＝年間の分析結果から スルメ イ カ（内蔵）中の ＝t■■ A g と 安定絶との相  

関関係について は、昭和56－60年度と昭和り1、（i2年便の 2 グルー プに つ  

い てのみ相＝間 を求め た と こ ろ、そ れぞれ点 い相関が得 ら れた．昭和t；l－  

63年度見掛け上の半減期は0．33土0．04年と な っ た。ま た、昭和6l～（；3年  

度には多撼婚の貝類に も＝＝■ Å g が検出 さ れ、これら は昭和61年′1月 2IJ日  

に発生 したソ連チ ェ ルノ フィ ル原発事故による影響と考えられるが、海  

水中での ＝0■ A 9 の拡散は早く、来年度に はその慮廣も事故以前の凛廣  

と同程度になる ものと．考えられる○  

試料採取に御協力頂いた東海区水産研究所、日本海区水産研究所、西  

海区水産研究所、宮城県水産試与桑嬬、筆力撚新型事云換炉ふげん発電所、東  

京都水産試与奏増八丈島分場、千葉県水産拭与簗場、沖縄県公害彿生研究所、  

北海道電力株式会社、北海道漁業組合連合会、鹿児島県西曜水産改良普  

及所、九州環境管理協会、西郷漁業共同組合に感謝致します。  
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（29）原子力発電所温排水等によカ飼育  
した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発品会  

千原 到 高橋正弘  

床嶋純孝 中野良志   

1．緒 言  

前年度にひきつづき、原子力発電所等周辺の海域にかける主要な漁場の放射能調査等の総合   

評価に資ナるため、原子力発電所からの温排水等によぉ飼育した海産生物の放射詑調査を実施  

した。   

2．調査研究の概要   

（1）実施場所等  

調査は、茨城県那珂郡東海村の日本原子力研究所、東海研究所構内の当脇会束海事某所に   

おりハて実施した。試験地は12面（720〝㌔）を使用し、温排水は日本原子力発電掬東海発  

電所から放水される温排水を18Iガ／分取水して使用した。  

また、福井県敦賀市浦底地先の日本原子力発電椀敦賀発電所から放水される温排水拡散海   

域に設置した桐生賛を使用した。  

（21飼育海産生物  

飼育海産生物の種類は、前年度と同様．チダイ、タロダイ、マタイ．スズキ．タロソイ．  

ヒラメ、イシガレイ、クルマエビ、アワビの9相場てある。このうち、前年監エわチタイ、   

クログイ、マダイ、スズキ、クロソイ．ヒラメ、イシガレイを継続飼育したほか、今年度イ  

シガレイ、クルマエビ、7ワビを補充して飼育した。また、マダイ、ヒラメの種苗を生産し   

幼魚せで飼育した。更に、浦底地先海域では、新たにクロソイの飼育を開始した。  

（3）飼育海産生物等の放射能測定  

放射性核種測定用試料のうち海産生物としては、温排水拡散海域で飼育したもの、試験地   

で育成した幼魚を含めて飼育海産生物の全種類および別途、温排水て良朗飼育しているウナギ   

（ヨーロッパウナギ）を、餌飼料としては7ワビの餌科の7オノリ、魚用おエぴクルマエビ  

用の配合飼料を、砂泥は試険池内に沈澱したものを採取し、（財）日本分析セン∵ク・→へ送付し  

放射能を測定した。  

分析方法は、r線分光分析にり実施し．分析核種は137cs－ …ce、51眈－60coの4核  

種とした。  

放射性核種分析結果は、表のとお少である。  

（4）飼育水の放射線測定  

試験地の注水口に水モニターを設置し、放射線監視装置（ノンチレイション10ごCレ′〟   

検出可能）にエって常時放射線を測定記録した。通常の値30～40CPS の範囲であった。  

3．結 語  

飼育海産生物、餌飼料、紗泥等の放射性核種分析の結果、分析核種のうち検出表示されたもの   

軋1370sのみであり、その値は、魚種、飼育期間、飼育場所等に関係なく、異常は認められなかった。  

また、飼育水の放射線水モニターによる測定値も通常の値であゎ異常は認められなかった。  
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表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果表  

測定  54Mn60co  
試 科 名   年月日   cs   144 里見  備  考   

ce   （Kp）   

チ   タ   イ  1．2．13  4．7±0．72  ＊   5．0  116  1年3ケ月  
（62．8．2トー83．11．16）  

ク  ロ  タ イ  1．2．13  6．4土1．3   ＊   5．1  270  5咋1ケ月  
（58．7．2（ト・63．9．1）  

マ   ダ   イ  1．2．13  3．2士0．72  ＊   5．1  1275  4年4ケ月 （59．9．1才一1．1．10）  
ス   ズ   キ  1．2．13  5．8士1．1   ＊   5．3  480  3年7ケ月  

（60，5．27－1．1．10）  

ク ロ ソ イ ①  1．2．14   ＊   ＊   5．2  520  2年3ケ月  
（61．10．17－1．1．g）  

ク ロ ソ イ ④  1．2．16  4．6士0．63  ＊   6ケ月  敦賀市浦底地  
5．1  75   （63．7．28－1．1．17）   先例脊   

ヒ  ラ  メ（弧  1．2．13  3．0士0．68  ＊   5．0  1．000  2年9ケ月 （61，3．2伊－1．1．11）  

ヒ  ラ  メ ④  1．2．14  4．1士0．65  ＊   6．1  1．020  11ケ月 （63．2．1オ・・1．1．10）  

イ シガレ イ（カ  1．2．14  4．3士0．53  ＊   5．0  260  11ケ月 （63．1．28－1．1．10）  
イ シガレイ ㊤  1．2．17  ＊   ＊   5．0  263  0（放棄時）  

ヒ ラ メ 幼 魚  1．2．17  4．2±0．64  ＊   4．8  19  6ケ月 （63．6．15ト・1．1．10）  協会採卵ふ化   

マ タ イ 幼 魚  1．2．14  3．7士0．77  ＊   5、0  64  8ケ月 （63．5．11－1．ユ．11）   〝   

ク ル マ エ ビ  1．2．15   ＊   ＊   5．0   3  7ケ月  
（63．5．26－1。1．11）  

アワビ（む（筋肉）  1．2．15   ＊   ＊   5．2  200  ）0（放矧  
〝  （内臓）  1．2．15   ＊   ＊   

丁ワビ（参（筋肉）  1．2．16   ＊   ＊   

〝  （内臓）  1．2．16   ＊   ＊   
5．0  210  ト言詔皿1・10，  

ウ   ナ   ギ  1．2．16  3．4士0．48  ＊   5．0  1．700  12年 （52．1．26－1．1．10）  
7 オ ノ リ  1．2．16   ＊   ＊   5．0  屋外池自生   

配合飼料（魚用）  1．2．15   ＊   ＊   5．0  

′′ （ェビ用）  1．2．15   ＊   ＊   5．0  

砂  泥  1．2．17  40±10   ＊   5．0  養魚試験地内   

（注）1．放射性核種分新値の単位は、沙泥以夕はpCレ句塵、砂泥はpCi／句庭土てある。  
2．分析結果の表示は、計数値外 その計数誤差の3借を超えるものについて有効数字2桁、それ以外のものに  

ついては＊て表示し、誤差は計数誤差のみを示した。  
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（30） 昭和 63 年度・原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  

㈲海洋生物環境研究所  

敦賀花人，西園敏則．富沢 利  

山田桝司．河村広巳．網田博史  

1．緒言  

柑学技術庁の委託を受けて．同庁が行う海洋環境放射能の総合評価に資するため．原   

子力発電所等周辺海域の漁場における放射能レベルとその変動傾向を調べた。  

2．調査研究の概要  

北海道．宮城．福島第1・第2．茨城．新潟．福井第1・第2．静岡．島根．愛媛．   

佐賀及び鹿児島海域の各海域4掛点で．海水104 試料（表面・中層水）．海底土 52三式   

料（海底土表面から深さ約300までの表層土）を5－8月に採取した。海産生物拭拍は．   

当該海域で漁種丘が多く．定着性が強いと考えられる魚種を各海域3種ずつ選び．その   

漁種物を2回（5月前後と10 月前後），合計 78 王式柑を購入した。  

海水試料の ＝S r は放射化学分析により．海水の tI－C s と ＝－cs．及び海底土・   

海産生物試料（筋肉部）はγ線分光分析により分析した。  

3．結語  

海水試料の調査海域別 －OS r・－】†cs 濃度範囲は蓑1に示した。沿岸全域の感度転   

囲は．表面水 52 試料の ＝s r では 2．2 から 3．4 mBq／β．t】－cs では 3．5 から   

4．4 mBq／‘．中層水深度 200m 以穣の 39試料のlOs r では 2．3 から 3．l   

mBq／e．一＝cs では 3．4 から 4．4 mBq／e であった。1987 年試料に比べてほぼ   

等しいレベルであった。なお ＝‘cs の計数値は検出下限値以下であった。  

表11988 年海水試何の ＝Sr・t】＝cs 撰度範囲  

単位 mBq／‘  

北海道  表 面  

中 層■   

宮城．福島1・2 表 面  

茨 城，静 岡 中 層●   

新潟．福井1・2 表 面  

島 根  中 層●   

佐 賀，鹿児島 表 面  

中 層   

愛 媛  表 面  

中 層   

沿 岸 全 域 表 面  

中 層●  

4   3．3 ± 0．2 2．4 ± 0．2 4．3 ± 0．2 3．9 ± 0．2  

20  3．0 ± 0．2 2．2 ± 0．2 4．3 ± 0．2 3．5 ± 0．1  

18  3．2 ± 0．2 2．3 ± 0．2 4．4 ± 0．2 3．4 ± 0．2   

16  3．1± 0．2 2．7 ± 0．2 4．4 ± 0．2 3．9 ± 0．2  

9   3．1± 0．2 2．5 ± 0．2 4．4 ± 0．2 3．4 ± 0．2   

8   3．3 ± 0．2 2．5 ± 0．2 4．0 ± 0．2 3．6 ± 0．2  

8   3．1± 0．2 2．5 ± 0．2 4．2 ± 0．2 3．8 ± 0．2   

4   3．4 ± 0．2 2．7 ± 0．2 4．3 ± 0．2 4．0 ± 0．2  

4   3．1± 0．2 2．8 ± 0．2 4．3 ± 0．2 3．8 ± 0，2   

52  3．4 ± 0．2 2．2 ± Q．2 4．4 ± 0．2 3．5 ± 0．1  

39  3．1± 0．2 2．3 ± 0．2 4．4 ± 0．2 3．4 ± 0．2  

＊ 中層水は採水深度 200m 以浅のものを記載した。  
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海底土試料では －＝cs のみが検出され 各調査海域の濃度範囲は表2に示した。そ  

の範囲は 0．8 から11．4 Bq／kg乾燥土 で．1987 年試料とほぼ等しいレベルを示した。   

海産生物試料の t＝cs 濃度範囲は種類別に表3に示した。硬骨魚顆試料の濃度範囲  

は．0．10 から 0．58 B q／kg生．イカ・タコ頓試料のそれは 0．03 から 0．05  

Bq／kg生 を示した。海産生物試料全体のそれは 0．03 から 0．58 Bq／kg生 で，1987  

年試料に比べ若干低いレベルとなっている。なお硬骨魚額l試料に t】■C s が検出され  

た。  

蓑2 1g88年海底土試料のl】Jcs 濃度範囲  

単位 Bq／短乾燥土  

弼査海域  調査海域   

福  井  8  9．5 ± 0．5 2．0 ± 0．2  

島  根  4   2．8 ± 0．3 0．8 ± 0．2  

変  域   4   2．3 ± 0．3 L7 ± 0．3  

佐  賀●  2  l．4 ± 0．2 0．8 ± 0．2  

鹿児島●  3  1．4 ± 0，3 0．9 ± 0．2  

全 海 域  49 11．4 ± 0．5・0．8 ± 0．2  

北 海 道  4  7．1± 0．5 2．6 ± 0．3  

宮  城  4   2．9 ± 0．3 1．8 ± 0．2  

福  島  8  3．2 ± 0．3 1．7 ± 0．2  

茨  城  4   2．6 ± 0．3 1．1± 0．2  

静  岡  4   3．8 ± 0．3 1．6 ± 0．3  

新  潟  4  ＝L4 ± 0．5 3．2 ± 0．3  

＊ 佐賀及び鹿児島海域については検出下限値を超えた試料放とそのl＝cs 濃度範囲を示   

した。  

表3 1988 年海産生物試料のl】†cs 濃度範囲  

中位 B q／kg生鮮物  

接  頭  

0．30 ± 0．O1   

0．19 ± 0．01   

0．12 ± 0．O1   

0．30 ± 0．01   

0．26 ± 0．O1   

0．10 ± 0．01   

0．24 ± 0．01   

0．11± 0．01   

0．10 ± 0．01  

スズキ柑：スズキ  

タ イ‡斗：マダイ等  

カサゴ村：カサゴ等  

アイナメ柑：ホッケ  

ヒラメ杓：ヒラメ  

カレイ柑：アカガレイ等  

タ ラ村：マダラ等  

その他の硬骨魚類  

硬骨魚頬全試料  

アカエイ  

イ カ類●：コウイカ等  

タ コ頬－：ミズダコ  

エ′ ビ頬：アカエビ等  

全海産生物試料  

0．58 ± 0．02   

0．26 ± 0．01   

0．36 ± 0．01   

0．48 ± 0．02   

0．34 ± 0．O1   

0．28 ± 0．01   

0．48 ± 0．O1   

0．45 ± 0．01   

0．58 ± 0．02  

1
3
 
9
 
1
9
 
6
4
 
2
 
2
 
5
 
2
 
7
5
 
 

6
 
6
 
3
 
4
 
4
 
 

0．36 ± 0．01   

0．05 ± 0．01  0．04 ± 0．01   

0．05 ± 0．O1  0．03 ± 0．01   

0．10 ± 0．01  0．09 ± 0．01  

0．58 ± 0■．02  0．03 ± 0．Ol  

＊ イカ頬で1試料．クコ煩で2試料が検出下限値以下であった。ここ   

では検出下限値を超えた試料放とその頑度範囲を示した。  
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（31）海水中の放射性核種の鉛直分布  

（財）海洋生物環境研究所  

富沢 利．河村広巳，相田博史  

1．緒言  

㈲）海洋生物環境研究所は科学技術庁の委託を受けて．原子力発電所等沖合漁場の海洋   

放射能調査等を実施している。海水の 00s r や137c s の分析結果によると深い層か   

ら採取した海水のそれらの濃度は表面7kに比較して低い値を示している。そこで．海産   

生物の生活環境であり，海底土への核種の供給源である海水について，核種が移行して   

ゆく下層におけるそれらの濃度が鉛直的にどのように変化しているのかを明らかにする   

ためにそれら核種の鉛直分布を調査することとした。  

2．調査研究の概要  

（1）海水試料及び分析法  

調査海域は水深が深くかつ測点が多く，多数のデータが得られる福井海域とした。   

採水は通常の放射能調査における表面と中層の問に3層の採水層を水温の鉛直分布を参   

考に深度160，190，220 m 前後で行った。＝s r は放射化学分析法により．．37cs   

は塩化白金酸セシウムとしてウエル型 Ge 半導体検出器を用いて測定した。  

（2）調査結果  

福井海域8測点の海水の 9□s r・137c s の襟度と採水深度との関係は図lに示した。   

① 90s r の鉛直分布  

90s r 濃度は．表面から深度190m 前後までは 2．8 mB q／C．深度 220m 前後で   

は1．8mBq／ゼ．最も深い採水深度 250m 前後では1，3mBq／g になり．これは表   

面水の半分以下の襟度になっている。すなわち，図1に見られるように深度190nl前   

後を墳に．90s r 濃度はそれ以浅でははぼ同じ値であるが．それ以深では深度増加とと   

もに急速な低下を示している。  

採水時に測定した水温からみると．表面水温 220c から40c（深度約190nl）程度ま   

での問では ＝sl・傾度は 2．8mBq／ゼ 程度でほぼ一定であるが．それより低い温度   

では温度低下とともにその凛度は低下している。この温度低下部分は日本海の更におけ   

る水系の分類によると．3－40c 以下の下層水に相当する部分で，まだ tユ7cs 襟度   

は上層水と同じ襟度レベルには通していない。   

② 137c s の鉛直分布   

137c s 濃度の鉛直的変化は図1に示したように，＝s r 襟度の変化とほぼ同様の桶   

向を示している。すなわち表面から深度190nl前後（水温 22、・J⊂c）までは」・O   

mBq／e 程度の濃度を，それ以深では磯度低下幅向を示す。＝sr と ＝7cs は同様   

の分布を示すため．その濃度比は深度に関係なく1．J前後であった。  

3．まとめ  

福井海域における ＝s r と1ユ7cs の濃度の鉛直分布は，両核種とも深度190m 程   

度を墳にして，それ以浅で濃度かほぼ均一な部分と，それ以深で深度の増加（温度低下）   

とといこ濃度低下する部分からなることがわかった。この下層部分の√農度の経時的変化   

を追跡しておくことが海水中の放射性核種濃度の変動傾向を明らかにするうえで重要で   

ある。  
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（32） 海藻中9g T c の分析  

財 団法 人  九州 環 境管 理協 会  

馬田敏幸，松岡信明，白石直典   

1． 緒言  

テク ネチウム ー 9 9（99T c）は核燃料再処理や放射性廃棄物   

の処理処分に関連して重要な環境モニタリ ング核種となる。当協   

会では昭和6 2年度放射能調査対策研究と して海水中9g T c の分   
析を行ったが、引き続き昭和6 3年度は海藻中の分析を行い現状   

の9g T c レ ベル を調査 し た。  

99T c は天然に安定同位体が存在せず、平均エネルギ ー85keVの   

低エネ ルギ ー β 繰 し か放出 し ないので、測定に 当た っ て は、 R e   

■を担体 と し て海藻試料に適す る よ う な系統分析法を確立 し、 こ れ   

を 実試料に連用 し た。  

2． 調査研究の概要  

調査対象地域と し て海藻種が豊富で陸水影響が比較的少ない と   

考え ら れ る 長崎県対馬を 選定 し た。 採取は図1に示す地点で行い、   

ヨ ー ロ ッ パ 等の調査で99T c を よ く 濃縮す る と い う こ と が判 っ て   

い る 祐藻類を中心に 採取 し た。  

99T c の分析は以下の よ う な手順で行っ た。2kg生相当の海藻を   

李乞燥 し た後450℃ で灰化す る。 灰分 を耐圧分解容器に 移 し、 担 体 と   

し て T c と 同族の R e 5mgを加え、 6M硝酸、100～120℃の条件で約   

1時間分解抽出を行 う。分解液を ろ過 し、 ろ液を0．1日硝酸薄渡と   

な る よ う に 水で 希釈す る。 希釈液 に、 C u 2◆及びチ オ ア セト ア ミ   

ド を、 それぞれ20Mg／免 及び0．5g／鼠 の割合 で加 え、 60～80℃ に 保   

っ て、 約 3 時間 加熱 す る。 生成 し た 硫化物沈殿 を ろ 過 し、 ろ 液 を   

捨て る。 沈殿を 濃硝酸で溶解 し、 不薄性の イ オ ウ は ろ 別 す る。 薄   

液を水酸化ナトリ ウ ム で 中和 し た 後、 大過剰の過酸化水素水 を加   

え約30分加熱 し て、 銅イ オ ン を酸化銅 と し て沈殿さ せ ろ 別 し た。   

以後、 ろ液につ いて第 3 0 回環境放射能調査研究成果発表会論文   

抄録集（pp．94）に記載 し た方法と ほぼ同様に、 水酸化第 2 鉄に よ   

る ス キ ヤベ ンジ ング、 メ チルエチルケト ン に よ る溶媒抽出、 陰 イ   

オ ン交換分離、 陽 イ オン交換分離、 鋼板への9g T c の電着、 ガス   

ブ ロ ー カ ウ ン タ 一 に よ る β 線測定、 を川頁次行っ た。 回収率は、陽   

イ オ ン 交換分親 を終 了 し た 時点の R e を1C P 発光分光分析法で   

定量す る こ と に よ っ て評価 し た。  

全11試料の平均回収率は43％ く14．5～65．3％）、 β 線の計数効   

率はお よ そ47％（42～53％）であ っ た。 ブラ ンク 試料に つい て実  
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試料と 同様操作 し た β 線測定試料のバ ック グラ ウンド は0．78cpMで   

あ っ た。  

3．結語  

本調査で得 ら れた 梅藻中の99T c 濃度を表1に示す。 試料の中   

で マク サ だ け が紅蓮規で、 他は褐藻類で あ る。 最も 高 い 濃度は イ   

シ ゲの0．0738q／kg生で、 昭和 6 2 年度の調査で 得 ら れ た 九州近辺   

の海水中99T c 濃度 を基準 と し て濃縮計数 を求め る と お よ そ1000   

と な り、 ヨ ー ロ ッ パ で謁 藻類 に  

つ い て 報告 さ れ て い る デ ー タ に  

近 い。 し か し、 ヨ ー ロ ッ パ で研  

究 さ れ た褐藻類は本研究で扱 っ  

た も の と 種頬が異な っ て い る の  

で、 現時点で直接的比較 を行 う  

こ と ば妥当 でな い。 紅藻矯の マ  

ク サ に は9g T c が検 出 き れ な か  

っ た が、 こ の傾向は ヨ ー ロ ッ パ  

の研究で も 確認 さ れ て い る。   

本研究で は、 海水等に比べ て  

海藻（特に褐藻類）ではgg T c  

が顕著 に検出 き れ る の で、 核燃  

料再処理施設等の9g T c モニ タ  

リ ン グ で海藻を 重点的に調査す  

る こ と が効果的であ る と 考え ら  

れ た。  図 1  手キ 薄■ 採 耳実 地 点  
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注〉 マクサだけが紅藻類、他は褐藻類．  
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（33）米空母核兵音詩紛失事故 8こ係 る  

海洋甥境放身寸肯巨割司査 8こ つ しヽ て  

（財）日本分析センター   

吉清水克己、阿部俊彦、中村勇  

1．緒言  

科学技術庁原子力安全局より、本草故に係る海洋環境試料についてプルトニ  

ウムの放射化学分析を行うこと及び過去に各関係省庁が分析したプルトニウム  

の放射能値を取りまとめるよう依頼があったので調査を行った。その結果につ  

いて報告する。  

2．分析試料  

1）鹿児島県が採取した近海海産生物（14試料）及び海上保安庁が採取し  

た紛失地点周辺の表面水及び深度別海水（13試料）  

2）比較対照試料として、宮城県、新潟県、静岡県、島根県の各沖合いで過  

去に採取された魚類の灰試料（12試料）及び新たに購入した海藻頬（  

6試料）  

の計45試料について行った。  

3．分析方法  

分析は科学技術庁放射能測定シリーズ12「プルトニウム分析法（昭和54  

年3月）」に準じて行った。採取した海産生物は可食部を取り分け450● c  

で灰化後、保存されている灰試料はそのまま、海水は水酸化物共沈により捕集  

後プルトニウムの化学分離を行いステンレス板上に電着した。測定半導体検出  

器を用いて約70，000秒測定した。  
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4．過去に分析されたプルトニウムについて  

放射線医学総合研究所、気象研究所、海上保安庁等がプルトニウムの分析を  

行った海水180試料、海産生物913試料について取りまとめた。  

5．調査結果  

調査結果は科学技術庁原子力安全局に報告した。その調査結果は平成元年7  

月21日に科学技術庁原子力安全局、海洋環境放射能データ評価委員会が発表  

した「米空母核兵器紛失事故に係る海洋環境放射能データの検討結果について」  

（本誌に掲載されているので参照されたい）に記載されている。記載箇所は以  

下のとおりである。  

・プルトニウムの放射化学分析を行った結果  

鹿児島県が採取した近海海産生物－－－－…－－‥－－－－－t  表2  

海上保安庁が採取した表面水－－－－－－－一……－－……－一  義4  

〝  深度別海水一………－‥－－－－－一  義5  

比較対照試料と．しての海産生物灰試料－…－－－－－－…一  義1  

・過去に分析したプルトニウムの結果  

海水－－一一…－－一－…－－－…＝－－  表3  

海産生物－－－－－－…－…－…－－－一  義1  
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Ⅴ 食品及び人に関する調査研究   



（34）人骨中の98S r・らこつしヽて  
放射線医学結合研究所  

五十嵐康人・白石久二雄・河村日佐男  

1．緒言   

人骨中の98S rは、環境中に放出された放射性核種からの休内被曝線量推定上の指標核  

種として重要であるとともに、超ウラン元素の環境から人体への移行機作の解明のための  

参照核種としても重要性を持っている。日本における人骨中の＝S r渡度の分析測定は昭  

和37年より継続して行い、その年齢別濾度水準の年次変化、年齢別差異などに加えて、  

比放射能の観点より骨中天然安定S rについても随時報告してきた。今回は、前回に引続  

き得られた昭和62．63年度を中心に報告する。  

2．調査研究の概要   

（．試料の収集および放射能分析） 骨試料は、主として東京地区および北海道地区にお  

いて関係各機関の協力のもとに、脊椎骨を中心に可能な限り長骨、肋骨、骨盤骨なども含  

め、多骨種サンプリングの方針に従って収集した。今回は主に、昭和62年死亡例および  

昭和63年死亡例につき分析を実施した。   

98S rの放射化学分析は、骨試料のCa含有率が高いため、発煙硝酸法を用い、クロム  

酸バリウム沈溺による精製後、最終的にシュウ酸イットリウム沈澱法によるミルキングを  

行い、98Yの放射能を測定した。 測定には、ICN－Trace rlab社製OMNI  

／GUARD型低パックグランド・ベータカウンタを使用した。   

（分析測定の結果と考察） 分析測定の終了した一部の資料の＝S r濾度を表1に示し  

た。昭和63年（1988年）死亡者の平均骨中98S r濾度は、5－19才群で22 ±  

7．0および成人群で17 ± 4．8mBq9aS r／gCaであった。0～4才群では昭  

和60年に37mBq9BS r／gCa、61年およぴ62年に各々51およぴ42mBq  

9日S r／gCaであった。   

UNSCEAR（1982）のP．5を標準日本人に適用して、骨中の98Srからの成人  

の骨髄および骨表面に対する吸収線量を推定した。その結果を表2に示す。  

3．結語   

骨中9匂S r濃度は綬憎に減少し続けており、1986年のチェルノブイリ事故により放  

出された9匂S rの影響は明瞭には認められなかった。   

骨中98S r濃度水準の調査研究を進めることば国民線量（集団線量）推定の観点から重  

要であるばかりでなく、Pu等速ウラン元素の骨組紙への蓄積傾向との比較解析を可苗巨に  

するので、検討を続行する。又、天然放射性核種による内部被曝線量との対比についても  

検討したい。  
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蓑1年齢別人骨中の90sr渡度  

mB q90S r／gCa  

0－4y r  5－19y r   20y r～  死亡年  

2（6）  17  36  

51  20  17  

2．2  8．9  4．8  

49  12  7．0  

53  51  30  

分析数＊  

平均値  

1986 標準偏差  

最小値  

最大値  

16  29  

17  15  
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7．0  8．5  

23  23  
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分析数＊  

平均値  

1987 標準偏差  

最小値  

最大値  

2＊＊  21  

22  17  

7．0  4．8  

17  9．3  

22  26  

分析数＊  

平均値  

1988 標準偏差  

最小値  

最大値  

＊）合併後の試料数に相当する  

＊＊）残部測定中  

表2 骨組織における90Srからの吸収線量（成人）  

吸収捧呈（〃Gy a‾t）  

死亡年  

赤色骨髄  骨表面  

17±4  

16±4  

17±5  

19 86   

19 87   

19 88  
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（35）人体巌器中の239●24叩u濃度  

放射線医学総合研究所  

湯川雅枝・前田智子  

滝澤行雄‡  

‡秋田大学  

1． 緒言  

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等超ウラン元素は広範囲に大気圏内に拡散し、徐々   

に地球上に降下蓄積されている。また、原子力平和利用の進展に伴い、環境中の建ウラン元素濃度   

が増加するおそれがある。これらの元素は大気、食品などの種々の人体内に取り込まれているので   

国民被曝線量評価の上でこれらの元素の環境、生体間の循環を知ることば重要である。このような   

見地から、環境試料及び体臓器中のPu等超ウラン元素の漉度測定を継続実施している。  

2． 調査研究の概要   

〈1） 試料の前処理  

人体臓器試料を湿式灰化する前に灰化時に使用する硝酸重の低減と作業時問の短縮を目的と  

して試料を凍結幸乞燥している。   

（2） プルトニウムの分離定量  

239■248puは化学技術庁縞の「プルトニウム分析法」  

に従って、灰化試料から陰イオン交換樹脂（DowexlX8）をのちいて分離し、ステンレス板上  

に電着した。  

3． 結果  

昨年度の報告書で述べたように臓器中の水分が分析以前の保存時解凍時に失われることを考曙す  

るとプルトニウム凛度の漫重量当りの表現は適切でないため、本年より乾重量当りの濁度表示とす  

ることとした。但し、湿重量当りへの濃度換算も可能なように水分量も併記することとした。義一   

1に1984年に採取された女性一体に関する結果を示した。  

4． 結語  

人体臓器中のプルトニウム等建ウラン元素の測度測定を継続する。また、環境から生体への移   

行を把掘するために、大気浮遊塵、食品等の分析と、他元素との相関関係などについても検討し  

ていく。  
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表－1．人体臓器中のプルトニウム濃度  

検体；女 57才  採取日；S59．11．13  

湿重量（g）  幸乞重量（g）  水分（Ⅹ）  23g■2‘匂Pu Bq／g．dry  

131．5   32．2   75．5   検出限界以下  

222．5   97．9   56．0   8．7 ×10‾3  

11．2   68．5   0．69×10‾3  

35．5          23．6   
78．0   1．84×10‾3  

5．20        100．7  42．6   57．7   検出限界以下  

31．6   14．6   53．8   66．2×10‾3  
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（36） 原子力施設周辺住民の放射性及び安定元素摂取量来  

関する調査研究  

放射線医学総合研究所  

住谷みさ子、村松康行、大桃洋一郎  

1．緒言   

原子力施設から環境に放出される放射性物質の経口摂取量を予測する  

ためのパラメータとして、地域住民の食品摂取量と食品中に含まれる放  

射性核種、及び、安定元素の濃度を測定することを目的として調査研究を  

続けてきた。昨年度は、放射化分析法により各種食品中に含まれる安定  

元素の分析をおこなった。今年度は、ICP発光分析法を用いて測定をお  

こなったので報告する。  

2．調査研究の概要  

（1）分析方法   

米、野菜等を東海村及び水戸周辺で購入又は採集した。乾燥試料100  

－500汀Igをテフロンビーカー（50ml）中に入れ、硝酸（約5ml）を加え時  

計皿で覆い、ホットプレート上で加熱する。試料がかなり分解してから、  

過塩素酸（0，5ml）と硝酸を必要に応じて加え、加熱を続け完全に試料を  

分解する。最終的には、ドライアップ直前まで加熱し、硝酸（1ml）を  

加えH20で50mlに定容する。それを試料溶液として、ICP－AES（島津ICPV  

－1000）を用いて多元素同時分析をおこなった。  

（2）結果及び考察   

測定された元素は、Zn．Cu，Fe，Mn，Ba，Sr，Ng，Ca．P，Kであった（表－1）。  

そのほか、Co，Cr．Ni．Cdの検出を試みたが感度的に無理であった。しか  

し、Sr，Baなど放射化分析法や原子吸光法で測定が難しい元素も1ppm以  

下の微量まで検出できた。元素濃度（dry）を全般的に比べると、米に  

含まれる各元素は他の試料に比べて低かった。各元素ごとに見ると、Sr  

はショウガ、里イモ、シュンギク、キュウリ専に高く30ppm以上であっ  

た。Mnは葉菜や里イモで高く50ppm以上あった。Kに関しては野菜類が高  

い値（50000ppm前後）を示した。Mgの値はホウレン草で高かったが（10  

000ppm前後）、イモ煩では1000ppm程度と低かった。Caは試料により特  

にバラツキが大きく 、ホウレン草、キュウリ、ショウガ、シュンギクで  

は10000ppmを越える値を示したが、シイタケ、トウモロコシ、ジャガイ  

モでは500ppm以下であった。  

3．結語  

ICFLAES法により、多くの食品において10元素の同時定量ができたこ  

とから見ても、この方法は食品の分析に大変有効と考えられる。放射化  

分析法と合わせることにより、このほかに、Cs，Co．Rb，Se，As，Hg等の分  

析も可能となる。分析データをさらに増すとともに、食品消費実態調査  

の結果と合わせ、地域住民の元素摂取量を求めていく予定である。  
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表1ICP発光分析法で測定した食品中の元素浪度（mg／kg．乾燥重畳）  
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（37） ヒト 永久歯中 の98s r に関す る 研究  

国仁立 予 防 衛生 研 究所  歯科 衛生 部  

摘 出 守 世  

1．  緒 言  

昨 年度 に 引 続 き、 フ ォ ー ル ア ウト 中 の g8s r に よ る 環墳 汚 染  

と ヒト の 第 三 大 臼 歯 中 に 蓄 積 さ れ た 同 元 素 と の 関 係 を 調 べ る た  

め に 本 研 究 を 行 な っ た。  

2．  調 査 研 究 の 概 要  

g B s r の 走 塁方 法 に つ い て 再 検討 を 行 な っ た。 歯 牙 の 試 料 を  

発 煙 硝 酸法 で 分 析 し、 ＝s r の 計 測 を 炭酸塩（＝Y ＋ g8s r）お  

よ び 椎 西安塩（＝Y）で 行 い デ ー タ を 比較 検 討 し た。 そ の 結 果、 表   

1に 示 す よ う に 炭酸 塩 で 測定 し た 方 が 確酸塩 よ り ら 計数 値 が 高 く、  

は ら つ き も 小 さ い こ と が わ か っ た。 さ ら にIA E A の 標 準試料 を  

分 析 し て走 塁精 度 を 調 べ た と こ ろ、 衷 2 に 示 さ れ る よ う に 保 証 値  

と は ぼ 一致す る 値が 得 ら れ た。 昨 年度 は ＝s r を 確 酸塩 で 測 定 し  

た 値で 報告 し た が、 今後 は炭酸塩 の形 で＝s r の 測定を 行 な う。  

今年度ま で に 分析 し た 歯牙 は、 封蝕や充填の な い健全 な 上下朝  

の 第 三 大臼 歯 で、 ド ナ ー の生 年 が19 2 9 年 か ら19 7 0 年 ま で  

の 範囲 で、 抜歯 時の 年齢 は10 －19 歳が 5 8 本、 2 0 － 2 9 栽  

が 7 81本、 合 計 8 5 9 本 で あ る。  

ま ず歯牙 を生年別群 に 層別 し た。 次 に 頼舌方 向 に 2 等 分 し、 そ  

の半例 の16 － 3 0 本を ひ と ま と め に し て1試料 と し、 gq S r 分  

析用 と し た。 次 に歯牙を灰化 し た 後、 微粉末 と し、 そ の 各10 g  

を 9日s r の 分析 に 使 用 し た。  

3．  結 果  

図1に19 8 9 年 5 月 現在で の 98s r を 示 し た。 ＝s r はド  

ナ ー の 生年 で19 3 5 年 頃 よ り 急 激 に ほ と ん ど 直線 的 に 上 昇 し、   

19 5 3 年 に ピ ーク の 6 3 B q／ g C a に 達 し た。 以後、 急激 に  

下降 し19 7 0 年 に は約 2 0 m B q／g C a に ま で 減少 し た。 こ  

の 程年 推移 は過 去の ＝s r に よ る 環境 汚染 と 関連 し て い る も の と  

推定 さ れ る。 現在、 第三 大臼歯 の 石灰化時 期 と の関 係 を 詳細 に 検  

討 中 で あ る。 ま た 歯 牙 の 収集 と 分 析 も 継続 し て い る0  

謝 辞：本研究 に 御協 力戴 いた放射線計測協会本多哲太郎氏に 感謝  

い た し ま す。  

表1 炭酸塩と樗酸塩の比較（C PM±CV％）  

ドナーの  炭酸塩  碓放塩  

生年  計数奉   バックグラウンド   計数率   バックグラウンド   

19 5 2  4．0 2±3．7   1．9 7±6．1   
0．2 8±7．1  0．3 6±1l．1   

19 5 3  5．4 8±3．1  2．6 9±4．8   
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衷2 培準試料（IAEA A‾1そL旨吉夕雷撃響警官常軌  

本実験  lÅEAによる   

炭酸塩   碓酸塙   保証債  

5 6．0± 2．0  5 7．5± 3．1   54．5   
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第三大臼歯のドナーの生年   

図1ヒト第三大臼歯中の9匂s rの経年推移  

（1989年5月現在）  
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（38） 欧州産輸入食品中の放身寸性核種組成  

国立公衆衛生院 放射線衛生学鮮  

大久保 隆・杉山英男・岩島 清  

l．緒 言   

欧州産輸入食品に由来する内部被喋繰重の推定に必要な食品中の放射性核種組成比：核  

種の放射能濃度比を各種食品について調査するとともに．放射性核種の環境動態の一つの  

指標として，その推移を調査している1）．本報告で対象とした核種は 98sr．＝一CsおよU■  

】37csである．なお，その他の核種についても分析中である．  

2．調査研究の概要  

（1）方 法：①試料：チェルノフ“イリ原子力発電所事故に関連して．厚生省の定めた暫定限度  

（放射性セシウムとして3708q／kg）を超えているかどうかを調べるため検梗所から国立衛  

生試験所に送付きれたものの一郎，および食品の様相を考慮して検疫所から直接人手した  

ものである．②試料調製：4500Cで灰化した後，円筒状のプラスチック容器（内半径2．3用，  

高さ 6cm）に密封し．γ抜放出核種定量用の試料とした．試料の重量は，例えば．月桂樹  

葉では，乾燥状態で 300g程度（灰重量として 約10g）であった．この灰化試料の一部を  

98srの放射化学分析用の試料として用いた． ③γ抜スベクトロメトリ：Ca11berr・a社製  

Ge（Li）半導体検出器（専横43cm3）をCanberra社製8100型波高分析器に接続して行った．  

④98srの放射化学分析：主として科学技術庁の方法によった．ただし．SrとCaの分離には  

陽イオン交換樹脂法を用いた．98srと放射平襖iにある98Yの測定は．Aloka社製L8C－1およ  

ぴTENNELEC社製LBlOOO低折ックク、ラウシト、測定器で行った．   

（2）結果と考察：①134cs／137cs比：各種食品中の137csの放射能濃度と13dcs／137cs比  

の関係（1986年5月6日に半減期補正した値）を食品群別の記号（表1）とともに囲1に示  

した．32件の食品から137cs，134csともに検出されており．その131cs／137cs比の平均値  

は0．55±0．11であった．この平均値は事故炉からの放出比（0．5）2）と一致した．なお，  

137csの濃度が10βq／kgを担える17食品中の13」cs／137cs比の誤差は約8Ⅹと小さいが，10Bq  

／kg より低い15食品では大きなバラツキがみられた．同様な結果がスウェーデンにおける  

食品中の放射能調査（1986．5～11）でも和合3）きれている．特記すべきは，内乱 果実東男  

の一部に13」cs／137cs比に高い使（理由は不明〉 が認められること．また．同様な内軋  

果実糟の一郎に過去の降下物の影響だけが認められ．13▲cs が検出きれていないことであ  

った．②98sr／137cs比：各種食品中の137cs放射能濃度と98sr／137cs比 の関係（①と同  

様に補正した値，誤差は省略した）を国2に示した．27食品のうち19食品から98srが検出  

され，その98sr／13Tcs比の平均値は0．10±0．17であった．このうち．4 食品を除いては，  

その比は0．01～0．07の範囲にあり，とくに137cs放射能凛度が1008q／kgを担える食品では．  

134cs／137cs比と同様にバラツヰは小さかった．これらの値は．ソ連領内およU■ギリシャ  

などにおける地表大気中濃度の98sr／137cs比；0．1（1986．4～5：UNSCEAR1988）およひ  

西独ミュンヘンにおける大気中の 98sr／137cs比；0．01（1986．5：UNSCE：AR1988）の間に  

ある．なお，肉頬，果実類では，13」cs／13Tcs比と同様な事象が認められた．  

3．結 語   

欧州産細入食品中の放射性核種の組成比について調査した結果の中間的取りまとめを行  

った．現時点での線量推定のためのパラメータである13－cs／】37cs比は，おおむねチ1ルフ、、  

イリ事故炉からの放出比および欧州での降下物の状況（1986年 5月 6日に半減期補正した値  
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：0・5）と一致した．しかし，137csのレベルが低い拭料では．大きなバラツキが認められ，  

13」csが不検出なもの．およぴ】37csに対して異常に高い試料もあり，その推移を調査する  

ことが必要である．98sr／137cs比について乙ま，0．01のオーダが多いものの．これまでの  

取られたデータからも，地域の汚染量および元素としての挙動の速いなどに起因する比の  

時空間的変化が予測ざれ 他の放射性核種あるいは安定元素との関榛をも考直しながら調  

査を継続している．さらに，Puなどの長半減期のα抜放出核種も対象として加えていく予  

定である．   

表1欧州産細入食品の食品群  

吉己号  食  品  群  記号  食  品  群  記号  食  品  群  夏己号  食  品  群   

A  鳥羞よ内夏眉．乳酪農調整品  B  魚介海軍軌調整品  C  棺‡展望碩．調艶品  D  ！，菜，果実汎 調拉品   

E  轄f眉．茶．香辛料   F  鉄H   G  油脂および塩！月    その他の食品  
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1＝Cs放射能濃度  8q／kg  

欧州産和人食品中の13Tcs放射負巨欄度と＝‘Cs／＝－cs比  
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137Cs放射摘濃度  8q／kg  

囲2 欧州産細入食品中の13Tcs放射能濃度と＝sr／＝Tcs比  

（文献）り大久保 軋岩島i飛：日本における用人食品の放州モ†ち！たと暫定鞘度．公館け性院U快柏軋37（3・4）・lG9’175t t9沌・  
2）凧ernalionalHuclear Sa†ety AdvISOryGr肌P＝Sul舶ry Reporlon 伽Pos卜A〔ぐid即一尺亡Vie一触eいngo〔冊伽rn■bゝノI  
Accid印t．Sa†ety Series H0．75・圧SIG・l．1AいVie11他．t986．  
3）D．Mas⊂anZOni：亡IYrnOl■〉■l・s〔blle叱e tOl－把【miron粥nt‥ÅReport rro【Sしetl町Tl－でk－e■てeO†冊Totlt【＝、…t椚即t・  

67．133・1月8．19a†．  
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Ⅵ分析法、測定法に関する調査研究   



（39） 陸上試料の調査研究  

テク ネチ ウ ム に関す る調査研究一  

放射線医学総合研究所  

鎌田  博、渡部  輝久、横須賀  節子  

1．緒言  

本調査研究は、環境試料中における88Tcの   

する ために必要な環境試料の採集法、前処理  

短 把 を レ ーノ ベ レ 能 射 放  

法 折 分 学 レし ′1 射 放    ヽ 法  

放射能測定法の確立をはかる こ とを頭初の  

された方法を活用 して＝Tcの環境中におけ  

に し、得られた諸データを放射生態学的に  

の算定に資する こ とを最終目 的と してお り  

こ
動
体
度
 
 

、
挙
人
年
 
 

し
と
て
6
1
 
 

と
布
し
和
 
 

的
分
析
昭
 
 

目
る
解
、
 
 

発
か
塁
始
 
 

閉
ら
線
開
 
 

で
明
喋
り
 
 

こ
を
披
 
 よ  

し た。   

分析測定法の開発にあたっては、放医研那珂湊支所附近で容易  

に採集され得、しかもTcの濃桁係数が高いと言われている拇藻類  

に着目 し、実験材料と して選定した。ウ ミト ラ ノ オでは 2 Bq／kg  

生を  こ
 
 

し
 
 

出
 
 

検
 
 

と も あ っ た  

本報では、前回に引 き続いて得られた成果について報告する  

2．調査研究の概要  

環境試料の採集法については、水試料の場合は80Tc移   

であ り、生物圏を対象と した場合には水産用水や農業用   

である ので、湖沼水や海漑用水を対象に し た。土試料の   

98Tcが遼元態の と こ ろ に蓄積さ れている と考え られる の   

壌 と湖沼底質土を対象と し た。生物試料の場合には上述  

体
要
は
土
と
 
 

媒
重
に
田
田
 
 

の
 
が
含
水
水
 
 

動
水
場
で
 
の
 
 
 

湖沼が着目 さ れる こ と か ら して、米と水葬を対象と し た。  

前処理法に つ いては、水試料の場合にはDowex－1× 8に よ るTc   

O▲‾の捕集と 0．1N硝酸沈潜に よ るU、Th等の除去と 8日胃酸に よ る 溶   

出、土試料の場合に は轍索供給下で高温加熱によ り、Tc207を蒸   

発さ せて6Ⅳ水酸化ナトリ ウ ムに よ る捕発と残部の硝酸抽出。生物   

試料の場合には、硫酸と過酸化水素によ る湿式灰化法とCuSと し   

てTc2S7を共沈さ せた ものを硝酸に溶解する等の諸法が有効であ   

っ た。  

分析法については、過塩素酸によ る蒸留法－30繋TOA／Xylene抽   

出－5N水較化ナトリ ウ ム抽出－MEK抽出－ア ンモニヤ抽出柵2N水   

酸化ナトリ ウ ム に よ る ア ンモニヤの加熱除去一電着法が有効であ   

っ た。  

測定法は、Figure or Meritが非常に高 く、スベクト ロ メトリ   

で妨害 と な る108Ru－10QRh等を排除 して＝Tcだけを同定 と 定員が   

可能な低バック グラ ウ ンドβ線スベクト ロ メトリ が有効であ っ た。  

なお、本法の詳細につ いては、放医研昭和63年度放射能調査研   

究報告書に言己述 してあ る。  

3．結語  
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上述の方法で得られた環境試料中の09Tc濃度を表1および表 2  
に、放射生態学的に解析し た結果を嘉 3 にそれぞれ示し た。≦＝Tc  

蓄積さ れてお り、米糠や水藻に濃紆  層
、
し
 
 

元
し
と
 
 

透
明
画
 
 

境
判
計
 
 

は湖底土や水田土  －
J
 
 指標試料と して重要視され得る。  

ては、本法の化学的収率の向上をはか  

が
究
 
 

さ れて い る こ と   

今後の調査研  

るための改良を行う こ と、Tcをト レーサー と した土壌から植物へ  

の吸収実験で用い られた各種試料を対象と して本法の最適化の再  

検証を行う こ と、下水処理場の活性汚泥が土壌肥料等に多量に活  
傾向にあるこ とから、活性汚泥を中心と した下水処理系  る

 
る
 
 

れ
け
 
 

さ
 
お
 
 

用
 
に
 
 

8Tcの動向を解明する こ と、米糠、ホー レ ン草、アマモ  

田土壌、湖底土等の蓄積状況と移行推移を把達する こ と等を予   水
定
 
 

ヽ  る
 
 
 

、
l
V
 
 

て
 
 

し
 
 

○  

糞1 環墳試料申の＝Tc裁虔－1  

試料名  採取場所   採取年月日  供式部位   供試量   ＝Te濃度（■8心   

水田土壌  秋田県鳥試（秋田市）  1986．11．20  道元牲乏田   1kさ見乾土  12 ±4 ／kg風華乙土  

遊元牲吉田   0．9k！風紀土  41 ±S ／桓風乾土  

六ヶ所村千樽（青森県）  1987．11．25   上 層  1k耳鼻寧乙土  ＝ ± 2  ハg凰攣乙土  

道元層  1kg風花土  102 ±10 ／k風紀土   

漕漑用水  秋田県鳥試（秋田市）  19る6．11．20  用水貯水槽  3叩   0．18± 0．10／8  

六ヶ所村千樽（青森県）  198T．11．25  用水路  0．2T± 0．10／‘   

米  秋臼県鳥試（秋田市）  1986．11．20  遭元牲  精白米  2kg   22 ± 4  ハl  

乏日産  鱒   0．2k8  g4 ±26 ／k苫  

藩元牲  精白米  2kg   6．1± 3．3／k‘  

志田産  糠   0．41g  TO ±21 ／kg  

六ヶ所村千博く青森県）  1987，11．25  精白米  3kg   T．7 ± 2．6／k8  

頒  0．Skg   T5 ±15 ／kg   

嚢2 す墳拭科中＝Tt■廣一2  

試   料   名  抜 取 嶋 折  抜取年月日  供 拭 確 執 讐  供 拭 暮   ●lT亡 ■  ■虞（■如）   償   事   
水   放匿研朋喝■支所  l，H．I  水遭水く地下水）   川○用   0．10的±  ．11的／l   lヶ月分   

綱   紹   水  亀  城  将  川さd．I．1i  榊央濃面水   川相   l．1王 ±  ．11／慮  

錮   わ   畿  尾  墳  紹  1988．l．川  胡央濃面水中   100《分  l．163 ±  ．1上5／○  

弟鋼kアマモ）  尾  埴  箱  19！1．1．1l  日本凧厳重1排水口予定地近横  さ‡I．1‡生  lS   ±l  凡慮  1忙甥I15l   
湖 底 堆 積 物  尾  墳  沼  lI8l．丁．1，  ．■ －● Lt二 一   5001風化  ！lO   ±1  ハl■l乙  

二又川河口近沸   5001且l乙  

白木ガ燃よ1排水口予定地造機  抽Otll乙  H   ±  ／ll■柁   

衷3 TcのCo几Ce止ration Ratios（CR）  

移行捉路  道 元 性   六ヶ所村  平均   乏    水田土塊一掃白米 CRざ・r  8  0．2  0．6  0．9  水田土壌一米触  CR∫・b  由  凹  a  8  水一水謙くアマモ）CR■・d      400  
nBqハg（生物）  

8Bq／kg（土or水）  
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（40｝ 自然放射線の擬似実効エネルギーの調査  

放射線医学組合研究所  中島  敏行， 趨島  得三郎  

（1） 緒言  

自然放射線はエネルギーおよび線量など物理的な因子を含んでいる。しかし、これらは   

地域における地学的な条件の速いによって変わる。このような自然放射線の理学的な基礎   

データを得ておくことは自然放射線による国民線量の推定や緊急時における被曝線量推定   

またその線量を利用する科学，技術分野に有用な情報を提供するものと考えられる。  

初年度の昭和61年度は福井、福島、島根、新潟、鹿児島、静岡の各県の衛生研究所など   

所管のモニタリングポイントにpair filter TLDを設置してもらい、四半期ごとの自然放   

射線の擬似実効エネルギーと擬似照射線量率を求めた。  

62年度は福井、福島、島根、新潟、鹿児島、静岡の各県の他に佐貨、宮城、愛媛の各県   

の衛生研究所など所管のモニタリングポイントにpair filter TLDを設置してもらい、四   

半期ごとの自然放射線の集削以実効エネルギーと擬似照射線量率を求めた。  

（2） 調査研究の概要   

前回にひきつずき、自然放射線の擬似実効エネルギー調査をベアフィルターTLDを使   

って行った。   

本調査では原子力発電所設置県などの公共機関が所有するモニタリングポイントに郵送  

方式により送ったPair F＝terTLDシステムを設置し、自然放射線で照射した。一方、公  

共機関には郵送したシステムの一郎を壁厚5cmの鉛容器に入れ、BG用とした。これらのT  

LDシステムは3ケ月間モニタリングポイントに設置した後、当研に返送し、光量の測定を行  

い、自然放射線の擬似実効エネルギーと線量とのデータを求めた。本年度は島根、静岡、   

鹿児島の各県におけるこれらのデータをとりまとめた。  

（3） 結語   

この結果と昭和62年度年幸削こおいて相告した結果は自然放射線線圭率の高い地点では実  

効エネルギーが低くなることが示されている。この理由について、次のような検討を行っ  
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た。自然放射線の織豊率と擬似実効エネルギーとの相関関係があるとの見地より教権の核  

種（エネルギーE．，線量率X．〉よりなる線源の平均エネルギーEと線量率Xとの相関を横   

言寸した。  

これらこの値は Ⅹ＝∑Ⅹ－，E＝∑Ⅹ．E．／∑Ⅹ1で表せる。 今、自然放射線の擬  

似実効エネルギーと線量率との関係を考えるに先立って、教種の核種（エネルギーEj，  

綾里率Xi）による実効エネルギーEと線豊率Ⅹとの相関を線生計の位置で考える。簡単  

のために2種の核種を考え、EとⅩの相関を求めると、前の二式より E＝El＋〈X2  

（E2－El）／Xl＋Ⅹ2〉で表せる双曲線である。ここで核種の寝間値を求めると、  

Ⅹl／Ⅹ2→閃では、Ⅹ＝Xlまたは E＝E．であり、X■／X2→0では、X＝Ⅹ2  

またはE＝E2になる。これの集件を満たす双曲線の一般式はX＝A＋C／（E－B〉で   

ある。   

この関係式は大地よりの放射線と宇宙線から成る自然放射線に適用することができる○  

従って、自然放射線の際似実効エネルギーと線量率との間には双曲線関数の関係が得られ  

ることが予測できる。   

来年度以降はその相関性の関係式について、得られたデータをもとに検討する  

（4）今後の調査研究計画  

今後も引き続き日本各地の自然放射線の線量と実効エネルギーデータを収集するととも  

に実験式に基ずき、日本各地の擬似実効エネルギーを調べ、その分布状況を調べる予定で  

ある。  

（5）昭和63年度研究発表  

l）Nakajima，T．：Radiation Protection Dosimetry・， 24，1988，357・360・  

2）Nakajima，T．：RadiationProtection Dosimetry・， 25，1988，191・200・  
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（41）緊急時被曝線量評価法に関する研究  

放射線医学総合研究所  中 島  敏 行   

（1）緒言  

最近、一般の人々が死亡し同時に多くの被喋患者が発生する放射線被喋事故が起こって   

いる。このような放射線の被曝事故や緊急時における被喋患者の治療には、患者の被曝線   

量情報が治療する立場の人々には必要不可欠な因子の一つである。しかし、このような事   

故では十分且つ正確な被曝線皇情報が特に、一般性民については得られていなかった。こ   

れはこれらの人々に対する適当な線量計測法とその線豊計材料が研究開発されていなかっ   

たことにもよる。このような一般の人々の放射線線圭計として、我々は世界に先駆け昭和   

47年より電子スピン共鳴（ESR）吸収方法を検討してきた。   

本調査ではその方法論に適する方法論の検討とその方法に適する材料とその放射線特性   

の調査研究を行った。昭和62年度から始めたこの調査研究において、初年度は身の回り  

から約80種の物賀の放射線特性を調べ、これらより廉糖など塘煩が優れた特性を有する   

事を見出した。   

（2）調査研究の概要   

緊急時における一般住民の被曝繰最評価には、線虔と物理整との比例性、被曝後物理塵  

測定までの時間経過に伴うその真の不変性、更に、臨床的見地より0・1Gyが検出可能な高  

感度物質を探し出すことが重要であり、これらの条件を満たす物質がごく身近にあること  

が求められる。  

実験に使った庶糖一試料当たりの   

試料重量は600mgとし、その形態   

は小結晶粒（グラニユー糖）、粉体   

および庶楯を憎融した後、凝固して   

えたアメ状の棒状非晶質の3種畑で   

ある。 試料の測定はMn標準試料と   

ともにすべて重き孟で行った。試料か   

らのESR信号豊は連続して3回測定   

し、その吸収端の平均吸収蜃で基準  
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図1非晶質蕪糖の線量応答比例性  
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化した値を試料のESR吸収豊とした。測定点の試料数は5から10個とした。ESR用試料管   

には内径約3．7MM、外径約4．8Mmの石英管を使用した。   

（3）結果  

囲1は照射した非晶質庶糖のESR吸収皇と線豊との比例性を示す。図が示すように、照   

射した非晶質庶糖のESR吸収量と線量との比例性は0．04Gy（4rad）から100Gyまであり、  

医療処置を行う上で必華な線量域を十分に包含している。また、図2に示すように、被曝   

後から測定までの時間経過による遊離基数の減少は日本の多湿環境下で約6ケ月間室塩に   

放置しても見られず、また、100℃の浪度条件下に約80分間放置しても遊離基数の減少は  

見られなかった。このような高感度性   

と比例性に優れた試料の砂糖は日常生   

活中、我々の身のまわりにある。しか   

も、試料重量も500I【gあれば十分であ   

るという物賞の発見は世界でも初めて   

である。   

（4）今後の調査研究計画  

緊急時における一般住民の被喋繰豊  
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評価に対応するため、可搬型の被曝線   

垂計測装置の開発研究ならびに現在あ  囲2 結晶性簾糖のESR縫時変化   

る電子スピン共鳴装置を用いた大豊試料処理のためのソフト開発および焦樵以外の織豊計   

材料の開発研究を行う予定である。  

（5）昭和63年度の研究発表   

1）Nakajima，T．and Ootsuki，T．：2ndlntern．Symp．ESR Dosimetry and  

Application， Munchen， 1988，10．   

2）Nakajima，T．：Helth phys．，55，95l－955，1988．   

3）Nakajima，T．：Briti＄hJ．Radiotogy．，62，148－153，1989・   

4）中島、大槻：応用物理、57，277－280、1988．   

5〉 中島：放射線、14，No．2、17－26，1988．  
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（42）放射線計測の環境における通用  

（可搬型スベタトロメータによる放射線測定）  

理化学研究所  

岡野真治（嘱託，同海洋科学技術センター）  

松岡 勝、西 克夫、加藤 博  

1． 緒  言   

環境放射線測定におけるスベターロメータの利用は、環境放射線の主たる成分である宇  

宙線、環境ガンマ線などによる被曝線量の評価に役立っている。また、環境ガンマ線による  

深度別、組織別の被曝線量や実効線量当量の算定にもスベタトロメータの導入は欠かすこ  

とができないものである。一一般には環境における放射性物質（核種）に関する情報把握には  

ゲルマニウム半導体検出器を用いたスベタトロノータ、環境ガンマ線のエネルギースペク  

トル、宇宙線情報を得るには球型のHal（Tl）シンナレータを用いたスベターロメ一夕が多用  

きれている。さらにこれらの機器は小型軽量化が進められており、通常の環境における放射  

線の測定に関しては一応の決着が得られている。   

すでに昭和61年4月のソ連原子力発電所の事故に際しての利用、一般環境における放射線  

測定など、すでにその有用性が実証されている。   

また一般環境の放射線のみならず、水中、海底に含まれる放射能濃度の直接測定を行う  

目的に適用範閏が拡大している。  

の概要  2． 調査研   

（1）機器開発   

一般環境におけるガンマ線エネルギースペクトルの測定は、従来より直径3；n．のHal（Tl）  

シンナレータを標準として用いていたが、今回他の種類（プラステック、Csl（Tl）、BGO）の  

シンチレータならびに異なる大さ、形状（円柱）を利用し比較した。   

一方水中、海底土中放射能の直接測定が容易に行なえる深海用放射線測定系の開発を行  

った。いままでの測定系は、2001∩程度の浅海用であり、さらに深い海中に通用するため圧力  

容器を高圧力用とした。さらにNal（Tl）シンチレーダに代わり、温度、衝撃に耐えるBGOの  

利用を考慮した。データ記録には大気球観測で実施した複数個の小型カセットレコーダに  

よる艮時間記録方式を適用することにより深海に通用することを可能とした。   

この機器間先により、天然、人工を含め、海水、海底土の放射能測定に幅広い対応が可能と  

なった。   

し乙過当宣遡室   
＿   

可搬式のスベタトロメータによる環境放射線の測定調査は、従来に引きつづき環境放射  

線の内容の把握のため利用きれている。今期における主な内容は次のものである。   

j）ソ連原発事故の影響調査   

2）中性子測定（31Ie球型比例計数管の利用）   

g）宇宙線による線量評価（定期航空路線による機内測定）   

4）海中、海底土中の放射能直接測定  

などである  

1し土星昼選室数旦塁乞翌週査  昨年行ったヨーロッパにおける測定の他、すでにg回にわ  

たり、Nl】K取材班によってヨーロッパの環境放射線の実情がスペクトルレコーダによって測  

定され、事故による環境放射線の実態の一端が把握きれている。また事故現場周辺において  

は、わが国の調査団らによるN8Ⅰ（Tl）シンチレーションサーベ′－タによる測定が行われて  
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いる。今回NHKの取材虹により、NaI（Tl）（1in．Xlin．）シンチレーションサーベメータに簡易  

なスペクトルレコーダ（16チ十ンネル）を組合せた測定器によるサーベが行われた。この測  

定系は理研が気球による宇宙線の高度変化を必要時に行なえるように開発したもので、追  

加重量j kg程度（含小形記録器）の軽量なものである。これによる測定から、事故現場は放射  

性セシウムの存在の他、散乱線が多い場所があり、このためシンチレーションサーベノータ  

の指示が娘射線量の2～3倍を示すことがスペクトル解析によって把握された。   

一方ソ連の調査団が訪日に際し、体内の放射性セシウムならびにファントームの測定が  

行われた。この際3；Il．Nal（Tl）シンチレーションスペクトルレコーダが紹介きれ、合せてこ  

の測定系がビデオ映保と組合せて用いことが示された。これらの測定系が環境放射線測定  

ばかりか、ときには体内放射能の簡易な測定にも利用できることが示された。   

21 一 

せたボナー型を用いたが、今恒1はL‖（Eu）シンチレータを3‖e計数管に変え比較を行い、同悌  

な測定結果が得られることが実証された。   

3）宇宙線による線量評価 宇宙線による線量は太陽活動が静穏期から活軌期に移って  

おり、従来に引きつづき日本航空の協力により国内定期航空路線で測定を実施し、地上での  

観測結果との比較を行っている。   

4）海中、海底土中の放射能直後測定 すでに昭和59、60年度に開発した海中、海底土中  

の放射能測定機器を深海に通用する方法について研究し、耐圧容器、艮時間の記録を含め、  

測定系のハード、ソフト面について一一応の目処が得られている。スベタトロノータを利川  

する海中、粘底土の放射性核種の測定は、検出体に従来より多用されているNal（Tl）シンナ  

レーダの他、BGO、CsI（TI）、さらにゲルマニウム半導体検出器を利用することになるが、  

それぞれ一長一短がある。また、収納容器の材料、構造によって得られる結果か異ることと  

なる。現在これらについて検討を行っている。シンナレータ利用に際しては、シンナレータ  

の種類、大さの違いはデータ処理のソフトによってバックアックすることが可能である。特  

に天然の放射性載積の割合はエネルギースペクトルの領域を選ぶことによって算出可能で  

ある。問題点は海底土中の各成分の絶対量を決定することで、この点について検討を行って  

いる。ゲルマニウム半導体検出器の利用は冷却の問題と振動雑音（マイクロフォニックノイ  

ズ）の解決が課題である。   

スベタいレ測定を行う測定系は、従来よりスペクトルサーベイレコーダといわ九る扱高  

値を実時間で連続記録し、後目研究室でスペクトルとして再現する方法をとっている。この  

際どの部分を水中（耐水耐圧）容器内におくかが課題となる。特に信号のデジタル変換部を  

容器内に入れ、／イズをなくすか、検出体のみを容器に入れ小型にするかは運用上の課題と  

なっている。この点について実験し検討している。   

3．  結 語   

放射線計測の環境における適用は、われわれ生活環境の放射線に関する内容の把握、環境  

放射線による被曝線量の評価に役立つことは論を主たない。その適用にあたっては現在ス  

ベタトロノータを用いて行うことが半ば常識化している。今回示した内容は主として可搬  

型スペクトロノータによる環境放射線の測定の実績で、現在実用化（市販）きれている横器  

の適用の他、将来の方向として中性子測定、海中海底における放射能測定などスベタトロメ  
ータによる環境放射線の測定がより広い分野に利用されることを期待している。今回はシ  

ンチレーションスベタトロメータとビデオカメラによる映像の組合せにより、ソ連原子力  

発電所事故にともなう体内汚染（Cs－137の摂取）が、可搬式のスペクトルレコーダによって  

測定可能なことがソ連の調査団を交えて実証することができたことは特筆すべき点である。  
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（43） 放射性核種分析法の基準化に関する対策研究  

－ ゲルマニウ ム半導休検出器を用いた械器分析法の改訂一  

財団法人  日本分析センタ ー  

ゲルマニ ウ ム半導体検出器を用いた  

機器分析法検討委員会●   

1 緒  口   

G e 半導体検出器を用いる機器分析法は、 そのエネルギー分解能が優れており、  

化学分離等を必要とせず、 多核種の同時定量ができ るため、環境試料中のγ 線放出  

核種を対象と した環境放射能分析の主要な手法と して急速に発展普及 してきた。   

「放射能測定法シリ ーズ  ゲルマニ ウ ム半導体検出器を用いた機器分析法」は最  

初、昭和51年に制定されたが、G e半導体検出器や周辺積器の性能向上、電子計算  

機の普及に伴って、 スペクト ル解析法など測定技術が著し く 進歩したため昭和5 4  

年に第1回の改訂を行なった。 その後も測定技術の進歩は著しいものがあり、高純  

度G e半導体検出器の一般化や、 スペクト ル解析プロ グラ ムの市販によ る小型計算  

機の普及等に対応できるよ う に、昭和61年度から昭和6 3年皮までの3年間、木  

研究を行な っ た。   

なお、成果の一部は本報告会の第2 9回（P．148－151）において発表した。  

2  調査研究の概要   

現行のマニュアルは、校正、ピーク面積計算等の項目毎にいくつかの手法を紹介  

する形式をと っているが、本研究ではそれらの中で一つを推奨するよ う にした。   

例と して  

①ピーク効率を校正する線源と して、多核種混合容積線源を用いる。  

②ピーク効率曲線について推奨する関数式を示した。  

③最近市販されている高効率の検出器には、自己吸収とサム効果の柄正が必要  

であ る こ と を述べた。  

④データの解析処理は計算機を前提にし、計算処理には最′ト2乗法を利用する。  

な どがある。 なお、今回推奨した手法の他、昭和5 4年改訂マニュアルで採用され  

た手法、及びその他の重要と思われる手法も合わせて掲載した。また、実預担当者  

が実際に分析を行なう上で必要な技術、注意点について、出来るだけ記述した。  

＊（委員長）浜田連二 81～62年度、河田 燕 83年度 （委員）鈴木隆司、中村尚司、  

中村吉秀、野口正安、望月 勉  

（事務局）阿部俊彦、高野直人、虻川成司、地内慕宏  
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以下に各章ごとの内容を簡単に述べる。  

1章 序論：マニュアルの概要、利用方法について簡単に述べた。  

2章 γ緑と検出器の相互作用およびスペクトルとの関係：γ線と検出器の相互作  

用について述べ、その作用がγ線スペクトル上にどのよ うに現われるかを解  

説 した。  

3章 測定器の機能と動作原理：使用する機器の解説、機能及び性能などを説明し  

た。  

4葺 電子計算機：G e 半導体検出器によるスペクトル解析にはどの様な計算械を  

使用するか、また必要な周辺装置とその機能、性能を説明した。  

5章 機器の設置と点検・調整：機器の設置、調整などの方法を述べた。  

6葦 標準線源とピーク効率；効率校正の方法及び、ピーク効率関数、自己吸収と  

サ ム効果捕正の方法を述べた。  

7、8孝 則定試料調製法 、測定法：操作手順を述べた。  

9章 スペクトル解析：ピーク探査を行ない、ピーク面積を求めるまでを述べた。  

10章 放射能濃度：綿娘関係を含む減衰捕正法、放射能襟度の計算、同一核種便  

数ピークの取扱などについて述べた。  

11章 電子計算機プログラム：現状の市販プログラムの紹介、プログラムの作成  

方法、自作または外注するときの注意を説明した。   

解書見 計数値の統計、検出限界について、最小2乗法について‥ データを解析する  

際の基本となる計算法について記載した。  

資料   

A）標準容積線源の作成方法：通常標準容積線源は購入するが、自作する場合の注  

意と添加核種のおおよその濃度について記載した。   

B）核データ：Table oflsotopes（7th Edition）から必要と思われるものを抜粋  

し た。   

c）環境放射能モニタリングと披爆線量表：環境放射能分析における代表的な核種  

の検出可能レベルとそれに対応した内部被爆線量預託、いくつかの試料の何  

についての預託線塁などを掲滅した。   

D）スペクトル図集：多くの核種が検出された試料の例を掲載したo   

E〉、 F）：鴫   

G）用語集：使用されている用言吾をま とめた。   

参考文献：重要と思われるものを、各章未に掲載した。   

4  結  語   

G e半導体検出器を用いた機器分析は、元来高度な分析技術なので、単に積器等  

の操作手引書に従って操作するだけでなく十分な理解と経験を基に正しく拘作する  

ことによって、正確な結果を得ることができる。従って本マニュアル（裏）では、  

ある程度原理的な略説から測定現場における操作手順の記述まで、さ らに解析プロ  

グラ ムを作成するまでを記載した。  
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（44） プルトニウム・■rメリシウム分折法の逓叩化にl針す‾る対策研究  

財団法人 日本分析センター  

プルトニウム・アメリシウム分析法検討委牒は一   

1．緒言  

僚丁・ノノ発‘電川、核燃料‖処理施設等の原子力平和利川施設の増加に伴い、施設から膜  

嶋へ排山される放射性接他の環嶋レベルを把返することは遊撃な排題となっている。特  

に、超ウラン元素のような長半減期α線湖山核樋による被曝線鼻を評仙するヰ＝よ極めて  

招要な問題であり、それらの分析はの摘立が望まれている。  

これらU）核相のうら、最も亜斐な核欄であるプルトニウムについては、昭和5イi一に尭  

＝さd■Lた†プルトニウム分机■は」がある。しかし、甜l査対象核碩として（よプルトニウム  

のみでほト分とほ言えない。このため本研究は、プルトニウムの他に‾7′ノリシウムも同  

一試＝から系統に分析できるカ法を検討し、その分析法を作成した。また川嶋に、ほ粟  

の1プルトニウム分折法」の見也しも子】－い改訂案を作成した。  

本朝〃l＝ま、l】掛軸61～63年度の3ケ年の研究成果をまとめたものである。   

2．調企研究の朋輩   

（l）プルト∴ウム・アメリシウム系統分針法  

則毅．拭椚に心してl洞処理・損紬後、プルトニウムは脂イオン交換カラム浸こまたは′1●  

0∧ ヰシレン溶媒川山法で、アメリシウムは陰イオン交換カラム法ま∵こほ1‥「八  

キノレン琉規柚＝沈による化学分離を刊・い、プルトニウムとアメリシウムそホ純的†二  

分軸、梢処した後、ステンレス錮板上に電着して計測川試料とする‘‖＝朝川．il＝用を∴  

シリ：一ン、巨咽け本欄‖h払によるα線スペクトル測定を行うことによりプルトニり．ム、’J■  

メリ ノウムを定欄する。   

（2）対象誹湘と分机‘日焼レベル  

本う）晰iJ；（′）対象試料は、水試料、灰紙料、土試料、降卜1勿、大気浮▲址し人、懐紙「  

ルト∴ウムを含む相場試料である。また、本分折法によって実施した唱ノト′、情誼損と  

分針l】l標レベルを表1にホす。  

・（番F＝く）池川艮′lミ（委員）笠井璃、白石文夫、河村日伎男、片肘裕モ、車力＝■≠モ   

l車務り）P・J溺挨拶、野「い指博、柏崎港人、点本隆夫、新藤幡盛  
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（3）llプルトニウム分折法」の改訂案  

プルトニウム分析法における分解・仙山、陰イオン交換樹脂による分離・†．門ゼ、丁に  

着方法等の分析操作手順および8lll定方法を改良した。また、プルトニウムの放射能稲  

と化学収率を求めるために使用する膿嘩溶液として ＝‘＝の他に 2一■2l■uを追加した。  

二いよ改良点を衣2に示す。  

衷l  供試重と分折目増レベル  

分析日頒レベル●  

．拭  料  名   tlヒ  拭  招  （＝’’＝Ol－u 、＝■∧m上い   

水  エペ  料   10Uβ   2×10‾一 両q／β   

伏  試   料  （500邑生～1kg生）相当   4－2  刷り／kg†ヒ  

上  云ぺ  料   50g乾土   40  刷q／Lg乾上   

降  卜  物   （l．5m2、l愉月   4  muq／m7   

人如押迫しん  2xlO‾■ 爪8q／m〇   

．車扱効ヰ：2い％、測定時Ill】：24帖榊j、抜摘からのげ線の全計歎値がi汁歓ま！i差い  

3情とした場合  

表2 プルトニウム分析法（改訂案）の主な改良．点  

互I   lt  規  子ナ   改 訂 案  ！改訂理由   

化ツ収串～lli損rj  23‘Puのみ   ＝7p】を追加  ＝爪1－uがfにノ、   

ト レーサー   り難い   

対象扶試料  侮臆そ1三物のみ   野英、牛乳、摘鋸㈲  
加  
一－－－－一鵬－－－斗   

分離・惟浸佃   
水ふ＝斗  蒸発繊細法および火沈法  火沈法のみ  りtム＝∵llUり（   

卜，ミー＝斗  硝恨浸州   伏化一鵬憤浸州  l）餌川川Ifよい沫   

灰よ‘＝斗  硝酸－一過酸化水諏分椚、刷  硝暇 過酸化水素分雛、雫・上汀い情化   
楷仙川、域涌汀＝硝酸－フッ  硝酸畑山  
化水素惟分解   

硝酸過酸化水嘉分納、    降卜物、人気し 打順フッ化水素酸分解、   
冊じん 

i椚酬油  
．   

硝椴…  
iで糾  

トト刷上＝棚軋l   

】  zさらに：iO舶を流す   山   

’・E爵条什  Ll）・5八 2時制   ＝．u∧ 2－川肌  化プ車トトい恒＝二   

」＿▲ ＿▼▼ ‥▼＿【′．－－一＿＿～   ト   

放射能測定   計数効率を側川しない．汗∴訃如い廟座化  

】  算力法を追加した  
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（45）放射能迅速評価システム（ERENS）  
（EnYiroDent81r8diation Estim8tion NetYOrk Syste皿）  

放射線医学総合研究所  
本郷昭三、竹下洋、今関等、岩倉哲男   

はじめに  

放射能、放射線は人間を取り巻く種々の危険性のなかで最も良く管理できているもの   
の一つであると考えられるが、最近問題となっている炭酸ガス、フロンガスによる成層   
圏の汚染、チェルノブイリの原子炉事故などにみられるように、危険度管理は全人類的   
規模で行う必要があることが明らかになりつつある。日本における環境放射能調査研究   
もコンピュータを含むネットワークを整備し国際化に備える必要があるものと思われる  

一方、放射能調査研究においては、チェルノブイリ原子力事故以降、核種分析が不可   
欠になりつつある。このため、一試料のデータも膨大のものなり、そのデータ管理保存   
が容易ではなくなりつつある。これらの観点から、放射能調査研究で得られたデータ・   
成果を電算機ネットワークを用いて、構造化データベースを構築し資源の共有化●有効   
利用をはかり、平常時、緊急時の放射能レベル把握、繰昆評価の基礎処理を行うことを   
目的として放射能迅速評価システム（ERENS：EnYiroLent8lr8di8tion Esti■ation NetY   
ork SysteⅦ）の導入を行った。  
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那珂湊支所、日本分析センターとの通信試行に用いるとともに  
定器との通信技術の開発に用いる。その他とあるものは既設の  
タを本ネットワークに接続する機器である。   

表1  ファイル●サーバ  
コントロール●ステーシビン  

測定器コントローラ（G e半導体検出器）  
ドキュメント入出力器  
回線コントローラ  
その他（ネットワーク部品及び配線工事）  

図1  ERE：NS観念回  L削イヴーネット（EW16魂）  

呈呈呈呈呈呈呈  
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図2  E R E N S配置図  
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r◆．′ント入出力古くICP）   
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基本的にはEWS4800のターミナルとなります。  
ファイルの転送を基本とするプロトコールです。  
ネットワークフTイリング・システム EWSもPC  
もファイルを共通に扱うことができます。基本的な動  
作としては稼働しているのは各々のステーシタン  

1．TELNET  
2．FTP  
3．NFS  
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イメージ●データの表示印刷  
ワードプロセッサー 等  

将来の展開  
測定器コントローラの増設をはかり、体内被曝線塁計算システ  括
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合により測定結果から迅速に日本人にあった線孟昇出できるシ  
また、近い将来、放医研内のHESANS、大型計算機を初め  

ス
と
 
 
 クとの結合を検討していく必要がある。これらを有機的に結合する   

源の共有化が可能である。ネットワークを有効利用することにより、  
能率化はもとより統合的な解析も可能となろう。なを、将来これらの  
ネットワークを広域ネットワークと結ぶことにより放射能調査研究ヂ   
ラム等の資源が共有されるため、放医研における放射能調査研究の能力  
れると同時にネットワークで結ばれた放医研外のシステムにおいてもそ  
大するものと期待される。将来関係網査機関と緊密な連絡をとりながら  
拡張を検討する必要があるものと思われる。  
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Ⅶ都道府県における放射能調査   



（46）北ラ各遂 における放男寸肯詮邑同査  

北海道立衛生研究所  

相田一幾、臭井豊代、小林智  

1緒言  

昭緋3年産の地温′こ机∂  
去  

2 調禿の槻要  

（1）調布対象   

老紬の対象，項目あ、よび採取場戸れよ前年と同様であう。  

（2）測定方法  

三則見方三貴は前年と軋様であJ．   
三郎、の前∬捜／まう扶－ノヤリウム矢庭玖／ニ桝フた．   

（3）測定装置   

qM計枚淀蜜；アロカTpC一′05（争什仙β一抽／，今什J♂∂≠）   

仏工波高分柵審；コロナ如∫   
低／ヾヅククいラウンド放射経由勤王則定温夏；アロカ」BC一夕引   

モニタリンクり水○スト；アロ刀〃AR－／／  

シンナいションサーベイメータ；了口刀TCぶ一／ユ／C  
匝）調査法黒   

鯛鮎吉葉・1象工，Ⅱ皿，Ⅳ，Ⅷに京ほどありでわ3・   
牛乳（生産甚）の9誓r舟よぴ′ユりC占の測定値には従前乙何棟石化堵塞が   

竜私わ5れた．  

3姑給   

与年度の碑査′二み＝て、貫常趣け複血1れす●：測定値は十王／いア、イ順患   

各組前乙周一のしベルであった。王た、ソ連の僚㌻大戸衝馨「コスモス／佃」   

即ノ0即日／二大乳圏再更入Lたため、監視体側り指示爪、あフたか、、   

葵常は雀く縫わうれ虎かった。  
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1全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間¢値  
試 料 名   採取場所  採取年月  検体数  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  mBq／m3   

降下物  札・断  竺筋吉  ／ユ  〟D   封   〟♪  ／6∫  HBq／kl㍉   

陸  上水源水  〟D   〟β   〟β   

水  蛇口水  〟D   〟♪   8q／ゼ  

淡水   ／  〟D  〟D   〟β   

0－ 5c爪  札幌申   

∂．占3  0．＃／  β．占3  8q／g乾土  

土  よ4，00β  ／馬ロ0ロ  ユらロク∂  H6q／1く¶l  

壌  
5－20即  軋幌市  5．d5官   ／  

0．午3  0．女中  0．宰∂  Bq／g乾土  

MBq／km2         占ち∂∂0  古ち0∂∂  クち000   

精米  石碑軒  ぶ，占3／／   ユ  0．βさJ  れOa電  0．0ユ¢  0．03年．  8q／g招来   

野  五婿町  占．ざ3／J  0．∂占ユ  0．再咋  0．ロワ6  
Bq／g生  

菜   ∂．よ官  

茶  8q／g生   

牛乳  礼帽沖  う）霊漫，  6   4J   60   享／   5l  Bq／g   

淡水産生可鮒   石狩町  5．638   0．0古7  0．0♂β  ∂．叩占  8q／g生   

日常食  札幌申  ふ‘3′皇，  よ   古9   6ざ   ∫与   ／03  8q／人・日   

海水  余市町   β．637   享3   エア   53  mBq／′‘   

海底土  余市町  ふ65り   0．さユ  0．£雀  ク．67  8q／g乾土   

海  鮨  浦河町  5．録9   ／  0．／ユ  ∂．／／  ∂．／ユ   
産  
生  8q／g生  

物  

Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放射能濃度（8q／l）  月Ⅶ降下丑  
年月  （M8q／kml）   （H8qハ爪り  

（ml巾  

5．G3年 4月  ら3．5  Ⅶ   〟D   〟D   〟D   ムg   

5月  馳5  ／0   〟D   ND   〟D   5．l   

6月  ？J．0   ／ユ   〟D  〟β   ND   6．3   

7月  ユ3．ら   タ   〟p  〟D   ND   〟D   

8月  －／g冨・0  Ⅶ   〟D  〟D  〟p  〟♪   

9月  9ノ．0  ／0   〟♪   〟D   〟D   ／3   

10月  9ユ．0  ノ6   〟D   〟D   〟P   ／6   

11月  川ノ．与  J阜   〟D   a．名  ／3   〟D   

12月  即．0  ／g   〟D   〟D   〃D   引   
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H．J年1々  30．0  皿   〟D   ／．？   ／．？   享写   

2月  仲．0   〟P   〟D   〟p   よ0   

3月  3β．0   盲   〟D   〟D   〟D   ／笥   

年  間   値  膏75．0  ／3年   〟♪   a，g  〟D～ノう  机）～動   

前年度までの過去3年間の値   ／ヰ3   〟D  卑官  〟D～引  〟♪ －／∂∫   

Ⅲ 放射化学分析結果  

採取  90sr  t”Cs  単  位  
試 料 名  検体数  

年月  最低値  最高値  過去の億  虫低値  最高  

降下物  HBq／k爪2   

陸水（上水）  m8q／‘   

8q／kg乾土  

土  
M8q／km王  

Bq／kg乾土  

填   
M8q／kMl  

穀類（精米）  Bq／kg楕米   

野菜類ほ熟    5・G3gJ／J  よ  0．0亀0  0．g3  0．J5～0．35  8．ロ5J  0．ロj5  ¢．∂コ占－¢．J3  的／kg生   

茶  8q／kgや乞物   

牛乳  5．536  享  0．0写5  0‥ココ  0．8〃卜0．コ9  0．／／  ク．号3  仇（叩㌻コ．9  8q／β   

淡水産生物  的／kg生   

日常食  8q／人・臼   

海水  mDq／ゼ   

海  〟D   ー〟D  0．ユ9  0．30－β．雀宮  

産  〟D   ～〟β  ～0．αロ  
Bq／kg生  

生  〟D   ～〟D  ク．0封－β．αp  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年Ⅶの値。  

Ⅳ 牛乳中の■31Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  札幌市  呵払  固定  固定  伺ぇ  同塵  前年度まで過去3年間の儀   

採 取 年 月 日  5．占3 よよ全  ク．／3  9 ．ち  ／／．ユケ  〟ン．」j  3．ウ   最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／ゼ）  〟D  〟D  〟D  ノ∨♪  〟P  〟P   〟8   3．7   

棟耳ズ 埼軒  電東町  固定  同左  同え  同風  伺あ  

棟．取年月8  占．ど3 ∫．ユ占  ？．／牛  9．ケ  ／／．コよ  札J ／．ユ古  3．官  最低値  最高値   
放射能三農産（Bヂ凄  〟D  〝D  〟♪  〟p  〟♪  〟β   〟♪   〟β   
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Ⅶ 空間放射線塁率測定結果  

モニタリングポスト （  cps）    サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

lBa如払年 4月   ？．3  ／阜．3  ／0．午   車掌   

5月   ？．電  ／5．ユ  用．7   4ユ   

6月   9．？  ／皐．£  ′0．9   タ7   

7月   9．官  †3．冒  ／0．G   47   

8月   ？．ワ  仲．富  rO．G   タ7   

9月   ？．5  は7  川．5   ‾ タユ   

10月   了宮  用．7  了工1   〃ワ   

11月   9．∂  よよ与  JI．牛   

12月   g．0  エロ．β  JO．5   〃∂   

平成／年1月   宮．ユ  よ与．3   ？．り   4？   

2月   冒．午  ／3．7  9．ざ   ≠3  

3月  9．0  ／牛．J  ／0．3   夕ど  

年  間  値  3．0  ユよ3  ／0．5  卯～卯   

前年度まで¢過去3年間の値   ワ．3  よ倶．享  ／0．ケ  37－53   
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（47） 青森県における放射能調査  

者森県公害調査事務所  

西沢隆雄、圧司博光、木村秀樹、竹ケ原 仁  

1．緒 言  

前年度に引き続き、昭和63年4月から平成元年3月までに著斗学技術庁の委託により実施した放射能調査の概要を   

報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水、降下物、上水、土鳩、日常食、農畜産物、海水、海J鮎二、海産生物、空間根里率。   

2）測定方法  

試料の荊処理および制定は、科学禎≠庁絹「全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」、「放射性ヨウ素   

分析法（昭和52咋改訂版）」、「NaI（’1－1）シンチレーションスベクトロメータ機器分析法（昭和49   

年版）」、「放射性セシウム分析法（昭和51年改訂版）」、「放射性ストロンチウム分析法（昭和58年3訂版）」   

に準拠して行なった。空間練炭率および計数判よ「放射能測定調眉委託実施計画杏（Ⅶ和63年度）」により   

測定した。   

3）測定装遣  

低バックグラウンド放射能自動測定装置  

（アロカ製 LI！C－452型）  

Nal（Tl）シンチレーションスベクトロメータシステム  

（N＾iG Eシリーズ）  

Nal（‘rl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ製 －Ⅰ－CS－121C型）  

モニタリングポスト  

（アロカ製 M∧R－R42型）   

β綿の計測  

γ綿スベクトロメトリー  

空間綿椚率  

4）調査結果  

①各種試料中の全べ一夕放射能測定結果をⅠに示す。  

②青森巾における降水（定時採取）と降下物（大型水軌こよる一か月ごと）中の全ベータ放射能測定結果をItに  

示す。  

③農産物、海産生物中の90srおよぴl＝csの分析結果をIIlに示すひ  

④原乳中の＝lIの分析結果をIVに示す。13■1は検出されなかった。  

⑤青森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメータの測定結果をVに示す。  

3．結 語   

測定結果は、全般的に例年と同程度であり、特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ全ベータ放射能調査地巣  

放射能濃度 （舎K）   糾iF度量で過去3年仰の値  
拭 科 名  採取場所   採取年月  横休数  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

畦  S63，8  

上水（蛇口水）   青 森 市  ND  ND  恥／月   

水  S63．12   

0．37   0．28   0．3l  恥／舵土  

0～5 c椚   青 森 再  S63．7   

14，000  11．088  15．080  軌t  

土  
0．30   0．Z6   0．27  恥／舵土  

5～20 cm  〝   S63，7   

Z3，000  28，000  30，000  軌●  

0．63   8．5g   0．63  恥／舵土  

0～5 c爪   む つ 市  S63．8   
27，n（）0  27．000  Z8．0ロ0  仙レl肌t  

鳩  
0．59   0．56   q．5g  恥／宇陀土  

5～20 cm  〝   S63．8   
59，000  48．000  83．00（】  恥l／hl   

神   米  弘 附 摘  ltl．1   n．833  8．023  0．02了  恥／甜快   

大  根   三 戸 叩  S63．10   0．067  0．059  0．078   

軒  
キャベツ  〝   S63，10   0．063  0．07t】  0．078  

〝  
恥／g生  

む つ 市  SG3，11   0．067  0．056  0．078  
菜  

ジャガイモ  ノ／   S63，9   ¶．12   0．川   8．12   

S63，8  

牛   乳  曹 森 再  朋   44   恥用   
l11．2   

S63，6  

臼 何 食  拝 森 田  63   G7   田  恥／人・日   
SG3，1Z   

むつ車間椙洪洲  S63．5   37   吊   5Z   

泥   水  ■血1／／β  

陸 奥 消  S63．8   3q   36   

むつ市聞損浜沖  S63，5   8．10   0．10   0．14   

海 底 土  内座乾土  
陸 奥 消  S63．8   0．56   0．59   0．5g   

ホ タ チ 貝   〟   S63，11   0．朋1  0．11   
海  

カ レ イ   〝   S83．1l   0．12   0．10   0．1Z  

産  

ムラサキイガイ  むつ再㈲照浜沖  563．6   0．078  0．074   恥／／g生  

生  
ホンダワラ   〝   S63，5   0．30   0．31   0．41  

物  
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U 大型水鰍こよる月間降下物試料及び定時怖水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定糊薙水）  大型水軌こよる降下物  
採取  

降水量  放皐哺巨濃度（恥／射  月間膵下見  
年月  †町hII   （日加ノ／h王）  

測定数  最低値  摂高値   

S63年 4月  30．5  N D   1．7   4．8   28   

年 5月  81．5  10   N D   2．D   5．2   1A   

年 6月  87．4  12   N D   l．3   1．5   ND   

年 7月  48．5  10   N n   1．7   0．74   Nt）   

年 8月  38．5   8   N D   8．85   2．G   MD   

年 9月  52．ち  円   ND   N D   ND   ND   

咋10月  67．5  16   MD   1．1   16   23   

年11月  72．5  14   Nn   7．4   MD   

年12月  94．5  ‖   ND   2．7   45   59   

S64年1月  42．5  n   Nl）   1．3   l．5   NI）   

ll元年 2月  3！I．0  10   ND   1．1   4．8   4l   

年 3月  38．5  10   Nl）   l．8   24   

年  間  値  673．4  N D   7．4  N D一－－｝74   Nレ・－・・・・・・・59   

約咋度よで過去3年間の偶   433   Nr）   120  Nレー、・・・・82（）   Nけ一、一小川   

－121－   



lu 放射化学分析撼果  

採取  00Sr  l＝c8  

拭 科 名  検体放  旦 位  
年月  最低値  昂高僧  過去の他  周Iは値  最高値  過去の値   

野  G3．10  0／19  0．13′－0，25    0．087  ㈹～0．052   
蛾生  

粟   0．24  0．24■－0．41    0．17  0．056～0．21   

淘  Nl）   ～川口    0．06＄  HD■－0．10   
塵  

生  83．11   M D   肋生  
物   

過去の値は、前年度までの過去3年間の値。   

Ⅳ 牛乳中の＝り分析結果  

採 取 場 研  宮森市  ／／   〝   〝   ノ／   J／   附！日食まで過去三拝仰の値   

採 取 年 月 日  ■●16．24  7．27  8，24  9．30  10．26  ll．Z8  

放射能濃度（恥／引  ⅣD  ⅣD  ND  〃D  ⅣD  ⅣD  

V 空間放射線愚率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月  

照低値   最高†直   平均†直   い巾ノW   

S63年 4月   1t】．5   7．丁   39   

年 5月   7．0   12．0   7．9   4l   

年 6月   7．0   15．口   8．0   40   

年 7月   7，0   12．5   7．8   38   

咋 8月   7．0   13．0   8．0   4ロ   

咋 9∩   7．0   1l，5   7．9   38   

咋10月   7．0   14．n   8．2   39   

年11月   7．0   川．0   8．7   39   

年12月   6．0   2Z．0   8．4   36   

Il元年1月   6．0   18．0   7．8   32   

年 2月   6．0   15．5   7，6   30   

年 3月   7．0   11．5   7．9   3l   

年  間  値   8．0   22．0   8．0   30～41   

前年度までの過去3年間の値  3．0   28．0   7．2   28′〉45   
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（48） 岩手県乙こおらナる放身寸台巨富用査  

岩手県衛生研究所   

佐藤雅人、五日市治、熊谷 昭輔  

1  
1 緒   【コ  

岩手県では、前年度に引き続き科学技術庁委託による環境放射能水華調査を  
実施したので、その結果の概要を報告する。   

2 調査の概要  

〈1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物（定時降水・月間降下物〉、上水（蛇口水）、土鳩、  
精米、野菜（大根・白菜）、牛乳（原乳）、日常食、海産生物（ホ夕子貝）、  
空間カンマ線の線量率・計数率（サーベイメータ・モニタリングポスト）  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書（科学ほ術庁・  
昭和63年度）」の指示に従った。全ベータ放射能測定は科学技術庁縞「全へ一  
夕放射能測定法（1976）」、核種分析は同縞「ゲルマニウム半導体検出器を用い  
た機器分析音去（1979）」に従った。  

（3）測定装置  

イ 全ベータ放射能  
口 空間ガンマ線の線墜率  
ハ 空間カンマ級の計数率  
ニ Ge半導体核種分析装置  

GM自動測定装置 Aloha製、IDし－163  
サーへ■、ィメー9  Aloha利 付S－131  
に9ルケ’木0スト  110ka製 卜1AR－11  

ORTEC GEM－151日O．SE：IKO7800－8A2 他  

3 調査結果  

イ 降水（定時採取）は測定赦111で、異常値ほみられなかった。  
ロ 核種分析測定の結果、28試料中16試料から137csが検出されたが、異常  

値はみられなかった。  
ハ 空間ガンマ線の線量率・計数率に異常値はみられなかった。   

精米の137csの傾がやや高かったが、いずれの調査項目においても平常値と  
考えられる測定値であった。  
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1 全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間の値  
試 料 名   採取場所  採取年月  検体数  単t立毒   

最低値  最高値  最低値   最高値   

大気浮遊じん   盛岡市  2．7 く62年1件）  M8q／爪3   

降下物  盛岡市  1．4   32  MBq八㌦   

上水 源 水  

l】 陸  

水  淡 水  8/_ L   

0．37（62年l件）    8q／買柁土 j  
【0－5即l   滝き尺村 H  ‘  

9．100 （62年1作）  MBり几m  

土 ち嬢  0．22（62年l件）  8q／鵡土 弓  

l  5 － 20cTn  

u  
19．000 （62年1件）    iM8q八㌦ L   

精米  滝i尺村i  】  0．O13（62年1件）    恥／涌齢に  
野  玉山村  

l  

8q／g生  

菜   巨  

Bq／g生 1  

牛乳  48 （62年l件）  Bq／1  

淡水産生物     川  

67 （62年1件）  【Bq／人・日  

日常食  弓盛岡市    ”  ⊆  ≒   ト   十－】一－1 ト鵬q／l   

0．10（62年l件）  山 田町   ホタテ貝  海
産
生
物
 
 

U 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水圭の定時採取 （定時時水）     大型水盤によろ降下物  
採取  

年月 降水量⊆ u  

十¶十＋l  l  

63年 4月  111．9   9   N．D  3．4   7l  

5月   円   N．n   1．3   23  

74，2  10iN・U  l・3l21  1  

7月  104．3  8N．D  H  1．3  48   

8月1261・7    山 11 ら N．D   0．56   購  

9月  115．l   8   N．D  0．4R  30   岳   

10月  75．1  12  N．D  57  

98．7  13  N．D   2．5  88  
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平成元年1月  54．1   7   1．l   2．3   67  

2月   42．5   0．67   2．7   34  

3月  53．5   n   N．D   2．4   56  

年  間  値  1116．l  皿   N．D   3．4   21一－88  

前年度までの過去3年間の値   10   N．D   l．4  N．D一－12   1．4 一－ 32   

m 放射能化学分析結果  

採取 ∝sr  137cs  
試 料 名  手十十ホ 用  

年月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値      過去の値l   

降下物  u l    司 MBq八㌦妄   

陸水〈上水）  m8qハ  
曲－∬－－」   一【 1   

叫八g柁土i  
土  

卜18q八J  

Bq几g柁土  
i鳩   モ   i     蓼     M餌ハロf   

恥里偏光   

r  

l餌八R生  

拍 摂芙貞（精米）  L  引 R（l几g柁杓L   

牛乳  
1  芦  

淡水産生物  】   】  
■的′埴生1   

日常食  LRq′人・日   

餌八g生  

‖ 】   u u       海水       】    1             l海 摩 働         ⊆ ＋～＋＋         u          l               弓 ＋＋＋   嗣  l     】           】 1      H  

過去の値は、前年度までの過去3年間の値。  

Ⅳ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取喝 所  前年度まで過去3年間の曙   

採 取 年 月 日  最低値   最高値  

放射能濃度（Bq／り   
1   
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137cs  前年度まで  その他の検出された   

試 料 名   採取場所  採取年月   体  過去：一年間の値   人工放射性核ほ   ”              里 ほi   

戟  

大気浮蓮じん   盛岡市  4半期毎  4  H．D  N．D  なし   椚8q／¶3  r   

降下物  盛岡市  毎月  12  N．D  0．22  なし   MRq几爪2   

上水源 水  
睦  

なし  M8q／l  

水  

100  なし   Bq几g柁土  
0 － 5el【  滝沢村  63．8  

土  ＄．100  M8q／k㌦  l  

なし   Bq／kg柁土  

l．100  】壊  

精米  滝沢村  83．11  0．37  なし   8q八耳輪米 l   

野  

玉山村  63，10  口   
0．026  なし   

8q／kg生  ≡   
菜  大根  0．032  なし   

茶  
8q／kg乾物  

牛乳  滝沢村  63．8／1．2  2  N．D  0．14  】  なし   u  8q／l  l   

淡水産生物   ！  

「  
日常食  H 1盛岡市  63．6・12  j2 H  0．15  0．17  なし  R11／人・日  

細水  M8（1／l   

海底土  1  

Bq几g柁土   

海  0．078  なし   L  

口                                          ∃  

．産 生 物   

Ⅵ ウラン分析結果  

試料名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の値  単1立   

河川水  
〃萬／I   

海  水  

土  鳩  

河鹿土  叩几F柁土  

海底土  】  l  l  

【  Mg g   
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Ⅶ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又はCpS）    サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

昭 和 63年  4月  35   

5月  37   

6月  37   

7月  37   

8月  L  37   

9月  34  

10月  【  34  

11月  37   

12月   7．5   10．0   8．02   35   

平 成 元年  1月  6．9   11．4   8．48   34   

2月   6．9   11．9   8．25  ！   35   

3月   6．7   10．9   8．14   33   

年  間  値  6．7   11．9   8．27   33～ 37   

前年度までの過去3年間の値  48一－77  
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（49） 宮城瑛蔓もこおらナる放頁寸宙旨調査  

宮城県原子力センター  

阿 部 勝 彦  船 木 宏  

1 緒 言   

前年度に引続き、昭和63年度に宮城県で実施した科学技術庁委託放射能測定調査の結果を報   

告する。  

2 調 査 の 概 要   

（1） 調査の対象   

雨水、降下物については全ベータ放射能の測定、上水、上場、日常食、農畜産物、海産生物、   

及び牛乳（原乳の131Ⅰ）についてはゲルマニウム半導体検出器にて核種分析を行った。また、サ   

ーベイメータによる空間線崖率を毎月1回、モニタリングポストによる空間線量率を周年連続で   

測定した。   

（2） 測定方ほ   

全ベータ放射能は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」 （昭和51年改訂）、核棚分析は、   

同庁筋「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法」（昭和54年改訂）、サーベイメータ   

及びモニタリングポストによる空間線量率は「放射能測定調査委詑実施計画書（昭和63年度）」   

に基づいて行った。   

（3） 測定装置  

オートサンプルチェンジャー付GM計数装置  

（アロカ製 JDC－163）  

プリンストンガンマテック高純度Gelミ渇体検出器  

トレイコアノーザン TN－4500多毛波高分析装置  

DEC P工）P－11／34ミニコンビュータ   

イ 全ベータ放射能  

口 核椎分析  

ハ サーベイメータによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ  

（アロカ製 TCS－131）   

ニ モニタリングポストによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト  

（アロカ製 MAR－11）  

（4） 調査結果   

表1に雨水、降下物の全ベータ放射能の測定結果を示す。   

表2に牛乳（原乳）の131上の測定結果を示す。   

表3に上水、土壌、日常食、農畜産物、及び海産生物の核種分析結果を示す。   

表4にサーベイメータ、及びモニタリングポストによる空間線量率の測定結果を示す。  

3 結 語   

昭和63年度の宮城県の全ベータ放射能及び空間線量率レベルは、昭和61年（チェルノブイ   

ル事故）を除いた例年と同レベルであった。また、今年度より開始した接種分析の結果について   

も異常は認められなかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

採 取  降水 の 定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

降水量  放 射 能 濃 度（Bq／彪）  月間降下量  

年 月  （加）  測定数   最低値   最高値   （MBq／最）  

昭和63年 4月  153   10   NI〕   1．9   32   

5月  139   4   ND   0．51   22   

6月  243   11   ND   1．6   174   

7月  279   13   ND   0．52   28   

8月  213   15   ND   0．48   8．3   

9月  250   8   ND   0．67   4 7   

10月   61   4   0．29   0．67   12   

11月   71   6   ND   1．0   20   

12月   10   2   0．93   2．5   9．5   

1月  120   7   ND   2．4   36   

2月   96   5   ND   1．0   19   

3月   49   3   ND   0．37   15   

年 間 値   1683   88   ND   2．5   8．3～174 

前年度までの過去3年間の値  226   ND   63   N D～208   

表2 年軋（原乳）中の131Ⅰ分析結果  

採  取  場  所   宮城県畜産試験場（岩出山町）  甫年度まで遇去3年間の卓   

採 取 年 月 日  63．5．25  6．16  7．5  8．10  9．7  10．27  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／丘）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   10   
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表3 ゲルマニウム半尊休検出席による核種分析測定調査結果  

検  
採取  1＝cs  モの机l出された  

試料名   採取場所  体  単 位  
月 日  人工故翳性揉l  

教               最低値  最高値   

上水（蛇口水）   仙 台 市  7．1／9．30  2  ND  0．25  ロB（1／超   

土壌（0－5cm）   岩 出 山 町  8．10  ロ  5．3  5．3  Bq／短乾土   

土壌（0－20cm）   岩 出 山 町  8．10  ロ  2．6  2．6  Bq／k乾土   

精米   田 尻 町  11．22  口  Nt）   ND  Bq／k生   

野菜（大根）   8．31    14   14  仙 台 市  m8q／他生   

野菜（ホウレン草）  仙 台 市   5．1g    ND   ND  nBq／k生   

牛乳（市販軋）   仙 台 市  7．1／8．31  6  ND   36  ■Bq／庇   

日常食   巻市、多賀城市  ．12／11．1  田  四   39  力Bq／人・日   

海産生物（カレイ）  仙 台 市   7．2    93   93  耶Bq／転生   

昭和63年度より測定開始  

表4 空間放射線真率測定結果  

モ ニ タリ ン グポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （〝R／h）   

昭和63年 4月   7．9   13．0   9．6   5．7   

5月   8．0   12．1   9．5   5．8   

6月   7．9   13．2   9．4   5．2   

7月   7．8   12．5   9．3   5．6   

8月   7．8   13．0   9．3   6．2   

9月   8．0   14．0   9．5   6．7   

10月   8．0   14．0   9．7   5．7   

11月   8．0   12．9   9．9   5．4   

12月   8．0   12．8   9．7   5．5   

1月   8．0   14．4   9．9   5．7   

2月   7．5   14．7   9．7   5．6   

3月   8．0   11，0   9．2   5．9   

年 間 値   7．5   14．7   9．6   5．2～6．7   

青年度までの遇去3年同の腰  7．3   20．2  8．5、9．9  5．0～6．5   
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（50） 禾火日ヨ県Gこお8ナる放射育巳調査  

秋田県衛生科学研究所  

勝又貞一 武藤倫子、佐藤泰子  

1 緒 言   

昭和63年度（63年4月～平成元年3月）に実施した科学技術庁委託による秋田県   

における環境放射能水準調査の結果について報告する．  

2 調査の概要  

（1） 調査対象  

雨水．上水．淡水．土壌．日常食．農畜産物．海産生物．空間線量．  

（2）測定方法   

試料の調整および測定は．科学技術庁編「放射線測定調査委託実施計画書（昭和63  

年度）」．「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」．「NaI（Tl）シンチレー  

ションスベクトロメータ機器分析法（昭和49年）」．「放射性ストロンチウム分析法  

（昭和52年）」等に準じた．  

（3）測定装置   

前年度と同じ．  

（4）調査結果   

別紙の通り  

3 結 語   

本期間を通し，異常値を検出したものはなく．全般に低レベルに推移した・  
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1 全ぺ一夕放射能調査桔果  

放 射 能濃度（含X）   前年度まて過去3年間の値  
試  料  名   採 取 場 所  採取年月  検体致  単 位  

最低旭  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  mBq／m】   

降  下  物   秋 田 市  63、4′〉Ml、3  12   0．Ot）   0．Z2   0．00   3，3   GBqハm；   

上水源7k   
陸  

蛇口水  秋 田 市   63、7   2   0．OD   0．l   0．08   0．12   Bq／8  
水  

淡 水   〝   63、7   0．00  0，00   0．12   

1．0  0．9  l．2  

土  8－ 5cm  河 辺町   63、7   

ヰD．0  30．0  39．0   GBq／km量  

l．2  l．0  l．t  βq／g乾土  

壌  5－ZOcm   〝   63、T   

130．0  97．0  130．0  G♭q／kml   

用  米   秋 田 市   63、10   0．01  0．00   0．02  Bq／g招来   

野  大   嶺  秋田市  63．10   D．07  0．OT   0．08   

Bq／g生   
菜  キ ャ ベ ツ  〝  63、10   0．09  0．06   0．08   

茶  Bq／g生   

牛  乳   秋 田 市  83、8・1Z   2   34．0   37．0   33．0   43．0   Bq／々   

淡水産生物   秋 田 市   63、7   0．09  0．07   0．1Z  Bq／g生   

日  常  食   秋 田 市  63、7・‖   2   6（）．0   67．0   4T．0   T2．0  Bq／人・巨1   

海  7k  mBq／£   

海  底  上  Bq／g乾土   

海  63、6   0．12  0．1l   0，15   
産  

生  8q／g生   
物   

ⅠⅠ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査i占果  

降水の定時採取  （定時掩水）  大型水盤による降下物  
採  取  

降水虚  放射 能濃度 18q／彪）  月間囲下丑  
年  月  

（m爪）                    （GBq／km－）   （GBq／km暮）  

昭和63年  4月  115  13   0   2．9  0．05   0．10   

〝  5月    13   0   4．0   0．12   0．06   

〝  6月  る1   9   0   2．9  0．03   0．01   

〝  7月  9   0   2．0  0．03   0．00   

〝  8月  7   0   0．8  0、02   0．06   

〝  9月    13   0   0．9  0，00   0．04   

〝  10月    16   0   3．5   0、11   0．15   

〝  11月  173  14   0   6．3  0．27   0．22   

〝  12月    18   0   4，0   0．31   0．13   
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平成 元年  1月    12   0   4．0  0．14   0．01   

〝  2月    10   0   5．2  0．03   0．11   

〝  3月    16   0   2．7  0．05   0．01   

年    聞   値  1573  150   0   6．3  0．00～ 0．27  0．08 ′－  0．22   

抑附射ての過去3年間の伯  0．01～7．9  0．00 ～  3．3   

n】放射化学分析結果  

90Sr  l＝cs  

試  料  名    採取年月  検体放  単 位  
最 低 値  最 高 値  過去の他  最 低 値  最 高 値  過去の値   

降  下  物  拙句／山一   

陸水（上水）  咄β   

53．0  23，0一－32．0  8り／也乾土  

土  
0．75～0．84  GB¢／h‡  

25．0  38．D～31．0  Bq／kg乾土  

墟   
Z．7  G恥／k爪Ⅰ   

穀類（柑米）    83、10   0．08  0．02～0．05  恥ルgⅢ兼   

野  菜  類    63、l（）   2   0．34   0．48  0．3T～8．67  8q／短生   

茶  8旬／短乾物   

牛  乳    63、8・1Z   2   0．04   0．08  0．03～0．09  軸／ヱ   

淡水座生物    63、7   Z．8  l．1～6．3  吋kg生   

H  常  食    63、7・11   2   0．Og   D．1g  0．09～0．23  Bル／人・日   

海  水  mBqノ／β   

海  

庵  
軋／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年間の値．  

IV 牛乳中の －＝1分析結果  

採  出  場  所  秋 山 市  同 左  同 左  同 左  同 左  同 左  前年度まて過去3年l㌍Iの値   

採 取 年 月 日  63、4、Zる  63、8、14  63．8、2ヰ  83、10、14  63、12、6  元、2∴ほ  位低伯  最高値   

放射能濃度（翫レ／月）  検出されす  同 左  同 左  同 左  同 左  同 左  検出されす  同 左   
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V ゲルマニウム半場休検出器による核捕分析測定摘果  

前年度まで   
試 料 名   採取場所  採取年月  検体  ll†cs  過去3年間の値   その他の検出された  

故  人工放射性積槽   申 t立  

劇 低偶  最 高値  最 低値  最 高依   

大気浮遊じん  ¶Bq／㌔   

降 下 物  GBq／km量   

上水源水  
陸  

蛇口水  
水  

Bq／月   

淡水  

120．  57．0  βq／kg乾土  

土  0－ 5cm  河 辺町  も3、丁   
ヰ．8  l．9   ヰ．I  GBq／kl〔】  

壌  9T．0  51．8  8q／kg乾土  
5－20c汀l  〝   83、T   

＝．D  5．8   G8q／k【11   

精  米   秋 田 市  63、10  0．ql  0．g4  Bq／kg精米   

野  大  根  秋 用 市  83、10   0．04  0．00  0．50  
Bq／kg生   

菜  キャノくツ   ノ／   63、10    0．8g  0．85  0．23   

茶  Bq／kg乾物   

牛  乳   秋 用 市  63、8・12  2  0．10  0．31  0．D3  0．71  Bq／£   

淡水虔生物   秋 田 市  63．7   0．gO  0．18  1．2g  8q／kg生   

E］ 常 食   秋 田 市  63、7・11  2  0．17  0．24  0．1Z  0．5l  Bq／人・Fj   

海  水  mBq／丘   

海 底 土  Bq／kg乾土   

海  
産  

生  Bq／k長生   

物  
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Ⅶ 空間放射線量率測定総果  

モニタリングポスト（鵬y／h又仕cps）    サーベイメ ータ  

測 定 年 月  
最低値  最高値  平均値   （ー応y／h）   

昭和63年  4月  13．8  15．6  14．4   59．2   

5月  13．7  15．7  14．5   66．1   

6月  14．0  15．7  14．6   67．9   

7月  13．8  15．2  14．4   58．3   

8月  13．8  15．8  1．4．6   68．7   

9月  14．0  15．9  14．7   60．9   

10月  14．0  16．5  15．0   62，6   

11月  14．1  17．5  15．2   58．3   

12月  13．7  16．7  14．7   56．6   

平成 元年 1月  13．9  16，7  14．9   59．2   

2月  13．9  15．8  14．6   61．8   

3月  13．9  15．8  14．5   62．6   

年   間   偵  13．9  16．1  14．7  56．6～68．7   

約年腹までの過去3年IilIの櫨－  12．0  17．4  14．5  42．6～76．6   

＊昭和62年皮分のみ  
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（51） 山形県 手こ お さナ る 放射骨巨謝査  

山形県衛生研究所  

笠原義正，設楽秀弥  

1 緒 言  

昭和63年度に山形県が実施した科学技術庁委託額境放射能水準調査結   

果の概要を報告する．  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

降水，降下物，陸水（上水），土壌，精米，野菜，牛乳，日常食，およ   

び海産生物（魚類，月類，海藻類）の各々の全ベータ放射能，並びにサ   

ーベイメータ，モニタリングポストによる空閏‖泉豊を測定した．  

（2）測定方法  

試料採取，前処理，全ベータ放射能測定及び空間線量の測定は，科学   

技術庁縞『環境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和   

51年）』及び昭和63年度放射能測定調査委託計画書により行った．  

（3）測定装置  

各種試料の全ベータ放射能の測定はGM計数装置（Aloka製，ⅢC－103），   

空間線量の測定はシンチレーションサーベイメータ（Aloka製，TCS－131）   

及びモニタリングポスト（Aloka製，MAR－11）を使用した．  

（4）調査結果  

全ベータ放射能測定紹果を表1に示した．大型水盤による月間降下   

物試料及び定時降水試料申の全ベータ放射能調査結果を表2に示した．   

空間線量率測定結果を蓑3に示した．  

3 結 語  

昭和63年度の山形県の環境放射能レベルは昨年とほぼ同程度だった．  
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表1 全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   的年度まで過去3年間の憾  
試  料  名   採取場所  採取年月  検体数  単 位  

最低佃  最高値  最低値   最高偵   

降下物  山脂車  63．4～ノ己．3  N．D   3こl．3   M．D   599  【bq／knご   

陸水上水（蛇口水）   山形市  63．6，12   N．D   N．D   M．D   N．D   8q／1   

0．740  0．520   0．700  Bq／g乾土  
0′・・■5cl】   山形市  63．7   

土  27380  21090   33870  【βq／kR2  

登  0．520  0．520   0．630  8q／g乾土  
5～20c皿  山形市  63．7   

70300  70300   151700  MBq／kb2   

精米  山形市  63．11   0．022  0．020   0．0ユ1  Bq／g滞米   

野  山形市  63．10   0．059  0．063   0．056   

Bq／長生  

菜   0．137  0．130   0．Z22   

牛乳  山形市  63．8   40．7   47．5   40．7   48．1  Bq／1   

日常食  山形市  63．6，11   34．3   45．2   38．1   5g．3  8q／人・日   

海  酒田市  63．6   0．140  0．130   0．160   
虔  

生  酒田市  63．6   0．100  0．100   Bq／g生  
物   
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表2 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全ベータ放射能鍋蓋結果  

挿 水 の 定 時 採 瀬 （建時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放 射 能 濃 度 （的／1）    月間降下量  
年月  （M恥／k■2）   （H8q／k■2）  

（m皿）  測定数  最低個  最高個   

昭和63年 4月  89．5   ユ2   M．D   N．D   N．D   月．8   

5月  76．3   10   N．D   M．D   N．D   7．4   

6月  81．1   9   N．D   M．D   N．D   11．1   

7月  156．9   10   H．D   N．D   N．D   N．D   

8月  Z92．8   H．D   N．D   N．D   N．D   

9月  110．0   10   N．D   N．D   N．D   N．D   

10月  127．0   10   H．D   H．D   N．D   N．D   

日月  67．7   13   N．D   川．8   N．D   N．D   

12月  82．0   N．D   M．D   N．D   33．3   

平成元年1月  50．5   10   N．D   N．D   N．D   22．2   

2月  46．0   10   N．D   M．D   【．D   N．D   

3月  47．0   9   M．D   N．D   N．D   N．D   

年 間 偵  1ZO6．8   129   M．D   N．D   N．D   M．D～33．3   

前年度までの過去3年間の値   356   N．D   60．7  N．D′・■1014   N．D － 59g   
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表3 車間放射線豊串測定結果  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低偵  最高値  平均値   （nGy／h）   

昭 和 63年 4月   11．5   16．5   1Z．8   55．3   

5月   11．5   15．5   12．9   57．0   

6月   11．5   18．0   12．8   59．5   

7月   11．5   17，5   12．8   60．8   

8月   11．5   18．5   12．9   62．0   

9月   11．5   17．5   12．8   63．2   

10月   12．0   18．5   13．1   61，5   

11月   12．0   25．5   13．4   62．7   

12月   10．5   20．0   12．9   60．4   

平 成 元年1月   11．0   19．5   13．0   57．6   

2月   11．0   16．5   12．7   58．2   

3月   】1．5   16．0   12．6   85．0   

年  間  償   10．5   25．5   】2．9   55．3・～ 65．0   

前年度までの過去3年間の億  9．0   23．0   1Z．6   55．4 ■｝ 68．7   
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（52）福島県における放射能調査  

福島県原子力センター  

高橋 教則 落合 良二 指狩 良彦  

三瓶 良和 酒井 広行 伊藤  繁  

1．緒言   

昭和63年度に摘恥翫1実施した科学技術庁委託環鳩放射植水坤調査栢果及び原子力発屯所周辺  

環鳩放射能調査結果を相告する。  

2．調査の概要  

（l）調査対象  

ア．委託調査……空間線奥率、大気浮遊じん、雨水、野菜、牛乳（市眼乳、原乳）、精白米、  

口常食、淡水魚、上水、撒水、陸士、梅水魚、婚水、沌底土。（福島市、相馬市、大熊町）  

イ．原子力飛花所周辺訓奄……空間碩最照、空阿相打綿贋、大気浮煎じん、陸土、陸水、沌水、  

渦底沈Ⅲ朝、農畜産物、松葉、特産生物。（稽葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、  

小高町）  

（2）測定方法  

ア．全β放別鮎則定は、科学ほ術庁マニュアルに従った。  

イ．核稽分析ほ、吉武料乾燥後450℃で灰化しGe半導体傾出器で測定した。  

ウ．牛乳中の131Ⅰは、陰イオン交換樹脂を用いた化学分析法及びGe半導体検出器による直  

接測定法の二方法を用いた。   

く3）調査結果  

ア．委託調査（義一i －〈i）～（3））  

空l嵩】報恩率については、48．0～57．O11Gy／ll（平均52．211Gy／ll）で、前年度とほぼ同程度で  

あった。  

雨水中の全β放射焼損度については、検出きれなかった。  

現場試料中のⅠ刻怪漢度については、13－csが土鳩から、＝7csが大気浮遊じん、降下物、淡  

水、土壌、市販乳、鯉、日常食、梅底土、アイナメから検出された。  

牛乳（原乳〉中のI31Ⅰについては、検出ざれなかった。  

イ．原子力発電所周辺駅査（真一2）  

空間鰻重率、空間租界線愚については、前咋度とほぼ同程度であった。  

環1扇試料の核挿坑度については、フォールアウトおよぴソ連チェルノブイリ原子力発電所   

事故の影斯こ．kるt17（1sが、陸士、洞底沈‡封勿、精白米、松葉、牛乳および魚類から倹侶されたか、   

前年度とほぼ何程腰であった。ざらに松葉の一那から、原子力発電所に由来すると思J）れる   

6Rcoが、極く撤俄検出された。  

3．結語   

空間某見取翠は、前年度とほぼ同程度であった。環鳩試料でほ、フォールアウトおよぴソ連チェ   

ルノブイリ原子力発電所事故の影取こよる核車重が碩出きれたが、前年度とほぼ同程度であった。   

また、松葉の一郎から原子力発電所に由来すると思われる6持Coが、極く微塵検出きれた。  

以上  
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か卜（1）き塀摺珊硫離雛憫）析測定結果）  

試料名   採取  137cs  
詑讐貿竺媛  単  位  

場所   

大気浮遊じん  大餞町  4半期  田    0．007  mBq／m3   

降下物   〝   毎月  円  0．26  卜1Rq／km2   

63．6  
誓く鮎朱）  蛸q／l  

mRq／l   

Bq／kg柁土   

1．15   卜1Bqパ（m2   

Rqパ（g柁土   

0．65   卜1nq／lくm2  

Dq／1くg精米   

Dq／kg生  

Bq／lくg生  

恥／l  水淡水  福島市   63．12  2          ／／  63．9  口    0．48      土  陸士  〝  63．6  口 口    25．2  134cs    （0～5cn】）      455      域  陸士            〝  63．6     1q．G  】34cs    （5～20c＝      11qO                  精白米  〝 ／／ 〝  63．12  口          野大根 菜ホウレン草   63．12 63．12 63．8 元．2  口               口          ／／  
抜騒生物  〝  63．9  0．19  Bq／tくg生   

63．6  

日常食   〝  63．12              2  0．054  0．070  R11／人．口   

海水   相馬市  63．8  口  mR【1／l   

海底土   〝  0．54  勒／kg陀土  

／／   63．8  0．20  Bq／kg生   

（注） － は検出されず  
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表‾1‾（2）き耀野葬苧努柁貯水棚査結果  

採取場所  大熊町  大熊町  大熊町  大熊打丁  大穴帥丁  大熊町  前年度まで過  

大 野  大 野  大 野  大 野  大 野  大 野  去3年間の憤   

採取  最低値  最高  

年月日  63．5．6  63．6．24  63．8．27  63．10．29  63」2．15  元．2．16  値   

放射能濃  

度（Rq／り  

（注） － は検出されず  

衷‾ト（3）閣蘭都描甜購水糊剤古巣  

測  定  年  月   サーベイメータ（nGy／h〉   備  考   

昭 和 63 年  4 月   51．8  

5 月   51．3   

6 月   51．4   

7 月   49．1   

8 月   52．4   

9 月   52．8   

10 月   54．1   

11月   55．0   

12 月   48．9   

平 成 元 年   1月   46．0   

2 月   54．7   

3 月   57．0   

年  間  値   4i‡．0 一－ 57．0  
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義一2  原子力発電所周辺環境放射能測定結果  

圏  単  位   測  定  値   

平 均 値  最 大 値  

空間綾里率    （15）  nGy／11  37 一－ 50  62 ～ 82   

空間積算繰塵    （18）  1nGy   0．49  ・－  0．62   

大気  全α潰度  

0．019  

浮遊じん  4  Bq／m3    ・－0．030   
環  

濃度  

陸  士   12  R■】／l（8陀   

上  水   24  8q／t   
蟻■  

0．02 一－ 0．07  311  LTD －1．4  

摘  水   30  Rq／l   Ll－D 一－ 0．04  3日  LTD ～1．4  

摘底沈積物   30  

19～26  t37cs    LT【）～0．07  
試  

葉 菜  】2  軸／k8生   93一－222  1た核種なし              検出  

根 菜  12  18■｝89  検出された核種なし  

料  
6   

24 2日   

8  Rq／kg生  

参考表－1雨水中の月別全β放射能濃度  

年  月  圏  雪R芝野戸    環欝円  詣訝愕  開票謂   

63年 4月   12   125  

5月   97  

6月   10   221  

7月  295  

モ‡月   18   445  

479  9月  18  
10月   6  67  

11月  6  43  

6  
12月  

平成元年1月   9  84  

2月   臼   110  

3月   8   82  

計  129  2054  
（注）  － は検出きれず  
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参考義一2 原子力発電所周辺の空間線虫率  

測定  測  定  値 （nGy／hr）  
測定場所  

地点数   均  値   最   大   値   

楢葉即   2  連続   4・i ～ 43  68 一－ 72   

冨岡町  3  〝   38 － 46   65 一－ 77  

大熊＝町  3  〝   37 ～ 43   62 ■－ 81   

双葉町   2  〝   44 ～ 45   68 一－ 74   

浪キ工町   3  〝   39 ～・50   64 ～ 77   

小高町   2  〝   40 ～ 4】   81 ～ 82   

参考表－3 原子力発電所周辺の空間碩昇級最 （TLD）  

測定場所  測定地点数  測定回数  梢 許 絶 館 （1年間相当値）rnGy   

相葉町   3   4■回／年   0．56 ・－  0．57  

富岡町   3   〝   0．49 ・－  0．52   

大熊＝町   3   〝   0．50 ・－  0．58  

双璧町   3   〝   0．51 ・－  0．57  

〝   0．54  一－   0．62   

小高町   3   〝   0．51 ・－   0．56   

参考表－4 原子力発電所周辺の大気浮遊じんの放射能測定結果  

核 種（晶3）度   
測 定 場 所  （焉礪慧よJ瀞深雪  

冨岡町役場  0．019  0．037   械 出 さ れ ず   

原子力センター  0．022  0．041   検 出 ざ れ ず   

夫 沢 地 区  0．0：∋0  0．033   検 出 さ れ ず   

贈世橋小学校  0．022  0．037   検 出 さ れ ず   
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（53） 茨城県における放射能調査  

茨城県公寄技術センター  

森汗1茂樹 野崎武 平井侃大  

村＿lニ並信 m辺芳次 橋本和子  

三好降  

1 緒 言   

昭和63年度に茨城県で実施した科学技術庁委託の環境放射能調査の結果について  

報告する。  

2 調査結果の概要  

1）調査の対象   

定時陀水、降下物、大気浮遊じん、随7k（蛇口水、淡水）、農畜踵働（精米、大根、   

ホウレン草、原乳、市販孔）、日常食、土鳩、水膣生物（＝り、シラス）、泥水、泡底   

土、空間線量率   

2）測定方法   

試料の前処理、全β放射能測定及び核種分析は、主として科学技術庁のマニュアル   

に従って実施した。  

使用した測定器は、全β放射能ほGM計数装置、核種の測定は低バッググラウンド   

ガスフロー型β線計数装置、及びゲルマニウム半導体棉出器、空間抜足率は車載エリ   

アモニター（Na T（Tl））である。   

3）測定結果   

（1）定時降水の全β放射能をlに示す。特に異常値は認められない。   

（2）90Sr及び＝7csの放射化学分析結果をⅡに示す。いずれt＞例年と同様のレ   

ベルてあった。   

（3）原乳中の＝11の分析結果をmに示す。全試料検出限界以下である。   

（4）ゲルマニウム半導体検机那による＝7Cs分析結果をⅣに示す。ほとんど検出  

限界以下であり、検出された7k産生物は前年度と同レベルである（土鳩及び日常  

食は岬㈲沌2年度は測定していない）。三えた、その他の人工放射性接瀾は検出さ  

れなかった。   

（5）空間線量率をVに示す。特に異常値は認められない。  

3 結 語   

昭和63年度の環境中の放射能漉度ほ、例年とほぼ同じレベルである。  
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l定時降水試料中の全β放射能調査結果 （採取場所：水戸巾）  
採 取 二年 月  降水是  政射fたラ民度（Bq／封  月l㌫】降下畳  

（l¶nl） 測定数 拍低値 最高肺 （H餌／Km2）  

lにi和63年・4月 106．0  11  

5月 178．5  10  

6月 121．0  13  

7月  204．0  10  

8月  253．0  11  

9月  255．5  15  

10月  60．5  7  

11月  27．0  8  

12月  2．0  1  

平成元年1月  92．5  9  

2月 141．5  11  

3月  97．5  7  

N．D N．D  H．D  

H．D l．8  28  

日．D N．D  N．D  

H．D H．D  N．D  

N．D N．D  H．D  

H．D N．D  H．D  

H．D N．D  N．D  

N．D H．D  N．D  

H．D  N．D  

N．D N．D  H．D  

N．D N．D  N．D  

H．D H．0  日．D  

年  間  値1，539．0   113  日．D l．8  日．D、28  

前年度までの過去3年間の値  275  日．D  50  日．D鴻10  

Ⅵ 放射化学分析結果  

試料名採取鮒l  90S r  lコ7cs  単 位  

年月   最低最高 過去の値 最低 最高 過去の値  

大 根 63．111  0．14 0．1小机54  0．008 日．D、0．007Bq／Kg生  

ホウレン草  1 1  0．19 0．19、8．81  0．042 日．D、0．056 l  

市販乳朋・2月 2 0．04Z O．046日．D、カ．052 0．028 0．044 日．D、0．15 Bq／f  

コ イ 63．51  0．0400．030、0．041  0．85 0．26、0．95Bq／Kg生  

シ ラ ス63，61  0．019 日．D、月．10  0．1Z O．18旬．27 l  

3．7、β．3  1．9  3．3、1．1m8q／l  海 7k 63．71  6  

過去の値ほ、前年度までの過去3カ年間の値。  

Il 牛苧L巾の＝＝I分析結果  

採取場所  水 戸 叩 札 川  糾鮎川鮎3柑の饉  

東低値重商値  採取年月日 63．4．Z163．7．Z663．9．283．10．131．1．251．3．25  

放射随濃度  

（Bq／日  日，D N．D N．D N．D H．D N．D H．D H．D  
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出昔鋸こよる核種分析測定調査結果  

試料名 採取場所 採取 検体散  りTCs  紳助批慕さ批単 位  

年月  最低値 最高値 人工抽個穫  

大気浮遊じん 水戸市 1同／3棚  4  日．D N．D  MBq／nつ  

降 下 物  1  1回ノ月  12  日．D N．D  HBq／Km2  

隆 蛇口7k  1  6月．12月  2  日．D H．D  m8q／I  

水 淡 水  霞ケ浦  63．5  1  N．D  

0－5em  東海村   I  l  120  Bq／Kg乾  

5．600  MBq／Km2   土
壌
 
 

l  1   1  Z2  Bq／K8乾  O
 
 

2
 
 

5
 m  C  

1．600  MBq／Km2  

椅  米  水戸市  63．10  2  日．D H．D  

大  根  1   63．11 1  日．D  Bq／Kg生  

ホウレン草  I  1   1  日．D  

原  乳  1   8月，2月  2  N．D H．D  Bq／l  

市販孔  】  I  2  日．D H．D  

Bq／Kg生  コ  イ  霞ケ浦  63．5   1  0．86  

シ ラ ス  大洗町沖 63．6   1  0．14   

Bq／人・日  日 常 食  水戸市 6月，12月  2  日．D O．12   

海  水  東海村沖 63．7   1  N．D  mBq／I  

海 底 土  I   1   1  日．D  8q／Kg乾  

V 空間放射線線量率測定結果  

測 定 年 月  サーベイメータ  

（nGy／ll）  

昭和63年4月  47  

5月  46  

6月  45  

月
 
月
 
月
 
月
月
 
月
月
 
 

7
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
1
 
 1

 
 
1
 
 
1
 
 

4日  

50  

50  

47  

48  

47  

45  平成元年  

2月  43  

3月  44  

年 間 値  43、50  

前年度の値  50、57  

測定地点：水戸市  
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（54）栃木県ここおらナる放身寸台巨調査  

栃木県公害研究所  

伊藤 功 酢谷恭子 久保昌幸 鈴木功雄   

1．緒言   

昭和63年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果について稚告する。  

2．調査研究の概要  

（り調査対象 環境放射能調査の調査対象を下表に示した。  

調査対象  定時降水   
大気浮遊じん、降下物、上水、  

土壌、精米、野菜、牛乳、日常食   
空間線真率   

γ核挿分析主に、  
測定項目  全β放射能   

131Ⅰ、137cs、40K   
線重率   

（2）測定方法  

試料の前処瑚、全β放射能測定、核種分析及び線墨率測定は、科学技術庁の「放射能   

測定調香委託実施計画書」「全β放身寸能測定法」「Ge半導体検出器を用いた機器分析   

法」等に従って実施した。  

（3）測定装置  

イ 全β放射能 全βGM自動測定装置（ア咄」DC－163型）  

tj r核種分析 Ge半主削本核種分析装置（キ十・iラGC1518型Hp－Ge検出器i／リー195MCA8Kch）  

ハ 空間線真率 Nal（Tりシンテレシ］ンサーベイメータ（印力TCS－131型）  

モニタリングポスト くアロカMAR・11型）  

（4）調査結果  

イ 全β放射能調査 定時降水の全β放身弛巨調委結果を蓑Ⅰに示した。  

ロ γ核種分析調査 測定結果を表Ⅲに示した。  

ハ 空間絶景率調査 測定結果を表mに示した。  

3．結語  

（1）定時降水の年間112検体中10検体から検出された。  

（2）γ核種分析では、大気浮遊じん（10－12月）、降下物（4月）、土鳩等から13，cs   

が検出きれたが、62年度同様、全国のデータ1）2）と比較するとほとんど差がなかっ  

た。なお、131Ⅰはいずれの試料からも検出されなかった。  

（3）空間線垂率はサーベイメータ、モニタリングポストともほぼ一定の水準で推移しな  

文 献  

1）62年度放射能水準調査新規実施県研傾会輯料（63／1），日本分析センター   

2）環境及び各種食品等に関する放射能測定調査結果報告書、平成元年3月、科学技術庁  
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蓑Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果   

陀 水 の 定 時 採 取 （定時採水）  

採 取  

年 月  

放射能濃度（Bq／1）  月間降下量   

（MR（1／lくIm2）  測定数  最高値  

1 

2G8   
叫140 

一 二  乙1H  1∠∂  U  N．1ノ  ∠．OJ  】    136   円  N．n  N．D  R  6月   15  N．D  N．D         N．D  2．05    13    l 計意十ニーー＋－ニン汁   l   】     N・L        i2・02    1‾蒜「6   6】N・D  H   11・45  †‾  
N．D 1  N．n  】  

6 0  

元年 1月  

竺」  
3月【 99  

l．94 【 14．1  

上
川
 
．
一
㌔
 
 
 
川
 
3
 
 

D
 
M
 
8
 
 

．
W
 
 

N
一
2
 
 

112    N．D  

前年度までの過去3年間  

の値  

N．D  D
 
 

N
 
 

米 N．D ：検出されず（計数値がその計数誤差の3I吉を下回るもの）  
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ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

その他の検出さ  

】37cs  前年度まで  れた人工放射性   
試料名  過去3年間の値   核種  

採 取    検  致  u u  

N．D  mRq／nl－…  

【  

MBq／kn12－  
巨                      t 

愕。水，宇都宮市 皇6…；12     L 2iN・D   0．26  N．D  

土 

‡  弓  
～5cm    今市市   】  i                 ト毒      甘：丁      28      ！       L L  700    350    q／km2．  

t  8．1   5・2  q／1くg乾上」  □   

ー堵§5～2。。m毒同上⊆6。・7 ⊥1l      Ⅶ      i           tr）0    120  u 】  MB（1ハ＝1－ご と   
；精   米   宇都宮市岳63・10‖  

0．】9  N．D  Bq／kg精米i   

Bq／1くg生‡  ！…．…＝……弓宇都宮市    ∃63・11廿 0.019 

Rq／l  …    N．D N．D  】0・028   
ま0・034  

Bq／人・口  

＊ N．D：検出されす（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）  
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表Ⅲ．空間放射線圭率測定結果  

モニタリングポスト （cps〉  サーベイメータ  

測定年月  
最低値  最高値  平均値  nGy／h 

昭和63年4月   53  

5月  51  

6月  51  
l＿＿＿＿＿．．．一－  

54   1 7月  
12．3  17．1  

し▲＿▲≠＿＿＿＿掴     19 ・2   

！－一≠－Ⅶ  
17．7  13．6   55   

岳   

11月  12．3  

50 】   

54  

12．6   】12月  
元年 1月   12．6  15・9  13．7   

L  

2月   53  

3月  

までの過去3年間   

n   12・3い8・6   い3・8     ∃  ‡年間値   12．6  16・8113，6   53   §12・3⊆19・2堅13・6    50－55！  】  摩  「‾‾▲一丁‾■丁‾【m■■Ⅵ■‾‾ 」＿．＿】＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿▼＿＿し【【▼」＿▼－▼     」 49→51】   
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（55） 土i苛三E県らこおCナる放射育邑訂司査  

埼玉県衛生研究所  

中澤清明 三宅定明 宮澤正治  

1 緒 言   

昭和63年度に実施した科学技統庁委託による放射能調査について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時雨水、降下物、上水、土壌、日常食、農畜産物、海水魚、空間線量。  

（2）測定方法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976．改訂）」、「放射性セシウム分析法（1976．改訂）」、   

「放射性朴即チサム分析法（1983．改訂＝、rNal（Tl）シけぃねブスベクトロメータ機器分析法（1974日，  

（3）測定装置  

波高分析器：キャンベラ製シリーズZO  ローバツクダランドカウント：Aloka L8C－451  

G鵬十数装置：Aloka Tl〕C－103  シ）チレーションサーベイメータ：AIoka TCS－J21C  

（4）調査結果  

イ 全ベータ測定結果  

（イ）上水・土壌・食品（表Ⅰ）については、異常値は認められなかった．  

（ロ）大型水盤による月間降下物は4月分のほか全て検出限界以下であり、また定時降水  

についても、異常値が認められなかった（表11）。  

ロ 放射化学分析結果  

川 月間降下物の分析結果はストロ丹ウムーgOの最低値0．037、最大値0．074及びセシウムー137の  

最低値 0．00、最大値0．148（単位：MBq／km之）であった。  

（ロ）その他の試料も異常値が認められなかった（表Ⅲ）．  

ハ 牛乳のl＝Ⅰ分析結果（表Ⅳ）は、全試料（6検体）検出限界以下であった．  

こ 空間線量率の測定結果（表V）は前年とほとんど同じであり、異常値はなかった．  

3 結 語  

いすれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の値を示し、とくに異常な値は認めら   

れなった。  
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Ⅰ・全ベータ放射能調査総果  

放射能濃度（含K）   前年度打過去3年間の植  

試 科 名   採取場所  撲職年 月  検体劇  単 位  
最低値  最高値   最低値   最高値   

陸  Nl）   ND   ND   Nl）   
8q／l  

水   蛇口水  浦 和 市  63．8．63．12   Nn   0．13   ND   0．鵬   

0．ZT   0．Z3   0．3Z  吋g乾」土  

上  83．8   

7400   610D   7TOO  腫1ソhl  

0．28   8．25   0．28  駄l／g乾土  

壌   6a．も   

28608   240D（I   3670（】  畔bI   

相  米   浦 和 市   63．12   0．02l   0．8ZO   0．02ユ  臥l／g糊米   

野  83．12   0．047   0．04T   0．068   
町g生  

菜   63．12   0．20   0．16   0．ZO   

茶  人間市、所沢市   83．7   0．57   0．63   0．52   D．6丁  駄l／g乾物   

牛  乳   浦 和 市  63．島． L 2   ヰ5   哺   40   吊  Bq／l   

日 常 食   浦 和 市  63．6．63．12   哺   53   37   町人・臼   

海産生物 韓   浦 和 市   63．1Z   仇07Z   仇074   0．け8ヱ  恥／g生   

Il大型水乳こよるf＝弘I降下物試調及び定時降水試料中の食べ一夕放射能調査総見  

降 水 の 定時 接 収（定 時 膵 水）  大型水訊こよる月聞降下物  

採 取 年 月   降水凰  放射能濃度（8q／＝  月間降下i  月間樗下立  
川旧q／k■l）  （削hハ川t）  

（巾巾）                               検体散  最低値  最高地   

昭和拍年4月   8   N D   5．3   g．8   3l．5   

5月   139   10   N D   l．8   2．6   ND   

6月   柑5   ⅣD   4．8   ‖．さ   N8   

7月   188   N D   3．Z   16．7   Nt）   

名月   300   14   N t）   l.j3 15．2   N D   

9月   Z30   沌   N D   Z．4   T．4   ND   

18月   4   N D   ND   ND   ND   

＝月   2（）   〃D   〃D   Ⅳ8   ND   

12月   ND   

平成元年1月   ND   l．5   12．2   ND   

2月   g6   N D   1．g   16．3   ND   

3月   88   N D   N D   Nl）   ND   

畔 閉 場   川‖   川3   N D   5．3   ND ～ 18，丁   N8 一－ 3l．5   

術軽度までの過去3年間の伯  ：6q   ND   ND ～ 272   Nt）～  474   
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111放射化学分析結果  

採取  ●OSr  川▼Cs  

試 料 名  検体故  単 位  
年月  最低値  最高他  過 去 の 旭  最低値  最高値  過 去 の 値   

降 下 物   月 l回   0．83丁  0．OT4  0．0【I～1．5g  0．0（I  0．1相  0．00～141  18q／hl   

陸水（上水）   63．6．63．12   4  0．07l   2．5  0．11～ 3．0  0、Oq  0．33  0．00～1．ち  勅／l   

2．5l   2．83～Z．82  ll．8   6．8～l：l．7  Bq／kg乾土  

土  63．8   

68．8  62．9～T8．1  184～35l  恥ノhl  

壌   l．14  0．966～l．04  0．38  8．T5～1．14  8q／kg乾土  

5－20cl【   83．8   
g8．2一一 霊2T  39．2  7T．3～140  岨吋山一   

穀頬（糊米）  8ユ．1Z   0．O15  8．01t～0．0柑  0．82T  0．024一－0．14  町kg相米   

野 菜 規  6ユ．12   0．01  0．14  0．08～0．20  0．O18  0．O19  0．00－8．0ユ  恥／相生   

茶  63．7   l．】6  l．gZ  0．T6～l．g9  Z．わ  3．03  0．T8一－83．8  恥／kg乾物   

牛   乳   8ユ．8．l．2   0，03【I  0．03l  0．02T～0．05g  0．8小  0．05Z  0．け耶～0．3丁  恥／1   

日 常 食   8ユ．6．63．t2   0．065  0．082  0．037～0．12  0．¢47  0．883  0．t川g一－0．23  一灯人・日   

海産生物 持  63．12   0．845  0．822′－D．061  0．25  0．Zl－0．54  恥／kg生  

過去の他は、前年度まで過去3ケ年間の他．   

IV 牛乳中のl＝l分析結果  

搾 取 場 所  江南叩  汀両町  江雨間  江南町  江南町  江南町   前年度打過去3年間の他   

揺 鞭 年 月 日  63．5．31  83．T．3l  83．g．28  83．11．29  L】．25  l．3．27  最低愉   最高値   

放射能濃度（8q／1）   ND   ND   N口   ND   HD   ND   ND   6．g   

V 空間放射線侃率測定厳果  

測定  S悶咋  S∽年  S63咋  S63咋  S63咋  S63咋  S∽隼  S63年  S63年  Hl咋  Il1年  Hl咋   前年度王ての過   

咋月   年間値      4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月   去3年間研一缶   

サーりメーク  
（鵬y／h）  田  田  田  54  55  田  84  55  田  5丁  田  田  53～64  52・～ 70   
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（56） 東：宋音β乙こおらナる放身寸台巨調査  

東京都立衛生研究所  

杉頑角質呵 東本細身  

1 緒 言   

昭和63年度に実施した放射能について報告する。  

2 調査の概要  
（1） 調査対象  

雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食、海産生物。  

（2〉 測定方法   

科学技術庁嬉 放射能測定方法（1976年）によった。  

（3）測定装置   

GM計数装置 理研計器（株） MOD EL RS C－3NI   
GM計数管 AL OKA GM－L B－2501   
シンチレーションサーベイメーター ALOKA TS C－121  

（4）調査結果   

各試料の全β放射能測定結果を表I，Ⅲ，Ⅶ に示す。  

（5）結 語   

表l，Ⅱ，Ⅶは昭和63年度の結果であるが、前年度に比べ特に異常は認めら   
れなかった。  
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l 全ぺ－ク放鋼蛇頭董結巣  

極  
試 料 名   ほ職場軌  ほ職年月   任  

敗   

大気汚毒じん  

符下期  軌描8  83／烏l′、一Iノ阜ご1  Iこ  H．】）   

上水 汲 水  篭絡臨  爪3′匂8 n〇′12  2  H．1】  
陣  

蛇口水  葛n巳  巾3′q8 113′t2  モ  H．‡）  
水  

淡 水  

B．」‖  

0－  50l  篭n区  耶レ払8   
土  ご8．B88  

埋  8．48  

5－20m  電路巳  ¢a′色8   
＝柑．別婚   

楕米  折循区  8ユ′18   8．828   

丹  大 根   斬布区  83′lt   l   匂．¢ら5   

菜  ホウレン碍  撒布匡  63′ll   Ⅵ．23   

茶  

八丈島  83′86¢3／色9  
午  83′12レ白3  8  〇3   
軋  

折宿田  83′色9 l／匂3   

炭水腐生物  

8常丘  折寄居  63／B6 63′12    23   

滝水  

〉筍底⊥  

8．鋸川  

滝 屋 生 執  Uろあじ  三罵ふ  83／匂n  ■  

戚 （■金 K）  前年度まで過去3年臨の虻  
貼 （逼  

最高価   取払佃   十竃偶  

■帖l／■コ  

1l   H．り   ＝川  Mllり／L■‘  

H．u   H．ひ   H．D   

H．わ   H．口   N．け  【Jll′－  

8．3l   匂．82  8（l′l】絶土  

18．白b8   引h別柑   noq／K■才  

●．●t9   0．b2■  叫′○柏米  

8．●85   8．～‡   

8■I′tlづ二  

8．1t〉   ●、モl  

8qノ8 生   

5l   〇7   58   ひl】′タ  

Dq／q 生   

27   〇2   S8   鋸l／／＼・日  

■Dq／i  

叫／け佗．l  

q．払¢～  吟．t▲t  

Ⅳ 大更水軌こよる月眉間下場景抱及び定時用水反射p（り虫ノ】減封粗鋼漬牒澗  

河 水 の 定 時 は 職（定時問水）  大更木組によろ陀下欄  

放射脆ガ戚（8q′輩〉  月間何下最  月 慮 河 下 点   
川ひq／b才l   tn8【lノh■〉   

N．の   H．1】   N．1】   H．D   托  鞄  柿水虫                             年  月  I●■†  測定放  最取組  薫右偶      昭和（う：∋碓 4月  tlら9．】  5          5月  115．4  羊  H．♪  N．1l   Hけ   H－n   

¢月  235l  1匂   H．D   H－ll   M．n   H．n  

7月  H．p   H．”   H．D   1l   

8月  き5†．8  tら   N．P   H．D   N．ロ   H．D   

9月  28丁．8  13   H．D   N．D   N．n   N．0   

l〔l月  ～l．l  5   N．D   H．n   N．n   H．D   

t1月  20．0  †   H．D   H．n   N．D   H．D   

】2月  8   巧  N．n   
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平成元年 1月  118．2  8   M．D   H．D   N．D   H．D   

2月  ‖OJ  lQ   l】．D   N．D   N．0   N．D   

3月  I：＝L】  1l   N．D   N．D   H．P   H．D   

年  間  価  】73t．8  ＝）8   N．D   N．0  N．D・■－ N．D   N．p 一－ ▲l   

前年度まで3年屈の鑓   27さ   帆♪   81   N．♪ ～ さ25   H，P ～lOT   

田 放射化竿分析轄果  

棟  lOS√  11IC皇  

よ †斗 毛  ほ申年月   体  暮 1i  

抜                 土色壇  1高価  過去の増  丸亀Ⅷ  1i旬  過去のq   

降下物  83′01～l／B3  t2  H8q／hl   

陸水（上水〉 ◆   83／08 63／1～  ▲  ■Oq／l   

8q／旬陀土  

ロー 5（蘭  

土  ∩8q／bt  

相  eq／旬蛇土  

5－20釧  
M8q／bI   

招用（事I米）  的′Ko†l米   

粁粟積  2  8qペ9生   

茶  8q／K9 乾物   

8q′i   

年 軋  8∫／80l／匂3   

淡水崖生甥  

63／a683／80 ¢8／12lノ8）   る  

白・l′191．   

日常食  ら3／¢8 らき′t2  2  Oq／人・巳   

潅水  れ8q′l   

潅  8う′匂○   

覆  
8qペ9生  

生  

勃   

退去の価は、前年償亨での過去3†年取の胤   

Ⅳ 牛乳中のl＝l骨折嬉果  

Ii巾叫軌  前年度まで過去3年間の檀   

托町年月日  丸亀佃   最高価   

放鋼臆濃度（8q′タ〉  
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V ケルマニウム半場体積出払こよ引去積分折濾l掟西王鰭農  

楼  荊勘Rぴて  

長 月 も   ほ取1見所  ほ取年月   休  11ICs  逆毛3年随の鳩   その他の仙IIJnた  

人工戯粥性脚l  幽 成  

絨                    最低イ遭  最高値  1低価  最高嗜   

大部事避じん  ■叫／A】   

障下甥  新宿区  帥・一 レ的  12  r8qノbl   

上水 河 水  書林区  … 鮎レ12  2  
陣  

柁□水  葛摘区  反レⅦ5∝／12  2  ■8q′l  

木  

淡 水  

hイ○監士  

0－ 50■  羊蹄区  …  

士  roq′bl  

用  h′句範士  
5－20m  兼鮪在  88′払  

l－8】／bI   

Il米  新宿置  88／沌   h′句M米   

大 根  所存区  伝≡レ＝   
由ペ9生  

薫  

茶  如ペ9蛇葡   

八丈島  
年  飴／12】／匂3  

乳  6  8q′l   

所有区   i   

淡水崖生物  hペ○生   

8常食  析福富  63／t蛤 な）／12  2  如ノ人・日   

汚水  ■Oq／I   

滝尾土  馳ペ○陀土   

滝  
■  u 戸  

雇  ”  如句生  

生  

甥   

汰I斗 毛  採棚  ‡妥取年月日  ウラン■廣  連去の旬  土 成   

河 川 水  
〟yI   

清  水  

土   用  

河 底 土  叫ぺ9艦土  

潅 底 土  

濁度生甥          ■○ペ○生  
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Ⅶ望見放Rほ1写湘定縫黒  

モニタリンクポスト（nGソ／h又lま 印書〉  ワーペイメターIhGソ′h）  

湘  定  年  月  
最低価   丘蔦鑓   平均価   斬布置   八丈島   

昭和63年 4月  ‘a．丁   引L5   

5月  S5，2   17．l   

6月  ～9．8   ▲T．l   

7月  6‡．t   35．～   

8月  ¢0．S   i5．●   

9月  8l．5   ▲l．之   

10月  5l．l   】†．●   

l1月  さ●．■   ▲●．之   

12月  t   

l  

l】・T  II＝  l   

j ‡  
引Ll l  l  

i平丘元手1月 p   
lユ▲・i   

l  】  
2月  

l  

‖ 5丁・～】   刑 H．1」  円   

3月   ～8．l   ▲トら   

逼  q  52．l－1l．5  II．l■－1T．l   

罰苦言iでの述宏3年遍のq  ‡l．2 ■－ 1さ．a  18．1■・01．▲   
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（57） 手中奈ハI県ここおらナる放身寸台巨調査  

1988年度  

神奈川県衛生研究所  

小山包博 高城裕之 飯島育代 杉山英男●  

（米規公衆衛生院）  

1緒言 神奈川県内において1988年度に行った放射能韻度，空間線量率及びウラン濃度  

についての調査結果を報告する．  

2 調査の概要  

（1） 調査対象  

定時降水，月間降下物，上水，日常食，牛乳，野菜，海水魚，海水，海底椎織物等  

について放射能凛度，県内2カ所における空間線率測定，河川水，河川底質，海水，  

海底堆積物，海産物，土壌についてウラン漉度の調査を行った．   

（2） 測定方法  

全ベータ：定時降水は硝酸酸性にし蒸発乾回した．核種分析：月間降下物等は蒸発  

濃縮し，また．牛乳，野菜等は電気炉中450 0Cで灰化し．U－8容器に入れ試料と  

した．ウラン：河川水，海水は水酸化アルミニウムで共沈捕集，酢酸エチルで抽出し  

，アルカリ溶融し，固体けい光法により定量した．土壌は110JCで柁燥し，河川底  

質，海底堆横物は0．297Mmのふるいを通した後，凍結乾燥し，試料を硝酸により抽出  

し、抽出溶液を河川水等と同様に分析した．   

（3）測定装置  

全ベータ放射能はGM計数装置，核種分析はゲルマニウム半導休検出器を波高分析  

器に接続し測定した．ウラン測定はフリオリメータ，空間線量奉はNaIシンチレー  

ーションサーベイメータを用いて測定した．   

（4）調査結果  

表Ⅰに定時降水の全ベータ，蓑Ⅲに牛乳中の131Ⅰおよび表Ⅲにゲルマニウム半＃  

体検出器による核種分析結果を示した．表Ⅳにウラン分析結果，表Ⅴに横浜市および  

横禎買市における空間線量率の測定結果を示した．  

3 結 語  

牛乳中に134csが僅かに認められ，1986年4月に起こったソ連チェルノブイリ原子  

力発電事故の影響が認められたが，昨年に比べて低いレベルであった．その他の試料  

の放射能レベルは低く、環境中の放射能（線）はばば事故以前に戻ったと言える．ウ  

ラン濃度については河川水．河川底質，土壌等ほいずれも天然に存在するレベルであ  

った．  

－160－   



Ⅰ大型水盤による月間降下物及U■定時降水試料中の全ベータ放射能調査蘭果  

降 水 の 定 時 採 取（定時汚水）  大型水盤による降下物  
採取  

降水圭  放射能凛度（Bq／1）  
年月  月間降下量  

（巾M）  最高値   （M8q／km2）   （卜柑q／k¶2）  

1988年 4月  166．3   5   LTD   LTD   LTD  

5月  135．0   8   〝   〝   〝  

6月  235．2  10   〝   〝   〝  

7月  226．7  〝   〝   〝  

8月  330．0  15   〝   〝   〝  

9月  305．2  11   〝   〝   〝  

10月  65．1   7   〝   〝   〝  

11月  27．0   5   〝   〝   〝  

12月  0．5   0   〝   〝   〝  

1989年 1月  114．9   7   〝   〝   〝  

2月  139．3   8   〝   〝   〝  

3月  163．l   10   〝   〝   〝  

年 間 値   1908．3  97   〝   〝   〝  

前年度までの過去3年間の値  LTD   110  しTD・－280   LTD   

□ 牛乳中の1311分析結果  

採 取 場 所  藤沢市  藤沢市  掛尺市  藤沢市  藤沢市  藤沢市  前年まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  R8．5．20  88．7．28  88．9．22  88．1l．25  89．l．26  89．3．3l  最低I虐  最高値   

放射服濃度（Bq／り  LT［）   LTD   LTD   LTD   LTD   LT【）   LT【）   2．2   
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Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査結果  

採  前年度まで過去  
取  t37cs  3年間の値  その他の検出された  

試 料 名  採取場所    年  人工放射性核種   単 位  

月   
赦                    最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊 じ ん   横浜市  3  l  LTD  LTD  LTD  110  闘8q／m3   

降 下 物  〝  12  LTD  0．23  しTD  0．28  MBq几∩ヱ   

陸  2  LTD  LTD  LTD  LTD  
爪8qハ  

水   蛇口水  横浜市  2 /1 〝  〝   〝  

0．059  0．048  0．061  8q／g托土  

土  〝   8  

1700  1400  1680  Mβq／kM2  

蟻   0．020  0．012  0．O19  βq／g柁土  

5・－20cm  〝   8  

1900  1600  1700  M8q／kmご   

精  米  〝   2    LTD  LTD  ．00001  Bq／g精米   

野  〝   〝  〝  ．00003  

Bq／g生  

菜   〝   1 1 // 〝  0．013  

牛   乳  横浜市  2  〝  〝  2．2  8q／l   

日 常 食  平塚市  2  0．07  0．14  0．04  0．16  8q／人・日   

海   水  横須賀市  8    LTD  LTD  LTD  m8q／l   

海底推枝物  ′／   8    4．4  9．1  0．023  Bq／g柁土   

海  0．15  ．00034  
産  

生  βq／g生  

物   

Ⅳ ウラン分析結果  

試 料 名  採取場所   採取年月日   ウラン濃度   過去の使   単 位   

河 川 水  横領貨市  88／7、8、12、89／3  0．l一－1．l  LTD ～1．6   
〃g／l   

海   水   〝   89／2．3   1．7 一－ 2．0  1．8 ～ 3．3   

土   鳩   〝   88／7．12   0．l～ 0．7  0．2・－1．5   

河 床 土   〝   mg／kg托土        88／7．8、12．89／3  0．2・－ 2．0  0．1～ 2．2   

海 底 土   ／′   89／2，3   0．3・－l．0  0．5 一－l．1   

海産生物   〝   89／2，3   0．Ol一－ 0．Ol  0．Ol－ 0．03  mg／kg生   
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Ⅴ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ（〃R／h）  

測定年月日  
最低値   最高値  平均値   横 浜 市  横 須 賀 市   

1988年 4月  5．9   6， 4   

5月  6．4   6．3   

6月  6．0   6． 0   

7月  5．9   5．8   

8月  5．9   5． 8   

9月  6．0   6． 3   

1（）月  6．0   6．1   

11月  6．1   6． 3   

12月  5．9   5．9   

1989年 1月  6．1   6． 4   

2月  5．9   6， 0   

3月  6．0   5． 6   

年  間  使  5．9一－6．4  5．6一－6． 4   

前年度迄の過去3年間の使  5．7・－9．1  5．5・－7．2   
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（58） 新潟県6こおらナる環境放月寸令旨水準調査  

新潟県衛生公害研究所  

安達 忍、大高 敏裕、四辻 漢和、石捕 幸三、霜鳥 達雄  

斎藤 真▲、取訪 成堆、上村 桂   

1 緒   言   

前年度に引き続き、昭和63年度に実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査及び県が実施した原子   

力発電所周辺の環境放射線監視調査の概要を報告する。  

Z 調査研究の概要  

（1）調 査 対 象  

科学技術庁委託の環境放射能水準油査は、雨水、降下物、浮遊じん、土壌、口常食、陸水、農畜産  

物、海産物、海水、海底土、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視網査は、空間線望率、横井線量、降下物、浮遊じん、土壌、陸  

水、農畜産物、海産物、海水、海底土、指槽生物を対象とした。  

（2）測定 方 法  

拭料の採取、前処理、鋼製及び測定は、科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定  

鋼査委託実施計画書（昭和63年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環塊放射線監視網査年度糾両  

署（昭和63年皮）」に基づいて行った。  

（3）測 定 機 器  

7 全ベータ   ・自動サン7’ルチェンジャー付きGM打数装置：アロカ社製JDC153  

放射能 ・低パックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－451  

イ 核種分析   ・商純度Ge半導体検出器付き16kch波高分析装置；キャンベラ社掛P－Ge検出  

器－シリーズ85  

・低バックグランド液体シンナレーシ尋ンカウンター‥アロカ製社しSC－LBl  

・低パックブランドGM計数装置：アロカ社製LBC一451  

・シリコン半導体検出器付き4096ch波高分析装置：キャンベラ社製シリーズ35  

ウ 空間絶望率 ・低級宝率測定器：DBM方式2〝¢×2”Nal（Tl）シンチレーション検出器  

・モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－11  

・シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製「rCSw－121  

ェ 積算線量   ・松下電器産業社製TLD素子 UD－200S  

（4）調 査 結 果  

去1に環境紙料の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に定時採水の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表3に原子力発電所周辺の低級景率測定器による空間線豊率の測定結果を示す。  

衣4にTLDによる積算線圭の測定結果を示す。  

衷5に新潟でのモニタリングポスト及びサーベイメータによる空間繰喜率の測定結果を示す。  

衷6に環境拭料の放射化学分析結果を示す。  

表7に環境試料の核種分析結果を示す。  

3 結   語   

環境放射能水準調査の結果は、空間線塁率、環境試料の核種分析結果ともチェルノブィル原子力発電所   

事故以前と同程度の植であった。環境放射線監視調査の抜穂分析では、一部の拭料から過去の核実験やチ   

ェルノブィル原子力発電所事故の影響による人工放射牲核種が検出されたが、それ以外の測定結果からは   

特異な傾向は認められなかった。  

－164－   



五1 全ベータ放射能調査紹果  

拭 科 名   採取場所  採取年月  検体数     前年ままぞ3年間の植 最低値最高値   単  位       最低位  最高値  

柏崎・刈羽  
上 水   西山   Hl．3   34   ＊   

S63．6，12  52   120   100   
160  MBq／β  

河川水  柏崎  340  

椚●刈羽   S63．10   35   20   田  Bq／転生  

S63．6，9，12  
原 乳  柏崎  Hl．3  8  8q／‘  

柏崎  S63．7，11  4   89   93   130  Bq／kg生   

海 水   殻変哲持近  S63．5，10  田   67  MBqノβ  

（注）＊は検出限界以下  

衣2  定時降水拭料中の全ベータ放射能調査結果  

採取年月  陣場      憫野蒜声    測定数  最志値  最高値   
S63年4月   ＊  75．49  2．5   

5月   12  ＊  1．6   6．4  

6月   76．11  ＊  0．35   2．9   

7月   11臥08  ＊   0．59   

8月   ＊   52．24  6  0．39   3．3   

9月   118．51  9   ＊   ＊   ＊   

10月  106．83  ＊   1．3   23   

11  278．69  ＊   2．1   120   

128 142．05  ＊   0．85   46   

Ill年1月   90．63  ＊   0．92   

2月   67．24  12   ＊   1．0   7．6   

3月   80．32  ＊   1．0   

年闇値  ＊   2．5   290  

琵’！i茎・‘ニニ；   

§3‡2   

2～20  ＊  ＊～370  

（注）＊は投出限界以下   

表3 低線率測定機器による空間線量率  
（原子力発電所周辺監視調査）  

（単位：nGy／h）  

表4 積算線量（原子力発電所周辺監視網査）  

（単位：mGy〔91日間））  

四半期  弔Ⅰ  第Ⅲ  第Ⅲ  第Ⅳ  年間  測定地点  四半期  四半期  四半期  四半期  積算線層  監視網査地域  0．12  0．12  0．13  0．13  0．51  対照地点  0．14  0．14  0．15  0．14  0．56   
測定地点  平均値  最高値  最低値   

柏崎市街局  

荒 浜 局  

下市町局  

刈羽局   

勝 山 局  37  96  

宮 川 局    103  30   

西 山 局  

（注）測定地点歎は、監視調査地域19か所、対照地点は5か所  
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衷5  空間放射線量率測定結果  

モ ニ タリ ン グ ポ スト（cps）    サーベイ メ ータ  

湘定年月                 最 低 値  最 高 値  平 均 値   （爪Gy／h）   

S63年4月  15．7   17．2   16．1   

5月  15．1   18．2   15．9   

6月   15．4   16．7   15．9   55   

7月   15．4   17．9   16．0   49   

8月   15．6   16．5   16．0   

9月   15．5   17．9  16．1   

10月  15．6  17．7  16．1   

11月   15．3   25．9   16．8   44   

12月  15．1   19．5   16．4   

Ill年1月   18．1   16．3   

2月   15．0   18．2   16．0   50   

3月   15．5   17．5   16．0   

年 間 値  15．0   25．9   16．1   

藩簑鰐転  32．5  15．4～17．3   44～57   
の値   

（注）瀾足場所は新潟  

衷6－1 放射化学分析結果（90sr）  

（注）＊は検出限界以下  

表6－2 放射化学分析結果（311）  

採 取 場 所  採取年月  検体数  最 低 値  最 高 値  過 去 の 値  単  位   

＊   1．4   ＊～2．0   
Bq／g   

S63．6，12  陸  上水  椚●刈羽  臥6・9・12  田          水 河川水  柏崎    田  1．0  1．0  ＊－1．3   
海 水  ●．…彗■■■  S63．5，10  田   ＊   ＊   ＊～0．85  Bq／‘   

（注）＊は検出限界以‾F  

衣63 放射化学分析結果（Zコq◆＝Opu）  

（注）＊は検出限界以下  
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衣7  ゲルマニウム半導体検山古による接種分析測定調査結果  
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（59） 富山県書こ おをナ る放貞寸食巳却司査  

富山県公害センター  

久 田 俊 之   

1．緒言  

前年度に引き続き、高山県において昭和63年度に実施した科学技術庁委託の環境放   
射能水準調査結果について報告する。   

2．調査の概要  
（1）調査対象  

ア 平常時調査  
降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（上水・蛇口水）、土壌、精米  

野菜（ダイコン、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食、空間線孟率  
イ 緊急時調査  

大気浮遊じん、大気中放射性ヨウ素、定時降下物、空間線量率（モニタリングポ  
スト）   

（2）測定方法  

試料の調製及び測定は、科学技術庁編『全ベータ放射能測定法く昭和51咋皮）』  
『ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（昭和54年度）J、及び昭和  
63年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。   

（8）測定装眉  

ア 全ベータ放射能  
GM計数装置：アロカ製 JDC－163  

イ 核種分析  
G e半導体核種分析装置：検出器 EG＆G ORTEC GEM－20180  

波高分析器 セイコー E G＆G MC A7800  
ウ 空間娘塁率  

シンチレーシ¢ンサーベイメータ：アロカ製 T C S－131  
モニタリングポスト   ：アロカ製 MAR－11   

（4）調査結果  
ア 平常時調査  

表1に降水（定時降水）の全ベータ放射能の測定結果を示す。  
表2に環境試料の核種分析結果を示す。  
表8に空間線量率の測定結果を示す。  

イ 緊急時調査  
いずれの試料も、131Ⅰ及び137c sは検出されなかった。また、モニタリン  

グポストによる空間線塁率は、平常時と変らない値であった。   

3．結語  

いずれの試料についても、異常は認められなかった。  
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義一1  降水（定時柾水）試料中の全ベータ放射能羽査括果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  
採 取  

降水丘  放射能渦皮（8q／1）  月間降下見  
年 月  （HBq／Ⅹ12）  

（■■）                      測定数  最低値  最高値   

昭和63年 4月  125．5  10  N D  N D   N D   
5月  178．0    N D  2．1   17   
6月  201．l  13  N D  3．1   31   
7月  219．4  N D  N D   N D   
8月  119．2   9  N D  N D   N D   
9月  373．2  N D  N D   N D   

10月  170．9   9  N D  N D   N D   
11月  381．1  18  N D  4，1   41   
12月  214．9  16  N D   1．9   5 2   

平成元年 1月  178．8  15  N D  N D   N D   
2月  230．2  16  N D  2．6   14   
3月  128．8  13  N D  N D   N D   

年  間  値  2501．1  152  N D  4．1  ND ■－ 52   

前 年 度 の 値－   40  N D  8．2  ND 一－ 81   

ND：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
＊：昭和63年1月から63年3月までの値   

義一2   ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定窮査結果  

検  13TCs  前年度までの億●   モの他の検出された  
拭 科 名  採取場所  採取年月   体  人口放射性核種  即 位  

数  
最低値  最高値  最低個  最高値   

大気浮遊じん  ／j＼杉町  毎 月   4  N D   ■Bq／■3   

月間降下物   0．48  lBq川■2  

′＼ン  63，6 63．11    ND  ■8ql   

土壌 0－ 5¢■  小杉町  68．8   15  Bq川l乾土  
960  hBq／拍〇   

5－20e■  小杉町  63．8   2．3  恥佃偲土  
410  ーBq／仙才   

柄米   小杉町  63．11   ND  8q川g椚米   

野菜（大 根）  小杉町  63．11   N D  8q川書生   

野菜（射ルン革）  古山市  63．1l   N D  8q川g生   

牛乳   0．13  8q／l   
許諾食   小杉町他  63．8 63．1l  2  0．11  0．12  Bq／人・日   

ND：検出されず（計数値がその計数誤差の3倍来所）  
＊ ：昭和68年度より測定開始   

義一3   空間放射線基準測定桔架  

モニタリングポスト（cps）●】    サーベイメータ  

測  定  年  月         最低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

昭和 63 年  4月   5 9   
5月  6 4   
6月  8 2   
7月  61   
8月  16  2 4  18  5 5   
8月   16  2 3   17   6 2   

10月   18  2 8   17   5 8   
11月   16  3 6   18   6 5   
12月   14  2 8   18   6 0   

平成 元 年 1月   15  2 8   18   61   
2月   16  2 6   18   5 7   
3月   16  2 8   17   6 3   

年  間  値  14  3 6   18  55・－ 65   

前  年  度  の  値  57・－ 88 ●2   

＊1：昭和63年皮8月より測定開始  
＊2：昭和63年1月から63年3月までの値  
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（60）石ノIl県iこおiナ■る放射骨旨術査  

石川県衛生公害研究所  

安井 義朗 中谷 光 今井 利夫 小森 正樹  

1 締 書  
前年度に引き続き、昭和63年度に実姉した科学技術庁委託放射能調査について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象   

降水、降下物、障水、土軋 日常食、農畜産物、海産生物、空間線量率  

（2）測定方法   

試料の調製および脚薙は、科学技術庁縮「全ベータ放射紳測定法（昭和51年）」、「放射性ヨ  

ウ素分析法（昭和52年）」、「NaI（T且）シンチレーションスペクトロメータ機器分析法（昭和49  

年）」に準じている。  

（3）測定装置   

低バックグラウンド自動測定装眉：アロカ製LBC－452U型   

波高分析装置：日本原子力事業製Eシリーズシステム   

NaI（TL）シンチレーションサーベイメータ：アロカ製TCS－121   

モニタリングポスト：アロカ製舶R－11  

（4）鍋査結果   

降水、降下物については、調査期間の定時採取試料数は137回であり、放射辟レベルは0・00～  

3飢MBq・虹2と平常値の範囲内である。なお年間降水尭は2，598・Ommで、年間降下彙は4・91GBq  
km－2で平常値の範囲内である。また、月間降下量は冬季に高い。陸水、土壌、日常食、農畜産物  
海産生物の全ベータ放射解はいずれも平常値の範囲内である。牛乳申のヨウ素131については、  

全試料（6換体）検出限界以下である。空間線量率軋例年とほぼ同程度のレベルを示しており   

異常値は認められない。  

3 結 語   

各種試料から異常値は観測されず前年同様低いレベルである。  
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Ⅰ 全ベータ放射能紳査結果  

放射楯濃度（含X）   前年度まで過去3年間の債  
試料名  採取場  採取年月  検体数  単位  

‡  最低個  最高値  最低僧  最高値   

陣  
蛇口水  金沢市三馬  昭和63年6月，12月  6  

l  l  

1．02  0．77   0．98  Bq／g一能土L  
0－ 5cm  金沢市来町  昭和63年7月   

48900  31300   38500  M8q／h2   q  

1．02  0．70  0．93  Bq／g一乾土L  
ロ            】  

5・20cコ  n  金沢市来町  昭和83年7月  186000  118000   142000  

【精米  金沢市三周  昭和83年9月   0．030  0．032   0．036  的／g一生l   

0．052  
野  大 横  【金沢市三馬 H  昭和83年11月   M       ロ                      ロ      0．044  0．059  Bq／g一生  」   

菜 胆   0．189  1  0・1叫 0・Ⅲ   Bq／g一生   

牛乳  羽咋耶押水町  昭和83年8月  44．1   48．1   38．9  43．3  8。／上  

平成元年2月   】  

日常食  金沢市及び  50．9  58．5   58．8   81．4   Bq′人臼1   

野々市町   

フタラギ  羽咋那富来町  昭和83年9月   0．12  0．10   0．10  Bq／g一生】  

サザエ  壬羽咋郡富来町  昭和83年8月 【   0・1  0．11   0．14  Bq′g一生  
一－－－・ 一一一一一一一一－」  

ロ  0．18  0．10   i8q′g一生  
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Ⅲ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水顔劇中の全β放射能綱査結果  

降 水 の 建 時 採 取 （掛噂降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放射怖濃度（Bq／1）  月間櫓下量  
年月  （【8q／k汀り   （晰kポ） 

（nt）  測定敷  最低個  最高他   

！昭和63年4月  93．0   検出きれず  8．99  302．83   検出されず   

－  5月  262．5   10   〝   8．78  101．04   〝   

6月   18．5   186，27   

7月  238．5   10   〝   4．55  217．93   〝   

8月  153．5   8   〝   4．08  328．10   〝  

9月  10   〝   9．34  158．18  ＄03   

10月  236．5  9  6．28  502．74   検出きれず   

11月  481．5   18   〝   15．4  1，627．84   691   

12月  209．5  1．49  8．30  1●0㈲   

l平成元年1月   198．0   13  検出されす  7．59  281．58   270   

†   2月  田  〝  7．08  287．28   370   

】   3月  12  〝  4・78    150．g8   218   

年 間 値  巨2・59＝   137 糾されず1る・5    101～1・628  検出されず～1，㈹0   

厄年度までの過去3年間の値   H   検出されず  24   8．9～5，804  
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Ⅳ 牛乳中の131エ分析結果  

採 取 場  所  石川県羽咋耶押水町  前年度までの3年間の憾＝  

採 取 年 月 日  昭和63年 5月30日  7月26日  9月28日  12月 7日  平成元年 1月17日  3月10日  最低債  最高偵   

q  放射憐濃度（Bq／且）  】検出されず M  検出されず弓検出されず l    検出されず  検出されず  検出きれず  検出されず n  0．32  

Ⅶ 空間放射線測定局欄  

モニタリングポスト（ops）    サーベイメータ  
測定年月 

】  最低個  最高値  平均値   （nGy／h）   

昭和63年 4月   15．5   2l．5   16．g   76   

5月   15．0   22．5   18．8   71  

6月  15．5   24．0   17．0   74   

7月   14．5   23．5   ユ6．7   77   

1   

8月  15・5 23．5   17．0   78   

9月   15．0   22．0   16．9   77   

10月   15．5   23．5  17．1   77   

－   

11月  15．5   29．5   18．1   74   

l  

12月  14．5   33．0   17．7   71   

平成元年1月  15．5  30．5   17．5  71  

2月   15．5   25．0   17．8   70   

3月   15．5   21．5   17．0   77   

年  間  債  14．5   33．0   17．2   70～78   

33・0 控竺空での過去3年間の偵  9．5   J竺空＿．h．．．＿．．   ー＿竺竺＿」   
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（61）福井県与こおらナる放身寸令旨調査  

福井県衛生研 究所  
長嶋純一 徳山秀樹 吉岡病夫  

1緒言   
前年にひき続き、福井県が昭和63年虔に実施した科学技術庁委託の「放射能測定網査」   

の概要を報告する。   

2 調査の概要  
（1）調査対象  

雨水、浮遊じん、土壌、陸水、各種食品、空間線宝率  

（2）測定方法  

放射能調査委託実施計画書（昭和63年虔）によった。   

（3）測定装置  
調
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（4）調査結果  

従来、全β放射能調査を行っていた網査項目のうち、定時雨水を除く他の調査項目  
については、今年度はGe半導体検出器による核種分析を行った。  

以下、昭和63年度の調査結果の概要を述べる。なお、詳細は礪査結果の表を参照  
されたい。   

① 定時雨水  
前年と同様に大気中での核実！酎まなく、全β放射能は検出されなかった。   

② 牛乳中の131Ⅰ  

前年と同様に大気中での核実験はなく、131Ⅰは検出されなかった。   

⑧ 核種分析  
（a）浮遊じん  

3ケ月ごとのコンポジット試料を測定したが、放射能は換出されなかった。  
（b）降下物  

降水（1ケ月間採取）を蒸発乾屈した拭料を珊定したが、放射能は検出されな  
かった。  

（c）陸水  

陸水としては蛇口水と淡水（各々100β）を蒸発乾固した拭料を測定したが、  
淡水中に1ユーcsがわずかに検出されたのみである。  

（d）土壌  

0～5cm及び5～20cmの2届から採取した拭料について測定を行った結果、いづれも  
137csがわずかに検出された。また、0～5c爪層からはチェルノブイル事故の影響と  
みられる131csがわずかに検出された。  

（e）食品  

食品については、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳、淡水産生物、日常食、  
海産生物について測定を行った結果、牛乳、淡水産生物、日常食、海産生物等から  
137csがわずかに検出された。また、牛乳からはチェルノナイル事故の影響とみら  
れる13●csがわずかに検出された。   

④ 空間線量率  
サーベイメータ、モニタリングポストとも、珊定借は従来と同程度であった。   

3 結語   

全β放射能、空間線圭率については従来と同程度であり、核種分析の結果も土壌と食品中に   
核実験およびチェルノブイル事故の影響とみられる137csとl＝csがわずかに検出された程度   
であった。  
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Ⅰ． 定時降水拭料中の全β放身寸倫ヒ網査結果  

放射能濃度（8q／β）    月間降下量  
採 取 年 月  降水量  （M8q／山）  

（1暮）           測定敷  最低値  最高値   

S．63年 4月   94   N．D  N．D   N．D   

S．63年 5月   211   N．D  N．D   N．D   

S．63年 6月   310   N．D  N．D   N．D   

S．63年 7月   234    N．D  N．D   N．D   

S．63年 8月   104   N．D  N．8   N．D   

S．63年 9月   193   N．D  N．D   N．D   

S．63年10月   139   N．D  N．D   N．D   

S．63年11月   324  14  N．D  N．D   N．D   

S．63年12月   220  10  N．D  N．D   Ⅳ，D   

H． 元年 1月   211   N．D  N．D   N．D   

H． 元年 2月   214    N．D  N．D   N．D   

H． 元年 3月   141   8  N．D  N．D   N．D   

年  間  値  2，395  104  N．D  N．D  N．D～N．D   

前年度までの過去3年間の値   299  N．D    N．D～418   

Ⅱ． 牛字L中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  奥越高原牧場  〝   ／   

〝   〝   J■  前年度主軸過去3年間の値   

採 取 年 月 日  S．63．5．19  63．6．23  63．7．21  63．8．11  63．9．2l  63．10．24  最 低 健  最 高 値   

放射能襟度（Bq／‘）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   H．D   軋D   8．9   
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ⅡⅠ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測焉≡網査結果  

換  
拭 科 名   採 取 場 所  採取年月   体  人工放射性  

数   

大気浮遊じん   衛生研究所屋上  63．4～1．3  4  N．D  N．D  MBq／d   

降下物  〝   63．4～1．3    N．D  N．D  MBq／昆   

睦  
MBq／‘  

水   

8．6  134c5；0．耶  的八g章乞土  

土  衛生研究所敷地  63．7  
1ユIcs；21  【Bq八一  

2．3  Bq八g乾土  
壌   〝   63．7  

100  MBq／昆   

精 米  福井市   63．11      N．D  Bq∧g絹米   

野  63．11      N．D  
Bq／k生  

菜   63．11      N．D  

牛 乳  福井市，勝山市  63．5～1．2  6  0．04  0．14  lユ●cs；0．03  8q／‘   

淡水産生物   三方町 三方湖  63．12  口    0．31  恥／l一生   

日常食  福井市   63．6，11  2  0．05  0．17  8q／人・日   

海産生物   三国町   63．11      0．19  8q几g生   

※ 核種分析については、昭和63年度から始まったものである。  

ⅠⅤ． 空間放舅寸線景率測定轟吉果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  
測 定 年 月 日  

最 低 値  最 高 値  平 均 値  （nGy／h）   

昭和63年 4月   14．4  18．7  15．5   

63年 5月   14．3  22．0  15．3   

63年 6月   14．2  20．5  15．5   

63年 7月   14．8  21．4  15．7   54   

63年 8月   14．9  27．2  15．8   

63年 9月   14．8  19．4  15．7   50   

63年10月   14．8  ’20．4  15．8   

63年11月   14．9  28．0  16．8   58   

63年12月   13．0  24．0  16．5   54   

平成 元年1月   14．0  26．3  16．0   54   

元年 2月   12．7  19．6  15．6   54   

元年 3月   12．6  22．0  15．7  

年   間   値  12．6  28．0  15．8  50～58   

前年度ま珊過去3年間研直  10．6  29．7  15．9  50～67   
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（62）山梨県 iここ臣をナる放易寸肯巨乱同査  

山梨県衛生公害研究所  

小林規柁夫 茅野帽子 堤充紀   

昭和63年度に山梨県が実施した科学技術庁委託による放射帽調査結果  

について報告する。  

2 閻禿の椚弓雲  

（1）㍍l奔対象  

陀水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土用、惰米、野菜（大  

根、ほうれん草）、牛乳、日常食及び空間抜重率  

（2）測定方法  

吉iモ料の採取、前処理及び那引ポ斗学技術庁娼「全ベータ放捌巨測定法  

（1976）」「Ge判削本城出器を用いた横器分析法」及び同庁原子力安全  

局綺「放射能測定調査委託実施計画書（昭和63年度）」により行った。  

（3）測定装置  

CM計数装置  A10ka TDC－501型  
C e半導体検出器  SEllくO EC＆C  
シシルーションサーへ■ィメーター  Alo k a TCS－131聖  
モニタリングポスト  A101くa MAR－11型  

（4）調査結果  

降下物の全ベータ放射能は表Ⅲのとおり前年と同レベルであった。Ge  

半導体検出器を用いた核種分析結果を表Ⅴ、空間線虫率の結果を表Ⅶに示  

したが、いずれも平常値の範囲内にあった0   

3 結 語  

環境試料の全ベータ放射能は前年と同様な値を示し、また核愕分析、空  

間緑立率も文献値とほぼ同レベルの結果であり異常は認められなかった。  
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Ⅰ 全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間の値  
試 料 名    採取場所  採取年月  検体歎  埠 は  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  mBq／nコ   

降下物  HBq／km2   

上水 源 水  隆  

蛇口水  
水  

8q／g  

淡 水  

Bq／g乾土  

0－ 5c爪  

土  ：lEq／■k．ニ三  

填  Bq／g乾土  

5－20c爪  
HBq／km】   

精米  Dq／g†轟米   

野  
8q／8生  

菜   

茶  けq／g生   

牛乳  Bq／‘   

淡水産生物  Bq／g生   

日常食  8q／人・日   

海水  曲／g   

海底土  8q／8托土   

海  産  

生  物  8q／8生  

Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査始束  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水〉     大型水盤による降下物  
採  取   

降水量  放射ほ濃度（8q／1〉  月間降下最  月 間 降 下 量   
年  月  （HBq／k止り   （H8q／kmコ）  

（mm）                                            測定致  最低値  最高値   

揖年4月  符．∂   ∫  N．D．  人工C．  

5月  わ．β   ざ  〃㌧D．  ノ∨、D．  

6月  ノ‘ヰ．∫  ′／   N．D．  ／＞．D．  

7月  ／ふふミ  ／0   〝・D．  〟、D．  

8月  付スβ  ノ∂   〃．D．  J．‘士∂．dア  ／ヰ土ふe  

9月  ／P／．∂  ／0   〃．♪．  ／V、D  

10月  J持、£   ム   〟．p．  ノ∨．ク．  

11月  ～ふ∂  占   ／V．♪．  〟．∂．   

12月  ク   β   〟．D．  〟．q  
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年 1月  ムえク  ？  〟．ロ．  〟々  

2月  ／／ク．S  ／0   「∨．♪・  ／Vβ．  

3月  jな．ク  ／之   ／ノ．b．  乙／ヱ0．揖  ／㌔ 土q∫  

年  間  値  イ／㌔q  タ∫   人イq  j．占土4Jタ  仏土Zg～／釦ヰ．  

前年度までの過去3年間の値  

Ⅲ 放射化学分析結果  

浣取  90Sr  13I〔s  j払  位  
試 料 名  検体放  

年月  最低値  最高値  退去の値  最低値  最高値  過去の怯   

降下物  h8q／k爪3   

陸水（上水）  爪Bq／‘   

Bq／kg乾土  

土  
日日q／k†㍉  

Bqノkg乾土  

壌   
H8q／kmつ   

穀類く精米）  8q／kg精米   

野菜類  Bq／kg生   

茶  8q／kg乾物   

牛乳  8q／‘   

淡水産生物  8q／kg生   

日常食  的／人・臼   

海水  m帥／‘   

海  

産  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年Ⅶの値。  

Ⅳ 牛乳中のlいlう）析始黒  

採 取 場 所  那年収まで過去3年間の旭   

採 取 年 月 日  最低値  最高値   

放射能法度（的／‘）  
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V ゲルマニウム半導体検出器による穣種分析測定凋査撼采  

採  
取  l〇7Cs  前年度まで   その他の検出された  

試 村 名    採取場所    年  過去3年間の値    人工放射性抜種   単 位  
月   

歓                      皿低値  政商旭  瓜低値  敢高値   

大気浮遊じん    甲郎再い且 J－7・き／  8g．ヰ gタ†j  ヰ  ／V．♪．  mBq／和さ   

降下物  
8∫．ヰ  ∂．∂J  

可 上   ？ ∫ク．j  ／ヱ  ＜／D．   上ク．∂～‘  HBq／kml   

上水 源 水  

蛇口水  永  nBq／‘  棲                              1乳 ／一7－∂／  e才．‘ gす．Jヱ  Z  〃．D．           淡 水  
化と糟間  4∂土／、／  岩q′■kg乾土  

0－ 5c爪    島根呵ハ¢  

土  榊ヰ【如   ・′ノ  ■′  れ的／kl㍉  

壌  
5－20c爪   同上  卵．7  ■   J4土∂．7p          8q／kg乾土  

ノ／♂ク土／〃ク  
HBq／knl   

栢米  
比良斥芦†  
良和町烙、、I  gデ、／  ／－  ／ヾ．一＞．  8q／地相米   

舛恩村野  
野  8q／kg生  

菜   

茶  Bq／kg乾物   

ケ亡モ輝子ア  
牛乳  

βg．g  

阿風鎮   g7．ヱ  ヱ  ／ノ．♪ bq／‘   

淡水産生物  8q／kg生   

日常食  ク．¢わ  ÷・．一－・′ かせ・舘  d8．占 押イZ  ヱ   土ク．∂／～  ∂．／′ ヱβ．ク／／  H  8q／人・日   

海水  m8q／‘   

海底土  8q／kg乾土   

海  

産  

生  

物  

Ⅵ ウラン分析厄采  

拭 科 名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の値  単 位   

河 川 水  
噌／‘   

海   水  

土   壌  

河 底 土  喝／k8乾土  

海 底 土  

海産生物          叫／kg 生  
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（63）長野県【こお らナる放貞寸宙旨割引査  

長野県衛生公害研究所  

佐々木一敏 内田英夫  

笹井春雄  山崎址一郎  

1 緒 言   

前年度に引続き、長野県において昭和63年度に実施した科学技術庁委託   

による放射能調査の結果について報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土鳩、農畜産物、魚類、日常食、  

空間放射線量率  

試料の採取場所は表Ⅴに示すとおりである。   

（2）測定方法  

試料の調整と測定は科学技術庁撮「全ベータ放射能測定法（1976）J、  

「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析法（1979）」及び同庁絹  

「放射能調査委託実施計画書（昭和63年度）」により行なった。   

（3）測定装置  

GM計数装置  Aloka TDC－103  

Ge半導体検出器  NAIG IGC－1619S  

シンチレーションサーベイメータ Alo ka TCS－121C   

（4）調査結果  

定時降水の全β放射能の瀾定結果を表Ilに、Ge半導体検出音別こよる  

各種環境試料中の核種分析測定結果を表Vに示す。定時降水の全β放射  

能は大部分が不検出であった。また、環境試料中の核種分析では土鳩、  

魚規、日常食で137Csが検出されたが、これらはいすれも昭和62年席の全  

国平均値（阿部ら、第30回環境放射能調査研究成果論文抄録輿、p4ト51、  

昭和63年）と比べ、同程度ないしそれより低い傾であった。  

空間放射線皇軍は表Ⅶのとおり、59～66nGy／hの範囲にあり前年度とほ  

ぼ同程度であった。  

3 結 語   

環境試料中の全β放射能、人工放射性核種及び空間放射線貴賓の測定値は   
すべて平常時のレベルにあり、異常伯は認められなっかた。  
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Ⅰ全ベータ放射能朋査結果  

放射一起濃度（含K）   飢年度まで過去3年間の亀  
拭 科 名   採取場所  採取年月  検体放  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  n8q／m寸   

降下物  H8q八川l   

上水 酔 水  
随  

蛇口水  Bq／g  
水  

淡 水  

Bq／8乾土  

0－ 5cm  
土  M∂q／！：m｝  

域  Dqノ名花土  

5－2r）cm  

MDqハml   

拍米  帥／g†乃米   

野  
8q／8生  

菜   

茶  βq／g生   

牛乳  8q／‘   

淡水産生物  Bq／g生   

日常食  8q／人・日   

溢水  m8q／‘   

海底土  8q／g托土   

海  
産  
生  Dq／g生  

物  

Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放頁‖起調査旭果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採  取   

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下塁  月 間 降 下 量   
年  月  （H8q／hり   （Hβq／htl）  

（mm）                                            測定故  最低値  最高値   

相和63 年 4月  47．2  6   ND   1．4   9．5  

5月  105．5  10   ND   1．1   28  

6月  120．8  10   ND   ND   ND  

7月  155．8  11   ND   ND   ND  

8月  63．3  9  ND  ND  ND    9月  184．6  9  ND  ND  ND    10月  67．0  5  N⊃  ND  ND    11月  35．9  10  ND  0．67  5．4    12月  13．2  4  ND  2．6  0．4  
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平成元年 1月  70．4  10   ND   ND   ND  

2月  82．8  9   ND   0．75  19  

3月  55．3  8   ND   1．1   4．8  

年 l臼J  値  1001．8  101   ND   2．6  ND 一－ 28  

前年度までり過去3年Ⅷ】の旭   245   ND   21   ND．．－480  

Ⅲ 放射化学分析始果  

採取  ～OSr  川7Cs  単  位  
試 料 名    年 換仲放  

月  最低値  叔満 旭  過去の旭  瓜低値  政商儀  過去の嵐   

降下物  MDq／k巾コ   

l哩水（上水）  【沌q／‘   

8qルg乾土  
土  

HBq／knJ  

Dq／k占佗土  

壌   
H8qルmュ   

穀類（招来）  Bq几g拍米   

野菜畑  Dq／kg生   

茶  8q／kg乾物   

牛乳  bq／‘   

淡水産生物  8qノkg生   

日常食  8q／人・日   

海水  m8qノg   

海  

塵  
Dq／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年Iiりの憶。  

】V 牛乳中の】311分析始業  

浣  板  場 所  机咋庇まで過去3年R帥伍   

採 取 年 月 日  最低値  叔高値   

放射能濃度（Dq／ゼ）  
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V ゲルマニウム半導体検出器による接種分析測定蛸査撼果  

浣  
収  13TCs  机iF庶まで   その他の検化された  

試 科 名   採取場所    年  過去3年間の値    人工放射性抜稽   壁 也  
月   

枚                     最低値  最高値  蔵低値  最高値   

大気浮遊じん   長野市  6ち1 ′－7C●  2  ND   ⅣD  mDq／n】   

降下物  
63．4  

／   ′、■元．  12  ND   ND  ND   0．08  H8q／km｝   

63．6  
上水 源 水  ／′   元1  2  ND   ND  0．4  

陸  
蛇口水  ケ   ND   ND  ND  mDq／β  

1212 水                              63．6   2             淡 水  諏訪湖  63．1  1  ND  0．3  

47  8q／kl；陀土  

D－ 5c爪  長野市  
土  780  れ的／kmt  

旭  4．3  8q／kg陀土  

ウ   
200  出的／kml  

招来  培高町  63．11  1  ND  ND  的／kg†膏米   

野  佐久市  63．11  ユ  ND  ND  
Bq／kg生  

菜   ウ  63．10  1  ND  IJD  

茶  8q／kg乾物   

牛乳  長野市  63．8 元．2  2  ND   ND  ND  Bq／‘   

汲水産生1勿  諏撒布  63．12  1  0．14  0．56  8q／kg生   

日常食  長野市  63．6 11  2   0．11  0．58  0．37  8q／人・日   

海水  m8q／‘   

海底土  8q／kg寧∑土   

海  長野市  63．1  1  0．13  0．11  

産  
8q／kg生  

生  

物   

Ⅵ ウラン分析出果  

孟式 科 名  浣取場所  採取年月日  ウラン離此  過去の旭  l陀 仏   

河 川 水  
昭／g   

海   水  

土   崩  

河 底 土  昭／毎乾土  

海 底 土  

海産生物  昭／kg生  
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Ⅶ 空間放射線塁率㈹定始果  

モニタリングポスト （nGyノh又はCPS）    サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値  最前値  平均佃   （nGy／h）   

昭和63年 4月  60   

5月  64   

6月  66   

7月  60   

8月  62   

9月  64   

10月  62   

11月  63   

12月  64   

平成元 年 1月  59   

2月  65  

3月  64  

年  円‡】 他  59 ～■ 66   

前年度ま叩過去3年円掴憶  57‘‾ 68   
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（64） 静岡県iこおiナる放射骨巨鯛査  

静岡県環境放射線監視センター  
植松 甲之介、長谷川 進彦、小沢 義昭、石渡 達也、  
鈴木 雄一郎、久保田  正、村松 光治  

1 緒 言   

静岡県では、昭和36年虔より科学技術庁委託放射能綿査を、また、昭和47年度から浜   
岡原子力発電所周辺囁境放射能訴査を実施しているが、今回は、昭和63年度における網査   
の概要を報告する。  

2 調査の概要  
（1）調査の対鏡  

ア 科学技術庁委託額傾放射能水準調査  
定時降水、浮遊盛、空間線量率、陸水、上水、農畜産物、海産生物等。  

イ 浜岡原子力タ琶電所周辺環境放射能細萱  
横罫線量、空間線量犀、降下物、浮遊塵、陸水、海水、農畜産物、i毎塵生物等。  

（2）測定方法  

ア 横罫線塁……熱蛍光線量計を用いて、約3ケ月間の積算線量を測雇した。  
イ 空間線虫率…シンルーシヨントヘ、、ィメータによる定期測定（科学技術庁方式）、モこ州ンク■■き一スト  

（科学技術庁仕様）及びモニタリけ－ストションによる連続測定を行った。  
り 全ベータ放射能…委託の定時雨水、原発周辺環境試料の測定を行った。  
エ 核種分析  

①が’ンマ一線スヘ■外ロメトリ」により5＾Mn、5gFe、60co、95z r、95Nb、137cs、  
t4dce及び131Ⅰの測定を行った。  

②化学分析により98S rの分析測定を行った。  
唱）禎体シンルーシヨン測定法により3Hの測定を行った。   

（3）測定装置  

ア 横井線量 …ナショナルTLD素子、UD－512読取装置  
イ 空間線真率・・・アロカ（梯）TCS－121C，NaI式科学技術庁仕様モニ州ンク’’ホ’ス  

ト、アロカ（株）空間線量測建装置、  
り 全ベータ放射能…アロカ（株）JDC－151R型GM測定装置  

工 核種分析  
①ガンマー線核種…オルテック7010型波高分析偏屈及びIiP－Ge検出器  
唱巨細S r…アロカ（株）L8C－453型低バックグランド即連装置  
③3rI…アロカ（株）LSC－LB2型低バックグランド液体シンチレーション封建装置   

（4）調査結果  

委紀環境放射能水準調査結果は、別紙のとおりである。一方原子力発電所周辺環境放  
射能調査結果の内空間線呈は、積算線量0．56～0．75mGy／365日、線量率66．1～71・3nGy／h  
であった、全ベータ放射能は、浮遊塵 ＊（検出されず）～1．11n8q／m？、陸水 ＊～425．  
5m馳／l、海水 ＊、湖底土599．4～828．8Bq／Kg乾土、土壌543・9～740・ODq／Kg乾土、農  
畜産物29．6～140．6Bq／Kg生、海産生物11．1～296．OBq／Kg生であった。核種分析耗潔は  
浮避鼎、上水及びi種族土 ＊で、†＝csが柿下物 ＊～0．17mBq／m～、湖水 ＊～5・6mnq／  

、七壌7．0～15．9Bq／Kg乾土、農畜産物 ＊～0．89Bq川g生、松葉0・10～0・59Dq／Kg生、  
海産生物 ＊～0．41Bq／Kg生であったがq4Mn、ち叩e、…coは娩出されなかった。叩S r  
は、農畜産物 ＊～0．63Bq／Kg生、海産生物 宋であった。用は、上水で ＊～1600mDq／1  
海水 ＊～1100mBq／1であった。（＊印は、「検出されず」である，）  

3 結 請   
今回の調査結果では、一部の環境試料から過去の核爆発実額の影響と思われる放射能が検   

出されたが、減少傾向であった。それ以外の調査結果には特異な傾向は見られなかった。  
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l 全ベータ放射純調査結果  

放射能濃度（含K）   用まで過去3椚の旭  
試 料 名   採取場所  採取年月  検体数  単  位  

最低†泊  最高値  最低値   最高値   

大気浮遊じん  mBq／¶3   

陣下物  MBq／K爪Z   

上水 源 水  
陵  

蛇口水  8q／1  
水  

淡水  

Bq／£乾土  

土  
【nq／Km3  

8q／g乾土  
壌  

MBq／Xm3  

精  8q／g精米  

Bq′互生  

大根  

′ト乎  的／l生l  

的／g生  

常食  軌／人・日  

水  爪nq／1  

海底」二  8q／£乾土  

T二一】  

B。′．生1  
淡   声  乱  

山 大型水盤による月間陣下物試料及び定時降水封料申の全β放射能納査括果  

降  水  の  走  時  採  水     大型水盤による時下物   放  射  能  濃  度（Bq／1）    月Ⅷ降下量 （Mbq／Km2）  月間降下丑 （MBq川m2）   測定散    最高値    10  M．D  N．D        7  N．D  M．D        田 9  N．D  N．口      N．D  N．D        13  N．D  N．D        凹  N．D  N．D        7 t MtD   N．D        3    N．D   N．D        1    N．D   N．D  
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1月  114．5   N．D   N．D  

2 月  296．5   7   N．D   N．D  

3 月  124．0   7   N．D   N．D  

2087．5   97   M．D   N．D  

三での過去3年間の旭  N．D   0．028  ＊ ′－ 833  寒  ■｝ 444   

u 放射化学分析桔牒  

13Tcs  

単 位  
採取 年月    9匂Sr               最低個  最高個   過去の値  最低値  最高値  過去の鳩   

柿下物  【Bq／Kn2   

陸水（上水）  れ8q／1   

8q川g乾土  

【8q川n2  

土 朝  0ノ・一5cm 5～20cm                                                      Bq川£範士                  MBq川n2  穀頼（精米）                   Bq用言精米  野菜カl  

Bq／Kg乾物   

Bq／1   

8q／Kg生   

8q／人・日   

抽叫   

茶  

IV 牛乳中の131Ⅰ分析結果  
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V ゲルマニウム半導体検虻牒による核種分析測定調査結果  

採  
取  13Tcs   前年度まで過去  

試 料 名   採取場所    年  3年間の個  
月   

数  

大気浮遊じん   浜岡町  4回／年  4  N，D  0．013  mBq／n？   

匝下物  浜岡町  毎月  12  N．D  0．28  MBq／kq2   

上水源水  
陸  

蛇口水  静岡市  6，12    N．D  N，D  口bq／1  

水  
淡水  

14  8q／k‘托土  

0－5cm  
土  530  【8q／k■～  

旦  7．0  Bq／k【乾土  

5－20cln   
950  HBq／一口2   

精米  静岡市  N．D  Bq／k【精米   

野 大根  抑児童市   0．043  
8q／kg生   

菜 ホウレン草   富士市  0．074  

磐田市   1．2  輌乾物】  

茶  
修善寺町  5   4．0  

牛亨し  静岡市  8，2   2  N．D  N．D  8q／1   

淡水産生物  8q／k！生   

日常食  静岡市  6，11    0．34  0．56  Bq／人・臼   

m8q／1   

8q／kg乾土   

（あじ）   静岡市  円  0．25  
8q／kg生   

Ⅵ ウラン分析結果  

名  採取亜所  採取年月日  ウラン濃度  過去の他  単  位   

河川水  
〟g／1   

海 水  

土壌  

河底土  叫／ki糀土  

湖底土  

淘越生物  mg／kg生   
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Ⅶ 空間放射線線量率判定結束  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

軋 定 年 月  

最低値   最高値   （nGy／h）       平均値   

昭和 63年4月   11，8   14．7   12．5   56．6   

5 月   11．6   15．8   1Z．6   53．9   

6 月   11．6   19．8   12．7   53．1   

7 月   11．5   15．8   1Z．8   54．8   

8 月   11．4   14，5   12．5   54．8   

9 月   11．5   15．2   12．2   61．8   

10 月   11．9   15．1   12．4   60．9   

11月   12．0   18．8   13．0   58．8   

12 月   12．0   15．8   13．0   61．8   

平成元年1月   11．9   17．4   13．0   60．9   

2 月   11．8   18，8   13．2   60．0   

3 月   11．g   17．7   12．9   61．8   

年  間  憎   11，4   19．8   1Z．7  53，1～61．8   

前年度までの過去3年間の値  11．3   20．0   13．1  50．5～・67．0   
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真一 定時持水三式科中の全β放射烏巨折査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定 時 採 取）  
採取  

放  鼻寸  植  濃 度 （Bqハ）    月間＝随下毘  
年月   （mm）  

（M8q／km2）    測 定 数  最 低 値  最 高 値   

63年 4月  152．2   6   H．D．   H．D．   H．D．   

5月  165－6   7   H．0．   H．D．   H．D．   

6月  354．1   12   N．D．   N．D．   H．D．   

7月  205．9   12   N．D．   N．D．   H．D．   

8月  129．2   10   H．D．   H．D．   N．D．   

9月  367．5   9   N．D．   N．D．   N．D．   

10月   59．9   6   H．D．   H．D．   H．D．   

11月   40．9   2   H．D．   H．D．   H．D．   

12月  20．6   3   H．D．   H．D．   H．D．   

1年1月  110．0   9   HID・   H．D．   H．D．   

2月  163．7   7   N．D．   H．D．   H．0．   

3月   92．7   7   H．D．   N．D．   H．D．   

年  間  使  1862．3   90   H．D．   N．D．   H．D．   

前年度までの過去3年間の値   258   N．D．   32．0   N．D．・－1628   

表口 放射化学分析結果  

検  ＝sr  】‖cs  

試 料 名  採取年月   体  単  位  
潜                 最低値  最高値  退 去 の 憎  最低値  最高値  退 去 の 値   

時 下 物  63．4・－1．3  12  0．07  0．22  0．04・－ l．8  0．04  0．30  0．00・、130  M8q／km2   

陸水（上水）  63．6，12  4  1．6  2．2  1，5 － 5．3  0．33  0．81  0．04 一－ 4．5  m8q／】   

牛  乳  63．8，1．2  2  0．036  0．037  0．020～ 0．066  0．02g  0．053  0．003・－ 0．215  Bq／l   

過去の値は、前年度までの退去3ケ年間の睦．  
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蓑Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  ‡1，2  

13Tcs  前年度まで  その他の‡兵出された  

試料名  過去3年間の憶    人工放射性核種   単 位  

数  

l大気浮遊じん   名古屋市北区  63．4・－1，3  6  H．D．  N，D．  N．D．  mBq／れ3   

時 下 物   名古屋市北区  63．4一－1．3  12  H．D．  0．18  H，D．  0．14  MBq／km2   

瞳  
M8q／t  

水   虫：口水  名古屋市北区  63．6，12  2  N．D．  0．25  

3．1  Bq／kg柁土  

土  
210  M8q／h爪2  

1．1  8q／kg忙土  

堰   
250  MBq／k爪2   

精  米   名古屋市北区  63．12   H．D．  H．D．  8q／k古格米   

野  H．D．  

βq／k8生  

菜   N．D．  

牛  乳   名古屋市北区  63．8．1．2  2  N．D．  N．D．  H．D．  的／l   

日  常  食   名古屋市   63．6．11  2  0．073  0．094  0．063  Bq／人・日   

滝   水   伊勢湾小錦谷沖  63．8   N．D．  mBqハ   

油 底 土    伊勢湾小錆谷沖   63．8   3．3  8q／k名指土   

き   す  知多那南知多町  63．8   0．079  

大あ さ り  知多郡南知多町  63．6   N．D．  βq／k葛生  

物  

‡1検体歎が1の試料については最低値の欄に測定値罠己載．  
‡2 昭和62年11月以降の測定値について記載．  
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蓑Ⅳ 空間放射線量率測定結果  

サーベイメーター  

測定年月 

（nGy／h）   

63年 4月   108．8  

5月   95．7】  

6月  91．4   

7月   97．4   

8月   104．4   

9月   100．1   

10月   87．9   

11月   87．0   

12月   83．5   

1年 1月   83，5   

2月   85．3  

3月  80．9   

年  間  値   80．9・－108．8   

前年度までの退去3年間の値‡  74．8一－ 94．8   

‡ 昭和61年7月以降の測定値について記載。  
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（66） 三罰1肘く‡こニぉけ一る放功寸南巨調査  

三重県衛生研究所   

橋爪清、苫義政子、片岡輝美、   

佐藤 厚、石須 哲也  

1 紺 青  

三蛮県において昭利6昨10月から平成元年3月までの期間に実施した科学技術庁  

委託による環境放射低調酎こついてその場要を報省する。  

2 醐諏の椚堰  

（t）調査対象  

降水の全β放抑佗。大気渾誼じん、陳‾ド物、J．：軋随水（上水）、′卜孔、椚米、  

野菜机（大棚、ほうれん椚、11伴食及び茶の核剛〉折。サーベイメータ及びモ  

ニタリングポストによる空閃納l托率の洲た。  

（2）測淀方法  

試料挟収、前処理、仝／り牧外‖臥 γ線接種分析及び塾関税敬率の測定は、科一－㌢抜  

柵庁舶「環墳試料採収軌（S5a）」、r食べ一夕放射憶測走渋（S51）」及び椚和63年度放  

紬勘那銅舶用描丑瀾計両l†：に従った。  

（3）測定装置  

（jM射凱狼爪：アロカ＝M＝動測定潮間■rnC－51l，SC－756D。Ge準堺休校＝符：  

NAIG－】てシリーズMぐ二八，St，け－4。NaIシンチレーションサーベイメータ  

：アロカTCS－1：iし モニタリングポスト：アロカM捕－11。  

（4）錮査結果  

企β放射似Il幌泉，i火は蛮＝に、γ棉橘甜分析結果は衣Vに、勲閃綿賦坤の測定拙  

果は表Ⅶに示した．  

3 始 拍  

昭和63咋度から調査を失地したが、10月より測定を開始したので他県と比べて測  

定什数は少なかった【州フE根来に典澗椚は潤められなかった。  
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Ⅰ仝ベータ放射能掴査結果   

試 料 名    採取場所  採取昨月  検一本敷   

大気浮遊じん  

降下物  

上水 源 水  
陣  

蛇口水  
永  

淡 水  

D－5c爪  

土  
放射随濃度（含K）   例年踵まモ過去3j引uの憶   イ        瓜低俄  最高地  最低値  政商憶                    mDq／のワ                    Hnq／k内l                      ／  Pq／‘  

壌  Dq／8乾土  

5－20（Ⅶ  
HDq／km■   

拍米  帥／l用米   

▼＿＿＿⊥＿＿【←  

野  
／  

帥／E生  

菜                       ホウレン草  ／ ／  

‾7」■■■  8q／‘生   茶  ／  

牛乳  
Dq／‘   

淡水産生物  8q／‘生   

日常食  帥／人・日   

海水  
巾n（l／‘  

81t／8陀上   

海  
蕗  
生  Bq／6址  

物  

‖降下物拭国及び定時降水試料申の全β放射随舶遮貼黒   

降 水 の 定 時 採 取（定     川降水〉 大型水媒による降下物 

採取  
降水丘  放射隠洩庇（帥／1）  月l憫下蜃 月削降下丘／  

昨月  （HUq／k爪り （HDq州内り  

（川m）  

昭和63年4月  用  

5月  

6月  

7月  

何   

8月  四  9月         10月  93．0  田  N＝      N【） ／          11月  4（l．0  田  N†）      ND              1‾ ND  12月13■0   ロ  ND   
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平成元年1月  132．0  7   Nl二l   NL）   ⅣD   

2月  134．0  7   Nl）   Nl）   ND   

3月  う9．5  4   ND   NL）   ND   

年 閥 値481．5  N［）   NJ）   ～ ND   －  

前年度よでの過去3年間り随  ～   

Ⅲ 放射化学分析始果  

採取  ”sr  l＝cs  岬位／  
拭 科 名  検桂歓  

年月  ／  
／  

降下物  ～  ／  ／H8q／knl   

陸水（上水）  ／′ 
／   

伽／kg陀土  

土  
／／  打ロqルml  

8q／kg乾土  

壌   
H8qルM王   

穀類（絹米）  的／k官用米   

野菜類  ／  Dq／kg生   
／  

茶  ／ 
． 

8qノkg乾物   

牛乳  ．／  8q／セ   

淡水産生物  ／ 
⊥  

的／kg生   

日常食  
／  

／‘  
8q／人・日   

海水  爪Dq／‘   

8q／kg生  

海 塵 生  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年糊の偵。  

Ⅳ 牛乳【pの川Il分析地異  

□ 採 取 場 所  一一一 －一一・一 駒咋度如過去3■姑加鳩   

採 取 年 月 日  －－－一一一一一、一－  最低値  虎高せ   

型抜上8q〟う⊥       ／  
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V ゲルマニウム半場休検出器による抜穂分析測定鯛兼題粟  

採  
収  l＝cs  嗣年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所    咋  過去3年間の値    人工放射性抜確   叩 位  
パ   

放   叔低仇敵高債                     鳳低値  最高値   
S63．12  m8q／m3   

1＝cs   H帥／h12   

巾Dq／ゼ  大気浮遊じん   津直接摘   ーIt元．3  3  NI）    Nl〕           降下物   †I七山桜柄  S63．11 ーtl元．1  G  Nt－】  t）．用Z±  0．022          陸 永  上水 貯 水                     蛇口水  抽出桜摘  S63．1】 ll元．2  2  Nl）  N＝         淡 水  
2．！16±（l．：用  l＝c5   岩q／■kg陀上  

ロー 5clれ  沖小栗l†  S6：！．8  ロ  
土  17こ1±2：i  HDq／kml  

壌  Nl）  13■ cs   8q／kg†∑土  

l                               5－20t瀾  佃け菓【r  S6：l．8  
Nl〕  MDq／km】   

栖米  松阪巾  S6：l．！）  l   N11  8q／k8†n米   

野  多気郡 嘲悌頑  S6こl．＝  l   り．01q±0．00：l  

Dq／相生  

菜   Nl二l  

l＝ 

茶  大子沖「 亀Ill巾  S6：i．5  2  2．∧l±∩．07  ヱ．75±q．00  cs   Dq／kg†乞物   

牛乳  S63．12 t一 N＝  
村   元．3  2  l）  

8q／‘   

汲水注生物  的／kg生   

日常食  沖 巾  隠主  2  0．（M6±  0．007  0．121±  0．O12  Dq／人・日   

海水  ∩ロq／せ   

海底土  Dq／kg陀土   

海  

産  
8q／kg生  

生  

物  

Ⅵ ウラン分析出来  

試 料 名  採牧場所  採取年月日  ウラン濃腹  過去の依  革／悦   

河 川 水  「／／   

噌／g   

海   水  

土   壌  ′ 

河 底 土  昭／kg乾土  

海 底 土  ∃  

／  
昭／座生  
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Ⅶ 空Ⅷ放射埴丘頑磯定始果  

モニタリングポスト （nGy／ll又はcps）    サーベイメータ  
測  定  4F  月  

叔低漬  兎市債  5lZ均伯   （nGy／h）   

平成  咋 4月  

5月  

6月  

7月  

8月  

9月  

10月   l：！．2   用．2   ‖．5  

11月   13．2   t8．0   川．1  

12J】   1：l．2   ほ．！I   lノl．4   34．9   

年 1月   1：l．2   21】．l   11．5   35．8   

2月   13．Z   用．6   11．5   34．d   

3月   13．2   川．6   †1∴1   3ノl．9   

年  目】  佑   】：i．Z   2り．l   14．4  胴Jl、■35．8   

前年度までの過去3咋削り億  
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（67） 京都府iこおiナる放射骨ヒ鯛査  

京都府衛生公害研究所  

辻厚男・入江重美・藤波直人・江阪忍  

1 緒 言   

京都府では、前年度に引き続き科学技術庁委託による環境放射能水準調査及び放射線監視交付金  

による高浜発電所周辺の環境放射能調査を行ったので、その結果の概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

（7）環境放射能水準調査   

空間線塵率、浮遊じん、降下物（定時採水及び月間雨水）、上水（源水及び蛇口水）、淡水、農  

畜水産物（茶、米、大根、ほうれん革、牛乳、ふな、さば）、土壌、日常食  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能調査   

空間線量率、積算線量、浮遊じん、降下物、陸水（源水及び河川水）、陸士、農畜産物（米、大  

根、ほうれん草、高菜、みかん、牛乳）、指標植物（松葉、よもぎ）、海産生物（めばる、さざえ、  

なまこ、わかめ、ほんだわら）、海底沈積物、海水  

（2）測定方法   

試料の調製及び測定方法は、科学技術庁縮『全ベータ放射能測定法』、『ゲルマニウム半導体検  

出器を用いた機器分析法』、『トリチウム分析法』、『ストロンチウム分析法』等に準じた『京都  

府環境放射能測定法（改訂Ⅲ）』に依った。  

（3）測定装置   

測定機器は、表1のとおりである。  

（4）調査結果   

表Ⅰ～Vに調査結果を示す。  

（ア）環境放射能水準調査   

今年度より降水を除く環境試料については、ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析調査を行  

った。茶にソ連チェルノブイル原子力発偲所帯故に由来したものと考えられる134csを検出したほ  

かは137csが従来の測定値と同程度舐められた。  

（イ）高浜発電所周辺の環境放射能調査   

今年度の調査結束では、陸士及び松葉に134cs、さざえにI18mAgを検出したが、これは、ソ連チェ  

ルノブイル原子力発電所事故に由来したものと考えられる。その他、検出された核種は、3H、及び  

長半減期の137cs、98srであった。  

3 結 語   

前年度に検出されたソ連チェルノブイル原子力発電所事故由来の核種もほとんど検出されなくな  

り、事故以前のレベルに戻りつつある。  
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表1 測定機器  

モニタリンク“ホ■朴：DBM方式NaI（Tl）シンルーシヨン検出帯  

垂聞組立率     放射能水準調査：NaI（Tl）シン≠トショントヘ、、イメー，   
空㈹棋界線量  熱蛍光線量計 TLD素子（CaSO4：Tm）   

がンマ線放出核種  ケ■－ルーニケム半導体検出器   

トリチウム   液体シンルーシヨン計数装置   

全へ■、－タ放射能   
GH計数装置  

フ●ラスチークシンルーシヨン検出絹   

モニタリンクt■ホ●朴  

全アルファ放射能  ZnS（Ag）シンルーシヨン検出締   

ストロンチウム  低ハ、一っ〃、うウンド放射能測定装置   

l 定時採水試料中の全β放射能調査結果  

一－‾‾‾ 

‖ ∠ト乳小のト131分析結果  

■ 
一  

N．D．  N．1）．   N．D．  N．D．   玉し艶j匡 ．63．5．30巨．63．10．2盲           ．63．7．7  ．1．1．10  最低値  潤           N．D．   5丁す 

汀 放射化学分析結果  
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Ⅴ 空間放射線真率測定結束  

測定場所 モニタリング     ポスト（nGy／h   月  ーヘ‖イメー  

舞鶴市大山  舞鶴市倉梯    綾部市  

リ克年月▲丘                                 低値  惜  ．．捜膳  債    、均傾  面頭  ＿償  堕購 46  n鮎址．  81  暗和郎 4月  30  45  3i  34  52  37  田  62   
5月  0  ヱ2  3‘  33  70  37  坦  82  46   頭   
6月  30  65    焉 9日 

「 月  29  5官  函  33  59  5訂  頭  召5  璽   33  70  36   90   

8月  30   43  75  45  国   
亘亘  3訂  国   33  凶 ●   凶  62  凶   i打   

10月  30  114  函  国  100  田  43  80  45   国   
11月  30  田  35▼  34  百亘  37  43  72  47  89   ▼▼‾▼【 
i2月  27  74  33  30  行  84   

104   
3月   

104  
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（68）大阪々守んこおiナる 放易寸肯巨言周！査  

大阪府立公衆衛生研究所   

田村 幸子、渡辺 功、布浦 雅子  

1 緒 言  大阪府における昭和63年反故射能調査結果について報告する．  

同年度、大阪府は放射能調査強化県に指定され、ゲルマニューム  

半導体検出器が設置されたので、年度前半については各種試料の  

全ベータ放射能測定を、後半はゲルマニューム半導体検出器によ  

る＝lI、1＝C s、及び＝Kの測定を行った．但し、定時降水に  

ついては、年間を通じて全ベータ放射能測定を行った．  

2 調査の概要   

（1） 調査対象   大気浮遊じん、降水、降下物、上水（源水・蛇口水）、  

土塊、精米、野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベ  

ツ）、牛乳（原乳・市販乳）、日常食、海水、海底土、海産生物  

（サバ）の各種試料及び空間線量率測定である．  

（2） 測定方法   放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った．   

（3）測定装置   G M計数装置：アロカ製T D C－501型  

ゲルマニューム半導体検出器：日本原子力事案K．K．製  

IG C－1619 S聖  
モニタリングポスト：アロカ製M A R－11型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ製T C S－121型  

（4）調査結果  表Ⅰ、Ⅲ、V、Ⅶに示す．表Ⅰ中大気浮遊じんの億及び  

表Ⅱ中降水の値は6時間債である． なお、黄Vに示した野菜の  

他にタマネギ、キャベツの測定を行った．それらの＝T C s値は、  

いずれもN Dであった．  

表Ⅶに示したシンチレーションサーベイメータによる空間技量  

率測定結果は奇数月が3地点、偶数月は2地点の平均値で奇数月  

と偶数月は測定場所が異なる．  

3 結 語  昭和63年度大阪府における放射能調査結果は、従来から行っ  

ている測定については、62年度と同機の結果であり異常値は認  

められなかった．また、新たにゲルマニューム半導体検出器を用  

いた測定結果についても 異常値は組められなかった．  
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Ⅰ全ベータ放射能調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間¢宅  
試 科 名   採取場所  採取年月  検体致  単 位  

最低個  最高値  最低層  最高値   

大気浮遊 じん   天眼争  S．もう．ヰー勺  6   24   ＝7   16   7ヨ6  哺q／が   

降下物  大取市  S．‘3．ヰ～？  6   ND   13   ND  う＝  HBq／knつ   

上水汲水   0．10  0．0q  0．t3   
陸  

蛇口水   Bq／‘  

水  
淡 水  

象料野  0－ 5c爪  
0．78  0．78  0てS  8q／g乾土  

土  簸取町   午8べl♂  射り♂  伯六l♂  H8q／km；  

填  泉南郡 東  S．らう．7  l  0．引   0・r杵  0・74・  Bq／8乾土  
5－20cm  

簸町  t50Y10ち  ほ0くl♂  ● l  H8q／kni   

精米  Bq／g精米   

野  
Bq／g生  

菜   

茶  Dq／g生   

牛乳  能勢町也  S．ムヨ．ちS  3   4B   ヰS   4l   4B  Bq／ゼ   

淡水産生物  8q／E生   

日常食  東屋・怖  S．ら3．ら  l  63   48   ら6  8q／人・日   

海水  大敗葛  S．るう．8  □  14   14   17  mBq／‘   

海底土  大取三亀  S．らう．色  t  0．引  】0・ワ8  0月S  8q／g乾土   

海  
産  
生  Bq／g生  

物  

Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能淵査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採  取   

降水量  放射能濃度（Bq／1）  月間降下量  月 間降 下 量   
年  月  （MBq／細り   （HBq／km2）  

（爪m〉                                           測定致  最低値  最高値   

野桓ら3年 4月  l〇＝   ら   ND   2．2   4．S   12．ら   

5月  lら7   「   ND   ND   ND   ND   

6月  4t7  10   ND   ND   ND   ND   

7月  182  皿   ND   卜2  48   ND   

8月  llq   ND   ND   ND   ND   

9月  1ワ4  笥   ND   ND   山D   ND   

10月  ∫0  ？   ND   l．2   7ヰ  

11月  S4  斗   ND   ND   ND  

12月L ら  ！  ■ ．uD   ND   刃D  
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雪域丸年1月  l引   8   ND   ND   ND  

2月  210  lO   ND   ND   ND  

3月  ND   l．Z  S．Z  

年  間   値  1734  q2   ND  2．2  ND－4g  ND － 1う   

前年度までの過去3年間の値   2う7   ND  4．7  ND－ユ50  ND ～ 引0   

Ⅲ 放射化学分析結果  

採取  90Sr  1＝Cs  単  位  
試 料 名    年 検体致  

月  最低値最高値   過去の値  最彗儀  薫：高迂  過去の過   

降下物  H的州爪l   

陸水（上水）  ¶Bq／g   

8qルg乾土  

土  
M8q／kl㍉  

Bq／kg乾土  

填   
Hβq／km才   

穀類（精米）  的／kg撒米   

野菜類  8q／kg生   

茶  －  Bq／kg乾物   

牛乳  βq／‘   

淡水産生物  Bq／kg生   

E常食  Bq／人・日   

海水  mDq／‘   

海  

産  
Bq／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年Ⅶの値。  

Ⅳ 牛乳中の‖■l分析結果  

採 取 場 所  前年度まで過去3年間の憶   

採 取 年 月 日  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／ゼ）  
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Ⅴ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定鋼査結果  

浣  
取  】書▼Cs  前年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の七    人工放射性接種   単 位  
月   

致                     最低値  最高値  最低儀  て・三†妻   

大気浮遊じん   大取申  う．もう．10 ーHl．ヨ  b  ND  ND  m8q／mつ   

降下物  入眼中  5．措．iO 一H．1．∋  6  ND  0、Oq  H8q爪印？   

上水 汲 水  守口市  ～払】2  l  0．う2  
陸  

ND  m8q／‘  

水                         蛇口水  大陸‾  ●  l             淡 水  

8q／kg乾土  

ロー 5c爪  

土  HBqルmつ  

壌  8q／kg乾土  

5－20c爪  
H8q／kmt   

精米  天眼市  ●  l  ND  8q／kg惰米   

野  大戸E掃  5患Il  l  ND  
Bq／kg生  

粟   ND  

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  l・・・ミ  S払．1l Hl．1  ∋  NP  ND  8q／g   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  亀亀1怖  1払1つ  l    0．08  Bq／人・日   

海水  m8q／‘   

海底土  Bq／kg乾土   

海  0．2う  

塵  
Bq／kg生  

生 物   

Ⅵ ウラン分析結果  

試 科 名  採取場所  採取年月日  ウラン頭皮  過去の値  卓 也   

河 川 水  
噌／‘   

海   水  

土   壌  

河 屁 土  喝／kg乾土  

海 底 土  

海産生物  叩／kg生  
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Ⅶ 空間放射線量串測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h又l延亘妙    サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

軸らう年 4月   lち．0   lら．5   l斗、l   7q   

5月   13．0   lq．5   14．l   らら   

6月   13．7   I5．I   14．I   Bl   

7月   13．4   14・5   lう．q   ら2   

8月   tう．ワ   15．l   l斗．l   84   
9月   l∋．？   14・「   14．l   ら斗   

10月   lう、q   15．ら   l斗う   引   

11月   」斗，0   J4．8   14．う   ら6   

12月   13．？   14．？   14．う   「q   

平館元年1月   l∋，q   15．2   t4．う   ら包   

2月   lう．q   lら．4   14．5   「「   

3月   1∋．「   lEq   14．2   らl   

年  間  値   】∋．0   甘ち   14．2  どう－100   

前年度までの過去3年間の値   12．q   23．2   14．l  5年～＝0   
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（69）兵庫鼎レこおlナる放射骨転謬司査  

兵庫県立衛生研究所  

犠打公郎 寺西 清  

1．緒言  

前年にひき続き，昭和63年度に兵庫県が実地した科学技術庁委託による放   

射能測定調査結果について報告する．  

2．調査の概要  

くl）調査対魚  

定時採取した降水，大型水盤による降下物，大気浮遊且，上水（蛇口水）  

土壌，日常食，牛乳（生産地），野菜（生産地），米（生産地，消費地）  

海産生物（あじ．生産地），垂間線量率   

（2）調査方法  

試料の前処軋 全ベータ放射能測定，および核種分析は．主として科学技  

椅庁のマニュアルに従って行った．   

（3）測定機器  

アロカ  L B C4 5 2  

富士電気 NHS710  

日木原子力事業 高純度ゲルマニウム半導体γ線波高分析装置  

3． 調査結果  

測定結果の表1に示すように，定時採取による降水の全ベータ放射能の  

測定値については62年度とほぼ変わらず特に異常値は拉められない．  

ゲルマニウム半導体γ線波高分析装置を用いた＝tI，13Tcs，りKの  

測定値を表2に示す．全ての試料について，31Ⅰは検出されなかった．13Tcs  

についても，昭和62年度に比べて全ての試料において大きな変化は認めら  

れない．さらに全ての試料についてりKは前年度と比較して特に変化は経め  

られなかった，  

垂間組主事についても表3に示すように過去3年間と変わらす異常は認め  

られなかった．  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水量   降水の定時挽取（定時性水）  

年月   放射能濃度（馳几〕  月間降下i（胞l几ポ）  

測  点低値  最高値   

1988．04   8l．4   LTD  L’m   

1988．05   162．4   8   LT¶  Llp   

1988．06   348．2   Ll¶  LTD   

1988．07   86．9   LTt）  LTD   

1988．08   l茨）．2   LTt）  LTD   

1988．09   93．4   LIU  l．0   7．l  

1988．10   43．3   6   LTD  L’m   

1988．1l   66．4   4   LTD  Ll℃   

1988．12   2．g   l．2  l．2   3．3  

1989．Ol   93．3   9   LTD  LTD   

1989．02   128．l   9   Lm  l．l   4．1  

1989．03   58．9   9   LTD  LTD   

表2 ゲルマニウム半導体放出軌こよる核種分析脚査結果  

試料名   肋骨所  採取年月  検体   1M包  前年度の値   その他検出された  単位  
赦  最低値 最高値 最低値 最高償  人工放射性接種   

大気浮遊塵  LTD  LTt）   LTT）  咄／W  

豊岡市  88．04－89．03  4  LTD  LTD  LTD    LTl）  咄／≠’  

降下物   神戸市  88．04－89．03  12  LTt）  0．13  LTl）   0．26  嘲几㌦   
蛇口水  神戸市  88．（蔦．88．12  2  LTt）  LTD  LTD  咄／l   

土月如－5cm  74 74  恥旬蔵土  
3．0 3．0  C軸几ポ  

土壌5－20cm  13 13  軸几g乾土  

1．8 1．8  C81几ポ  

生産地米   LTD LTD LTl）  恥几g精米   

浦兼地米  神戸市  88．12   LTD  LTD  LTt）  8q／1g粁米   

大根   加西市  88．12   Lm  LTD  8．013  陶／tg生   

軌ン革  加西ホ  88．12   LTp  l．11）  【一1p  叫／tg生   

牛乳   三原町  88．08．89．02  2  LTt）  0．t3  LTD  鴎／1   

日常食  加古川市  88，（札88．12  2  48  72  ％  咄／人日   

海産生物  神戸市  88．（搾   0．茶    0．36  軸∧g生   

空間放射線量率射定結果（神戸市）  

サーベイメータ（nGy／h）  

64  

66  

66  

65  

64  

65  

67  

65  

67  

65  
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（70）手口守矢山県乙こまゴくナる放身寸台巨調査  

和歌山県衛生公害研究センター  
内田勝三  有本光良  
宮本邦彦  塙  功  

1． 緒  言  

前年度に引き続き、昭和63年度科学技術庁委託によろ放射能測定結果について報告   
すろ。今年度よりG e半導体検出器導入に伴い核種分析が追加され、従来測定していた  
全β測定では降水について測定を行った。  

2． 調 査 の 概 要  

（1）調査対象  

降水 〈全β測定）、大気浮遊塵、降下物、蛇口水、日常食、土壌、各種食品（牛乳、  
ハクサイ、大根、アジ、米）の核種分析、および空間線王事測定を行った。  

（2） 測定方法  

試料の調製およひ測定方法は昭和58年度科学技術庁娼「環境書式料採取法」、昭和  
51年度改訂「全β放射能測定法」、昭和54年度「G e半導体検出器を用いた横  
器分析法」に従った。  

（3）測定装置  

G e半導体検出器（米  
低バックグランド全β  

S
製
製
型
 
 

じ
杜
社
1
 
 

L
カ
カ
1
 
 

P
ロ
 
ロ
ー
 
 
 

ア
ア
R
 
 

製
（
（
A
 
 

社
置
タ
M
 
 

ラ
装
－
 
 

べ
定
メ
製
 
ン
測
イ
社
 
 

国
放
 
 

－、35シリーズ型）   

L B C－452U型）  
キ  
射  

十
能
 
 131 型）   r線シンチレーションサーべ  ＋

 
 

S
 
 

C
 
 

T
 
 モニタリングポスト   

（4〉 調査結果  

カ
 
 

ロ
 
 

ア
 
 

（
 
 

表1に定時降水試料中の全β放射能調査結果を示した。最高値は10月のl．78qハで昭  
和61年チェルノアイル事故の約1／6に相当する。表2にG e半可＝本検出器によろ核種  
分析測定結果を示した。当時の核種分析の結果については過去の結果と比較出来ないが  
第29国環境放射能調査成果抄録集（1986年）と比べると差はなかった。表3に空間綾里  
審判定結果を表したモニタリングポストによる値は衛生公害研究センター屋上に設置し  
連続測定を行った結果である。この調査も今年度より開始きれたものである測定値は科  
学技術庁娼「環境及び各種食品等に閲すろ放射能測定調査結果報告書（昭和62年度）  
と比べ、異常値はなかった。サーベイメーターによる測定値も同様であった。  

3． 結 語  

今年度の調査結果は全て異常値は検出きれなかった。前年度と同じであった。  
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表1定時降水試料中の全β放射純測定結果  蓑3．空間放射線王事測定結果  

考2 ケルマニウム半濱休傾出器による核種分析測定測定結果  

その他の繊出  
は†斗 名   ほ取叫斬  1逼取年月  は体I隻   111Cさ  された人工放  

故加住個欄  岨 伯  
最 低 線 最 高 鰻   

大気iチ旦■   拍歌lい市  3ウ月毎    M n   0．l  ■恥／■i   

ほ下情  〟  毎 月  12  H D   l．0  H81】／k■  

l壷7k（蛇口水）   析富市  888．8gl  2  N D   4．8  ∩軸／l   

土  H【〉   H D  帥／g柁土  

l翼   l．6   l．6  如／8佗土   

繊 米  〝  19892．   0．2   0．2  臥l／極生   

即  H D  
恥叫躍  

菜   H O   N D  

牛丸（市取乱）   〝  888．8gl    H ひ   0．0：I  臥l／l   

8 高 良   仰岨Ll巾  885．88 tt  2  0．04   0．05  恥／人・日   

魚用（アジ）   析富市  198g3．   0．01   0．01  8q川l生   
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蓑1定時降水試料中の全β放射能測定結果  表3．空間放射線主審測定結果  

萄2 ゲルマニウム半洲本検出器による核種分析測定測定結果   

その他のは出  
拭†斗名   l呆取場所  採取年月  ほ体I貴   l‖C＄  された人工故  

放射性榛用  狙 伯  
J■馴 ‡  れ 高 嶋   

大貫浮避膚   和歌山市  3ケ月毎    H D   0．l  れ軸／■i   

l‡下甥  〝  毎 月  12  H D   1．0  M81】几■   

l垂水（蛇口水）   析喜 市  888．R9l  2  H D   q．8  l1811／l   

土  H O   H ひ  帥／8佗上  

】竃   l．6   l．6  8■1／g佗上  

繊 米  〝  198g2．   0．2   0．2  帥／k8生   

I†  H O   H D  
睦  

菜   H D   M D  

牛丸（市砺乳）   〝  888．耶）l    H D   0，03  8q／l   

日 ■茶 盆   fn秋Lll市  885．88 ＝  2  8，04   0．05  8（l／人・臼   

魚柑（アソ）   柄富市  l開92．   0，Ot   0．Ol  帥川！生   
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（71） ′！鴇11又＿蝦↓こゴづ巨）■る〟k身寸宙巨封勾金  

鳥取県衛生研究所   
佐藤 自、谷口 早苗、尾旺l喜夫、洞崎 和徳  

「－  ‾－－－‾－、‾1  
1 紺．云  

j・耕．川代湖による放射能i／ノラてさの劇作研究から妬めて現／トは、原l′・力允心ゾiの■糾牧肋l卜1－ヤ佃   

川川の推進のため、裁がll押）偵発砲．掛等のl上地坊主の放射線化粧I一業成果の．刑机こ壊するたれ胴  

撞県とし．てのデータを品目貯寸1∴  

2．制作の㈹牒  

（1）調企対蔑  

降車 【簿卜物  レk  ′i■孔  野菜  精米  加水仙  Ll常食  人；も浮遊じん  

仁壌及び空胤線先  

（2）測定方法  

科学摘術庁編‡仝ベータ放射臆測定髄（昭和膏1i卜）J他 放射能測定法シリーズ 及び  

－胤紆能測定劇蚕桑託冥施計両．琴」に娃づいて宿った。  

（3）測定基耶  

（川1計牧基苗  ：八l．（）1く∧ ∵り（■■－1（）う  

披■ニーニi分析話芸  Il、l／二  う（〕弓  

サーベイメータ   ：八1」〔）KA ’l、（●S l二三l  

モニタリングポスト：∧L′OKA M∧トトー11  

（4）諷査結黒  

木祈掛几掛倒こおいて、＝嚢中の全ベータ放射能ほ、土胴部が下層机上り紙く平常の状旭  

であった。  

碓水中の放射能に．il■l二●甘いレベルルのが認めJ、Jれたが、その†山川肯境試料とI‖】様キ・＝こ異  

常はぷ伊）なかった∴  

各純血－いこついてu、例年とはとんど変わらなかった（  

3 結 語  

木年I■空もか件姥と州菜、斗引こ減帯は認められずづ‡祝さ三島惜を行うイ・にである 
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l 全ベータ放射能調査措巣  

放射 能濃 度（含K）  

叔高位   

り．3  90．7   4．1  くうぅ9） 1B2  ■llq／■3  

MBq／k■2  

ND   ND   Nl）   Bq／l        ND  

1．25  1．う0  1．2f〉  1．39  8q／g乾土   

110   118   71   172  【Bq／k▲2   

0．76  0．8う  

184  165   164   166  仰小■2  

Rq／g精米  0．02  0．02  D．02  0．03   

0．Ob  U．0（i  0．0（i  U．U＝h   
的／g生   

0．17  0．17  0．11  0．15  

机／g′ヒ   

0．04  0．06  0．04  0．05  的ハ  

8q／g生   

0．03  0．02      0．0〕    0．0∋  Rq／人・Fl  

■Bq／l  

Rq／g乾土   

U．10  0．11  0．10  0．11  
（）州ま緊急時・ナェルノブイル甲織  
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Il 人！l■量水他による日射降ド物試料及び定時降水三代料・いの全β放射臆調査蛸某  

降 水 の 淀 時 採 取 （定時降水）  大聖水想による降F物  
書粟  収   

年  月  
j】l銅降‾F嵐  

（M臥l／k■2）   

J】聞 降 下 邑   
（Mbq／k■2）  

放射臆前肢（臣1／り  

昭和6う年 4Jl  9．b 2  

13．69  

2／l．ノ12   

18．87  

コ t、（】り   

12．95  

2 2．2   

34 4．1  

7（）．〕  

19．bl  

4 8．4 7  

75．11  

∋ 7．1う  

55．う0  

2 2．り4  

年  I呂l  傭  1う．5  

（11．4）  

12．2  
ND～う44．1 ND～（l・j㌍）  

9．62－－7ち．11  
‾▲ 

∴J「り由、7「’  
l摘年度まての 過去3咋l帥円 債  N［）一－  

277．8  良≡しq 

（）内は緊急時・チェルノアイル事故  

1V 牛乳中の1Jll分析砧果  

的中収量で過去う咋l抑乃 飢   採  取  場 J好  

ほ 収 jト パ l．I   

放射随濃度（肋ハ）  
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（72）島根県トニおもナる放射骨巨剋喝査  

島根県衛生公賓研究所  

細田 晃、寺井邦雄、江角周一  

吉岡勝広、山本春海、五明田事  

1．緒 言   

前年度に引き続き、昭和63年度に実施した科学技術パニ委託の放射能調査及び爪が実   

施した原子力発電所周辺の環境放射能網査の概要を報告する。  

2．調査の方法  

（1）調査対象   

ア．科学技術庁委託放射能説査  

定時降水、降下物、上水、土壌、精米、野菜、牛乳、日常食、海水魚、空間線量率  

イ．原子力発電所周辺環境放射能調査  

空間積算線量、空間線量率、浮遊塵、降下物、陸水（水道原水、水道管末水、池水、  

河川水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん革、キャベツ、  

茶、牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、わか  

め、ほんだわら類、のり）、陸士、海底土  

（2）測定方法   

測定は、「昭和63年度放射能委託調査計画」、「昭和63年度島根原子力発屯所周   

辺環境放射能等測定計蘭書」及び科学技術庁絹各種放射能測定法シリーズに準じて行  
った。  

（3）測定装置  

測定 区 分  使 用 機 器   

全 β 放 射 能    低バックグランド27【ガスフロー計数装置   
核  

種  3H  低バックグランド液体シンチレーション計数装置  

分  そ の 他  Ge検出韓付き4000チャンネル波高分析装置   

析   

垂  線  モニタリング  ‡原発監視：DBM回路付き 3”¢球形NaI；Tl検出烏   

間  委託調査：1”¢Xl”NaI：Tl検出器  

線  

尭   
嘉：末次、大声については、2”x2”¢NaI：Tl検出番   

（4）調査結果  

調査結果のうち、主なものを次の表に示す。   

ア．全β放射能  
松典、むらさきいがい及び定時降水については、前年度と同等のレベルであった。   

イ．核種分析  

核種分析の結果、降下物、茶、松葉からソ連原子力発電所事故の影響と思われる   
134csが検出された。その他は、事故前のレベルと同等であった。   

ウ．空間線量  

年間積算線量は、県下で0．47～1．00mGyであり、原子力発電所周辺地域（5kn以  
内）の平均は0．60mGyで、それ以外の地域の平均は0．70mGyであった。また、  
モニタリングポスト及びサーベイメータによる線量率の測定結果は前年度と同程度で  

あった。   

3．境 謂  
昭和63年皮の島根県下の環境放射能調査結果において、一部の試料で、ソ連原子力   

発電所事故の影響が見受けられたが、全休としては、事故前と同等の放射能レベルであ  
った。  
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l全ベータ放射能調査結果  

＊  放射能濃度（含K）   卯年産までの過去3年間の   
試料名   採取場所  採取年月  検体数  

最低値 最高値  
単 位  

松葉  鹿島町 1  ’88．10  0．078  0，078   0．11  Bq／g生   

むらさき  

いがい  原発沿岸  ’88．7  0．093  0．052   0．093  8q／g生   

＊：数字は地点数を表す  

Ⅲ．定時降水試料申の全β放射能調査結果  

採  取  降 水 の 定 時 採 取（定時性水）  

降水量  放 射 能 濃 度（Bq／t）    月間降下量  

年  月   （■■1                     （MBq／撼）    測 定 赦  最 低値  眉：高∵値   

昭 和 6 3 年 4 月   80．6   0．47   1．70   

10  5 月  107．7  
9  6 月  193．8  0．65   16．24   

7 
8月   41．g   5   

9 月  238．5  15  0．47   13．51   

0．39   0．96   ロ        10 月  107 5         11月  126．8  15  1．18   18．69   
6  －  1Z  

12 月   55．  2．31   15．47   

0．72 0 平 成 元 年 1月  145．2 189．Z  田  
3 月   80．3   ．47  6．33 2．81   

年   間   僑   1646．9  l14  Z．31ト～ 18．69   

前年度までの過去3年間の債    ；44．03 ト～ 1219．89   

－：検出限界未満を表す  

Ⅲ．放射化学分析結果  

試料名   採取年ノ】  模作赦 H  五戒一軒弟持す 世 相   

0．037  0．061  ‾▼   ー～0，1Z6  Mnq／扉   

† 3．6～10．6  

65   】379  Mnq／届   

O・0416  腫 卜 物  闇．小㈹．31 9              忘∴∴  ’88．7    l．4  lこi．0  Bq／kg椚兼  

0．248  0．159 ～ 0．718   Rq／kg生   

】．】5l  0．907 ～l．735   llq／kg生   

穀 斯（精米）   

捕 物（松葉）  】    2．311   Z．346 一－20．59l  Bq／kg生   
n－ 

弓’a8・4 0．044  

8q／k長生  

0．067～0．244  

物 0．098  

芝ふ崇ら軌∃：……：三O；  ・     ；；一 ●    二重二二［二亘二二  0・019lo・024 0．089 0．058   1．85 ～ 6．29  nBq／£  ”  「一一≠－】肌－－一ド」  ＋＋ 繕芸誌）1‥……‥≡－10！ ・88．4－10】       －～0．ZOO  毒     0．123   
ー：検出眼界末渦を表す  

Ⅳ．隼乳咋の1＝Ⅰ分析結果  

採取場所   
斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  斐川町  鹿 島 町  前年度までの過  

坂 Ⅲ  敬 一11  坂 田  坂 田  坂「11  顔：l11  北 部 武  ム3年間の椚   

採取年月日   6：i．4．26  63．6．28  63．8．19  63．11．3  63．12．2  1．2．28  63．4．5～l．1．3  最 

一：娩出限界未満を表す  
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V．ゲルマニウム半＃体検出零による核種分析測定調査結果  

＊   採取  前年度までの過去   その他の検出  

採取場所  体  3年間の値  された人工  

松江ホ1  

年月   

降   ド   物   松江市IL′′   四  

L   三瓶町1  ’88．7  

精 

】  

茶  

松 Z5l．20   1＝cs    陸上水原水 釦水 水 淡水   松江市2 沢山市1 松江市1 鹿島町1  岳二；買，：：2 ’88．6  5 巴 ロ      39．92  6．11 2．85187．85      0～5（珊 上   鹿島町3 三瓶町1  ’88．7  4  下「         町5～20（刃 H       ’88．11 〉－88．1Z  ロ  9．66   7．46       米 菜iキャベツ    松江市1 鹿島町1   ロ 3 ロ  0．0：13  0．191  0．04  0．08      鹿島 三瓶 鹿島 鹿島 三瓶      0．20 0．15 l．44  0．04  0．13 0．20 Z．03  1＝cs    」               一面畠     67  0．14  29．33     鹿島町2 葉松江市1，88．4   
牛  孟瓶憲ミ肌3      0．08  5．55  1 0．09 】  3g．59  1＝c5 u M   乳【斐川町1禰   

J些帥1－88     15   ＝f食言松江市 

【▼¶ j  0．02 0．11  
「8   トー 2．9Z     円        2．63  4．04     1▲＿■ワ吐竺▲＿  ＿二【【⊥聖塑聖二   

㌃水寵碧喜ゴて喜喜  
l l  

海 産 生   

H   

賢弟保閑町§■88．6  

平田市－88．9  ≡：≡芸霊宝冨弓：；；：て。 ほんだわら類原発沿岸 ‖  弓 座ま岐  
′′（叩）  

いがい 
さざえ（肉）1原㌍岸に；；：て  酢88・7  ；－88．9  

牒i峻  ∈ l 0●03と§0●12  
＊：数字は地点数を表す  －：検出限界未満を表す  
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Ⅵ．空間放射線量率測定結果  

a．水準調査  

サーベイメータ  測  定  年  月  
最 低 値 最 高 値   平 均 値   （nGy／h）  

昭和63年  4月   115  150  124   67．0   

5月   111  176  124   74．5   

6月   11Jt  188  125   67．6   

7月   201   69．9   

8月   166   85．6   

9月   182   71．3   

10月   Ilrll 195   128   ′78．6   

11月   116   132   80．2   

12月   127   72．6   

1月  
－－   

280  128  70．5  

2月   210   1ユ1   69．3   

訂月   114   230   126   73．l   

年  間  臆   111  Z80  126   67．0～ 85．6   

前年度までの過去3年間の億  110   280   lZ7   63．5 ～・85．7   

b．原発監視モニタリングポスト  単位：nGy／h  

地   点   最 低 値  最 高 値   平 均 値   

西 浜 佐 陀   47．6   149．1   56．3   

御  津   32．5   99．9   38．5   

古  浦   30．1   101．0   37．Z   

片  句   34．1   102．2   44．2   

北 濃 武  3l．5   106．8   37．2  

佐柁本郷  23．3   】06．3   28．4   

末  次   Z5．1   97．4   36．9   

大  芦  37．6   

Ⅶ．空間積質線量（TLD：各地域の平均値）  ■Gy／908  tGy／年  

地   域  地点数  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年間線圭   

′発かち半径引鳳以内  20   0．15   0．15   ¢．15   0．15   0．60   

発かち半径5h以遠  0．17   0．17   0．17   0．17   0．70   
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（73） 岡山県らこお乙ナる放鳥寸青巨富用査  

岡山県環境保健センター  

杉山広和 遭広憲秀 生本照子  

片岡敏夫 清水光郎 柚木英二  

1緒 言   

岡山県が昭和63年度（1988年4月～1989年3月）に実施した各種環境試料中の全ベー  

タ放射能、牛乳中のユー＝∋・1Ⅰおよび空間線量率の測定結果ならびに、ウラン鉱の採鉱から製錬、転  

換、濾縮までの一貫した技術開発を行なっている、動燃人形峠事業所が上流域に立地している吉井  

川水系の河川水について、ウランの測定結果を報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象   

大気浮遊じん、降下物、降水（定時降水）、陸水（上水）、土鳩、農畜産拘（柑米、野菜頬、牛  

乳）、日常食、海産生物（海水魚）中の全ベータ放射能、牛乳中の13⊥Ⅰ 、河川水中のウランお  

よび空間線量率について調査した。  

（2）測定方法   

各種環境試料の調製および測定方法は、科学技術庁編「放射能測定調査委詑実施計画書」（63  

年度）および科学技術庁絹「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、「放射性ヨウ素分析法」  

く昭和52年）、「ウラン分析法」（昭和57年）に従った。   

（3）測定装置  

全ベータ放射能の測定：GMカウンター（富士電機製NSH－2001型・NGMA1201－  
1およぴアロカ製TDC－501・GM－5004）  

i3⊥Ⅰの測定：3”中×3”NaI（Tl）シンチレ，ション検出器およぴ512chPHA  
（キャンベラ社製シリーズ35）  

空間線量率の測定：シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製TCS121C）   

ウランの測定：分光吸光光度計（島津UV－200S）   

（4）調査結果   

各種環境試料中の全ベータ放射能、牛乳中の⊥3⊥Ⅰおよび空間綽量率の測定結果は、いずれも  

異常は認められなかった。   

また、吉井川水系にあたる動燃人形峠事業所の周辺と、その下流の河川水についてウラン濾度を  

測定した結果、全地点とも検出下限値未満であり、従来同様低いレベルであった。   

3 結 語   

岡山県における環境放射能の調査を行なったが、本年度も大気圏において核爆発実験等が行なわ  

れなかったので、各種環境試料とも異常は認められなかった。   

また、吉井川水系（動燃人形峠事業所の周辺およぴその下涜）の河川水中ウラン濃度も、全地貞  

とも低いレベルてあった。  
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l全ベータ放射能媚査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間の鶴  
試 科 名    採取場所  採取年月  検体致  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん    岡山市  璧茄．2  4一  444  12占  4鋸   円8  爪8q／爪g   

降下物  剛挿  一  12  N．D  N．D  N．D  N．D  HBq／kMl   
上水源水   

使  

水  蛇口永     S占ま■一‘  Bq／‘  

淡 水  

0－ 5c爪   帥  お3．ワ  l   
0．5（】  0．粥  0．‘3  0．ワ8  的／g乾土  

土  I32（プ○  132（ク0  123（フ0  円？ク0  H恥ノk117  
壌  

5－2Uc爪   沖山市  S占3．「7  1   0占2  0．占2  0．5（才  0．gl  Bq／8乾土  

¢2（フ0  仰0  332αフ  三好占00  H8q八爪，   

梢米  瀬戸町  S‘3．12  I   0．05  αβ3  0．03  α04．  的／g用米   

野  剛申  β．β4  0．04  ♂．♂占  α0占  Dq／g生  
菜   β．2J  ∂．2l  0．′5  ♂．J8   
茶  8q／8生  

牛乳  南山蒔  洋子：さ  2  4り．l  4ワ．牛  43．？  即．占  Bqノ‘   
淡水産生物  Bq／g生  

日常食    両止挿  昆づ・R  2  占3き  占E5  53．E  ‘4．5  8q／人・日   
海水  m8q／‘   

－一一－－－一一一一‾  

海底土  ■■一一－■一－－‾  8q／8乾土   

海 産  
0．10  ロ．10  ロ．13  αJ4   

生  8q／8生  

物  

痛言t・数値がその苫勝星の3借主下回5ものにフIlてぼ一山・餌とした・   

Ⅱ 大型水盤による月間降下物紙料及び定時降水試料中の全β放射能網査総菜  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採  取   

降水量  放射能濃度（8q／l）  月間降下量  月 間 降 下 量   
年  月  （H8q／kml）   （HBq／一円I〉  

（爪M）                                            測定数  最低値  最高値   

蜘占3年 4月  7ま0  4   N．D  N，D  N．D   N．D   
5月  件F．q  ‡0   N．D  N．D  N．D   N．D   
6月  封書．4  10  N．D  N．D  N．D   N．D   
7月  J7g．∂  耶   N．D  N．D  N．D   N．D   
8月  竹占  ワ   N．D  N．D  N．D   N．D   

9月  l「‖．ざ  7   N．D  N．D  N．D   N．D   

10月  4∋．7   4   N．D  N．D  N．D   N．D   
11月  lβ．5  3   N．D  N．D  N．D   N．D   
12月  2（プ  1  N．DIN．D    N．D   N：す「   
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戒元年1旦  彪？   g   N．D  N，D  N．D   N．D   
2月  麿．占  IO   N．D  N．P  N．D   N．D   
3月  ‘J．占  田   N．D  ＝．レ  N．D   N．D   

年  間  値  好捕  83   N，D  N．D  N．D一札  N．D－N．D   
．D  530  N．D～N．  N，D～N．D   前年度ま叩過去3年間の値   刻β  N        ・え閥値が盲「教護さの3倍垂下I』鍾の仁つ、tて射＝・D」とした。   

Ⅲ 放射化学分析結果  

採取  90Sr  l＝cs  単  位  
拭 科 名  検体数 

年月   最低値  最高値  過去の仏  最低飽  最高値  過去○慧 

降下物  ー HDq／kmi   

硬水（上水）  PBq／‘   

Bqルg乾土  
土  

H8qル爪a  

Bqル8乾土  
壌   

M8q／山一   

穀類（精米〉  8q／kg精米   

野菜類  8q／kg生   

茶  －  bq／kg乾物   

牛乳  Bq／β   

淡水産生物  8q／kg生   

日常食  8q／人・日   

海水  m8q／‘   

海  

産  
8q／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年【Ulの値。  

Ⅳ 牛乳中のlうlけ〉析絵果  

採 取 場 所  津山市  凍1席  戎山市  抱崎  津しL序  剋序  前年度択渦去3年間の値   

採 取 年 月 日  （13．エl  ま713  5．？．∫  ＄まI一．l  ト圧t．I3  目上3．り  最低個  最高官   

放射能濃度（Dq／g）  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D  N．D   
ふ計数値が∈碩一毅讃差の訓告を下回う帥にフ＝て甘N心とした・   
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V ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定輔査結果  

採  
取  用「Cs  前年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    人工放射性は種   単 位  
月   

致                     最低値  慮高値  最低位  最高値   

大気浮遊じん  m8q／m3   

降下雪勿  H8q几mt   

蛇口水  mBq／‘  

′」ヽ  上水 酸 水                                            淡 水  
8り／kg乾土  

0－5印  
土  H8qハ爪l  

壌  8q／kg乾土  

5－20c爪  
H8qルMl   

橋架  8q／kg†乃米   

野 大 根  
Bq／kg生   

菜 ホウレン草  

茶  8q／kg乾物   

牛乳  8q／g   

淡水産生物  8q／kg生   

日常食  8q／人・臼   

海水  爪8q／‘   

海底土  8q／kg乾土   

海  

産  
8q／kg生  

生  

物  

Ⅵ ウラン分析始果  

試 料 名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の値  単 位   

河 川 水  ーー    ー  こ姶5．．ゴロ イ引22l～12．  く2～く2  く2～2   
噌／‘   

海   水  

土   壌  
ー 

河 庭 土  曙／一色乾土  

海 底 土  

海産生物  喝／kg生  

・束、  の店さ姦匝康彦ごの過去3頑永値   
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Ⅶ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト （nGy／h又はCpS）    サーベイメータ  
測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

l〝・■                  遊冨占3年 4月  一再．占   
5月  「砕．9   
6月  甘l   

7月  ‘Z？   

8月  佗4   

9月  ー許．g   
10月  72ク   

11月  占？．∫   
12月  73．占   

威元年1月  占？月   

2月   「礼β  

3月  774  
年  間  値   占Zq一冊4   

前年度までの過去3年間の値  綴占－777   
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（74） 広島県をこおさナる放射青巨竜同意  

広島県衛生研究所  

穂下誠彦 坂本征則  

1。緒言   

噸和63年度に実施した科学技術庁委託による環境及び各種食品中の放射能  
調査結果の概要を報告する。 昭和63年10月にソ連の原子力衛星コスモス190qの  
大気圏再突入が想定されたため、10月3日から5日迄無息監視体制に入った。  

なお、チェルノブイルで起こった原子力発電所の事故（昭和61年4月）を契機に、  

今ま 

放射能調賓を強化する方針が出きれ、当県には平成元年2月にゲルマニウム半導体  
検出名詩核種分析装置が専入された。 

2。調査の概要   

（1）調査対象  

降水（建時採水）、月間降下物（大型水盤による）、大気浮遊感、韓  
水（蛇口水淡水）、土壌、日常食、農畜産物（牛乳、野菜＝ダイコン  
ホウレン草、精米）、水産生物（コイ、カレイ、カキ、ワカメ）及び壁  

間放射線真率。   

（2）測定方法  
試料の採取及び調整は「昭和63年度放射能軋建調査要託計画書」に基  

づいて行った。 又、測定方法は科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法  

（昭和51年改訂）」及び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器分析  

法（昭和54年改訂）」に従った。   

（3）測定装置  
GM計数装置：アロカ劉 TDC－501型，TDC－511型及びTDC－103型  
シンチレーションサーベイメータ：アロカ襲 TCS－121C型  

ゲルマニウム半導体検出器：セイコーEG島G基 G闘15180・P型   

（4）調査結果  
測定した食品等各種試料申の全ベータ放射能の利達侶は表Ⅰに、又、  

降水及び月間降下物の測定結果は表ⅠⅠに、更に、空間放射線童率は表ⅠⅠⅠ  
に示したように昭和62年度と殆ど変わらず、特に異常な頒は認められ  
なかった。 又、ソ連の原子力榔星コスモス1gOOの大気圏再突入が想建  
きれたため、10月3日から5日まで大気浮遊感とドライフォールアウトの  
全ベータ放射能及び空間放射線真率の測定を行ったが異常惜は認められ  

なかった。  

3。結語  
昭和63年度に行った総ての調査項目について、前年度とほぼ同程度の値  

を示し、特に異常な個は絡められなかった。  

＿226－   



Ⅰ全ベータ放射能調査紹呆  

蝕刑摘■よ（含K）   l寸年度比過去3咋何の姐  

試 料 名   採 取 場 所  採取年月  検体歎  単 位  
最低値  最高侶  最低侶  最高値   

大丸浮遊脳   広島市硝区字晶神珂  63．5－1．2  5  76．2  ZOZ  16．5  599  血8q／瓜3   

降下物  同上   63．4－1．3  12  0   0   0  【Bq／k皿2   

睦  63．6，12    0   0   0   0  Bq／1  

水   63．10   0  

0－5c皿  広島1i東区戸坂手足  63．7   1．10  1．03  1．21  Bq／E乾土  
土  

80．3  Z2．8  96．9  G8q／k血Z  

5－20cm  同上   〝   1．14  
覗  

ヱ69   

将米  広島市両区手品東  63．11   0．OZZ  0．OZ2  0．040  Bq／【精米   

野  大域  0．047  0，0購  0，055   
6・1ト21   8q／互生  

ホルン革   〝   0．18  0．12  0，17   

牛  
Bq／1  

ぎL   

日常食   広島市両区手品神田  63．8，1．1  Z  42．4  48．8  31．5  70．8  8q／人．日   

コイ  庄原i†川l手町   83．10   0．877  0．068  0．088  
水  
服  1．2   0．11   
生  Bq／【生  

物  〝   0．063  0．055  0．062  

ワカメ   0．18  

工Ⅰ大型水盤による月Ⅶ陣下物及び鬼時件水試料申の金β放射旭川査結果  

降水の建時採水（足時件水）  大型水盤による件下物  
採取  

放射能濃度（8q／1）    月皿降下量  
年月   （㈹q／kn之）   

馳走歎  最低値  最高旭   

63年4月  139．3  7   0   0   0   0   

5月  267．0  0  1．40  5．59   0   

6月  216．4  10   0   0   0   0   

7月  154．1  7   0   

8月  19．5  0   0   0   0   

9月  165．8  6   0   0   0   0   

10月  61，8  3   0   0   0   0   

11月  10．9  0  1．14  4．80   0  
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63年12月  15．2  0   0   O 0   

11月  98．0  7  0   0   0   

2月  143．5  9   0  4．11  4．93   0   

3月  80．0  8   0  1．59  4．79   0   

年l掛値  1371．3  77   0  4．11  0－5．59   0   

前年度までの過去  
3年Ⅶの偶  

Hユゲルマニウム半導体検出溺来よる核種分析郎産剃査結果  

採取  137c5   前年度までの過  
試 料 名  採取場所  体  去3年Ⅷの値  

年月   
最庇個  最高値  最低値  最高櫨   

降下物  広島市南区  嘘q／皿3   

手品神田   

IV 空間放射線孟申訳り定結果  

モニタリングポスト（Gy／h）    サーベイメータ  

測定年月  
（nGy／h）   最低偵  最高値  平均値   

昭和63年4月  

5月  89．6   

6月  9g．1   

7月  118   

8月  

9月  93．9   

10月  108   

11月  108   

12月  

平成元年1月  116   

2月  103   

3月  104   

咋lⅢ 伯  8g．6－118   

前埠膿までの過去3年間の侶  60．9－139   
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（75） 山口県さこおiナる放射骨巨高岡≡蜜  

山口県衛生公害研究センター  

松尾 博美、上利 洋、松崎 幸夫  

1 請 書  

昭和63年度に実施した、山口県における各種環境試料申の、全ベータ放射能並びに   
1”cs，181Ⅰ及び▲OK等の調査結果の概要を報告する。   

2 調査の概要  

（1） 調査対象  
a全ベータ放射能調査試料   

下物，降水，睦れ土壌・精米，野菜・牛乳・日常食，錮，舶   
土あ   

㌔遥遠もご：箭忘：欝常闇牛乳および。常食  
c 空Ⅷ放射線最率調査  
シンチレーションサーベイメータおよぴモニタリングポストによる空IMγ披具申調査  

（2） 測定方法  

a 全ベータ放射能調査   科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法」（昭和51年）および昭和63年度放射能測  
定調査委託実施計画書に準じた。   

も遥遠良品1聞誓寄誓紙筑紫を用いた機器分析法」（昭和54年）およ   
び昭和63年度放射能測定調査委託実施計画書に準じた。  

c 車間放射線具申調査  
昭和63年度放射能測定調査委託実施計画書に準じた。  

（3） 測定装置  a 低バックグランド放射能自動測定装置   

b Ge半導体γ線波高分析願   
c モニタリングポスト  

シンチレーションサーベイメータ  C
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（4）調査結果   
Ⅰ全ベータ放射能調査結束，Ⅲ大型水敷こよる月間降下物試料及び定時降水試料の全   

β放射能調査結果，Ⅴゲルマニウム半導体検出暑削こよる核種分析測定調査結果、およぴ   
Ⅶ空間放射線真率測定結果を、ぞれぞれの表に示す。  

3 結 諸  

本県では、今年度10月より、ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定調査を   
実施する事となった。  

本調査期間内においては、大気圏内核実験や楊事故等もなく、したがって、いずれの   
調査した試料とも、平常傾であった。  
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Ⅰ全ベータ放射能弼査慈果  

放射能濃度（含K）   前年度択過去3年間の鎖  
拭 科 名   採取場所  採取年月  検体致  単 位  

最低値  最高せ  最低儀  最高値   

大気浮遊じん  n8q／が   

降下物  山、フ千  り．｝〉‘り  田   ∋．r   四   ヨ．C   J」4∠  H8q／k几i   

上水源水  
陸  

蛇口水  水  
8q／‘  

淡水  

♂．7つ  ♂．7♂  r）．♪√  8q／8乾土  

土  0－ 5cm  萩ネ  ‘主∴7  ／  Haq／！：ml       n7ズJO∋   〃メ／eう  ∫Jズ／βj  

壌  乙7、フナ  ロ，7ぎ  Dq／8乾土  
5－20（Ⅶ  左   

十   
／  ココズ／〆  ′9メル・〃  j3ズ／Cヰ  M8qノk爪i   

精米  山コネ  ロ．√⊃．i  β．クjd  8q／6精米   

野  胡卵J  Lフ，占3   

菜   
√、9♂  8qノg生  

フ．J  ユーミ   

茶  8q／g生   

牛乳  ＼ ムl7丁戸  ‖．㌢  ／  ん㌢   むう   ¢7  Bq／‘   

淡水産生物  8q／g生   

日常食  ⊥kヰ  ∠∋．一7  ロ  錘   4享   72  8q／人・日   

海水  市如榊了  占3．㌢  ／  ユ㌢   ユ占   l帽q／‘   

海底土  P．牛／  ク，び牛  P．ぐP  恥／8乾土   

ロ．Jj  ク．パげ  ♂．／／   
海 産  
生  8qノg生  

物   

Ⅱ 大型水凛引こよる月Ⅶ降下物試料及び定時降水拭料中の全β放射能調査縮果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水土  放射能濃度（8q／l）  月間降下量  
年月  （H8q／kml）   （H8q／kmり  

（mm）  

Jこう年 4月  ／行¢  J⊥   ＜／D   ク・占ア  ク、3．チ   

5月  ちノC．ぐ  田  Nb   NP   

6月  ブユJ．r  g  

7月  ／〟二r  同   ／J」   

8月  ムrJ  ナ   ）．ロ   

9月  ／阜占．C  田   ん   十   耶   

10月  〃イ  ロ  十   

0．？ム   ヱ．年  

11月  ㌢〕．e  ミ  H        12月  ココ．d  う  ウ   も．r   卜占  
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／年1月  ／／ユイ  田   八ib   i．ユ   フ†  

2月  ／打・r  田   c持   βパ3  

3月  ／／告  田   トコ   ユヨ  

年  間  値  パ〕7．．r  ．i′㌢   〕．J  Ni〕－ユ9  ラD ～・な占   

前年度ま印過去3年間の値   パ牛  N［）   7、r  山口～う9r  う．仁 一√如   

Ⅱ 放射化学分析結果  

採取  ”sr  187cs  単  は  
試 検体歓  

月  最低値  最高値  過去の値  最低値  最高値  過去の迫   

降下物  HBq／一円i   

陸水（上水）   ＼  鳳8q／‘   

8qノ座乾土  

土  
H8q／kMl  

Bq／座乾土  

壌   
H8q／kゎー   

穀類（精米）  8q／kg精米   

野菜類  8q／kg生   

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  8q／β   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  的／人・臼   

海水  m8q／‘   

海  

産  
的／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年問の値。  

Ⅳ 牛乳中の■31Ⅰ分析纏果  

採 叡、場 所  前年度まで過去3年間¢毯   

採 取 年 月 日  最低値  最高官   

放射能濃度（Dq／ゼ）  
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V ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査崩果  

採  
取  13Tcs  前年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間のせ    人工放射性抜種   単 位  
月   

数                     最低値  最高値  最低値  最高儀   

大気浮遊じん   ム＼フ年  占う，lユ トラ  ニ  Nじ  ND  m8q／が   

降下物  ‘〕・l¢ 〉仁1  田  Nし）  C、ビア¢  凹  H8q／k爪l   

陸  
蛇口水  キ軒⊥  巨．L之  l  付D  ND  mBq／‘  

水  上水 源 水                                        淡 永  
8q／kg乾土  

0－ 5c爪  
土  H恥／k巾才  

壌  旧  8q／kg乾土  

5－20c爪  
H8q／kl㍉   

精米  田 ム1フ↑  占う．Jコ  l  ND  付D  ＼  8q／kgm米   

野  二湖谷l鼻丁  Ⅶ  I  ND  卜＝）  
8qノkg生  

菜   J  ND  ＜ID  

茶  8q／kg乾†勿   

牛乳  ムlコネ  l12  l  ND  ND  8q／‘   

淡水産生物  8q／kg生   

す常食  ⊥、2キ  トJ  l  ND  再D  8q／人・目   

海水  n8q／‘   

海底土  Bqノkg乾土   

海  

産  
8q／kg生  

生  

物  

Ⅵ ウラン分析始果  

試 料 名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の値  単 位   

河 川 水  
噌／‘   

海   水  

土   壌  ＼  ＼  

河 底 土  ＼て  昭／一息乾土  

海 底 土  

＼   

海産生物  、、噌∠柏生  
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Ⅶ 空間放射線量串測定結果  

モニタリングポスト （nGy／h又はCpS）    サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成と3年 4月   コう   ／7   四   

5月   田   ユ占   ／7   四   

6月   2¢   ／フ   閏   

7月   ／7   ∋之   田   ／∂¢   

8月   ユ3   ／♪   ／ク¢   

9月   ／7   ユ占   四  捏   
10月   ユユ   ／厨   郎   

11月   †∵   ／∫   岡   

12月   ／7   23   ／♂   四   

車載J年1月   ノ7   ユ¢   ノg   ／拍   

2月   田   ユーヨ   7㌢   再  

3月  ユナ   岡  

年  間  値   うう   ／P   捏～／拉   

前年度までの過去3年間の値   イ占   り   四   打－／ノう   

－233－   



（76） 番ハl日詰ここおけ一る放身ヨね巨竜何査  

香川県公害研究センター  

西原幸一、三好健治、浮田 和也、中野智  

1．緒 言  

香川県でほ、昭和G3年度より科学ほ術庁の委託を受け、環境放射能測定調査を   

実施した。本年度は7月より実施したのでこの結果について柁菖するも山である。  

2．諷査の概要  

（1）調査対象  

定崎陀水の全ベータ放射能・大気浮遊じん・降下物・陸水（址lコ水）・土用・精  

米・野菜（大根・ホリレン草）・牛乳・日常食・渦座生物（カレイ）の抜沌分析及  
び空間放射線鼻骨について、調査な行ったものである。  

（2）測定方法  

試料山前処理及び測に㍑、 り欠如は測定調査委託実施計画書」「仝■’・、－・ソ紋付川巨  

測定法（昭和51年改訂版）」「ゲルマニウム半導体検出器を用い／こ用器分析法（  

昭和54年改吉丁脹）」により行った。  

（の測定蓑償  

金ベータ放射櫨  

接沌分析  
空∩り放射線【11弦ミ  

アロカ製JDC163  
オルテックC Eト1－151日し）  

アロカ′1、C S－131（シンナし－・ソヨン  

サーベイメーター）  

）′∪カMAR－11（七こ．タリンシ■ホスト）   

く4）調査結慄  

1）定時柁水の全ベータ故別値は、uのとおりであり、66垣】の灘定ぐ）うち6匝Ⅰの  

み描出された。  

2）大型水盟による月間陀下物の全ベータ放削能は、uのとおりてあ・）た。測定ほ  

コスモス19（二）（1大気圏再突入に伴う放射i通訳査により行ったものである。  

：j）各柁試料の核挿分析は、Vのとおりであり、土鳩・日常f・二・両種生物でセシウ  

ムー1；う7が検出されたが、他は、すべて城山されなかっ上：。  

4）空l；M狛射紹蒜．享子ミは1・r打のとおりであった。   

3．結 語  

いすれの調査項目も、他県U」過去の柑岱値と同程度又はそれ以下であった。  
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Ⅰ全ベータ放射能綱査結果  

放射臆迫庇（合K）   例年収まで過去3年m町駐  
試 料 名   浣牧場所  採取年月  検体枚  畔 は  

見低値  最高値  最低値  政商旭   

大気浮遊じん  m8q／爪○   

降下物  l柑q／k－㍉   

上水源水   
餞  

蛇口水  
水  

Uq／ゼ  

淡 水  

Dq／g陀土  
0－ 5c爪  

土  ト柑q／krl＝  

闇  8q／g陀土  

5－2Uc爪  
”Dq／hml   

梢米  IIq／8†Il米   

野  
uq／g址  

ホウレン草  

茶  8q／g生   

隼乳  Uq／β   

淡水正生物  Dq／壬生   

日珊血  8q／人・臼   

溢水                 mPq／月  湖底土                 恥ノ8陀土  拇 踵 壬ヒ 物                  いl／8t上  

址 大型水矧こよる月lり】降下物試料及び定時降水拭剛】の全β放勿‖馴ほ始果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大出水盤による降下物  

採取  
降水虚  放射値磯膿（的／l）  月間降下血  月 剛 降 下 立  

昨月  “川q／kml）   小川q／kml）  

（mm）                                         測定奴  最低値  最前他   

昭I1＝i：1圧4月  

5月  

6パ  

7月  tR：Z．0   n  描出さJtザ  1飢力されす  

8月  Uじ．5   12  は肌逮≠川－  陳1、1されづ－  

四  12l．5   10  1ホ山ざれづ■  陳」ユされ’リ’  

1n月  3G．5   5  摘出されず  り氾ユされす  10   

11JJ  15．5   ロ  †餌jさj‘tザ   q．l   

12月  ：i．0   2．8   2．1く   7．0  
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平成克．年1月  G4．5   u  検出されず  城山され■d’  

2月  9U．0   9  描出されリー   2．7   へ2  

3月  4臥5   G  瞼出されず   1．じ   4．l  

年間億Gじ7．0  UG  l炭山されず   q．l  一 一｝ q2  

前年度までの舶3咋閥川値  

Ⅲ 放射化学分析貼巣  

採取  ”Sr  l＝cs  埋  泣  
拭 科 名  検は数  

年月  盈低値  叔高値  過去の憶  叔低値  政商 岨  過去の■迫   

降下物  州8qノー爪コ   

陸水（上水）  鳳8q／‘   

8q／kg陀土  
土  

H8qルmi  

Dqノk8乾土  

域   
ltDq／k巾■   

敏感（栢米）  的／kg梢米   

野菜頬  8q／kg生   

茶  Dq／kg蛇物   

牛乳  Uq／‘   

淡水塵生物  8q／kg生   

日常食  8q／人・B   

わ水  nDq／ゼ   

海  

産  
的／kg生  

生  

物  

過去の値は、刑年度までの過去3ケ年l罠1の値。  

Ⅳ 牛乳ヰの＝‖1分析撼潔  

採 取 場 所  前年度まで通宝3年間の位   

採 取 年 月 日  叔低億  政商亀   

放射能泊劇（Uq／ゼ）  
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Ⅴ ゲルマニウム半叫俸検出器による核種分析測定調査結果  

採  
取  柑†cs  前年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    ・人工放射性抜穂   単 位  
月   

数                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   高松市  ∫じ；‡二71 H卜lへ5  3  描出されず  抜出き～り’  m的／が   

降下物  箭は市了  r川1リ る牒  8  搬出されす  †領甘されす  H8q／kmコ   

上水 源 水  
陸  

蛇口水  高は市  ∫l】．g、l  ロ  は出きれず  伏出され－オー  m8q／ゼ  

永  
淡 水  

12  bq／kg乾土  

0－ 5cm  坂出市  SG3．8  L  
土  G：ミ0  HDqノkl㍉  

壌  l．3  8q／kg乾土  

5－20c爪  坂出市  563．8  ロ  
ほ0  M8q／血】  

精米  油田町  S（】3．tO  摘出されす  8q／kgm米   

野  高‡公市  S〔；3．12  ロ  抜出されす  
8q／kg生  

菜   娩出されす  

茶  的／kg睾∑物   

牛乳  
Jlう．9  

高射町   Hトヱ  Z  l頻出されす  4哉出きれザ■  8q／ゼ   

淡水産生物  8q／Lg生   

日常食  
高松市及  
宕通寺滞   2  0．0：〉G  0．0とi9  bq／人・日   

海水  爪Bq／‘   

海底土  8q／kg乾土   

海  0．22  

産  
8tlハg生  

生  

物   

Ⅵ ウラン分析鹿央  

拭 科 名  採収場所  採取年月日  ウランめ度  過去のせ  単 位   

河 川 水  
噌／g   

海   水  

土   壌  

河 底 土  噌／座乾土  

海 底 土  

海産生物          叩／kg生  
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Ⅶ 空間放射線塁率測定結果  

モニタリングポスト （nGy／h又はcps）    サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

昭細63年 4月、  

5月  

6月  

7月  5（】   

8月   13．0   21．0   1し；．l   GO   

9月   15．2   1し）．0   1り．2   5G   

10月   15．0   21．0   川∴i   55   

11月   14．9   19．6   16．2   5リ   

12月   15．0   19．0   16．2   57   

平成え年1月   15．0   19．7   lり．2   58   

2月   1／l．8   19．8   川．3   ∩5   

3月   1q．（う   21．8   1（i．0   Gl   

年  間  値   1：】．0   21．8   川．2   55 ～l；5   

前年度までの過去3年間の値  
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（77） 愛媛県Ⅰこおらナる放射肯巨調査  

愛媛県公害技術センター  

書野内 茂・大西 菅・篠崎 由紀  
堀川 輝明・影浦 久・一色 祐子   

1 緒言   

昭和63年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において行った原子力発電所周辺   

環境調査と、科学技術庁委託の環堵放射能水準調査の結果について報告する。  
2 調査の概要   

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、海水、海底土、海産生物、降水、  
牛乳、日常食、空間放射線主宰、空間積算線量   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、科学技術庁の放射能測定法マニュアルと「放射能調査委託  
計画書（昭和63年度）」に準じて行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能  低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ LI】C－471  

イ 核種分析  高純度Ge半導体検出器：オルテック GMX－30200他  
低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタ：アロカLSC－L別  

NaI（Tりシンチレーション検出器：バイクロン 3M3／3  

ウ 空間放射線塁革  NaI（Tりシンチレーション検出器：アロカ ND－471V  
高圧電離箱検出器：アロカ RIC－328  
NaI（TR）シンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－121C  

エ 空間積算線量  TLD：ナショナル UD－200S   

（4）測定結果  

ア 環堵試料の全ベータ放射能  
環境試料の全ベータ放射能は表1に、降下物の全べ一夕放射能は表2に示すとおりであり  

過去3年間の値と同レベルである。  

イ 環境試料の核種分析  
90s rの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルである。  
NaI（Tりシンチレーション検出器を用いた131Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり  

全試料とも検出されていない。また、ユHの分析結果についても麦5に示すとおり同レベル  

である。  
Ge半導体検出器を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、フォールアウト核種は  

137C sのほか、一部の試料について134cs，110rbAgが検出されている。  

り 空間線量  
モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線量  

革測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地点）における空間  

積算線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の値と同レベルである。  

3 結語   

昭和63年度の環境放射能のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルであり、異常   
は認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、ソ連のチェルノブイリ   

原子力発電所事故及び核爆発実験の影響と考えられる。  
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表1 全べ一夕放射能調査結果  

検  
試  料  名   採取場所  採 取 年 月   体  

敦   
単 位  

伊方町畑齢l  63／4．7．10，64／1  4  19   37   7   48   
大気浮遊じん  咄／n〇  

公害技純ンター  63／4．7．10，64／1  4  89   240   30   290   

伊方一価離島  月1匝I  12   4   33   440   
降  下  物  恥／h2  

公害技馳ント  月1回  12   4   26   l   140   

陸 水  河 川 水  伊方呵責州  63／4．7．10，64／1  4  〃D   30   ND   48   m軸／l   

土 壌  0－15cm  伊方町細尾他  月1回  36  0．15   0．44   0．13   0．44  的／g軋   

抽ん（相澤）  伊 方 町l  63／11   10  0．026   0．041   0．030   0．048   
農産  

みかん（真皮）  伊 方 町 亀  63／11   10  0．048   0．074   0．044   0．085  
食品  

野   菜  伊 方 町  63／12，1／1   9  0．11   0．24   0．063   軸／g生                                          0．26   

松   薫  伊 方 町  63／8   0．10  0．078   0．10  
放 物  

杉   薫  伊 方 町  63／5．8．11，1／2    0．063   0．11   0．056   0．12   

海  水   伊方甘辛暮  63／5．7．9．11  4  19   33   ポD   48   m蝕】／l   

海  底  土   す万町軍曹  63／5．7．9．11  8  0．20   0．32   0．15   0．44  軸／gむ   

魚類（可貴方）  伊珊九耶帥  63／4．7．10．1／2  8  0．10   0．13   0．085   0．13   

海  
産  0．074   0．059   0．078  
生  恥／g圭  

物  0．078   0．033   0．10  

海 藻 類  伊方町九町謝  63／4．7．10，1／2  6  0．26   0．48   0．21   0．55   

注）甜物故柁 村上甜〔か、て、Ⅳ≦3A冊とさⅣ批蘇は。  

表2  大型水盤による月間降下物試料中の全β放射能調査結果  

伊方町九町越公園   松  山  市  
採 取 年 月  

降水息  月間降下立  降水見  月間降下丘  
（爪m）  （H的／b2）  （叩）  （n鴎／hヱ）   

63年4月   102   115   

5   224   162   26   

6   457   7  453   7   

7   37   85   

8   58   4   4   

9   185   167   15   

10   25   57   7   

11   26   22   52   19   

12   2   30   

元年1   113   26  171   22   

2   94   30  128   22   

3   64   19   74   19   

年 間 値  1387   208  1557   185   

離農までの舶3紺のせ  11・－ 450  4～140   

注）相盟と軋12九紺の告三相で損。  
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表3 放射化学分析紹果  

検  90sr  
試  料  名   採取場所  採取年月   体  単 位  

数              最 低 値  最 高 値  打‖＝1遇去3日＝月   

伊方町九町齢騨  63／5．11   ND  N工）   

降  下  物  瑚／km王  
娼技輌センター  63／5．11   ND  ND   

陸 水  河 川 水  伊方町よ川  63／10   0．81  0．89 ～   1．0   叫／t   

土 壁  0一－15cm  伊珊九昭島  63／7   3  1．3   5．6   1．2 ・－ 13   恥／短む   

l産I晶  野   菜  伊 方 町  0．27  0．29 一－  0．59   軸／地主   

海  水   伊方町子i  63／5．7．9．11  4  3．0   3．7   ¶D  ～  5．2   咄／l   

海  底  土   伊方町†さ  63／5．7，9．11  8  ND   0．44   ND  －  0．78  恥／地紋   

海  ND  ND   

産  ND  M） ■－   0．02g  
恥／短生  

生  ND  ND  

物   2  0．056   0．093   ND  ～  0．18   

注）脚故械 Ⅳi心忙料、て、Ⅳく3血糊ときⅣDと蘇ほ．  

表41alI分析紹果  
（樅：m軸／l）  

試  料  名   採取場所  採取年月  l傭  測定結果  斎年度まで遇去3制   

農  3  ND   ND  
産  
食  3  ND   ND  
品   

野   菜  伊 方 町  63／12，1／1  9  ND   ND   

松   葉  伊 方 町  63／5   1 ND ND  
種物  

杉   葉  ， 方 呵  63／5．る．1l 1／Z  4  ND   ND   

絨生鶉  海 藻 類  伊珊九町餅  63／4   1 ND ND   

注）班蜘舶龍化釧淑て、Ⅳく3△ポのときNDと蘇ほ．  

表5  ユH分析結果  

（軸：m的／り  

3H  

試 料 名   採取場所  採 取 年 月  検体数         最低値  最高値  裏年よまで遇去3年周のt   

伊方町九帽畑  月1回   12  ⅣD  1400   HD・－ 2200  
陸  

蛸注第セント  月1回   12  ND  2000   ND ～ 2400  
水   

河川 水  伊方町九町削  63／4．7．10．64／1  4  ND  1400   ND ～1700   

海  水   す方Il†轟  63／5．7．9．11   4   ND  ⅣD   

注）紙料の鮒t Ⅳ‡即［掛て、Nく3△NのときNDは札た．  
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表6  ゲルマニウム羊導休漁出掛こよる核種分析測定調査臆果  

検  1ユ1Cs  打‖＝1員去3年師‖   その亀の  
試  料  名   採取場所  採 取 年 月   休  l缶された  

数          人並推組   

郎町価歓声  63／4．7．10，64／1  4   N D  N D  
大気浮遊 じ ん  m軸／mユ  

絹技爾セント  63／4．7．10，64／1  4   N D  N D  なし   

伊柵九町猷肖  月1回  12  ND   0．20   ND   
降  下  物  

170   軋   

鰭技爾セント  月1回  12  ND   
恥／加Z  

0．15   ND   44   机   

陸  N D  N D  軋   

水   2   N D  
皿如／l  

軋   

土  月1回  36  4．4   7   3．3   70  1ユ■Cs   

攻   2  16   22  
恥／厄t上  

lし   

穀 類（精米）   故 山 市  63／10   N D  的／kg‡よ   

農  0．0081  0．037   ⅣD   0．37  134cs   

産  10  Nt）   0．085   〃D   0．78   軋  

食  伊 方 町  63／12．1／1   9  ND   0．085   0．028   0．18   
叫／鴫隻  

軋  
野   菜  

亡コ ロロ   松 山 市l  63／11   2  0．044   0．078  軋   

杜  1．1  0．044  13   lコ●Cs   

的／短乞  

物   0．22   ND   5．9  131Cs   

牛  乳   松 山 市  63／8．2   4  ND   0．11  恥／l   

日  常  食   を 山 市  63／6．11   2  0．Og3   0．15  軸／人・冒   

浄  水   伊方¶†書  63／5．7．g．11  4  3．7   4．4   3．7   7．0   tし   咄／l   

海  底  土   伊方町干さ  63／5．7．9．11  8  1．4   2．0   HD   3．7   象し  恥／kも土   

伊方町畑l帥  63／4．7．10．1／2  8  0．16   0．34 0．13   0．52   lし   

海  
匿 山 市 井  63／8   0．23  

産  
魚類（職掛）  伊方町肌削  63／4．7．10，1／2  8  0．10   0．35   ND   0．27  軋  恥／k生  

生  
無脊椎動物  伊珊〃T削  63／4．7．10，1／2    〃D   0．070   ND   0．16  110轟Ag  

物   
海 藻 類  郎町細尾沖  63／4．7．10．1／2    HD   0．19   ND   0．21   

注）朋壕虹㈲は粘ついて吐、駕舶3年齢鵬Ge羊躯検出駄よる方甑払っ比沌細3年伽鮎「一」としL   
未知抑の放射能 〃i△Ⅳにか＼て、Nく3甜批きNDと蘇ほ。  
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表7 空間放射線量寧測定結果  
（埴：nGy／h）  

測定区分  モ＝‖ンケステーシュン    モ ニ タリ ン グ ボ スト  サーベイ メ ー タ   

場  所   損町加齢肖  伊方帽繭  伊方町九町  故 山 市  u丑丑＿●．享   

測 定 器  ⅣaI（Ti）シンルーシヨン    i圧t一箱  ＝＝‖用    Nal（Tl）  Nal（Tl）   

区  分  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  

63年 4月  14  41  16  47  64  50  56  77  58   86  37一－70   
5  14  57  17  48  71    56  gO  58   糾  36－75   
6  14  65    48  75    56  94  58   83  36一－70   
7  14  49  16  48  63  49  56  82  58   98  37－68   
8  14  58    47  67  4g  57  89  59   84  37～69   
9  14  37  17  47    4g  58  76  60   88  36・－73   

10    46  16  46  60  48  57  78  59   87  36－71   
，41  17  47  60  49  57  76  92  37・・、74   

12    30  16  46  57  48  57  80  59   90  36一－69   
元年 1月  14  47  17  46  65  49  57  83  59   81  36一－68   

2   13  57  17  45  65  48  45  78  57   80  35一－70   
3   13  58  16  45  83  47  45  84  50   81  35一－68   

年 間 値  13  65  17  45  83  49  45  94  58  80・－92  35一－75   

裏年よまで遇去31絹の瞳      16  45  93  4g  54    5g  72・－89  33～72   

表8 空間積算線i測定結果 （TLD）  
（柁：lGy／gl日）  

測 定 地 点  第1四半期  第2四半期  雫3四半期  第4四半期  遇去3年阿の‡   

監視地域（30鮎）  87一－131   87～139   g6～1娼   87一－13g   87－148   

対象地域（1亀点）  191   200   20g   200   191・・－209   
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（78） 高 矢口 県 乙こ お らナ る 放 身寸 緻巨 調 査  

高知県衛生研究所  

竹林生夫 宅間範雄 福井節子  

1 緒  言  

科学技術庁委託による昭和63年度実施した放射能測定調査の概要を報  

告す る．  

2  調査の概要  

（1）調査対象  

降下物，陸水，上水（蛇口水），土壌，農畜産物（原乳，市乳．精  

米，野菜（大根，ほうれん葦）．），日常食，海水魚（鰹〉 なとについ  

て121件，モニタリンク一事○スト及び卜へ‾ィメータによる空間線量串についてそれぞ  

れ測定を行った．  

（2）測定方法  

試料の調製および測定は科学技術庁嬉「全ベータ放射臆測定法」  

（1976）および昭和63年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行っ  

た．  

（3）測定装置  

G M計数管  アロカ く株） GM－25038  

計数装置  アロカ（梯） TDC・104型  

シシチいショントへ、ィメータ 日本無線医理学研究所 TCS・121C型  

モニタリンク■ネ○スト  アロカ（株） MAR－11型  

（4）調査結果  

全ベータ放射能測定結果をⅠに示した．降下物，蛇口水については  

全ベータ放射能は検出されなかった。 また、土壌、精米、野菜、牛乳  

日常食、薄産生物の全ベー タ放射脂は前年度とほば同じ レベルであっ  

た。  

定時降水および降下物の全ベータ放射能測定結果をⅢに示した。定  

時降水（調査試料数は93）降下物ともに、前年と同様全試料について  

検出限界以下であっ た。  

モニタリングポスト およぴサーベイメータによる空間放射線王事の  

測定結果をⅢに示した．両者とも前年度と同じ程度の推移を示した●  

3  結  語  

各種試料中の放射能濁度及び空間放射接点率は例年とほぼ同程度の  

レベルであ り、 特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ全ベータ放射白組胡査結巣  

試  料  名   I采牧場桝   採取年月  検体数  放射臆測度（含K）   前年度まで過去3年間の値   単 位        最低値  ．．至 ；  最低値  最高値   
降下物   高知市丸ノ両   63．4～1．3  12   HD   540  MBq／km2   ㈹  ㈹  
陸水 上水 蛇口水       63．6 63．12  2    」  ND   ND   凹  8q／且   

D   0．20   0．3l  的／g柁土  
0－ 5cm  高知市丸ノ内   2  

高知公園  D   10，000   17，000  MBq／km  

土壌  すべり山  ND  ND   0．21  8q／g柁土  
5－20cm  ～   

HD   27，000  MBq／km   

楕米  高知市新屋敷   63．12   0．027±0．002  0．029   0．031  Bq／g構米   

ホウレン草    岡郡窪川町  1．1   口   0．15 ±0．007  野菜  大根  高岡郡窪川町   l．1  口  0．058±0．003   0．048  0．079 0．24  8q／g生                 0．16   
原乳   高知市門行寺   63．563．8 631112   4  42±3．0  51±3．l  45   58   

牛乳  
56   

8q／8  
市乳   高知市桜井町   63．8 1．2    47±2．9  49±3．1  46  

日常食  高知市   63．6 63．11  2  55土5．8  75±6，3  46   69  
減産生物 鯉  土佐†1了宇佐沖   63．5   0．11±0．008  0．10   0．】2  

□ 大型水盤による月「；那径下物孟．モ料及び定時降水試料中の全／1放身掴ヒ調査結果  

降水の定時採職（定時降水）     大型水盤による降下物  

l采 取 年 月   降水塑            放射服渦度（8q／り    月間降下立  月 間 降 下 量    （h巾）  測定敢  最低値  最高値  （M8q／km2）  （MBq／kM2）   

昭和63年4月   404．1   9  HD  凶   内   ND   

5月   244．9   8    NI）   ND   

6月   939．4  12  山  HD   
7月   120．6  12  冊   
8月   383．1  12  ND  

9月   235．6  田  ND  ND   四  HD   
ND   ND   

11月   27．6  3  ND  ND  ND   HD   

＝り 値  2，987．3    N［）  ND    トル  川月   23．4  2  田  ND                     12月   1．0  【  皿  N毎‾  ND  ND  平成元年1月   1850  7  ND  四  ND  四  2宵一   158．5 263．5  8  ND  附  Nn  NL） ND  3月    9  ＼い  田  NU                    ND    年度まで過去3年間の値   き面▼【    二至⊂］ニラ紅二   5qO   
Ⅶ 空間放射線慶事測定結架  

モニタリングポスト   （CPS）  サーベイメータ  

測  定  年  月        （nGy／lり   ‾頂砺昼＿＿  」蔓高値  平均面‾   

昭和63年4月  6．3  8．l   46   

5月  5．9  17．3  8．3  朋   
q9   6月  6．2  17．2  6．7  

7月   6．2  15．1  臼．6   54   

8月   6．1  13．5   8．5   45   
9月   6．3  13．7   8．5   45   

10月   G．1  117  8．3  51   
11月   47   6．1  ‖．8  8．2  

12月   6．2  8．5   17  
6．3   45   

2月   もて5  13．9  臥2   ‾ 
3月   6 4  6．1   R・⊇ q7   】  

年  間  伯  5．9  17．3   4   朋 － 54   

前年度まで過去3年l蓑lの伯  4．0  17．3   8．3   42 － 5：主   
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（79）手前岡j嬉も乙こオSくづ一る放身寸自ヒ調査  

福岡県衛生公害センター  

橘時事飛，森田邦正，渓即和美  

1． 緒 言  

科学技術庁委託により，昭抑G3年度に実施した福岡県内における放射能調査の概要を稲告する．  

2． 調査研究の概要  

（1） 調査対象  

降水，降下物，上水，土用，日常食，農畜産物，減水，海底土，海産生物，空間線量奉．  

（2） 測定方法  

試料の採取，前処理及び測定は，科学ほ術庁縮F全ベータ放射能測定法（昭和51年政吉丁版）』  

『放射性ヨウ素分析は（昭和52年改訂版）j，FNal（Tl）シンチレーションスベクト  

ロメーター機器分析はくIl朋【沌9年版）』，『放射性セシウム分析法（昭和51年改訂版）J，  

『放射性ストロンチウム分析法（昭和58年改訂版）jに準拠して行った．  

空間線墨率及び計数率は，F放射能測定調査委託実施計画書く昭和62年度）』に基づいて測定  

した．   

（3） 測定装置  

全β放射能  

β繰計測  

γ線スベクトロメトリー  

空間線量率  

Aloka製TDC－601型GM計数装   

Aloka製LBC－451型低バックグラウンドGM計数装置   

NAIG製Nal（Tl）付きr綾波高分析装   

Alol（a製TCS－121型シンチレーションサーベイメータ  

Aloka製MAR－11型モニタリングポスト   

（4） 調査結果  

昭和63年度に実施した降水，降下物及び各種試料の全ベータ放射能調査結果は表l，Ⅲに，  

牛乳中の131Ⅰ及び137cs，90srの核持分析結果は表m，Ⅳに示した．更に，空間織豊  

率の調査結果は表Ⅶに示した．   

3． 結 語  

降水，陀下物及び各様試料並びに空間 線量率の測定結果は，例年と同程度のレベルであった．又  

牛乳中の131Ⅰ及び137cs，90srの分析結果でも，特に異常値は認められなかった．  
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t 全ベータ放射能調査結果  

紋別胱凛度（含1く）   荊咋度まで過去3年間の担  
採取場所  I采取年月  検体緻  単 位  

最低値  最高憾   最低値   最高値   

陸  上水 押 水  福岡市早良l夏  S63．6；12   2   ND   ND   HD   8q／l  
蛇口水   〝   〝   2   HD   ND   8qハ  

福岡市早良区  S63．7  1．l   1．l   1．0   l．0   8q／g陀土  
0 － 5cl【  〝  〝  89   89   72   G的／k汀√  

S63．7   ト0   1．0   l．0   1．0   8q／只陀土  
5 － 20c†【   〝   〝   177   177   70   173   G【！11／k〟  

米   筑紫野，春日  111．1   2   0．03   0．03   0．03   0．04   Bq／8精米   

野  大根   柏屋郡   S63．12   3   0．08   0．09   0．06   0．12   8q／g生   

菜  ホウレン草   柏尾郡   〝   2   0．】8   0．19   0．1l   0．2l   81】／g生   

牛乳  宗僅．筑紫野  S63．5；8；11；2  12   42   54   75   Bq／l   

日常食  太宰府市  S63．6；l】   2   47．l   59．3   52．8   69．9   8q／人・日   

湧水  北九州市  S63．7   ND   HD   HD   M8qハ   

淘床上  北九州市  S63．7   0．80   0．80   0．59   0．78   8q／g柁土   

鯛  福岡市   S63．7   2   0．1   0．l   0．1   0．2   餌／g生   

11大型水軌こよる月間持下物拭料及び定時隋水試料中の全β放射蛇調査結果  

】采取  降 水 の 定 時i采 取  大型水盤による持下物  

降水量  放射能濃度（8q／l）  月間l‡下土  

咋月  （M璃）                     （M8q／Kイ）   （M8q／KJ）  

附抑63年 4月  156．7   ND   3．6   24．7   HO   

5月  176．0   12   ND   3．7   37．t   

6月  338．4   12   Hい   MD   H巾   ㈹   

7月  377，9   HD   3．0   39．2   

8月  14l．1   13   HD   HD   ND   130   

9月  146．7   8   HD   ND   HD   HD   

10月  65．2   6   Nr）   ND   HD   10   

11月  73．6   9   M】   8．0   51．5   110   

12月  22．9   6   Hい   8．0   120．2   HO   

－n賊 元咋 1月  117．7   13   Nl）   3．8   7．8   220   

2月  175．6   12   州   9．7   247．9   3了0   

3月  139．5   12   ND   6．8   59．0   130   

年   間   憤  193l．3  129   冊   9．7  Ht）～ 247．9   HD ← 370   

糾咋度までの過去3年間の値   370   35．9  HD － 310．8   ND ～・548   

m 放射化学分析桔果  

採取  90sr  137 cs  
試 料 名  検休赦  単位  

年月  最低値  最高値  過去の憤  最低値  最高憾  過去の憤   

陸水（上水）  S83．12   2   1∴汀  1，37  l．67～2．89  0．33   0．48  0．1い－6．96  m8qハ   

隼乳   63．11川1．2  3   0．03  0．06  0．01～0．04  0．07   0．13  0．03・－0．17  恥／l   

過去の値は，前年度までの過去3ケ年間の値．  

－247－   



Ⅳ 牛乳中の1311分析桔果  

】采 取 場 所   福  岡  蝿  宗  性  那  福  間 IJ  析年度まで過去3年間の鯛   

ほ 取 年 月 日  63．5．18  63．8．2  83．9．27  63．11．11  63，12．13  Hl．2．10  最低個  最高値   

放身州色濃度（Bq／け   0．39   HD   HD   Hl）   HD   ㈹   0．10   

Ⅵ 空間放鼻d線虫ヰ用囁定地異  

サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値二   ‖高偵   平均嘘   く鵬y／lり  

昭和63年 4月   13．6   20．l   14．7   77   

5月 13．4   24．2   14．7   70   

6月   13．2   23．5   1」l．7   74   

7月   13．2   25．0   14．4   77   

8月   13．8   22．G   14．8   77   

9月   13．8   柑．9   14．7   75   

10月   13．7   柑．7   15．l   7モ！   

11月   14．0   22．4   15．5   7l   

12月   13．8   19．：）   15．0   79   

平成 元年 1月   13．5   22．7   15．0   8l   

2月   13．5   20．8   14．9   77   

3月   13．5   26．3   14．8   72   

年   間   値   13．6   22．0   14．9   70 一－ 8l   

前年度までの過去3年間の憾  12．9   20．3   14．5   70 一－ 80   
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（80） イ左望蟹県乙こおらナる放身寸台巨調査  

佐賀県公害センター  
保坂 昇一、中尾 幹夫、中島 英男、吉田 政戦  

1緒 言■  

昭和63年度に佐賀県が実施した、科学技術庁委託による「昭和63年度環墳放射純水準調査」の概   

要を柑告する。  

この調査捕間中に、ソ連の原子炉衛星（コスモス1900）の大気圏再突入が予想されたため、国の   

指示にもとづき10／2－10／3の間、緊急時放射能調査を実施した．  

なお、佐貨県では上記の委託調査のはかに、原子力発電所周辺の環境放射能調査を実施しているが、   

その調査結果については、平成元年7月に公表した「玄相原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結   

果（年絹）」に記載している。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

62年度と同様に、空間放射線及び環境試料中の放射能について調査虻行った．  

空間放射線は佐賀市の1ケ所で、連続測定及び毎月1回のサーベイメータによる測定を行った。  

環境試料中の放射純については、これまで全β放身寸鵬を主たる測定項目としてきたが、今年度から、   

ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分析へ移行して実施した。  

調査対象試料数は、降水101，降下物1の全β放射能測定、降下物11，大気浮遵じん 4，上   

水 2，土壌 2，農産物 2，精米1，牛乳 2．日常食 2，水産生物1試料の核種分析と牛乳 6試   

料中のヨウ素－131を測定した。   

（2）測定方法  
全β放射能 ……－… 「全β放射能測定法」科学技術庁  

核種分析・－－＝－－－…一「G e（Li〉 半導体検出器を用いた機器分析法」科学技術庁  
牛乳中の131l－－‥－－－ 「γ線スベクトロメータによる牛乳中放射性ヨウ素の迅速定立は」科学技術庁  

空間放射錦 一…－＝＝ 科学技術庁方式  

（3）測定装置  

全β放射鵬 ＝－－－…－ Alo k a ：LEIC461低パックグランド放射服測定共産  

核種分析 ＝－－－－－－－－－－ NAIG  ：P GT G e検出器、Eシリーズ4096ch MCA  
牛乳中の131l－－－－－－－  B】C RO N：3”×4′’N aI（T且）検出器、Eシリーズ1024ch MCA  

空間放射線 －””－”  Alo k a ：1”×1”N aI（T且）t：タリンク‾＊◆スト TCS・121C卜へ‾ィ），タ   

（4）調査結果  

調査結果は次表のとおり。  

iに降下物の全β放射能の測定結果を示す。  

Ⅲ に雨水・降下物の全β放射純の測定結果を示す。  
Ⅳ に牛乳中の131Ⅰの 測定結果を示す。  

Ⅴ に各種環境試料中の放射性核種分析の測定結果を示す。  

Ⅶ に空間γ抜の計数車連続測定及び線主宰の測定結果を示す．   

3 結 語  

63年度の調査では、全β放射能及び空間放射線の測定結果は前年度までの調査結果と同程度であり  

異常は放められなかった。  

また、環境試料中の放射性核種の分析で検出されている13Tc sは、過去の核実験等の影響によるも   

と思われるが、その濃度は極めて低濾度であり特に問題となるものではない．牛乳中の＝lIが有意に   

検出きれているが、これはバックグランドの変動など、測定上の軽微な変動要因によるものと考えられ  

る。  
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1 全ベータ放射鵬調査括果  

放射腫瘍度 （含K）   前年度まで過去3年間の偵  

拭 科 名  採取場所  採取年月  横 体 軌  単 位  

最低値   最高値   最低憾   最高値   

降下物  佐賀市  63．5．2   28   N．D   530  MBq／kイ   

Ⅲ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水拭料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水土  放射臆測度 （Bq／戚）  月間降下土  

年月  （M8q／klイ）   くM8q／kJ）  

くmm）  最低値   最高憾   

昭和63年 4月  153．0   N．D   2．2   3】   28   

6月  209．2   8   N．D   2．0  110  

7月  211．5   

8月  119．2   8   0．42  2．3   81  

9月  136．6   7   N．D   1．6  170  

10月  43．9   5   0．63  3．9   5】  

11月  40．0   9   0．45  4．0   65  

12月  24．9   5   0．50  7．0   57  

平成元年 1月  124．0   8   N．D   2．3   43  

2月  164．2   10   0．30  4．1  300  

3月  100．5   9   0．48  7．0   92  

年  間  憤  1681．5   101   N．D   7．0  6．1一－ 300   28   

前年度までの過去3年間の値   94・－ 117  N．D   26   4．8 ← 260  N．D  －  530  

（注） N．D・・・検出されず。 －・・・測定せず。  

Ⅲ 放射化学分析緒果  
分析対象試料なし  
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1V 牛乳中の＝＝Ⅰ分析結果  

採  取  場  所  佐賀那大和町大願寺  前年度まで過去3年間の憾   

63年  64年  

採  取  年  月  日   6／17  8／8  10／6  12／2   1／5   最高憾   

放射服凛度（Bq／£）  H．D  N．D   N．D  H．D  0．25●  N．D   N．D   H．D  

（注） N．D・・・検出されず。 －・・ ・測定せず。  ●Ge測定では、＝＝Ⅰは検出されず．   

Ⅴ ゲニマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  前年度まで  

採取  体  過去3年間の憾   その他の検出され  

試 料 名  場所  数   た人工放射性核種  単 位  

月  最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   佐賀市  63．4 1．3  4  N．D  H．D  なし   n8q／M3   

降下物  佐賀市  63．4 1．3  円  H．D  0．082  〝   MBq几m2   

上水 蛇口水   佐賀市  63．7 63．12  2  N．D  H．D  〝   m8q／£   

N．D  〝   8q／k名花土  
土  

N．D  〝   M8qハ¶2  

4．9  〝   8q／kg柁土  
鳩   

730  〝   M8qハl【2   

精米  佐賀市  63．11  N．D  〝   Bq／kg精米   

野  佐賞市  63．11  N．D  〝   

8q／kg生  

菜   0．12  〝   

牛乳  佐賀郡  63．6 63．10   2  H．D  N．D  〝   8q／£   

日常食  佐賀市  63．6 63．11  2  0．068  0．11  〝   Bq／人・臼   

海  佐賀那  63．9  0．11  ノ／   8q／kg生   

産  

生  

物   

（注） N．D・・・検出きれず。 －・・・測定せず。  

Ⅵ ウラン分析結果  

分析対象試料なし  
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Ⅶ 空間放射線重率測定結果  

モニタリングポスト （cps 〉  サーベイメーター  

測  定  年  月  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）   

昭和63 年  4 月   12．2   21．2   13．7   74   

5 月   12．2   22．5   13．7   71   

6 月   12．7   24．7   14．0   68   

7 月   12．0   21．8   13．3   69   

8 月   12．5   23．5   14．0   70   

9 月   12．2   18．6   13．6   67   

10 月   12．0   17．1   13．5   68   

11月   12．8   26．2   14．3   68   

12 月   12．4   18．1   13．7   67   

平成 元年  1 月   12．5   20．8   13．9   65   

2 月   12．4   20．1   14．0   61   

3 月   12．2   21．8   13．6   64   

年  間  唱   12．0   26．2   13．8   61  ・－   74   

前年度までの過去3年間の値   11．3   29．1   13．5 ～ 13．8  60   ・－   77   
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（81）長崎県における放射能調査  
長崎県衛生公害研究所  

半田佐由利 力岡有二 平山文陵  

1 緒 言  

前回に引き続き昭和63年度に実施した放射能調査について相告する。  

2  調査の概要   

〈1）調査対象  

降水、浮遊塵、陸水、土壌、食品、空間線量等183件  

（2）測定方法  

試料の前処理並びに測定方法は、科学技術庁娼「放射臆測定は  

（19 7 6年改訂）」に従った。  

（3）測定装置  

全β測定－アロカ製C M自動測定装置JD C－163  

牛乳中のl）】Ⅰ測定∵ N AIG社製波高分析装置  

空間線量率測定岬 アロカ製T S C－121C型シンH－ショlサーベイメータ  

（4）調査結果  

1．定時降水及び降下物の全β放射能測定値は通常の値である。   

2．浮遊塵の年平均値は57．7m B（1／－イで異常は認められない。   

3．上水、食品、土鳩等の測定値ほ例年並の値であろ。   

4．空間綾里率の年平均憤は52．3 rlC y／hで異常は認められない   

5．牛乳 〈原乳）中の潮lは全て検出されなかった。  

3 結 語  

定時降水、降下物、浮遊塵及び陸水・食品・土鳩中の全β放射能凛度  

及び空間線量轟こよ例年並の憤で、牛乳（原乳）中の 川l凛度は全て検  

出限界以下であった。  
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Ⅰ全ベータ放射鵬調査結果  

放射能濃度（含K）   前年度まで過去3年間のせ  
試料名   採 取 場 所  採取年月  検体赦  単位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん   長嶋市滑石1－9－5   32  8．1  209   3．70   363   ■Bq／J   

衛公研屋上   

降 下 物  〝   〝   12   29   HD   207   MBq在J   

陸  2   0．0了   0．19  陶／j   
水   衛公研   63．12  
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Ⅲ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射柁調査結果  

陀水の定時採水〈定 時 降 水）     大型水盤によろ降下物  

採 取 年 月  降水丘  
（Mβq／kJ）   （MBq／k㌔）  

（mm）  

昭和63年 4月  154  12  ND  ND   ND   ND   

6月  261  10  ND  2．1  4．8   ND   

6月  650  12  ND  ND   ND   ND   

7月  140  10  ND  0．7  4．7   18．8   

8月  106   8  ND  ND   ND   ND   

9月  207   8  ND  ND   ND   ND   

10月   34   2  ND  ND   ND   ND   

11月   70   9  ND  1．6  2．6   28．9   

12月   22   8  ND  1，3  8．5   21．0   

平成 元年 1月   77  10  ND  0．4  8．1   ND   

2月  130  10  N亡）  ND   ND   ND   

3月  157   9  ND  1．9  25．9   ND   

年  間  値  2008  108  ND  2．l  岨～25・9  ND～28．9   

前年度までの過去3年間の値   337  ND  35．6  HD・－81．5  ND・－ 9．3   

Ⅲ 牛乳中のlユlI分析結果  

l完 取 場 所  諌早市  諌早市  諌早市  諌早市  托早市  請早市  前年度までの過去3年間の値   

採 取 年 月 日  63．6．23  63．7．21  63．9．20  63．11．14  l．1．13  l．3．10  最低値  最高値   

放射能應度（8q／月）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   2．0   

ND：汁矧丘が計数誤差の3倍を下回るもの  
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Ⅳ 空間放射線玉串測定結果  

サ ー ベ イ メ ー タ  
測  定  年  月  

（nGy／h）   

昭和  63 年 4 月   5 0．5   

5  月   5 0．5   

6  月   4 9．7   

7  月   5 0．3   

8  月   6 6．2   

9  月   5 0．l   

10  月   5 4．5   

11 月   5 2．1   

12  月   4 7．9   

平 成 元 年 1 月   51．2   

2  月   4 9．0   

3  月   6 5．1   

年  間  値  47．9・－65．1   

前年度までの過去3年間の値  47．9・－58．3   
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（82） 大分県乙こおらナ る 放身寸骨旨善用査  

大分県公害彿生センター  

吉川政治  足立和治  

森崎澄江  有川 等  

1 緒 言  

本県では昭和62年12月1日から科学技術庁の委託を受け、環墳放射能測定調査を実  

施している。機器整偶の都合上、62年度は全β放射能（63年2月28日測定開始）とサ  

ーベイメータによる空間緑黄率（63年1月測定開始）のみの測定であったが、63年度  

からは丁緑核種分析及びモニタリ ングポストによる空間綿景率の測定もあわせて実施  

した。以下63年度の調査の概要を報告する。  

2 調査の概要  

（1） 調査対象  

降水、降下物、陸水（上水蛇口水）、大気浮遊じん、日常食、牛乳（原乳）、  

土壌、米（精米）、野菜（ほうれんそう、大根）、空間線量率  

（2） 測定方法  

科学技術庁絹 F仝β放射能測定法J、 Fゲルマニウム半導体検出器を用いた測定   

法』、 F環境試料採取法j 及び放射能調査委託実施計画書に基づいて測定した。  

（3） 測定装置  

全β放射能  Aloka 製  GM自動測定装置  J［）C－16 3  

T綿核種分析 CANBERRA製 M C＾  シリーズ3 5 P L U S  

空間線量率  Alok∂ 製  NaI（Tl）シンチレーショ ンサーベイメータ  

T C S－131  

空間綿皐率  Aloka 製  モニタリングポスト MA R－11  

（4） 調査結果  

表1に定時降水中の仝β放射能測定結果、表2にゲルマニウム半導体検出器によ  

る核種分析測定結果及び表3に空間緑景率測定結果を示した。  

3 結 語  

昭和63年度の大分県における放射能測定調査の結果は、空間r綿及び環墳試料の放  

射能ともに通常のレベルであった。  
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衷1定時降水試料中の全β放射能調翻吾果  

放射能感度（Bq／g）  
採取年月  降水貴  月間降下貴  

（Hl句ルd）    測定数  最低値  最高値   

昭和尉年4月  1（詑．5   8   ND   2．飴   42．5   

5月  157．0  ND   2．掴   11．5   

6月  469．9  NI）   0．70   臥5   

7月  l：数9  ND   5．！氾   きl．8   

8月  112．2   8   Nl）   0．78   13．3   

9月  192．1  10   ND   1．00   83．0   

10月  34．1   5   ND   3．！右   15．2   

11月  3．2   2   NL）   ND   ND   

12月  0．0   0  

平成元年1月  1（迫．0   8   ND   3．15  128，1   

2月  （嘉．9   8   ND   2．59   ：お．3   

3月  51．9   8   ND   1」お   15．6   

年間値   14㍊．7  90   ND   5．ま】  NI）～1：お   

前年度の偵（3月分）  10   ND   2．謀∋   241   

（は）ND：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  

衷2 ゲルマエウム半導体検出器による核種分析測定蛸壷結果  

採取  1】Tcs  その他の検出された  

書式 事斗 名   採取場所  検体牧  人工放射性核種   単†立  
年月  最低植  最高値   

大気浮遊じん   大分市  毎月  ロ  ND  pl丸／d   

降 下 物  大分市  毎月  12  N［）   0．19  M醐   

陸水上水蛇口水   大分市  田．1皇   2  ND  1恥／g   

110   110  恥鳩乾土  

土  
斑X）   2；00  M叫  

21   21  恥在g乾土  

嶋   
1900   1ミ淑）  M的佃   

梢 米  宇佐市  田．10   ND  的′領胴康   

野  宇佐市  63．12   ND  
軸ルg壁  

粟   ND  

牛 乳  臥郡  ▲3．8 l．2  2  ND   0．15  的／ゼ   

日 常 食  大分市  も3．i I．1   2  0．（溺  0．（儲  的／人・日   

（注）NI〕‥検出されず（測定値が計数誤差の3晴夫摘）  
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表3 空間放射線登率測定結果  

モニタリングポスト（cps）大分市    サーベイメータ  

測 定 年 月  （nGy／h）  

北海部郡   最低値  最高値  平均値   

昭和63年 4月   12   18   14   78．3   

5月   12   ど7   14   74．0   

6月   13   25   14   〔裕．1   

7月   13   ：詑   14   F7．0   

8月   13   18   14   67．0   

9月   13   20   14   73．1   

10月   13   19   14   70．5   

11月   13   18   14   関．7   

12月   12   16   74．0   

平成 元年1月   13   19   14   74．8   

2月   13   18   14   70．5   

3月   13   19   14   71．3   

年 間 値   12   ど丁   14  （浴．1～78．3   

前年度の値（揖．1～）  73．1～85．3   
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（83） 宮崎県における放射能訴査  

宮崎県衛生研究所  
平田 泰久、野崎 祐司、前田 武  

1 緒 言  

昭和63年度から、宮崎県において環境放射能水準調査を開始した。  

今回その初年度における調査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要   

（1）調査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土  

壌、米、野菜（ダイコン及びホウレン草）、茶、牛乳、日常食、及び空  

間放射線塵率  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理、及び測定は 「放射能測定調査委託実施計画杏  
（昭和63年腔）」に基づいて行なった。  

（3）測定装置  

全ベータ放射能  ：GM式β線測定装置（アロカJDC－163）  

ガンマ線放出核種分析：G e半ヰ体核種分析装置（SEIKO EG＆G MODEL  

7800）  

空間放射線丑率  ：モニタリンク■、ホ●スト（アロカ MAR－11）及びシンルーシヨン式  

1トヘー■イトタ（アロカ TCS－151）  

（4）調査結果  

全ベータ放射能調査結果を表Ⅰ，Hに、ガンマ線放出核種分析結果を  

表mに示した。降下物、野菜（ダイコン及びホウレン草）、牛乳、日常  

食から計数娯差の3倍以上の137c sが検出されたが、 いずれも他県の  

調査精米と同程度の低いレベルであり、特に異常値とは舐められなかっ  

た。  

モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線真率の調査  

結果を表Ⅳに示した。年度間平均（昭和63年7月～平成元年3月）は  

モニタリングポストによる空間放射線真率が 41nGy／hr、 サーベイメ  

ータによるそれが 13．7 cpsであり、いずれも降雨日にやや高くなる傾  

向にあるが、全体として他県とほぼ同程度の低いレベルであった。  

3 結 語  
宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、その他各種試料、並  

びに空間放射線量率の調査結果は いずれも低いレベルであり、特に異  

常値は言忍められなかった。  
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I全ベータ放射能調査結果  

試 科 名  採取場所  採取年月  検体歎  放射能濃度（含K）   前年度迄過去3年間の値   単 位       最低憾  最高値  最低値  最高憾   

陸水  蛇口水  宮崎県舐生研究所  昭63．8   N．D  Bq／1  

0－ 5cm  宮崎県農業大学校  昭63．7   
0．48  B9／g鱒睾 ‖  

37000  MBq／kn2  

5－20cm   ′′   ロ  0．48       Bq／茅野±‥  
93000  1Bq／kn二  

茶   都城市、川南町  昭63．5   2 560 590  bq／kg生   

調査開始：昭和63年5月  （N．D：検出されず   

n大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査轄果  

降 水 の 定 時 採 取  定時陣水）  大型水盤による時下物  
採 取  放射能濃度（Bq／1）  
年 月   

月間陣下尭     月間降下量  
（mm）  （MBq／km2）   （nnq／k汀T）  

昭和63年 7月   432   o   N．D   N．D   M．D   N．D   
8月   158   N．D   N．D   N．D  
9月   244   M．D   N．D   N．D  

10月   N．D   N．D   N．D  
19   N，【）   N．D   N．D  

】  0   

平成元年 1月   112   6  N．D  N．D   N．D   
113   8   N．D   N，D   N．D  2月  
66   9   N．D   M．D   M．D 巳  

3  

1168   63   N．D モ  N．D  N．D  
去3年Ⅶの値  

調査開始二昭和63年7月  （軋D：検出されず   

Ⅲ ゲルマニウム半導体検出爵による機種分析測定所憲結果  

‾▲‾ 
試 料 名   採取場所  採取年月  検体歎        単 位       最低値  最高値  恵面億  高高低  人工放射性核種  

衛生研究所  昭撃え3  3  N．D   M．D  n8ヨ∠空L   

陣 下 物   ／／   嘲曳苧3  7   N．D  0．58  【bq／kn∴   

架  蛇口水  ロ  昭63．12  口   N．D  

総合展儲  昭63．8  n   N．D  

Bq／kg生  

野 棄  本＿＿軋 ホルン草   

牛 乳   畜産試験場  噂莞苧2  四  0．20  1．0   Bq／1  

u 日常食】宮崎市    …・・● ：  R  0．096  0．12 Rq／人・日   

調鹿開始：昭和63年7月  （M・D：娩出されす   

Ⅳ空間放射線具申測定結果  

トヘ“イトタ  

最低侶  最高値  聖卑坦＿  （nGy／h）   

昭和63年7月  1ラ：2  20．5  13．5  37   
8月  12．3  23二旦  13．5   狙＿   

9月  12．3  1膏．5  13．7   49＿   
1す打  12．5  16．8  13．7   3旦＿＿   

11月  11官言  1す：5  1訂ラ   
1㌻打  12．7  1旦。旦  担二室  田   

平成元年 1月  12．4  18．3  1む9  
2月  12．5  17．4  13．7  
3月  12．2  18．3  i3．6   田   

年 間 偵   1訂亨 

前年度までの  
過去3年間の憎   】  

調査開始：昭和63年7月  
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（84）鹿児島県Gこおらナる放易寸令旨鋼査  

鹿児島県環境センター  
四反田 昭二、今村 博香、下蘭 清香、福田 大三郎  

1 緒 言  

昭和63年度に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の環境放射能水準調査結果に  

ついて報告する。  

なお，本県では上記委託調査のほかに，川内原子力発電所周辺の環境放射線監  

視調査を実施しているが．その調査結果については「ノーl内原子力発電所周辺環境  

放射線調査結果報告書（昭和63年度 年報）で既に祁告している。  

2 調査の槻要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）の全べ～タ放射能，降下物，陸水（蛇口水），土壌，相米，  

野菜（大根，ホウレン草），茶，牛乳 日常食．海水魚の接種分析及び空間放射  

線塁率  

（2）測定方法  

拭料の採取，前処理，鋼整及び測定は，科学技術庁絹の各種放射能測定法シリ  

ーズ及び「放射能珊定網査委託実施計画書（昭和63年虔）」に基づいて行った。  

（3）測定装置  

ア 全ベータ放射能調査  

GM計数装置：アロカ・GM－5004  

イ 核種分析調査  

Ge半導体検出器：EG＆G ORTEC・GMX3O200－S  

波高分析装置：NAIG・E－552A  

ウ 空間放射線宝率調査  

1¢xIL Nal（TR）シンチレーション検出器：アロカ・MAR－11  

1¢xIL Nal（Tβ）シンチレーション式サーベイメータ：アロカ・  

TCS－121C  

（4）綱査結果  

大型水盤による月間降下物拭料及び定時降水試料中の全ベータ放射能網査結果  

を真一Ⅰに示す。また，空繍放射線宝率調査結果を義一－Ⅲに示す。いずれも，こ  

れまでの調査結果と同程度のレベルであり．異常は紘められなかった。  

核種分析嗣査結果を表－Ⅱに示す。核種分析調査については，昭和63年虔から  

実施したが，これまでの川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果と比較して，  

特に異常は組められなかった。  

3 結 語  

昭和63年度の調査結果は，空間放射線量，環境拭料の放射能とも，これまでの  

調査結果と比較して同程度のレベルであり，異常は組められなかった。  
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Ⅰ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水量  放射能濃度（Bq／l）  月間降下量  
年月  （M8q／加㍉）   （M8q／kmり  

（mm）  

昭和ふ5年 4月  ／7j  ／／   Nβ   j、♂   4年、0   ND   

5月  ／チタ   ND   ND   ND  

6月  3〃  ／占   ND   ND   ND  

7月  ／97  ／」   ND   ／j、ユ   ココ、隼  

8月  机り  ／ク   ND   ND   N〔）  

9月  jクJ   ND   ／」、J   ／00  

10月  ⊥占   J   ND   ‘、∫   ‘7、0  

11月  g∫   ND   ND   NP  

12月  ⊥／   J   ND   ND   ND  

年 1月  ／ユゲ   ND   ND   ND  

2月  ユユタ   ND   ND   ND  

3月  ／ユ0  ／／   ND   ／ク、エ   釘、｝  

年  間  値  jユ∫g  ／ク占   ND   ／j、j  ND～／ロ0   ND   

前年度までの過去3年間の値   J／ク   ND   j¢、P  NP～封拍  ND～1140  

注）－は軋はしてい匂し、こLと示1．  

Ⅰ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

浣  
取  1＝cs  前年度まで   その他の検出された  

試 料 名   採取場所    年  過去3年間の値    人工放射性核種   単 位  
月   

致                     最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  m8q／mユ   

降下物  
b3．S  

反乱ち寺   ～ト3   NC〉   ND  ND   ト柑q／km2   

上水 源 水  
陸  

ND  HD  m8q／‘  
水  蛇口水  え軋ち年  ♭∋．b bjl之  2  ND  

淡 水  

0．b∫J  ○、もFJ  ND   8q／kg佗土  
0－ 5c爪  呵間門  ムj．7  ロ  

土  ユユ、3  jj．j  ND   HBq／km壬  

壌  ND   的／kg乾土  

ND   5－20cm  呵呵町  ムヨ・7  ロ  ND  ND                 ND      ND  I柑q／k爪コ   

柏米  良風ち市  ♭j．1ユ  ロ  0、10∫  0、」05  ND   8q／kg†訪米   

野  呵呵¶  8】．1l  ロ  ND   ND  ND   
Bq／kE生  

菓   即畔］  もさ．1】  ロ  0、川g  0、10曾  ND   

如乳『  らう．♭  口  ト73  」、7j  ND   Bq／kg乾物  

茶  
宮と呵町  ム3．ら  ロ  l、0∫  l、0∫  MD   8？／h∂塁び勿   
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も〕．g 1．之  2  ND   NP  ND   Bq／月  

牛乳  
生息牲  加治木町  b｝．も ，．′′三  阜  MD  0、Ojユ  ND   Bq／‘   

淡水産生物  8q／kg生   

日常食  入口皐  もう．ふ もぅ．／／  ヱ  0．03g  0、0♭7  ND   Bq／人・日   

海水  1旺同市  ふj．7  口  ND   NP  ND   mBq／ゼ   

海底土  勺口せ田市  り．7  ロ  ND   ND  ND   Bq／kg李∑土   

海  ND   

産  
8q／kg生  

生  

物   

うり－11判屯してい匂いことと竜、1．   

Ⅱ 空間放射線童率測定結果  

モニタリングポスト  （CPS）  サーベイメータ  

測  定  年  月  
最低値  最高値  平均値   （〔Gy／h）   

昭和63年 4月   JO、3   ／5、3   JJ、S   与ぎ、7   

5月   10、2   J7、S   ＝、5   与7、9   

6月   川、j   ユ／、0   l／、5   阜7、0   

7月   10、¢   ／9、∫   I′、り   与7、9   

8月   10、u   j／、∫   J上ら   ヰ7．0   

9月   －0、与   Jユ、g   ll、占   I？、占   

10月   10、5   叫、5  Il、ら   牛8、g   

11月   to、S   けj   r I. PP ｝g、g   

12月   10、∫   1合、る   J／、7   ∫j、ユ   

千村九年1月   10、年   †与．9   J／、7   隼与、隼   

2月   IO、｝   JS、7   l仁7   昭．♭   

3月   tO、7  JS、？   ＝■ 7   ｝7．0   

年  間  値   10、2  封、g  J／、占  叫、←～∫j、ユ   

前年度までの過去3年間の値   P、∂  22、3  ＝、ユ  け0～∫∫、7   
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（鈷） き中糸鴇県 乙こ お らナ る 放身寸台巨調森  

沖縄県公害衛姓研究所  
金城義勝、宮国信栄  

長嶺弘輝、比義尚哉  

度に引き続き科学技術庁。委託を受け、昭和63年度に沖縄県が実 
施した環塙放射能調套の結果の概要を報告する。  

2．調沓の概要  

（1）調香対象  

降水、陣‾F物、陸水、農畜産物、日常食、土鳩、海水、海底土、海  
乾物および空間抜殻率の測定を行った。  

試料の採取地点、測定値点は表l～Ⅶに示す。  

（2）測定方は  
試料の採取、前処理および測定法は「昭和63年度放射能調蕉委託 

画調」、「食べ一夕放射能測定法」、「ゲルマニウム半導体検出器を  
いた機器分析法」に基づいた。  

（3）測定装置 一4V0111  
ンド  

c．マルチチャンネル波高分析袋帯 CAN8ERRA4K－MCA（35P山as〉， 
Ge－DETECTER GC2019－7500S  

d．モニタリングポスト Åloka MSR－151U，ND－105  
e．サーベイメータ At。ka TCS－121C  

（4） 

a．掩全べ＿タ放射能。調査結果を蓑Ⅰに示す。  

環境試料中の全ベータ放射能測度で海水に僅かの増加が見られるが1  
核挿分析結果から自然放射性核樺の寄与によるものであり、他の試料  
を含め前年度と同レベルの推移である。  

b．降水、降下物の全ベータ放射能の調査結果を表口に示す。  
今年度の降水の調香件数は 銅試料で、その中、2試料に 0．489， 

9′ 
q、 

c．牛乳中の1311およびゲルマニウム半導体検出器による核挿分析鈷 

ノ  

続き一郎の日常食試料からチェルノブイリ事故由来の －37cs（0．334 
Bq／人・臼）、－34cs（0．051βq／人・臼）が検出きれた。  

d．空間放射線発寒の測定結果を表Ⅶに示す。  

一   

、 

．1． 

る。  
」  ＿＿＿＿ 



Ⅰ全ベータ放射能洞査崩果  

試 料 名   採取場所  採取年月  検体致   
放射能襟度（含K）   前年度まで過去3年間¢せ  

単 位  
薫低値  最高値  侵低値  政商億   

大気浮遊じん  mBqノm℡   

降下物  H臼q／k巾ュ   

上水蔽水   
憧  

水  
蛇口水                Pq／‘    弗糸車  〆／ブ、ム 瑞ゴ∠J  ＿之  勉工糾い  ククJ♂  廠拍軒  ♂、♂J∠  
淡 水  

0－ 5c爪  痴確守  ノ拍ゴ、7  巴  βチJ  ♂♂♂  クタ∠j  8q／8乾土  
土  占♂綱  4〝／7  Jプアアグ  Mβq／klll  

壌  
5－2U（淵  有線争  ′ぬゴ、ア  ／  ／、♂ク   ♂．タ／7  クブタヂ  8q／8陀土  

／ノ冴プろタ  ／7∠∠杉♂  之♂♂搾／  H的／kl㍉   

精米  軸  ′／／、j  ／  ク、Jヱノ＿r  ク、♂／♂  ♂．♂J∠  的ノg梢米   

野  的／古生  

菜   ♂、烏／  ♂ノソ才  ク」ん   
茶  Dq／古生   

牛乳  綱賊耳  ノ預J、ア ノノノ．j  ′之  ∠′J、．～  〃J、J  々／．／  〃∠、ア  βq／g   
淡水座生物  的ノg生   

日常食  姻紬  メ′‘j、ム ノ′／ノ   一Z   J‾7β  占J、β  ∫老1ク  ∠J、J」  8q／人・日   

海水  ＿吋J嫁  〆り耳 ′ノ∴／   ノ／   々京4／  ．托7．4  〃J、7  ムど．♂  mBq／g   

海底土  如睦鋸、  ．～ノJj、r ′ナ／．／  ／／   〃．／∠ア  ♂．〝∫  敵i訳すい  ♂、紺／  Bq／g乾土   

海 塵  J4′  ク／リグ  J㌢   
生  
物   

8q／g生  

Ⅱ 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水談判中の全β放射能調査纏果  

降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）     大型水盤による降下物  
採取  

降水虐  放射能強度（8q／l）  
年月  

月間降下丘  
（机hハ㈹り   （H8q′几mり  

（mm〉  

チ！ジ刈り年 4月  〃／g．♂   ク   触三」け  れ机丹  ／、／／  廠ム王Jlすい   

5月  Jが．㌢．♂  ／∫‾   ′′   直抑1  穐抽け   ′′   

6月  ノJJ．♂  ′7   ／′   

7月  十十  J   ′ノ   ／／   ／′   之、P∠   

8月  コク玖♂  ／J   ／／   ／／   
／／   椎えユd（す・l   

9月  水．∫  ／β   ／ノ   ウ   ／／   

10月  jを7〃  J‾   ／／   〃   ／ノ   ′   

11月  々♂、ナ  J   ／′   ／／   ′   ／／、／   

12月  ／プ、ナ  ／   ソ   ／／   ／   才、／r   
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ネ克えタ1々  ノ」／♂   ㌢  健也1訳す◆、  頼：如小才■、  頼吏抽耳  ：結こか村け－   

2月  ノ．ブ、〝  J   ／／  ∫1デJ   

3月  之ゴ．♂  ∠   
／   ク、ファタ  ／、蕗   鶴、王t  t†㌧十   

年  間  億  ／7乃、♂  j柑′   ♂、ク♂ヲ  軌・・－／∫J  線出府」／／、ノ   
前年度までの過去3年間の値   JJ訂   ／   ／〃／、J  忘告t～〃J  玖三桁、」／／〝   

Ⅱ 放射化学分析絵果  

採取  うOsr  】】1cs  

拭 科 名  検体致  
年月  最低値最高値   退去の値  最低値  ・u■厄．T主  過去の怯 

降下物  H8q／km｝   

陸水（上水）  m8q／‘   

Bqル8乾土  

土  
HBq／k爪l  

Bq／k8乾土  

壌   
机8q／knt   

穀類（精米）  Bq／kg栢米   

野菜類  Bq／kg生   

茶  8q／kg乾物   

牛乳  8q／‘   

淡水産生物  Bq／kg生   

日常食  Bq／人・臼   

海水  m8qノ‘   

海  

産  
Dq／kg生  

生  

物  

過去の値は、前年度までの過去3ケ年Ⅶの値。  

Ⅳ 牛乳中のI81一分折絵果  

採 取 場 所  摘演出  鯛棚  前年度まで過去3年間の宜   

採 取 年 月 日  郎j、γ  ′／／j          最低随  最高値   
放射能強度（8q／ゼ）  巨人ユ机L  ノ按如拍  廠工姉、  ♂、♂ダム   
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V ゲルマニウム半導体検出器による抜穂分析測定調査結果  

渓  
取  1●1cs  前年度まで   その他の検出された  

試 料 名    採取場所    年  過去3年間の値    人工放射性域積   単 位  
月   

敗                      最低値  最高値  最低値  最高偽   

大気浮遊じん  m8q／鴫9   

降下物  H8q／如㍉   

上水 源 水  
陸  

m8q／‘  水 n                          蛇口水   舵敏之  gよ ／ノ／j  ．ヱ  破損武者  戚出げ  触府、  如摘     淡 水  
∂、／／  ∫こノア  ∫ム   Bq／kg乾土  

0－ 5c爪   灸糸車  郎j、7  巴  
土  J㌢∠  JoJ  Jノア  H8qハm｝  

壌  ゴアJ  ヱ．＿タグ  J、JJ  8q／kg亨∑土  

5－20cm   命象争  お、7  ／  
グケ∠  々タ7  ∠JJ  H日q／如才   

精米  鯛摘粛  〝／、j  ノ  ク、∂／7  ♂、玖ブ7  8q／k官用米   

野  ・革舶  旛如洒  1柑  βq／kg生  

菜   如雨、  玖頭す  ／、〃㌢  

茶  Bq／kg乾物   

牛乳  酔薇瑠  ノブ．ア J  ．Z  ・王府、  痺如柑  ∴＋∴十  ク．〝JJ  8q／‘   

淡水産生物  8q／kg生   

日常食  彿覿  Jゴ、γ ＿丘ム主＿  ′Z  ク、ク∠／  ク、／／J  ♂、βJ∫  ク、7づヰ  Cs′ィブナ   8q／人・日   

海水  、jゼ煮、  ムJ．タ ノノ／、⊥  ／／  ヱ、㌔¢  J＼ブタ  ～、タ♂  よ／タ  巾8q／‘   

海底土  ．1妨疫  ∠ブ、彦 ノ／／、j  ノ／  恕JJげ  〃て〆J  ・1材、  〆♂／  8q／kg乾土   

海  

産  
βqノkg生  

生  

物  

Ⅵ ウラン分析砧果  

拭 科 名  採取場所  採取年月日  ウラン濃度  過去の値  単 位   

河 川 水  
喝／‘   

海   水  

土   壌  

河 底 土  喝／座範士  

海 底 土  

海産生物  曙／座生  
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Ⅶ 空間放射線量率測定臆果  

モニタリングポスト（【6y／h又はCPS）    サーベイメータ  
測  定  年  月  

最低値  最高値  平均値   （nGyノh）   

邦創出年 4月   ♂、7   ノ〃′、」   ズダ   JT、7   

5月   夙4   ／〃．♂   只ア   ∠♂、ク   

6月   尻、ケ   ／アア   宍4   ∠よJ   

7月   尻ク   ／ク、J   冥ケ   ∠ノ、㌢   

8月   よ7   ／ノ、タ   グム   ∠♂、ク   

9月   ．鎚＿l  ズ∫  血   
10月  タ、㌢   ．杉7、㌢   タ」乙   ヂ 

11月   よ4   ／J、ア   十十   J才、㌢   

12月   P．ク   ／ノ、4   月㌢   〟、♂   

チギえ年1月   タ、㌢   ／J、9   ダ∠   ∫タ、∠   

2月   ダβ   ．ノ1ノ、㌢   タグ   〟7  

3月  £タ   ／ノ．ダ   タ㌢   しげJ  

年  間  値  尻4   ／7ア  月∠  J砕．♂－∠よぅ   

前年度までの過去3年間の値   グJ   ／叉ノ   え／  エゴ、／－‘／、㌢   
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